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近代 日本 文章 史 

瀨古  確 著 

緖  言 

支那 文物の 移入と 共に 漢字 漢文の 招来と なり 古代人 は その 思想 感情 を 外來の 表現形式 たる 漢 

文に よって 發 表しようと したので ある。 日本人の うちに も 漸く 漢文 を 巧みに 驅使 する もの も 現 

れ 古事記と か 日本書紀 とかの 編纂と なった ので あるが， そこに は 日本人の 想 情 を 盛る に 適せし 

めむ として 旣に 早く 和 臭 ある 漢文の 表記 を 見出す ので ある。 特に 古事記に あって は 日本語の 特 

質た る敬讓 語と か助辭 とかの 表現に 力 を 用 ひ、 よく 古代人の 生活 感情 を われわれに 傅へ てゐる 

ので ある。 
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して 擎の下 II がた li とて； uuf れ I る や、 f あって 

こよっても のせられ たので ある。 1-^0-1^0^^-^ 

I  I  ^ もき き 隱れ てまで 自由な I をと らうと して？.. 

も紀貫 之の 如く 早く も 女の 名 1.^ 

ま 如何にも 卓 と 言 ふべき であ 7。  .  3 ミニ， V  ,4- と を. する にあたって 

. 5^3  ノこ&  つたら うけれ と  ^/Anu,A 

ま I 繊細な 假名 文が 最も 適當 したの . -Ir る； 來な くな つたの も I 

If  ) .」 W,wxr-M;s- れ文こ は：： Knr 滿足 する 1* 力.！^ ナ 

きとす る 武士の 世と なって はず If  の 5: ^とし I 記 t にあつ 

の數善 ふべき である。 lil^^Hl^lli 

て は、 所謂 II 文の 出現 をみ ねばならなく なり 5 乂 i 

事と なった ので ある。  t も その 時代の I せに 審 した ものの 

かくの 如く  f 文と か 和漢 霧 文の f-sr^.^  るう トぉ 7.,, が m ま 

ill  It. 


やうで ある o 

鎖國の 夢から 醒めた 明治 新人 は 何れも 「文明開化」 を 合言葉と して は 一 日 も 早く 西歐 文物の 

普及 を 目的と したので ある。 

新 文化の 普及に あたって 在来の 漢文 や 雅文 を 以て その 儘 新 生活 を 描き出す. 事の 不可能な の は 

言 ふまで もない。  ， 

一 人 も 多く 文明の 恩澤を 蒙らせむ とする 實用 的な 意味から も 平明と 簡潔と を 尊び 言 文の 一 致 

を 望む 傾向 も 亦 こ&に 胚胎した ので ある。 

彼の 二葉 亭カ 「めぐりあ ひ」 とか 「あ ひに き」 などに よって 當 時の 讀者を 驚嘆 4d しめ のよ 

1 に 清新な 歐 文脈に 負ふ ものなる を 思 ひ、 更に 逍造 美妙 四迷鷗 外な どと 明治の 新 小 說にカ を 致 

した 人々 の盡 くが 英獨 露の 外 國文學 の 何れ かに 深い 敎養を 有して ゐ るの を 思 ふとき 新 文章に お 

ける 歐 文脈の 勢力の 拔 くべ からざる もの ある， を 推察す るに かたくない であらう。 

實に 近代の 新 文章 は歐 文脈 を 主流と し 言と 文との 一 致 を はかる 事に よって 淸新 複雜な 想淸の 

表現に 適應 せしめよ うとした ものであった。 卽ち 日本の 文章 は 明治 一 一十 年 前後 を 期して 新 文化 

と共に 招来され た歐 文脈 を 主流と して 文章 史上 稀に みる 大轉廻 を 試みた ものと 言 ふべき であ 

,  一 II 


る。 しかも この i こそ 平安朝の f 文の， 

ばなら ない ので ある。  、 t ょェ 5i ぷを 以て 或は 漱. 藤 村 を 以て そのみ ル 

成 者と みるお も あるけ わと も 禾 • 

秦に I ましい 發展 SI 出す もので.^ 7 こ..」 . i 「- 一人 I」 や 「ss」 に 

霞 は 文 霞圃を 念願と して 表現に腐：；；；；：：^ で 文の,, I 式と なり 了った の E 

文 一致の 筆を揮って 「 ：：： である た" の备 ひうる。 けれども 彼の 条には どこと 

て も 5 一致 は 彼に よって. 一； 化 夜叉」 に 至って 5 雜 f§ によらね ばな 

なく  f 臭味が 漂って をり li う：.；；.. 大 I と I す I は， いで あらう。 

ら なかった のによ つても 彼 を！.； 着 示し |發 社き 如く  i 

更こ I と I 村に 至れ I- 文 一致の ぎ I も ^^^^iai^^ 

とか 粉飾と stif  U ハ ども liiii 

彼き 11 ベ か 入れ i 

ヒ 1.、，^ しきって をら ヤー K 文 I 致の R^^/, ズ て  . 

を离 SLtz 一 

i  i 


ものと は 思 はれない ので ある。 更に 新 文章に 決定的な 方向 を 指示した 歐 文脈 も 明治 期に あって 

は 巧みに 使用され て はゐる けれども、 未だ 自由自在に 驅 使せられ るまでに は 至らな かつ の で 

ある。 

卽ち 大正 期に 入り 白樺 派の 出現と 共に 有 島 武郞の 如く 歐 文脈 を 自由に 驅使 する 作家 も 生れ 武 

者 小路 實 篤の 如くつ とめて Spoken  language に よらむ とする もの も 現れて こ 、に  一一 一一！： 文 一 致の 

新 文章 は 略々 その 完成 を吿 げた ものと 見る 事が 出來 るので ある。 

かくの 如く われわれ は 大正 期の 白樺 派にまで 下降して 言 文 一 致の 完成 を 求めむ とする もので 

あるが、 更に 新現實 派の 菊 池 寬の文 を 見る に、 こ \ に は 最もよ く 近代 文章の 特質が 窺 はれる ば 

かりで なく 歐 文脈の 如き も 如何にも 生活に 卽 して 來てゐ のが 見られる ので ある。 

近代 日本 文章 史を 叙述す るに あたり われわれの 大正 期 を 以て 一 線 を 劃 せんとす る 所以 も 亦 こ 

こに あるの である。 

二 

本書に あって 近代の 新 文章 を 論す るに あたり 私 は 先づ第 ー篇 において は 「作家 を 中心として 

,  五 


の 考察」 と 題して 展開 的に 之 を 眺めたい と 思 ふので ある。 

明治 初年 早く も 見る 所あって 文體の 平易化に つとめ 一人 も 多く 文明の 録を 蒙ら せむ ものと 

努力した の は 福 澤論吉 であった。 西歐 文物の 吸收に 燃えさ かって ゐた 常時の 人々 に 西洋の^^ 

なり 新 知識な り I ける にあたって、 彼が そ Q 表現に 達擎明 を、 匿と した f 如^も 時.. - 

を 得た ものであった。 その 著 西洋 事情の 著者の 手より 發寶 せられた ものの み にても... 部 を 

下らぬ と 言 はれて ゐ るの も 一 に は その 平明 暢達なる 表現形式 による ものなる^ は 明かで ある。 

しかも 彼の 秦は語 尾 だけ 變 へれば 直ちに I 一致 體 となる のによ つても 假 "-. お ハチ. "备 

樣 式の 表現から 一一 S. 一致の 新 文章への 橋梁の 役目 をな して ゐろ ものと して その 力"^ は.". 11 

るべき であらう。  . 

ついで 浮內 IQ 「小 I 髓」 は 明治の 新 小き 向 ふべ II 示した もさして 文 ^卜- 

中 3 れられ ない ものであるが、 その 「文體 論」 に 俗文の 價値を 認めて は 新 俗文の 出现 を， ィび .3 し、 

f なく 現れた ニ擊の 「I」 に 呼びかけて ゐる點 においても 亦 尊 f るべき である。 

二 輩と 美妙 齋と I に 5  一  I の 創 I として 永く その 功ず 糧 せらるべき 人で ある 

が、 その 新 文章 は 何れも 外 國文學 の 素養に よって^き 出された ものである。  . 


小說と 言へば 何 か スト ライ キングな 事件の み を 取扱 ふ ものと しか 考 へ てゐ なかった 當 時の 讀 

者に とって は 平凡 人の 間に 醸される 平凡な 事件 を 書き 綴った 一 一葉 亭の 「浮 雲」 (明治 二十 年) は 確 

かに 驚嘆に 値する ものだった に 遠 ひない ので ある。 この 作品の 重んぜられ たの は單 に內容 ばか 

りで はなく 表現形式に 新味 を 採り 用 ひた 事が 與 つて 力あった ものの 如くで ある。 特に 一 一十 一 年 

に發 表せられた 「あひ^き」 とか 「めぐりあ ひ」 など は 共に ツル ゲ ネフの 作品 を譯 出した もの 

であった が、 その 自然 描寫の 如き は 在来の 作品に は 未だ 嘗て 見られなかった 程甚 しく 緻密 詳細 

を 極めて をり 永く 文壇に 範を 垂れる 事と なった 程で ある。 . 

美妙 齋も 西歐の 表現に ヒ ントを 得、 一 一十 年頃より 當 時として は 寧ろ 耳障りな 程 斬新な 形式に 

よって 讀 者の 目 を 奪 ひ 一 躍 文壇の 寵兒 となった ので あるが、 今まで 俗文と して 嘲笑 的に 呼ばれ 

てゐ たものに 首 文 一 致なる 對 等な 稱 呼を與 へたば かりで なく、 屡 論難の 矢面に立って 大いに 新 

文章の 喧傳 につと めた 點はー 一葉 亭 などよりも 積極的であった。 

西洋 崇拜の ほ とぼりの 冷め かけた のと 共に 反動的に 國粹 保存の 運動 も與る やうに なり、 今 ま 

で 見る ものの なかった 古典 を眞 面目に 研究す る もの も 現れる やうに なり 一 一十 年代の 如き は 西 鶴 

熱 を 爆り 露拌ゃ 紅葉 さ へ 西 鶴 張の 文章 を ものす る やうに なった。 
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紫な どと 當時 有名な 作家が 多く この 文體 につ - 

消された かの 觀 があった。  rsl0  n 一ん お 房」 に 41- 文 致 體を《 り 川 ひ 

I に は つ ：.：. である」 ilnuuun 

かりで なく、 最後 Q 大作 「金色 农叉」 iifp^ii^<^ 

力の、 rli きし il と： て： に" H!! ら 

寧ろ美 妙 以上だった iHlif 紅 h 手 をら wfly と ri らう。 

, ； 「こ ，一  0,、，.^ 頒 もかん と 達せられ プ 

れ たもの 善 ふべ く 板の 「文 it」xp た S 子规ま  一 i 生 文 I で vfi ら之 I 作し、 

俳句の 革新と 岡：；：" lilii ま S 

擎と &g 石な どに 至って 大成せられ た？ りて ノュ。 "ある。 T おと V え 取ま餐 文 

、 /V -、  alt 主 目 すられねば ならない のて 

げかけ てゐ るの きへ は l.f せ ォ M  «2 ヒー. S 黨 とか I とか を 却け ようと 

. に ，， 、 ；^.?.£._5^1=::^して税友社  一 ^の  一一- -nr5 」 力 *. 力 

一致の 筆 を 遣った もので はなく  ，生 を マ； 


する や 「平々 淡々 のうちに 極めて 精細に 極めて 深刻に 事實を 叙す る こと」 の 出来る この 文體に 

よらない では をら れ なかった のであって、 こ、 に は 美妙と か 紅葉な どよりも 一 層 必然的な もの 

が 漂って ゐる やうで ある。 卽ち 美妙 は 斬新な 表現 を とらむ として 言 文 一 致に よった もので あり 

紅葉 もた^ 隆盛な 新 文章に 動かされて 之 を 試みた ものにす ぎす、 是非とも 之に よらねば ならな 

かった 理由 は 見出しえない ので ある。 之に 反して 子規 は r 寫生」 を am とし 「客 觀 的 態度」 を 持 

した 結 架、 いやで も 新 文章に よらねば ならなかった 所に 前 一 一 者との 根本的な 相違が 見られる の 

である。 

島 崎 藤 村が 「詩から 小說の 形式 を 選ぶ やうに なった」 最初の 所産 はかの 「千 曲 川の スケッチ」 

であった が、 そこに も われわれ は 厭く まで 客觀 的な 寫生的 態度 を 看取し うるので あって、 子規 

一 派の 提唱に か \ る寫生 文の 投影 を も 見逃しえない であらう。 更に 三十 七 年 起稿の 最初の 長篇 

「破戒」 に 至れば 寫生文 以後 發展 してきた 客 觀描寫 の 筆を揮 ひ 地方色 を 濃 やかに 出して ゐる ばか 

りで なく 歐文 風な 巧みな 表現 も 亦 見受けられ るので ある。 四十 年 東京 朝日に 連載 せられた 「春」 

は 前の 作品よりも 一 曆 個性の 色の 鮮 かなば かりで なく 歐 文脈の 如き も 亦 消化し 盡 されて をり 凡 

手で ない 彼の 貰錄を 示す に 充分であった。 更に 四十 二 年に 着手 せられた 「家」 に 至れば 歐 文脈 
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緒 *  ノ  3r<LMXC. ま.^ こよって をり、 この 方 * 如での 藤 村の 力.^ 

も 手際 よく 攝取 せられて 曰 本文と して i 

も I す 事 は 出来ない ので ある。  見？ J 文の 運 S に& ^されて 三十 八た や 

すん 3n5n ま 下見. ^の 俳 入と して 先づ 世に 知られ ォ規 の- 文の.^. ， ゾリ：、 

蒼 漱石は 子？ も； I して S 文き その 名き はれる や-になった のでき 力 

始めて 「我輩 は 猫で ある」 を 裏して 一 躍 文， 笛 こなき.， i も：^ られ るので ある 

るつ しょこ. こ寫生 文の 完成 S を f るので ある 猫に は r き P 

や、、 ® 月な 文章の 中に も ゆった た f 轮  - ^50 

- ノて Q 持 をけ ざ や 力に K マ 

種 一， 丸 年，， . 新 小說！ 表の^ "  i かき，， され， も 

H 「すこし I でも 非；！ れ" if の もあって i 如 il 

のであった。 そこに は莒 茶屋の 一節の 如く s-  ,i-  ^ 

としての 夭 分に 惠 まれて ゐ たかを I つてき ので あ；^。"， 一  こも I. とち」， § の 新 

i 十 年 意ら Ilf れた 「1^ にら も られ r ばかりでなく.. 

文 i して をり、 II 法！ て ゆ i きん H よ. i と ti。 

. たる 情趣 を 漂 はせ た 漢文 脈 も m ひられて T モア に 富ん ん齒 切の よ 


かくて われわれ は 藤村漱 石の 努力と 精進と によって 明治 一 一十 年 前後から 漸次 進展して 來た新 

文章の 二 大髙峯 を 示された わけで、 彼等の 功績の 決して 小さくな いの を 信す る ものである。 け 

れ ども 眞の 口頭 語 的 表現と か歐 文脈の 驅 使せられ た 姿 は 白樺 派の 作家に よって はじめて 示され 

たもので ある。 

白樺 派の 作家 有 島 武郞の 作品 を 見る に 四 4- 三年 十月 白樺 褐 載の 「かんく 蟲」 に 於て 旣に約 

爛 多彩な 歐文 表記 も 見られる ので あるが、 「力 イン の 末裔」 (大正 六 年) 「小さき 者 へ 」 (大正 七 年) 

に 至れば 淸 新な 自然 描寫ゃ 巧みな 擬人法に 歐 文の 呼吸 をも感 する 事が 出來 るので ある 。更に 「或 

る 女」 (大正 八 年) の豐麗 奔放な 筆致 はよ く 斬新な 比喩と 調和して 目 も 眩い 程な 歐 文脈 を 示して 

をり、 われわれ は その 芳香に 醉 はされ すに は をら れな いので ある。 

新 文章の 方向 を 指示した ものと も 言 ふべき 歐 文脈 は 有 島の 作品に おいて はじめて 自由自在に 

驅 使せられ たものと 一一 一一！： つても 過言で はないで あらう。 

武者 小路 貰 篤 は 白樺 派の 驍將 として 盛に 活躍し 自由 淸 新な 形式 を 文壇 におく つた ものである 

が、 中で も 眞の言 文 一 致の 標本 を 示しえ た點は 彼の 功績と して いつまでも 忘れられな いもので 

ある。 


§  き n  ,  9  ^  J 11  ,1、 れレ 

nulll  liny 

ひうる であらう。  口  fisi 的な 衮现 が：！^ られ るので あり、 

「ヒ IB つ 一  .c^rD? る も 滑ら 力な ローリき "白/ま 3 

I 正 れ uhr 冗 f  S る i ら if  i よ 

文語 的 臭味の 感ぜられな いのは 

うとす る 傾向 も I けられる ので ある。 は 一好け ざ やかに 現れて をり、 s(：i 

更に HIS  I^H.^II ギ， ゾこ、 に リズ 

一致 i しで な u::uuu:: 「し tli い 

ムを さへ 求め r::H  ;Hril!i まめ ir 

の 時」 と ある 如く この 作 fit を 』 おつまと して 全 作品に S れ てね である 

るが、 か、 る獨り 物き ふやう 墓 墓り も tt:fM/「t 水の §」(華绿) となつ 

tli 向 は 「ll」s 十 1) る r:iL:: は^る 倾 sif ノた 

て 現れて をり、 更に 大正 十二 年 作の 星 傳小說 S ま」 の も は 力 

ものであった。 


彼の 作品に は 獨語風 若く は對話 式の ものが 多く 「 …… の 話」 といった 題名 さべ 幾つ も兒 受け 

られ るので あるが、 こ、 にも 作者の 話 言葉 を 好んで 用 ひた 一 つの 理由が ある やうで ある。 

有 島と か 武者 小路な どの 功績 を 思 ふとき、 白樺 派の 作家の 文章 革新に 對 する 力の だ 大き か 

つた 事 を 認めない では ゐられ ないで あらう。 

自然主義の 作家 を 人生の 從軍 記者と 言 へるならば 寧ろ 人生の 戰士 として 血み どろな 實 生活 を 

描かん として 生れ 出で たものに 新 思潮の 一 派が あるが、 中で も 菊池寬 はい K 意味での 現代 を 代 

表し 麗 文壇の 大御所な どと 言 はれて ゐる。 

彼の 作品に は 初期の 短篇に おいて は 有 島の 如く 華 匿に して 人の 目 を 摩 ふと 言 ふよりも、 つ \ 

まし やかな 中に も ゆとりの ある 表現 を 示して ゐる。 しかも 漱石 などの 文に 見える 佶 屈な 漢語な 

ど は 全く その 影 を ひそめて をり、 平易な 語句の みで その 用を辨 じて ゐ るの は 新 文章の 特色 を最 

もよ く 具現して ゐる ものと も 言 ふべき である。 

卽ち 彼の 「無名 作家の 日記」 (大正 七 年) を 見る も、 句 讀點の 非常に 多い 短い 文より 成って を 

り、 しかも 常識的な 語句の 連ねられて ゐ るが ために、 簡明 直截な 文章と なりえ て をり、 更に 「恩 

纏 S の 彼方に」 (大正 八 年) を 見る も、 流麗な 自然 描寫の 見受けられる ばかりでなく、 氣 のきいた 
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歐 風の 筆致 も 亦 認められ るので ある -、  ノ  Mi 也 E も、 一度.^ じて 径篇を ものす 

かくの 如く  |小| いて 逢 素朴 14 た 菊"""，" r! であら 

るに あたって は、 前に は 全く f れ なかった 程 I 爛さ I して わるび はれ n  — 

ぅ：.ち大正九年大|に|「籠人」|る|脈|に取人れ；：れは^^0 

I 大正 ブ年さ さ こ I つてね る やうで ある。 更に 「慈 悲心& (人. -し 「人 

現 こ 明朗 さと 絢爛 さと を與 へる のに 役立って  T  ,  -.M ご 一- - 巧，^ な 比お こよって 

, ,5nK 朱 一 (大正 十二 年) などに 至って は淸 新な 首 ひ 廻 力  i 

華」 (大正 十一 年) 「ぎ 珠」 (大 在サ  . , 'ク ^る！；；、， ：！.^? 仆 こよって 形式 

^明の 乍 1.^ 决 して I れ まつ If  II してきの て： } 

籠 iill つ：； き： tfp;: 

""ほ iffi へ と移って行 つたの も 恋 §u ふ ま" ま 

i において は I 脈の 地に ついて t の も 欧風の f 活力 漸く 目立たない まて. -f 

事 を 物 誇る ものに 外ならぬの である。 


新 文章の 推移 發展の 跡を展 ii 的に 眺めた われわれ は 更に 橫の 考察 へ と 筆を轉 じて 第一 ー篇 にあ 

つて は 「文脈 を 中心としての 考察」 を 行 ひ、 第一 に 漢文 脈の 消長 第二に 國 文脈の 系統 第三に 歐 

文脈の 陰影 を撿 討し、 iM 文脈 を 主流と して これらの 融合 調和の 上に 近代 文章の 成立 を IB- ん とす 

る ものである。 

明治の 新時代に は 寧ろ 早く 淸算 せられた 害の 漢文 脈の かなり 根強く 小 說界に 勢 を 占めて ゐる 

のみなら す 一 見 新奇な 飜譯 物の 世界に おいてさ へ數 多の 漢語の 使用 せられて ゐ るの を 思 ひ、 併 

せて 評 壇に おける 漢文 崩しの 隆盛 を考 へる とき、 漢文 脈の 消長 を 外にして は 到底 新 文章 を 論す 

る 事 は出來 ない ので ある。 

西 歐心醉 の 反動と して 國粹 運動の 擡頭 を 見る や 今まで 顧みられなかった 國文學 の 尊重せられ 

るに 至り、 稚俗 折衷の 文體の 如き も 紅葉 露 伴 を はじめ 綠雨鷗 外 一 薬な どの 當時 有名な 作家が 多 

く 之に よつ たがために、 一 時 は 一一 一一 n 文 一 致 を さへ 凌ぐ かの 勢 を 示して はゐ たけれ ども 將來を 約束 

された 文體 だと は當 時の 人 とても 思はなかった やうで ある。 

落 合 直 文 一 派の 提唱に か、 る 美文の 流れ も 亦國文 復興の 潮流に 棹して 生れ 出で たもので あり 

中には 小說 的な 可憐な 作品 も 見受けられる けれども、 折衷 體と 同じく 新 文章の 摸索 時代に 色々 
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1 六 

者  言  I 

. . 1,vr>,-,,. りだつた と 言 ふに 過ぎない であらう 

と 試みられた 表現形式の 中 かなり 有力な もの/" U 「一 ^ へ g した もの は、 a 

近代 豪に 最も 重大な 影響 を與 へ、 しかも その 方向 を さへ 队定 し.' 

文脈であった。， ナ，. 气こ傳 へた もの は 新秦の 導火線 ともなった i 亭の 作" M 「びき 

西洋 文 f 始めて け ざ？ S へ/もの は薪^ゾ X ど て 一 i やか I 文の 句 ひ を 

. ク う、： を， i よりも 寧ろ 「あ ひ.^ き」 「めぐりあ ひ」 なと に 至って  -^if 

である 力 そえよ-ザ ゲ弋ス  ノこ きク f 1^、  埒 として は ^^b- 

li る。 更 iII5p 育" も 

りな If  II てして ゐ るので ある。 し 力 も 紅 i"nt<,Ii\ せた のよ 5 と...： 

巧み： 使用せられ たので あるが、 之 を 自由自在に I して i 奔放 I 致 でィ - 

つても 有 島武郞 であった。  .ト 炎お 的な 力 を；^ し 

iilii 的 II そ まな i 各 

たもので あって 近代 曰 本文 寶 における g 繁に I つて £ 

はねば ならない ので ある。  レ つ，， よ f=Ji^£lci こおいて は 近代 文 

第 ii において 近代 秦の 縱橫の I を 行った われわれ は.^ 


章の 特質 を 柚 出して 


一 、 言 文 一 一途より 漸次 その 一 致 を 見る に 至った こと。 

一一、 和漢 洋の 三文 脈が 漸次 融合 調和 せられて 今まで 見られなかった 新 文章 を 形造った こと。 

三、 平明 達意 を 皆と する こと。 

四、 簡明なる 一 面と 共に 精緻なる 反面 を 有する こと。 

五、 個性的 色彩の 濃厚なる こと。 

六、 修. S 的に 歷 史的現在 を 好んで 用 ひ、 擬人法の 多く 見られる ばかりでなく 漢語の 振 假名に 

も 工夫 を擬 して ゐる こと。 

七、 形式 中心より 內容 形式 融合へ と 移りい つたこと。 

などの 七ケ條 を列擧 したので あるが、 中で も 特に 大書し なければ ならな いのは 「歐 文脈の 流入」 

と 「首 文の 一 致」 とであった。 

卽ち歐 文脈 は 近代 文章の 方向 を 決定し、 從來の 表現と 截然と 區別 せしめた 所に、 假名 文の 發 

生 和漢 混 滑 文の 成立と 共に 日本 文章 史上に 一 時期 を 劃す る ものと 言 はねば ならない ので ある。 

更に 言 文の 一 致 は 新 文章の 目標と して 高く 揭 げられ たもの だけに 近代 日本 文章 史は 一 に 言 文 

一 致の 發達史 とも 稱 すべき ものである。 
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$crh 「文靈推 移」 を舊 したの は 豪 SIM に新秦 ii 

つて ゐ るか を 眺めん とした ものに 外ならぬの である。 、一二 卜 ま 

？^.  SSI した 明. 台 一 一十 年 I から 新 文體& つて 5 の f 浙く. t  く  一-一 . 

言 文 - 致 體の發 生 I ズ n  、マ- 一 ュ  n^^^^-c?os^ なる 新 文？： ゆの 二者 

頃 こ 至っても II  5 直る もの さへ あって 「大曰 本と 文 fg^^.  l -,. -、 と，— 

ナれ ども、 ！ 一  致 雲會 I の il をお 版して は！ 一  ま"" 

書 さへ^れ 一」.^ ス I ォ  I --i  ノ  r-n レー. y  、こき 淮< ^^も 靜 まっていつ 

t.  ：  ：  -  i  乍 口  現れる のと „ ^ノに ま 集 r ま 

け 最後の 逆襲 を ^事に 擊 退して 力ら は 秀 てた チ。 の.^ わ 

き 一 ま 「破戒」、 一二 十八 年に は 「猫」、 一二 十九 年に は 11 

相 ru〕 V かりで なく- 坪內 I は 「5 一致に ついて」 (一一 一 i〕 な" r  i ズ 

il もまに 定まった ものと 一一 i が.. ずいし^" は.：；：" ひも 辆ぷ ii 

とか 「平凡」 「春」 などの 作品の 如く I 豪の 拿 塔 4 力れ はず 

？ 27 し， <W こ 離 する 事 は出來 なかった。  ，YC  に Vt 

力ら チ^  IWK  一  二  .：」 C2t  rfr き レー もよ く  口  文と^ ば 

大正 期に 入れば 今まで 一 5 一致 體と 呼びな されて ねき 文體 はす 


れる やうに なった。 

大正 五 年 坪 內遙逍 は 「文章 上の 擧國 一致」 を 叫び、 更に 十 年に は 文部省 自らが 「 口語文 用例 

集」 を 刊行す るに 及んで、 口語文の 使用 圈は 益々 擴 大充實 せられる 氣 運に 向った 事 は 確かで あ 

る 0 

しかも 白樺 派の 作家 有 島武郞 によって 歐 文脈の 自由に 驅 使せられ たばかりで なく、 武者 小路 

實篤 によって 眞の 口頭 語 的 表現の 示された の を 思へば 新 文章の 陣容 はこ-に 全く 成った ものと 

言 ふべき である。 

內容 によって 形式 を 決定して ゆかう とする 傾向 は旣に 自然 派の 中に 萠し たもので あつたが、 

白樺 派に 至って 一 層け ざ やかと なり、 更に 新 思潮 一 派に よって 內容卽 形式論にまで 築き上げら 

れ たので ある。 

新 文章の 發生當 初にあって は 作者 も 讀者も その 文章の 新奇なる 事 を 望み、 小 說には 一 々題目 

と共に その 文體を 銘打って ゐ たの を 思 ひ 合すと き、 明治 大正の ゎづか 五六 十 年間に 驚くべき 進 

展を 遂げた ものと 言 ふべき である。 •  - 

かくて 理論的に も實際 的に も 近代の 新 文章 は 大正 期に おいて はじめて その 陣容 を 整備した も 

1 九 


本實 おいて われわれ Q 明治 大正 を i せむ とする 所. -も亦 


第一 篇 作家 を 中心としての 考察 

第一章 假名 垣魯 文の 文章 

政治の 根本的 改造に 國を 擧げて ひたむきであった 明治の 初期の 文學界 は、 ゎづ かに 江戸時代 

からの 戲 作者 流の 盆と 正月との 一 一期に その 繽物 を發 表して 出版 書肆 を賑 はせ てゐ たのみで あつ 

て、 未だ 小 說神髓 を 振騎す もの も 現れす、 從 つて 叉 浮 雲の 如き 佳作 を 見る 事 は 到底 不可能で あ 一 

つた。 物質文明の 建設に 新 日本の 發展の 驚嘆に 値する 程め ざまし いものの あつたの に反して、 

文學の 方面 は甚 しく 寂 霧た る ものであって、 その 盛なる 活動 は餘程 後年 を 待たねば ならな かつ 

た。 かかる 時代に 、江戸 期の 呼吸 をゎづ かに 呼吸いて ゐた 戯作者 連の 中に あって 最も 頭角 を あら 

はし 舊ぃ 形式ながら も 新時代の 氣風を 巧みに 盛り込んで 行った の は 何と 言っても 假名 垣魯 文で 

あった。  . 
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第一章 假名 垣魯 文の 文章  .  - 

魯文 はは じめ II さと か 筆と か稱 へて をり、 「政 謹 円 延碑」 (弘化 一き I 女 作と して 介 i、 

5 本な ど I 繼 いで 霞して きが 萬延羣 「爆 富士 詣」 S すに 及んで その 文名 を - f 

に 謳 はれる やうに なった。 彼の 本領 は 滑稽 的な 方面に あった ものの 如く、 明治に-至つ て^^し 

た 「西洋 道中 膝電」 is や、 ついで 著した 「安 愚樂 鍋」 §s 「胡 8」 (さ 五 

年) など は 皆 彼の 長所 を I した ものであった。 三 馬 流の 諷刺と 皮肉と を I せしめ.？ ちに 

も 時代 II 敏感に 猿へ 得て t の は、 f して 江戶 sf  f に S いで ゐ たお，.^ 力 S 

時の 文壇に あって 珍ら しい 存在たら しめる に 充分であった。 

時流の 好み I るのに 敏捷 であった 魯文も その 表現形式 をば 一新す るまでに は 到らす 江 P ゆ 

代に 於け る 所謂 戯作者 臭味から. 脱し 切る 事 は出來 なかった。 

明 冶 三年に 初篇を 出した 「11 西洋 膝 架 毛」 の 趣向 は 一一-一 「- ふまで もな く 一  九の 「.=^^屮膝.架 

毛」 を I した ものであって、 西洋 事情、 西洋 旅 案內、 舆 地誌 略な どの f はじめお ぶ 燕の 

實話 などに 材料 を 得て ゐる事 は その 卷 頭の 凡例に 《 ^る も 明かで ある。 


o 元祖 十 返舍ー 九が 作なる 道中 膝 栗毛の 初 編 刊行な りて 世に 流布せ し は享和 1 一 壬 歳の 春に 

して、 當年を 去 こと 旣に 六十 九. 年に 及べり。 滑稽の 妙、 逆旅の 奇、 至れり 盡 せりと 雖、 所 

謂 流行 送れ (遲れ ) の 類 ひに 落、 目今の 形勢に 比すれば、 今 はむかし となりに たり。 僕 年 

來 戯作の 筆に 口 を 糊せ ど、 滑稽の 道に 疎く、 笑 語類に 不可に して 斯る 稗史を 綴らん こと 世 

の 嘲り を 招く に 似 たれ ど 活計 を 如何せん。 

〇 趣向 新奇 を 競 ひ、 標 目未發 なる を 可とする が ゆ ゑに、 彌次北 八の 三世の 孫 等外 國 廻りの 

滑稽 を もて 此稗史 の 大意と す。 さるから に 題號も 西洋 道中の 目 あり、 遮莫 僕が 文盲なる 書 

は 草 冊子の 外を讀 ます、 何ぞ學 ばん 異邦の 事情。 然れ ども 文物 盛典の 德 たる 近世 福澤 先生 

を 始め、 諸々 の洋學 先生が 著述され し 飜譯の 書と ぼしから ねば、 その 階梯に とりつきて 大 

略。 お茶 を 濁す ものな り。 杜撰 齒漏は 稗官者 流の 性來 なれば、 必す しも 論じて 意中 を そこね 

給 ふな。 恥 書 こと を 平常と すれば 恥と 思 ふ 事 あら じ。 鳴 呼 自己ながら 達者なる 哉。 

なる 凡例 は 正直に 本書の 種本 を 物語って ゐる ものであるが、 漢文 句 調 を 用 ひ 當字を 平氣で 使つ 

てゐ るの など は 戯作者の 當套 手段 を 用 ひて ゐる ものと 言 はねば ならない ので ある。 更に 本文の 

上海 見物の 條も亦 戯作者の 手法 を 見逃す 事 は 出來な いで あらう。 卽ち 


-  i  I^^J  ^  <   .  、に ふ？ 

X だ ごや  ふで. し  I  fj  ：  二- 丁：-ぇ \  --ゝ L/  ノく  M  -)\  .1^  り 

去 程に 彌次 郞、 北 八の 二人 は 彼の" 旅 舍の大 不可に て 荷主 n」 ィ.^ し カ仏グ k ゾて/ 

ら めに 却って 笑 ひの 種と なり、 また 飮 みな ほしに 夜を更 し、 晉， 起き 出で たるが ^ 

藏は 日本に て 譲の 支那 人 を 看 中 訪ねん と、 I はやく 他出 と， よ- ri^ 

然 こたへ かね、 i 役の 通 次 f そ、 のかして、 醫の 城下 1st 物 せん 急 介な 

しで、 11 の需に 至る に、 一人の 支那 人 通 § とうち 語ら ひ fl ての If 

ゆれば、 兩人 すっとい り、 彼の 支那 人に 目禮 すれば、 支那 人 も禮を かへ す。 

き , 「トキに 通さん 親王 (。廣¥ を 。さ 。し 。VAO ふ 。 な 。り) は S へ か 出かけた とい ふ も；" 

ち 中 をち つと ぶらついて 見やう じゃァ ねえ か」 通 「ォ、 おいら も 今 おめへ まきて t と 

きめ やうと 思って ゐる處 へ、 この 南京さん が S からの 知己 サ、 ところで おいらす 昨 丛 

(た f 聞いて たづね て ござった から 尻 を I たの ョ」 北 「どう だく" か ilf;^ く」 

通 「大 よしく トキこ 此 南京さん は if の 0 出度 やの 若松と いふ 女郞 衆の まに とられ 

て 居る8 さんと いふ 人で、 長く 雙居 たから 日 I に はよ 4 じて 居る。 HL 

？ fc: 案內に 此の 人 をた のむ ことにし ちゃ ァど うだらう」， いつは * 妙ォゥ ライ、 

ト」 北 「サァ くすぐに li」 通 「マァ しづかに しねえ、 外の 者に 知れる と 我/な ン 
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おれ も 行かう で うるせ えの みか、 女 どもが 從 いて 來 ると 足 手纒 ひで 厄介 だから ァ」 北 「さ： 

うと も/ \- モシ 陳 さん、 どうかお ねが ひ 申し やす。 」 と 手 まねで しかた を 早く ものみ 込み 

隙 「あなた ま はろ/ \- わたしお とも」 と これより 四 人 やど をた ち 出で、 あちこちと 市中の- 

家々 を 見 あるく に 見る ものごとに 珍ら しければ 一 々立 止まり、 北 「オヤ， （-此 處の家 は 何 

商賣 だら う。 暖簾に 何 か 書いて ある はえ。 H  、何 頭 店。 ハヽァ 何でも 大店 だな」 顿 「オイ 一 

北 や、 てめ へどう して 此の 家が 大店と 分った の だ」 北 「それでも 頭の 店と 看板 を 出して お； 

く 位 じゃァ 抱の 鳶 人足が 多勢 集って、 でも 居 るんだら う」 願 「べらぼう めえ、 その上に 一一 

ていと- フ てん 

字書いて あるの を讀 めね えから そんな 寢言 よみ をす らァ。 あり や ァ剃頭 店。 とい ふので 日； 

本の 髮結床 だ」 北 「ハ 、ァ なる 程髮結 床が 剃 頭 店。 湯屋が 洗 頭 店。 着 ゆ がてんつ るてんで、： 

懐中が すつ てんてん か 聞いて あきれら ァ」 ® 「コ レく北 や、 この 國は 文字の 國 だから、 め； 

つたな こと を 言 ふとけ し 坊主に 笑 はれる ぜ、 生 聞に 讀 める ふりなん ぞは よすがい、、 知れ： 

ねえ ことが あったら ソット おれに 聞け、 外聞が わるい よ」 北 「ィ ャハ ャ たまに わかった と 一 

思って 强 勢に 幅 をき かせる ぜ。 そんなら 向う の 生 藥屋の 看板に 出て ある 字 は 何と 讀 むの だ J 

^  r ド レ-. (-ゥ ヽ あれ か、 H  、 と あれ は ェ 、 どうも 日本の 字引に やあんな 字 はねえ が、 あ 一 

,  二 五  一 


第 H 卑 假名 斑魯 文の 文章  - 

りゃァ M 此國 のこさへ 字 だら う」 北 「ァ ハ、 、 、负け をし み もや かげんに しねえ、 字 

とい ふ 物 は 元、 支那 か I つた もの ぢァ ねえ か。 それにからの 字引 だの 口木の.，， リ だのと 

別け隔て は あるめえ と 思 ふ ぜ」， ィ、 ャ 字の 渡った の は 支那から じ やねえ」 北 「そんた ま 

. 何處 からだ ョ」 彌 r ィヽャ 渡った 處はェ 、とから くわた るの ォ、 が n 本ば し 1 ズ レナ 

か は. -は八 百 やく」 と 足 を n 十め て 先へ 行きた る 支那 人と 通 次郞の あと を 迫 ふ 

の 例に も 明かな 如く 文 霞の 地の文の 中に 直の 部分 だけ を 口語で 匿して ゐ るの を はじめ 

難 かしい 籠に 平易 I 假名 を 施したり 括弧の.. ちに 曹嘗 人れ たりして.^., ぶ f;.^ 戯 

作 塞の 表 I 式 を その f 採り まてき ものと I ねばならない のであって. おび ゾ- 文に 

話者 を 小 書して 行 も 改めす に 書き 列ね てゐ るの も 亦 彼等の 手法 を 一 歩 も 出で ない ものて あ， 

ついで i 年 こ 現れた C  p$  (rii) はさに 出入す る I 好と か， f 

か！ S とか I, 琴 &^  0.  權 ，の| さ 人さ界 に 托し 一 ま 

1^ と 皮肉と 嗇稽 との 筆 を 遣った ものであるが、 0 序に は  ： 

世界 各 固の 諺に。 怫舊 I 倒れ。 英吉利の 食 だ ふれと。 I に 並べて f  。 おは 机ず 


こ ま  しきそく ぜ くういろ け 

ふの 器。 食 は 命を繁 ぐの 鎖。 心の 猿の 意馬 止めて。 咬いた 櫻の 花より 團子。 色則是 食色氣 

くひげ  さき  ほとけ  うそ ** こと 

より 餐氣を 前の 佳味 肉食。 牛に ひかれて 膳 好 方便。 怫徒 家の 五戒 さらん パァ。 虚と 實の內 

あへ ま-せ  よく なれ  てまへ みそ  はか ど f 

外 を 西洋風 味に 索 混て。 世に 克 熟し 甘口と は。 作者が 例の 自己 味 is 家 旨 も あしの 不菜旅 

a  かの  だらく  きざみね ぶか  す.^ つもり  ， … な 

行。 彼 小便の 十八 町。 慢々 地 急 案卽席 調理。 刻 葱の 五分 ほど も 透ぬ 測量の タレ 按排。 生肉 

あ と  ひとな ベよ し  ひきふだ  § ぶる，  _ 

の替り は後輯 にして。 一 峡端を 採 給へ と。 文明開化 開店の。 吿條 めかして 演述 になん。 

の 如く 對句 とか 懸詞を 用 ひ 語呂 を 整 へて ゐ るの など は 所謂 戯文 句 調 を 襲って ゐるも ので ある 

が、 本文に あっても はじめに は 例へば 西洋 好の 聽 取に 見える が 如く、 

年 ごろ は 三十 四 五 の 男い ろ あさぐろ けれど シャボン を あさゆ ふっか ふと 晃 えて あくぬ けて いろつや 

よく あたま はなで つけ か、 そうはつに でもなる ところが 百日 このかた はやした る を 右の かた へ なで 

つけ もっとも ヲ ー テコ ロリ といへ る 香水 を つか ふとみ えて かみのけ の つ やよ く 云々 (下略) 

などと 人物の 素描 を 文語文に て 行った 後 その 長 口舌 をば 口語 體 によって 

乇 シ あなた ェ牛は 至極 高 味で ごす ネ此 肉が ひらけち ゃァ ぼたん や 紅葉 はく へ やせん こんな 

淸 潔な もの を なぜ いままで 哈 はなかった ので ごゥ せう、 西洋で は 千 六 百 一 一三 十 年 前から 專 

ら喻 ふやう になり やした が、 その まへ は 牛 や 羊 は その 國の王 か 全權と 云って 家老の やうな 

人で なけり ゃァ平 人の 口 へ は 這 入 やせんの サ追々 我國も 文明開化と 號 つて ひらけ てきやし 

二 七 


第一章 假名 垣魯 文の 文章  し.. V ビこ ft>*^ 

たから 我. i でが まやう になった の I にあり がたい わけで ごス それ を.：；：：： trr^ 

ひ；^ ネ ひらけね え I が I をす り や ァ神佛 へ 手が 介され ねえ？ i 巧；^ 

"Itr いふの は霞を 辨へ ねえから のこと でげ ス そん 

力ら f ミ 」 ノ この 人 さ ざり ません な-ひ ゥせ や」 r ム々 (ド 

說 でも 讀 せて ぇネ モシ 西洋に ゃァ そんな こと は ごゥせ ？ きげ I いふ く… 

略) 

Q 如く まくしたてて ゐ るので ある。  j リ： ； Z 一 ご 

； ,1 口舌 を ふるって ゐる うちに も， 作者 §1 られる 事 は 上 描の ゆによ つ T 之 を 

窺ひ うる Q であるが その他に も l^^^liijji.  f 

8 快き はまる 陣屋の 酒えん 中に ますら I 少年 ぼ さげき のか は づっみ きに 力 

たくる ぞい I い S お ズ鄙 武士の 望)  ，，t  二  S ぶ €) 

0 此 間內|管ん| 護， iili 

t ：  )  ^  I.  、、二 バ * ノ』 で ひも 0 ぢゃ テ.， ノ)^ ^をく ふこと ありと しろべ し 

〇 すべて 衣食のお ごり はどう 力し とくね 力し/ レ r す cfr 


i や -ひき 


古の 方今 話)  - -., ,ト ば i ノ 

〇當時俯 き今戶 顯 に り やすね S はい 驗？  siH  io^f  ^ 


〇 りんが 幕で iSi お ほ その 日に 撗 はまへ 行ッて (茶屋 女の 隱食) 

などと 幾つで もた 易く その 例 を 拾 ふ 事が 出来る。 

更に 安愚樂 鍋の 中には 

0  0  0  0  0  0  ラレ  しめたて 

だから 理づめ ほどこ はい もの はねえ と 思 ふ ョ こ はいと いや ァ此 牛肉 は 屠 立 だと 見えて だい 

ぶこ はい ぜ (文盲の 無益 論) 

の 如く 語呂 を 弄， ぶ 傾向の 見受けられる ばかりでなく、 

僕が 處の豕 兒もサ H 何 〇ゥ 、豕兒 ぢゃァ わかる めえ 支那 風で いふから 解 さねえ もむ ベな り 

く 我^ の 孩兒サ こ れも 今年 八 ッ になる から 去年く りく 坊主 にして おい た 白雲 頭。 (新聞 

好の 生 鍋) 

の 如く 文語 脈 を 取 入れたり、 

しかし 傳 聞の 誤が ねえと もい はれね え 撗濱の 毎日 新聞に 假名 垣魯 文が 往還へ 小便 をして 伐 

錢を 取られて 狂歌 を 詠んだ なん ぞと いふ 大虚說 が次號 まで 一 一日と も 出て ゐ るが 當人は 虚名 

くわん きじゃく てき 

家 だから 歡喜 雀踊滿 足で ゐる さう だが すゐ ぶん を かしい 間違 サネ (同前) 

の 如く 作者 自身の 滑稽な 動作 を 描出したり 

二 九 


第一章 名 垣魯 文の 文章  ， 

此 文面 を 鍋と 酒の か はりめに 一 寸讀ン でき かせ やせう へ 、 ン (问 前) 

と 一 一 一一 n つて 一一 一 M 々と 建白書 を 書きつ けたり 第三 編の 卷 末に 及んで 

第 四 五 編 ひきで いて 出版 此裔は 西洋 S の 六 編に て 御 I の 常世 流行の ざんぎり あた 

ま洋學 書生の 大 穿ち 其 塾中實 地に 涉 りたる 滑稽の 恢諧御 評^々 , 々 

と 結んだり して ゐ るの は 戯作者の 表現形式 を その まも^て ゐ t のと f ねばならな いの 

である。 

三 

以上の 如く 眺める とき 魯文 は單 に 一 九と か 量と かの 流 I みながら 而も それ 以 J に！ る 

事 も出來 すた.^ 舊ぃ 形式 を その ま \ に 滑稽 諧龍を 弄して ゐ たのに 過ぎなかった もの グ. "く  - あ 

る。 しからば 明 冶 初期の 文壇に あって 彼の 重んぜられた 所以 は篇に 求められるべき であら" 

か。 他の 乍 I が 依然として y 戶 時代 その ま 、の， 內容 より 他に 警 えなかった のに- 反して 

彼 は 早く も 時代の 動き| る 所 あり 之 を 一. - ての 作ハ" に说 してれ つたので ある。 S 膝. t の 

如き も 一に も 開化 二に も 開化の 時 if 巧に 反映せ しめて ゐる點 において 人 f けん." の 


の 如く、 叉 彼の 安 木 鍋の 如き も その 「はじめは きびが わるい しこんな 物 をた ベち ゃァ かみ ほ 

とけへ 手が あはされ ない ことと い ちづに 思」 (歌妓 の 座敷 話) ふ 人の 多かった 牛肉が 大 にもて は 

やされ 中には 「三日に あげす たべない となんだ かから だのぐ あ ひが わるい やう だ」 (E 前) と 言 

ふ 人まで ある やうに なって、 あちらこちらに 遽 かに 牛 店の ふえた 當 時の 模樣を 巧みに 寫し たも 

ので あり、 更に 胡风 遣の 如き も當 時西歐 文化の 紹介に 大童であった 福 澤論吉 の 窮理圖 解 を 直ち 

にも ぢ つて 天地の 道理 を 茶化し 去った ものに 外ならぬの であるが、 流 俗の 嗜好に 投 する 事 甚だ 

妙で あつたと 言 はねば ならない ので ある。 

かくの 如く 魯 文の 他の 戯作者に 優れ、 一 世に 重んぜられた 所以 はよ く 時勢の 推移に 應じ その 

€： 容を變 化させて 行った 所に 求められねば ならない ので ある。 

かくて 魯文は 皮相な 觀察 ではあった けれども 時代の 推移 を 見逃さなかった 點に 於て 明治 初期 

に 於け る 戯作者の 中に あって 代表的な 人物と 目 さるべき ものであるが、 その 內容の 新鮮だった 

のに 對 して、 表現形式に は 江戸時代の 戯作の 手法 を その ま- - 襲用して ゐ たの は 如何にも 惜しい 

事と 思 はれる ので ある。 

卽ち會 話の 文 だけ は 話 言葉 を 用 ひながら、 地の文に 文語 を 用 ひて ゐ るの は 江戸時代 その ま > - 
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三 二 

^一章 名 一お 魯 文の 文 草  《. ほ，， 人兑 なると 軌を一にし 

it  ,,'4.:1、く勺：^^^己.，^るこ對して歌きぃ薬の^0:.?>-の.：>&ナ7  rin 

であり、 かの 萬 葉の 詞霄 のぎ 文 的.^ 言なる. l^b^^lo 

、 、 rj」，.- ノこ卩 ^和な^ をまぬ がれぬ もの 力 ある 

て， 0 る ものと も 言 ふべ く 何となしにォ^^..^..'/を  . , 11 rir1K,  Ion 

： Ml -  >  、刃 こ 勿 五 口ら せる 事に よって i ー砟ネ を, ヲ I  - 

f 動作 を 作 中の 人物に まらせ I  ^ntn^o^^^o 

. して、 二 「&. 午- - み々々」 まどと 結んだ 態度 も 力の 戯作， お  に- I： & 

深 f  I とまで はい 力ない に 八て；^ p  ま、 の Isl り m ひて 

作者の 中に あって は 最も I 的だった！ て さへ" 江" の ない, - 

ゐ たのき へ は air  i,-§ffi,^r 

を 知りうる のみなら す、 文？ 上 特に 管す へき … 

取す る 事が 出来る。  r^cも.^さ；dヒ.bDともーt-•ふべく從って新^味 

魯文  一 ms 作者き 秦 は江戶 i 力に よ PM";;^:;"^ も I ま t おねば たらな 

に缺 けて ゐ るとの 非難 はまぬ がれぬ ので あり、 明 H ゴさ f  - ミ 


かった ので ある 《 


第二 章 福 澤論吉 の 文章 

西歐の 高度 文明に 岐 惑され た 明治 初年に あって は、 外的 物質的に 彼等に 追隨 する 事の みに 日 

も 摘 足らぬ 有樣 だった ので、 內的 精神的に 思想と か 文學を 顧みる 暇はなかった ので あるが、 物 

質的 模倣の ある 程度の 安定 をみ る や 精神的の 方面に も 西 歐の流 風 を 取 入れよう とする 倾向を 導 

き 出す に 至った ので ある。 か、 る 潮流に 掉 し西歐 文物の 紹介 指導に 大いに 力めた の は 何と 言つ 

て も 福 澤論吉 であった。 

彼 は 江戸 三 田に 慶應義塾 を 開いて 子弟の 教育に あたり 政治 經濟の 方面に 有能な 學徒を 養成し 

たばかりで なく、 封建 臭味の 濃厚な 舊 文化と か舊 習慣と かの 打破 を 叫び 平明 暢達な 文 を 遣って 

或は 「西洋 事情」 を 著して 時人の 渴を 癒し 「學 問の す k め」 によって 實學 的な 硏究 態度 をカ說 

し r 窮现圖 解」 によって 新 知識 洋學の 門 を 窺 はしめ、 叉 は 七五調の 「世界 國盡」 を 著し 自然に 

世界 地理の 大略 を覺 えしめ るな ど西歐 文明の 紹介に 力めた 功績 は 文化史 上 彼 をして 何時までも 

.,  三 三 


三 四 

第二 章 福 渾鍮吉 の 文章 

ら. -なハ 人物たら しめる に 充分であった  1.t 

人が 西 匿 llili 穩 「最も 

廣 0;:: 行 は L て 「其 初編 の 如き 著者の 手より 養した る 部 f 十五 萬 部に；：；；.^、 

C 塞 ii を 以てすれば 一 一十 重 一 一十 sir 

言っても 警部し か 出なかった の を思 ふとき s  口の 秦の 如何に 世に 行 はれた 力 I 

みで なく、 西 歐を宗 とする 時代の 流 風 を も 察知す るに 難くない ので ある。 

I は鬈 その他に よつ 一」 I 文物の 吸收に 燃えさ かって ゐた 露の 人 さ If まし 

の秦 C 於ても 魯文  一 sglQ 如く  y 戶の II める 事 もな く  i た汰文 tu;. 

めて 之 を 5 せんとし 此 侵 I と 口語き 巧みに 融富 一され た 明 s.i 新秦 I 

るに 至った 事 は 明治 文章 史上に 特筆せられ ねばならない であらう 


彼の 文章の 概して 平易に して 讀み易 いのは その 師 たる 大阪の 大學醫 緒方洪 庵に 負 ふ 所が 多い 

やうで ある。 卽ち 彼が その 門下に あって 蘭人 ベルの 著 築城 書の 飜譯 に當 つて ゐた 時分 師の洪 庵 

は 彼 を 戒めて 「今 足下の 飜譯 する 築城 書 は 兵書な り 兵書 は 武家の 用に して 武家の 爲 めに 譯 する 

ものな り、 就て は 精々 文字に 注意して 決して 難解の 文字 を 用 ふる 勿れ 其 次第 は 日本 國 中に 武家 

多し と雖も 大抵 は無學 不文の 輩の みに して 是れに 難解の 文字 は 禁物な り 試に 彼等 を 平均して 見 

よ 足下な ど は 年も少 くして 固より 漢學の 先生に は 非 ざれ ども 士族の 中で は 先づ知 字の 學 者が 洋 

書を譯 する に 難 字 難文 を 用 ひんと すれば 唯 徒に 讀 者の 迷惑た る 可き のみ 故に 飜譯の 文字 は單に 

足下の 知る 丈け を 限りと して 苟も 辭 書類の 詮議 立 無用た る 可し 云々」 (仝 集 緒言) と 言って ゐる 

のによ つても 彼の 暢達な 文章の よって 來る 所の 甚だ 遠い もの ある を 窺 ひ 知る 事が 出來 る。 

士族の 敎養 として は猶 依然 として 漢學 の 流行し て ゐた當 時に あって しかも 洋 學社會 の 著譯の 

動もすれば 漢語 を 用 ひて 行文の 正稚を 貴んで ゐた 時分に 早く も 見る 所あって 「行文の 都合 次第 

に 任せて 遠慮なく 漢語 を 利用し 俗文 中に 漢語 を 挾み 漢語に 接する に 俗語 を 以てして 雅俗め ちゃ 

くに 混合せ しめ 恰も 漢文 社 會の靈 場 を 犯して 其 文法 を 紊亂し 唯 早 分りに 分り 易き 文章 を 利用 

して 通俗 一般に 廣く 文明の 新 思想 を 得せし めん」 (仝 集緖 言) としたの は 彼の 見識の 甚だ 高 かつ 
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第二 章 福 潭論吉 の 文章 

た 事を物語 る もので なければ ならない ので ある。 

一 I 文に 無 I たる f  I してから は illl  uuv^ 

. ,^抱>^へごぶ..1文勺凋をも態と改めて 「之 を 知らざる の 不^法な り」 

る 罪な り」 などの さまで I 文て ない を ： 3.;」 ：，.>,^,^::ませて 

とか 「きを 心得 違した る不 i なり」 などと 記す やうに ブ め""：； utx""?... ふ 

！ら lif 改めた の も I のない 百姓 町人に 分. §1 は：；""""：？；" 

の ほとばしりに 外なら ない ので あるが、 少年 時代 か I 文に m れ 親し/そ" rr^M 

あ 父 I 百 助が 豐ま i の 文 ff にして 敢て まものの なか？^ パ UUP 

し： のあった 高谷龍州が 或 時 彼の 家を 訪れ 「今日 足下の I？  t 

は：；"！"""" I を 知ら t  i! 俗 i する の 一 事の は ru" ハ 

しも 響らん には他""；；"""： れ 

を I す 可し 早の 才を 以て 勉强 すれば 僅^ 年 ち 親 勸 pqqr れた lr:4w 

澤百助 先生 It は 拙 S 確に 観す る 所な り，」 とず I， 


は 今更 漢學 漢文の 先生た る を 好まない ばかりでなく 寧ろ 之 を 排斥 せんとして 勉強して ゐる 事と 

て氣の 毒ながら 體 よく 斷 つてし まった。 之 を機會 として 彼 は 「何 處ま でも 世俗 平易の 文章 法 を 

押 通し 世俗と 其に 文明の 佳境に 達せん とする の 本願」 を 成就す る 事に 力めます く 俗文 主義 を 

穀 して 印章にまで 三十 一 谷 人の 五 字 を 用 ひるに 至った ので ある。 

福 澤論吉 の 著 西洋 事情の 如何に 世の 人に 受け たかは 著者の 手より 發寶 した ものの み にても.^ 

五 萬 部 を 下らぬ と 言 はれて ゐ るのに よっても 之 を 窺 ひ 得る ので あるが、 何故に この 著が かくま 

で 日本の 全社 會を 風靡した ので あらう か。 卽ち この 書 は 開國の 必要 を 感じ 文明に 赴かん とする 

朝野の 人士の 高度 文明 を 有する 西洋の 事情に ついて 少しで も 多く を 知りたい と あせって ゐた時 

代 こ 惟一 の 西洋 紹介 書と して 出版せられ たからで なければ ならぬ。 この 書 は 初篇を 廣應ニ 年に 

1 ー篇を 明治 一 一年に 發 免せられ たもので あるが、 その 文章 を 見る に 

〇 西洋 各 國の 都府は 面より 村落に 至る まで 學校 あらざる 所な し 學校は 政府より 建て 敎師に 

給料 を與 へて 人を敎 へしむ る もの あり、 或は 平 人に て 社中 を 結び 學校を 建て 敎授 する もの 

一一 一七 


11 一八 

第二 章 福 潷論吉 の 文章 

あり、 人生れ て 六七歲 男女 S 校に 入る、 或 I に鋈 して 管 校に 行く fp_ ずて 入る 

學校 を小學 校と 云 ふ先づ 文字 を學び 漸くして 自國の 歷史、 地理、 i、 天文、 ^き" W 

歩、 詩、 畫、 音樂等 を學ぶ (初 篇卷之 一 )  I 

8 問 上の 發 明に 由て 新 工夫 を 成す も 其 工夫 を 施行す るに 當て 世 問  一 ？ 一  き.. く はさ 

ざれば 不便 利なる こと あり ザ 瓦 ス斯燈 の 發明 あら ざり し 以前 § 戶唯汕 、蠟 燭を 川 ひて I を 

取り 其 用法 を從て 便利 を 達したり しが 瓦斯の 發 f に はれて より 之 を 以て" I 

とする f 社中 あび 一 局の 仕掛 を 以て sli らし Is 便利 をモ たり 然れ ども 

斯 る商警 一社 中 Q 手に 引 f とき は 獨り舊 を 私して 非 f 利 臭." f きに." ら，. ^ 

(外 篇卷之 二) 

の 如く 未だ 漢文 句 調から、 脱する までに は 至って ゐ ない けれども、 ^平.^ な 一れ"" を 用 ひんと"^ る 意 

途も窺 はれる ので ある。 更に 假名 垣^ 文と 同じく 

II  &中：*の菊^_=-にぁろ^&-^^籾£州 驾. S,NM1) 

〇 英國 との 戰爭 終らん とする の 時に 常て tfe^ 圔ィ S にて 後 ま 所？， に V ネ， i-  ■ 

〇 取締の 權を 半ば 其 土地の^ 吏に 委任して 公事 を處现 せし む^ち 「p カル、 マジ スト 1 

J  ：  ,  3 本： て 云へ： a 名 キ庄： slsa にて s*w あ f 叶 二) 

ト』. ボリ ス、 コム ミツ シ ヨ子 ル」 の 如き 是 なり？？, s: お * い？ ケノ？ 取 やが 如し 广"， ， - 


の 如く 細字の 註 を 入れたり 「大統領 沙夕 華盛頓 m せ國人 J 阿 雨 蘭」 などと 難しい 人名 地名に ル 

ビ T を 施して 讀み 易く する やうに 力めたり 或は 

0 陵 酷の しきものと 云 ふ 可し (外 篇卷之 三) 

てひどい 

〇 貧 窶の 苦界に 陷 入る もの 少なから す (同前) 

くらし 力 わ る 

〇 世間の 稗 益 を 成せし こと は 擧て云 ふ 可ら す (同前) 

ためになる 

の 如く 漢語に 意譯 的な 假名 を 振った のな ども 朧氣 ながら も 達意と 平易と を 志して ゐる 彼の 態度 

を此處 にも 旣に 見出しう るので ある。 

西洋 事情 は慶應 時代から 引續 いて 出版せられ たもので 純粹に 明治に 入っても のせられ たもの 

ではない が、 明治 五 年に 著 はされ た學 問の す、 め こそ 實に 新時代の 氣運を 誘導すべく 生れ 出で 

たもので あった。 

學 問と は 唯む つかしき 字 を 知り 解し 難き 古文 を讀み 和歌 を 樂み詩 を 作るな ど 世上に 實 のな 

き 文字 を 云 ふに あらす、 これ 等の 文 學も自 から 人の 心を悅 ばし め隨分 調法なる もの なれ ど 

も古來 世間の 儒者 和學 者な どの. S. す やう さまで あがめ 貴むべき ものに あ らす古 來漢學 者 に 

世帶 持の 上手なる 者 も少く 和歌 をよ くして 商賣に 巧者なる 町人 も 稀な りこれ がた め 心 ある 
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四 o 

i:- 二 章 福擇 1i 吉の 文章  I 见ク こ、： T しする：^ 

町人 百姓 は 其 子の S に ms-E て やがて.. 代 を 雷すな らんと て f にも."^ 

ら，， >  ならぬ ことなり 

:クク，，，1ご..^3ぉこきらっ』こ，奴の赏學的な態度を叫確に现 てゐ 

と 4 一  n つたの など は學 問の ための 學問を 極^に 

の 善 はねば ならない ので ある。 utllt^^ 

ィニ  E 十七 II ひ slls 仕方 ii 莫 sf.? 

學 ぶべき 筒條は ffi だ 多し 一ぶ々  ^i^t^. 

善って 地 S 究理 通 患 sss など を あげて ゐ るのに よっても ！  r ぶ 

る も：：：：：：：： H:piil! 

^H^l へ 11 一  科  一 01 へ 1^ 

を 求て 今， の f 達すべき なり 右 は lis^r" は；：" J:^ 

, 一、、 こごた n べき、 い 4 た.^ ょ此ふ S ありて 後に 士^ コ. 仿各ル 分^ 

下の^ M なく 皆 悉くた しな も へき 七， -, ィ 

の i きみ ま獨 立し 家 も I し 夭 下 霞" I すべきな り . . 

と 言 =rii 中心と iiti の ii ま I 仗 


用すべし とする 彼の 實用 主義からの 考へ方 も亦兒 逃す 事 は出來 ない ので ある。 西洋 事情に 於て 

は 未だ 漢文の 生硬 さから 免れえなかった 論吉の 文章 も 平易な 言語 を 多く 使用す る 事に よって や 

はら かな 丸み を帶 びた ものと なり、 平明 暢達な 域に 進まう として ゐる事 は 明かで ある。 

學 問に は 文字 を 知る こと 必用 なれ ども 古來 世の 人の 思 ふ 如く 唯 文字 を讀 むの み を 以て 學問 

とする は大 なる 心得 逮 なり 文字 は學問 をす るた めの 道具に て譬 へば 家 を 建る に槌 鋸の 入用 

なる が 如し 植鋸は 普請に 缺く 可らざる 道具 なれ ども 其 道具の 名 を 知る のみに て 家 を 建る こ 

と を 知らざる 者 はこれ を 大工と 云 ふ 可ら す 正しく この 譯 にて 文字 を讀 むことの み を 知て 物 

事の 道 现を辨 へざる 者 はこれ を學 者と 云 ふ 可ら す 所謂 論語よ みの 論語 しらすと は 卽ち是 な 

り 我 邦の 古事記 は 暗誦 すれ ども 今日の 米の 相場 を 知らざる 者 はこれ を 世 帶の學 問に 暗き 男 

と 云 ふ 可し (中略〕 是 等の 人物 は 唯 これ を 文字の 問屋と 云 ふ 可き のみ 其の 功 能 は 飯 を 喰 ふ 字 

引に 異らす 云々 

と 言って ゐる あたり は 彼の 口にする 學 問の 如何なる もの か を 示す ばかりでなく、 「俗文 中に 漢語 

を 挾み 漢語に 接する に 俗語 を 以てして 雅俗め ちゃ/ \ 'に-混合 せしめ」 (14^^集緖言) た 暢達な 彼の 

文章と してよ い 本で なければ ならない ので ある。 漢語よりも 俗語 を、 難しい 語句よりも 平易 
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叫 二 

？ 一章 福 士ロ  Q 文章  /y.r. 

If と 心掛けた 事 は is 中に も 覺られ る 所で あるが、 我 5 これらの 例から 

途 の那邊 にあつ たかを 看取す るに 難くない ので ある。 

fs 燈 まて^ 浮浪 人が 外國 人を溪 したり 洋學 fs したりす I の频々 とし 

て 行 はれた 文久 I にあって 旣に 11 幕 記して 江戶 中の 総にまで S つ. 力""" せ 

日本 國中 S 塞 は勿論餘 り 物知りで もな き 人まで も M か 外 國人は 口木 N を， にで も來 

たやう こ 鎖國の 養の、 髓船 は. n 本 海へ 寄附け ぬ、 ^へ は 日本の 地 を f せぬな ど. 们 

山に 唱へ觸 らし f は 外 國人を i れ £ にす る I ど 出來て 今の や" に 人 I！ つ" 

騷動 ばかりで ない。 

と 言 ひ 日本人の 保守的な 態度 を 非難して  二  J  F  ノノ 

棄 改革の 下手なる 麵 にて 千年 も 一 一 千年 もま 人の 云 ひたる こと を  一 I くに 守りて？ 


も 臨機 應變を 知らす むやみに 己 惚の强 き 旗な 


り 


などと 機微 を 穿った の は 開化の 指導者と して 一 歩 世に 先んじて ゐた 彼の 卓見 を 示す ものである 

力 ま々 はこの 文章に も旣 にく だけた 俗語の 多分に 採用 ひられて ゐ るの を 見逃す 事 は出來 ない 

ので ある。 

かくて こそ r 學問 のす \ め」 においても 學 問の ための 學問を きらって 人生の ための 學 問を强 

張した ので あるが、 文章 上より 見る も 西洋 事情な どに 見られた 硬直 さが 少く なり 溝 語と 俗語と 

を 巧みに 混へ た 所謂 「雅俗め ちゃ./ \」 な 一 體を 創始した 點は 注目せられ ねばならな いので あ 

る。 彼が 如何に 自らの 文章 を 通俗に せんとして 力めて ゐ たかは 全集 緒言に 於て 彼 自ら 語って ゐ 

る 所で あるが、 石 河 幹 明 氏の 「福澤 先生の 文章」 は 最もよ くこの の 消息 を 物語って ゐる もの 

の 如くで ある。 卽 ちそのう ちに 

先生の 文章 は 誠に 通俗です らくと 暢 びた 文章です から 定めて 一 潸 千里の 勢で すら/ \と 

書き流さる. t やうに 一 寸思ふ 人 も ありませ うが 凡そ 今の 日本の 文章で 讀み 去りて 一 點の滯 

り もな く 至極 分り 易い 文章 は 七 六 かしい 漢文 流の 形容詞 又は 然り豈 に 夫れ 然 らん やな どの 

左樣然 らば 體の 堅苦しい 文章に 較 ぶれば 文 を 書く に は 却て 骨の 折れる もので 執筆者の 苦心 

H 夫 は 容易の ことで ない 云々 
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备 つて ゐる あたり は 霞の 藝の 深い ものの 靴 さ I  r 

と共に、 11 き 力と ii しめる とし I こ i 

ill ものに も III もの uuu":;"u""「l 

暢達と を 主眼と しかくて f 混 爪の 新樣 式の 創始に ま i 力れ て u::^^^::;^!," 

l-z  ：  ^  r  l,ik  .^c-i^ "文^の 生ば さ を"？^ や-に^ M—1 

、、こ 屯阵 QllF 文 一致と 同一視す る 事 は出來 ない けれ .-.-f マ >n-,-r 

た斜 S に-一一 厂>リ 一 ま r  =--  r<  二  vi^ 1 なゥぉ54:^「.^くせしめ/ 

3  .  :5,^」r=^:r- レて ねる 點は當 に 首 文 一致と 叙  一 I- の... 山 を， ^ 

語から 來る柔 みと 圓 みと を 巧みに 禾.^ 

ものが ある。 ， ョ？.」き5,01からテも：ぇを洗って雜|川の新秦ケが 

かくて 讒吉の 文章 上の 功レき は戯グ 者^の. ^現 力 づ C  ,.らx、.^でぁる。 

、 一 ヒ,女r^ま..-.:,l.^ゅせんとカめた所に求められねばな ない 

rp レ、 次に 來 るべき  一 in 文 一致の 時代 を 

第三 章 浮內造 の 文章  . 

卿 

明治 も 十七 八 年 ともなれば 文運 も，？ なり S 小 i 世に m る もの も少 くはなかった け 


れ ども、 馬 琴 種彥の 糟粕を 嘗めたり 一 九卷 水の 贊 物の 多い の を 歎いて 小說神 髓を騎 して その 向 

ふべき 道に E 火を點 じた もの は坪內 逍遙 その 人であった。 

逍遙に 從 へば 我國 のなら はしと して 主眼 を勸善 懲惡に 求め これ を敎 育の 一 方便と 見 傚して ゐ 

ながら、 その 實際は 殺伐 慘 酷な もの 若く は 猥褒な 物語 を歡迎 するとい ふ 風が あった。 ：D- 識 のな 

い 作者 は 輿論の 奴隸 となり、 流行の 犬と なって 競って 時好に 投 ぜんがた め 好んで 殘 忍な 稗. 5,^ 陋 

猥な 情史 を 綴る に 至った けれども 表 向の 名義た る 「勸 善」 の 二字 を いつまでも 捨 去る 事が 出來 

す、 人情 を枉げ てまで 無理な 脚色 をす る 事と なった。 ために 拙劣な 趣向 は 益々 拙劣と なり 大人 

學 者の 眼から 見て は殆 んど讀 むに 堪 へない ものであった。 幼い 時分から 古今の 小 說を讀 み小說 

の 目的の 何處 にある か をも舍 得して ゐた 逍遙に して はこの 情勢 を默 止す るに 忍びす その 著小說 

祌髓を 世に 問うた わけで ある。 

小說神髓はた^^に小說界に反響を呼んだばかりでなく、 文學 全般に わたって 革新 を 促した 點 

において は 正に 明治 新 文 學の曉 鐘と も 言 ふべき ものであった。 

,  四 五 


あつたが、 逢 とても こ 18 れな i を かれなかった とみ、 If  r「，，- 

韁侖 なる 一隊 を 設けて ねる ので ある  、、く  ^b)  r-)o 

體ョ >| ょク、 また gr り。 小說 I むに は 最も 篇に すべから なり 

文， HE5 想の 機械な り ま 九^ 忙ぉ /  -rr  ？  x^v^i  >n.y 

Si;;: まどこ 巧 少なり とも、 文 をな さなければ S せす- 

:ru し。 支 rilii むね 一 1 ら殊 

rf しと 雖- 我國 にて は 之 I なり。 HK! かノ 

卜 用 ひどころ により il-。i に 文 I ま ー ベ 力き ぼ 

。"な "說 における 表 fl し- しかも 我 I いて ii4 リ "は バリ J 

文の ーーー體 を 擧げて その 優劣 を 論じて ねる。  ， き -180,^. をな 

：  「き， 二  ノー  JO.^:M 一  ，，ェ..^-めに 曲 富 S の 1^」 をプ 

卽ち 第. 一 の 雅文 體とは 所謂 倭 文で あ.？  iiy 

すのに は 適して ねる けれども 【I 画の 氣」 には缺 けて ゐる ため 「I 


もしくは 跌宕 なる 情況」 など を寫し 出す のに は不 似合と して ゐ る。 しかも 跌宕 (サ叉 ブリミ チイ) 

と 墓 (美ゥ チイ) と 哀情 (波 ソス) と i  (i デ クラス ネ ッス) と は所顯 文の 置で あつ 

て 殊に ぺ說の 文章に は 離れる 事の 出来ない ものであるから、 此の 四つの 中 一 つ ひも 缺 けて ゐて 

は 其の 他の 場合に は 如何に 似つ か はしく とも 決して 完全な 文 體と眷 へない として 昔ながら に 

1^ 文の み を 用 ひる 事の 非なる をカ說 して ゐ るので ある。 

第二に 俗文 體とは 通俗のーー暴を さま、 に 文 I した ものであるから 文字 S 味も+ 易で あ 

り、 從 つて i 解し まばず でな く SHi 的な 力き もって きので、 所顯 文と して 必 

要な 簡易 明 哳の點 はもと より 峻拔雄 健な 勢力と か疆 謹の 想念な ど I 出す 事が 祟る。 け 

れ ども 雷に あって I 文 一途 S てきいた めに 豪 語俗騰 と は If 妻の 相違が あ 

り ハ仪っ て 俗 5， に 文 I す 時には 氣 韻の 野に 失し 雅び| 趣向 もた めに 鄙び I ものと 

なり 俚 猥の畿 を もまぬ がれぬ 事が 多い。 た I 世の 物語 (世話物 語) はこの 文體 にて 緩ったなら 

ば內容 形式 共に よく 適って 甚だ 妙 を 得た もの だけれ ど 急れ とて I ま 之を| して 折衷す 

るに こした 事 はま。 け てれ &f 俗 I ず を？ ば 相對 して 謹す るが 如 I 味が ぁり雅俗 折 

衷の體 を 以て 文 を 綴れば 書簡 を讀 むの 思 ひが あると 言って ゐ るの は 逍遙が この 俗文 體 にい かこ 

,  四 七 


^八 

第一 一一 章 坪お IF レ^の 文 奪  谷 文の 不^ を 除く 方法が な 

心 を ひかれ そ if 充分に 認めて ね たかを IMMPh^ilf らむ。 

いので 自ら その 範を 垂れる までに は 至らす わつ 力に 「す と ん ら I めねば 

おのれ は 今より 頸 I うして 新 俗文の f いづる 曰 を まつ ものな」 

ならなかった。  - ごお， ii 豊 lin-rsl を と 呼んで ねる。 

第一 一一の 碓 俗折囊 をば 彼 は 大別して 二と し - .U^Hi^l^.  H 

もの i て 時代物； I す I はこの 外に は" い "黨ん おかし か 使 

, 、H.4=rI., 豊 とま 卑ぁ體 よりも 俗  一 n を 多く 《 ^ひる 代 渉 

次に 彼の 體と f  I  n.'ir-af^^^^^^ 

はれない も のきふの であって、 この 體は叉 f 物" のけ ひ：.；： 施した たらば 臭 I, 

話物| む 事が m 來る であらう と 述べて わるので ある P  I んじ 中で も 俗， W を 

かくて ■ は 俗文 體 にも をち 心 を ひかれて ねる ものの I？ 


多く 含み 漢語 を 用 ひる 事の 少ぃ 所謂 草 冊子 體 なる もの を 將來の 作者 は宗 とすべき であると 說ぃ 

てゐる ものと 思 はれる ので ある。 

逍遙 は 小 說神髓 を 著して 小說 家の 進むべき 道 を 指示した のみなら す 自ら も當世 書生 氣質を も 

のして 之 を 世に 問うた のであった。 その はしがき において 

おのれち かごろ  いへ ふみ 

予輓近 『小說 神髓』 と 云る 書 を 著して 大風呂敷 を ひろげぬ。 今 本篇を 綴る にあたって 理論 

の 半分 をも實 際に は ほと く 行 ひ 得ざる からに 江湖に 對 して 我ながらお 恥し き 次第にな 

ん 0 

と 言って ゐ るが 如く、 理論と 實 際と は 大分 かけはなれ たもので あり、 小 說祌髓 の眞の 精神 は 二 

葉亭四 迷に よって はじめて 具現せられ たので あるが、 書生 氣 質と て も新舊 思想 の うづ まいて ゐ 

た當 時の 大都會 において 車夫と 共に 最も 數の 多かった 書生 世界 を寫實 的に 描いた 點 において は 

確かに 明治 の 新文學 の先驅 をな す ものであった。 その 文章に も會 話の 部分 に は 

〇 「ァ 、暑うて たまらん/ \.。 ャィ須 河。 マァ おれの 部屋へ 來 いとい ふに マァ來 ぃョ。 甘い 

,  四 九 


五 〇 

第三 章 坪內^^^の文章  I^IJC^^O えい 桃 

n  レ. 3/-  ，  0  ンぢ やらう。 我 楚の部 £ ハ s> みィ メ、 t 

ものが ある ぞ。」 須 「なんち ゃァ ま 桐 「f レ，， 兆 ，，。 およ I を 一つおう て來 

を買 うて 來 たぞ。 オイ 桐 山 こっちへ 來 ぃョ」 们 「なん/，  rHI^^%^ 

たがな ァ。 切る ものが なうて 困って I がな ァ。 lllif 

r  .ニ  O  ,c こ. U こ o 一  ト いひ.^. - がら^く あって".^ か 

須 「§ か。 そいつ はえい ワイ。 に 行く そ。 まて まて 」 、 C  ィ.-の 

' ) U  4  )  K^d  /  乂り がりて ^ オイ W ソ J び 

悌ニ 郞は兩 方の 袂へ桃 を 一杯 入れて ぶらさげで 杯 山の 17 

t-  -I  ：、  CJ-JJl 'こ：：：：： h し を闪汀 力ら ま 力え 

ダ b  0  .I,.1urv.:A 寺て るぢ やらう と w^t^ カ^.. マに 「.， ー 

處 こも ナイフ は ナイフち や 宮カ&^カ5^-て7卞べ 

り をる ぢ やらう。 如何し ような ァ」  も ニヽゃ も. 

0.  r ャァ 隨分亂 暴な 灘だナ 。ェ 1 ト なんだ。 ：：： ^  一一  ノ 一- ,:: 

度ノ、  I テ議 シ、 f 道理 ハ、 If^^^^Hi. 

ンャ、 ？ァ疑 フ可キ 事 一一 非 ザ ルナ I  S ガ f ザル ヲ得ズ ト斷： ：1 「-い 

：  :o ィャに 冗 f 曲りくね ッた、 變に S ぃ秦 だな ァ。 羊の.. よ t 

た：、 Mil  IIHH^^^ 

重 II ゃァ ないか。 ナゼ こきに 文き すン だら う。 反 I.- い、 や rt  ノ. ノバ 

y^fl^. 是 ぢゃァ 素人に ゃァ 解り ゃァ しない ぜ。」 山 「ハ  ち， 


け霄き だもの を、 文 はどうせ 無茶苦茶 さ。 しかし 長く した は 此方の 策 さ。 反語 を澤山 使つ 

たり、 同じ 事 を 繰返して 居り ゃァ、 骨が ちっとも 折れないで 以て， 直に 一枚 だけ 出 來るビ 

らう。 何々 せ すん ば あるべからざる なりと 歟、 夫れ 然り豈 それ 然 らん やな どと やって 居る 

と、 十 行 一 一十 行 は 一 一十 分 位に 一 枚 かけ ッ ちま ふ。 是之を e::』I, ノ orTTy お (ほね をり の 

儉約) とい ふ。」 濯 「ャレ ャレ、 斯うい ふ飜譯 者の 手に 成た 飜譯書 を 買 ふ 奴 はみ^ I だ。 しか 

し 我輩 も 其 法で やら かさう 一三 枚 原書の 散亂 になった の を 貸た まへ o」 山 「オット 承知 だ。 

それ ぢゃァ 二 十 葉から、 かう つと …… 三 十よ, まで、 君に やらう。 汗 牛 堂へ はず g て 日 ゆ 

くから、 なるべく 精 だして 譯 した まへ。 十 枚で ニ圓 五十 錢 にや ァ なる から。」 

などの 例に よっても 明かな 如く 書生 特有の 轉訛 方言と か gl 曰ト とか を寫す 事に よって 淸 新な 感じ 

を與 へて ゐ るの は、 彼 自ら 小 說祌髓 に 於て 當 世の 物語に 用 ひたならば 內容 形式 共に よく 適って 

甚だ 妙で あると 言った 俗文 體の效 菜 をよ く發 揮せ しめた もので なければ ならない ので ある。 

しかしながら 地の文にまで 俗文 體を思 ひ 切って 用 ひる 事 は出來 す、 

〇 さま，^ に 移れば 變る 浮世 かな。 幕府 さかえし 時勢に は 武士の み 時 を 0 大江戶 の 都 もい つ 

か 東京と、 名 も あらたまの 年毎に、 開け ゆく 世の li^ なれ や。 

，  五一 


^  二 

第三 章 坪內洪^^の文章 

の 如く 凝 詞を 含めた 七五調の 馬 琴 張の 文 を 用 ひたり、 

h  。  ノ  、遊お などへ 行く-一寸， ハーい ン する かな ァ。 

っェ。 そんなら 守 山 *R も フレイ (1 常時の 番 注の 通, な"」 . 

- - /  rta をち が ヘン.. 'こよ S れ ろョ。 

. Q 貰に 曰 本人の アン。 ハンク？ アル (i いふ ) すの-! ず、 ま 妙？ ま？ パ しい) い 

〇， く 田の ちゃん。 t 仃る べしく。 僕が^ 押 をして やる 力ら 《 ^は も-つか ふ < せ あし レ 

ま 鬼ごっこ をして おくと お 座敷で 轉ば ない 3 になる よ。 

どと 割 註 を 入れたり 更に  ヒ に7:  -  t 

【乍 者い まく、  f0n^  -  mj^^ 

"、臺 I 述べつ くしが！ i り。 li 零 SI,- 

【ur もや、 高尙||-  iln ク i- き 

？ョ" i 戶  ム こま る ものな り。 私^ グ-^ 

り。 勿 If 書生 は I 大學 S 生に 多く 私 f 生お-!. -  。\,」，ii こ 

ミ - r^Ji ン ハ だす こ 刃 ：3 びざる もの あり。 故に 个は^ 1 に 

生 輩の 情 態の 如き は陋稷 にして 野.^ 殆と しい"/ す I 

上流の 風 俵を寫 しぬ C  眼 家 幸に 咎 むる 勿れ】 


などの 如く 話の 中途と か 切目に おい 一」 作者の 長々 しい 說明を 附記して ゐ るの など は、 かの 戯作 

者の 手法 を 未だに 留めて ゐる ものと 考 へ られ るので ある。 

逍遙 の 小 說神髓 は 暗雲 低迷 の 當時 の 文壇に あって 寫實 主義 を眞向 に騎 して その 進む ベ き 道 を 

指示した 點 において 正に 明治 新 文 學の曉 鐘と も 言 ふべき ものであるが、 このうち に は 文 體に關 

する 論 も 見られ、 著者 は 雅俗 折衷 體に 最も 心 を 引かれて ゐる ものの 如く だけれ ども 俗文の 迫眞 

力の 强ぃ事 を もカ說 しないで はおかなかった 點は當 時に あって は 青天の霹靂 として 珍重すべき 

もので なければ ならなかった。 

逍遙 は 文壇の 標準 線から は少 くと も 十 年 位 は 優に 前に 進んで をり よく 之 を 誘導して ゐ たので 

あるが、 書生 氣 質の 如き も 彼の 小說 論に 從 つて 書き下し 世の 稗 史小說 家の 向 ふべき 所を實 例に 

よって 明示した ものに 外ならぬの である。 卽 ちその 內 容に舊 思想に 喘いで ゐる 社會を 背景に し 

て 新 思想 のい ぶきの か.^ つた 書生 を 描く 事に よって 新舊兩 思想 の 衝突 を 巧みに 盛って ゐ るの も 

新文學 の先驅 として 相應 しい ものであるが、 その 形式に 至って は會 話の 部分に おいて 所謂 書生 

,  五三 


第三 章 评內逍^^の文章  I 

S を 妻に 寫 して 資力の 强 いものと する に 役立た せて t けれども 地の文に おいて-:.. ^ 

俗 折 II て 去る 事が m 來 五 調の 美文 I つたり 懸|用 ひたりし てきぶ は rr" 

隔たり I 合せん がた めの 作者の 霧 心 S でた ものと I へられる ものの、 新， i の".."" 

としての 榮冠を 彼に 捧げる 事の 出來 な. いのは 惜しい 事で ある。 

谷 文體の 長所 を 認めて 折衷 體と之 を 比ぎ し  1  1 ン 

俗 I ま、 に詞を うつせば 相對 して 襲す るが 如き ほ あり。 碓 文 を もて 一."， 

づれば SI むの f り。 其お もしろ み！ かる ことい ふまで もな きこ；；； なり は 

と 極力 賞讃 の I を惜 まなかった II ら |氣質 を ものす る^" まて 之 及 

す 事の 出来なかった の I へ ば秦史 上 彼の g は管大 にして l^^tl^svM. 

俗文の 利す でに 斯の ごとし。 唯憾 むらく は 世に 其 不便 を 除く の 法な し。 .^101 

か 此當豫 すらむ。 おのれ は 今より 頸 を 長う して I 文の きい. つる" きつ" のな り。 

などと 誓 I する li し 直 1 成」 if  S なら；； 一の U ス P 

ビ てい 說祌 管よ つて 唱 へられた 奪つ 王義の 好例 は 彼の is ぐ. H より 

雲 こ 見られる のと 同じく 新 俗文 體の 出現 も窗 じく  I を 待たねば ならたかった のでき。 


第 四 章 二葉 亭四 迷の 文章 

斯界の 先覺 者坪內 逍遙 は 小 說祌髓 を 翳して 在来の 勸懲小 說を排 し、 寫實 小說を 鼓吹した ばか 

りで なく 自ら も當世 書生 氣質を 著して その 理論 を 例によって 示した 點 において 明治の 新 文學の 

指導者と していつ まで も 忘れる 事の 出來 ない 存在で あるが、 小 說神髓 の 趣 3 曰 を 最もよ く 具現し 

たも の は 逍遙 自身の 書生 氣 質よりも 寧ろ 一 一葉 亭四迷 の 浮 雲で あ つ た。 

浮 雲 は三篇 よりな つて をり、 一 • 二 兩篇は 逍遙との 共著と して 世に 現れた が小說 といへば 何 

か 異常な 事件 を 書き 綴るべき ものとの み考へ て ゐた當 時の 一 般讃 者に とって はこの 作の 如く 平 

凡な 人物の 間に かもされる 平凡な 事件 を 取扱った もの を 示されて は 驚嘆の 目を兒 はらない では 

をら れ なかった。 1 一葉 亭が 文學を 遊戯 視 する 事な く 人生 を眞 面目に 觀 察して 日常 平凡な 生活の 

中に 小說の 題材 を 選び出し たの も 彼の " シ ャ文 學に對 する 深い 敎 養に 根ざして ゐる ものである 

が、 浮 雲の 重んぜられ たの はた^に その 內容 ばかりで はなく 表現形式の 新 樣式を 採り 用 ひて ね 

,  五 五 


五六 

i  啭四章 二葉 亭四迷 9 文章 

る 事も響 を 驚かす 有力な 資料と なる に 充分 まった。  . 

I の 如き も 俗文の 價 f  If てはゐ ながら If  it ま 力ら ぽ.^ き f;::; 

ii 質に おいても I の！. を 除 i 全く 戯作者 的 S から 脫" る U リ" ur; 

た。 でる 時代に あって I 一致の ilf れ たの をき は， の t くそ" ぎ.. ぎラ 

もてはやさない では をら れ なかった の も 無理から ぬ 奪 ある。  ぶき 

囊 が小說 祌髓 の 主張 を最 もよ く 現した ものなる 事 は 前に も 述べた 所で t.^ ゾ そ 1 

言 文 il ひたの など も 亦 I の敎 示に よる ものなる 事 は 彼 a ら  -, し 

もぅ^まりになるか知らん、 餘程 前の 事 だ。 何 か 一つ， て.^ たいと は 出ち た 力 ソ 

來の 文章？ S 目方 向が 分ら a  。そこで 评內！ の 許へ.^ つて し は" は ハ"" 

話して みると、 君 は 観の 落語 を 知って ゐ よう、 あの 觀の fi りに でつ ぎ f や 

で e せの 儘に やって I。 所が 自分 は 東京 者で あるから いふ 迄 もな く， I。  i 

豪の 作物が 一つ 出来た 譯だ。 早速先生の許へ^-って行くと、 - おと y 通して. - られ， ズ 

忽ち i と 膝 を 打って これでで、 そ S でで ぎつ か y したりな んぞ せぬ.？、， と 


おっしゃ 

かう 仰 有る。  - 

自分 は 少し 氣 味が 惡 かった が、 い &と云 ふの を 怒る 譯 にも 行かす、 と 云 ふ ものの 內心少 

し は 嬉しく もあった さ。 それ は 鬼に 角圓 朝ば りで あるから 無論 言 文 一 致體に はなって ゐる 

が、 兹に まだ 問題が ある。 それ は 「私が …… で厶 います」 調に した もの か、 それとも 「俺 は 

いや だ」 調で 行った もの かと 云 ふこと だ。 坪內 先生 は 敬語の ない 方が い、 と 云 ふお 說 であ 

る。 自分 は 不服の 點 もないで はなかった が 直して 貰 はう とまで 思って ゐる 先生の 仰 有る 事 

では あり、 先 づ觅も 角 もと 敬語な しで やって 見た。 これが 自分の 言文一致 を 書き初めた 抑 

もで ある。 (余が 言 文 一 致の 由来) 

と 語って ゐる 所に よっても 明かで ある。 しかも 逍遙の 「少し 美文 素 を 取り込め」 (同前) と 言つ 

た Q に對 して 彼 は それが 嫌 ひだった と 言 ふよりも 寧ろ その 入って 來 るの を 排斥しょう として ゐ 

たのな ども 逍遙の 消極的な 態度に 比して 彼が 如何に 勇氣を 以て 言 文 一 致の 筆 をと つ たかを 物語 

る ものであって、 山 田 美妙の 如く この 運動の ために 大いに 氣を 吐く と 言 ふやうな 事はなかった 

け； zi ども、 いちはやく 新奇な 表現 樣式を 採り 用 ひた 點 において 注目せられ ねばならな いので あ 
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小 說祌髓 において 進遙 がその 利を讃 へて は 

おのれ 今より 頸 を 長う して 新 俗文の 世に いづる 日 を まつ ものな り。 

と 結んだ 新 俗文 は 二葉 亭四迷 を 待って はじめて 世に出で たものと 一可-ひ-? るので あり、 かの 戯作 

者 流の 文章に 見える が 如き 會 話と 地の文との 不調和 もこ" において 完全に 除去 せられる ボ とな 

つたので ある。 

從來の 戯作者 流の 文章の 福 澤論吉 を經て 平易 暢達 を 旨と する ものと 改められ たので あるが そ 

れ ばかりでなく 更に 逍遙に よって 俗文の 利點 さへ 鼓吹 せられて は 小說の 文體の 俗文に 統一 せら 

； d るの も 遠く は あるまい と 思 はれる に 至った が、 この機運に乘っても^^も平く言文 一 致の 作 を 

世に 問った 功 は 何と 言つ て も 一 ー葉亭 に歸 すべ きもので ある。 

ト說を ものす るに あたって その 內容 はもと よりこれ を 盛る 表現形式 を 如何なる ものと する か 

は當 時の 作家の 等しくな やみと して ゐた 所で あり、 その 序文に おいて 文 僭の に ふれぬ もの は 

k よつ ので あるが、 二葉 亭四迷 とても この 例に もれす 浮 雲の はしがき において 【蒋教 の 花 は 頭に 


^いて 活 人は畫 となる 世の中 獨り 文章 而已は 黴の 生えた 陳奮 翰の 四角張り たるに 頗 返し を附け 

ものい ひ  、 

かね 又は 舌 足らす の 物言 を學 びて 口に 诞を 流す は 拙し。 是 はどうで も 一一 一一 n 文 一 致の 事 だと 思 立て 

は 矢も楣 もな く 云々」 と 言って 思 ひ 切って 言 文 一 致の 文 體を用 ひた 彼の 意氣を 示して ゐ るの は 

注目せられ ねばならない であらう G 

會話 文の 如き も 

「お …… お …… お 勢、 あれ 程 呼ぶ のがお 前に は 聞え なか ッ たか ェ。 聾者 ぢゃ あるまい し、 人 

が 呼んだら が 加減に 返事 をす るが ぃ& …… 。 全體 まァ、 何の 用が 有ッて 二階へ お出で だ。 

ェ、 何の 用が 有 ッてだ ヱ。」 

ト 逆上せ あが ッて 極め 付けても、 此方 は 一向 平氣な もので 

「何にも 用 は 有り ゃァ しない けれども …… o」 

きつき 

「用がない のに 何故お 出で だ。 先刻 あれほど、 最ぅ是 から は、 今迄の やうに へタ クタ 二階へ 

往ッて はならない、 と 一一 一一 II つたの が、 お前に はま だ 解らない か H。 さかりの 附 いた 犬 ぢゃァ 

あるまい し、 間が な 透が な、 文 三の 傍へば ッ かし 往 きたがる よ。」 

「今まで は 二階へ 往ッて も 善く ッて、 是 から は惡 いなん ぞッ て、 其樣な 不條理 な。」 

,  五 九 
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「チヨ ッ 解らない ネ ー、 今迄の 文 三と 文 三が 逮 ひます。 お前に ゃァ 免^に なッ たがが 解ら な 

いか ェ。」 

「オヤ 免 iLi 成ッて どうしたの。 文さん が 人 を ると 咬 付きで もす る になった に へ 1^ 

う。」 

「な、 な、 な、 なんだ とお 言 ひだ …… 0 コレぉ 勢、 それ はお 前、 あんまりと. U ふもん だ 

り 親 を 馬、 馬、 馬鹿にす ると 一一 一一：： ふもん だ。」 

「ば、 ば、 ば、 馬鹿に はしません。 へ ー 私 は、 條理の ある 處を 主張す るので 御麼 います。」 

ト脣を 反らして いふ を、 聞く や 否や、 お 政 は 忽ち 額 を變 へて 手に 持 ッてゐ た .k 羅リ ゾガ 

管 を 席へ 放り 付け  • 

「ェ 、， くやしい。」 

ト齒を 喰 切ッて 口惜しが る。 その 額を橫 眼で ジロ リと兑 たばかりで、 お 勢 はす ま ァし" つ 

て、 ぎ嫩 を 立 出で て 仕舞 ッた。 

などと くだけた 言文一致の 文體 によって 巧みに 母親と お 勢との^ 持 を ^現して ゐる ばかりで な 

く、 話者 を 小 書して、 地の文に 書き 辍 けた 舊樣式 を 完全に 放 菜して、 ^^ハ 诋に行 を 改めて 書 E 


したの など は 地の文と 會 話の 文との 區別を 截然と せしめる に 役立って をり、 これ 以後の 小說に 

は 誰し もこの 樣式を 採り 用 ひて ゐ るので ある。 

更に 注目すべき は、 逍遙の 如き 進歩的な 人まで 折角 俗文 を 賞揚しながら も 「但し 地の文に い 

たり て は 俗言 を もて 寫す ベ からす。 蓋し これが 爲に 物語 の 進歩 を さまたげむ かと 恐 るれば な 

り」 (「小 說祌 11」 屮の文 體論參 照) と 言 はないで は をら れ なかった 時代に も拘ら す、 敢然と して 地 

の 文 を も 言 文 一 途の 新文體 によって 寫し 出した 事 は 特筆 せらるべき 彼の 功績で なければ ならな 

いので ある。 卽ち 

〇 今年の 仲の 夏、 或る 一夜、 文 三が 散歩より 歸ッて 見れば、 叔母のお 政 は夕暮 より 所用 あ 

ッて 出た 儘 未だ 歸宅 せす、 下女のお 鍋 も 入湯に でも 參ッ たもの か、 是も 留守。 唯お 勢の 子 

がに ^ み已 If ゆが 射して ゐる。 文 三 初 は 何 心なく 二階の 梯子段 を 二 段 三 段登ッ たが、 不圆立 

止まり 何 か 切りに 考 へながら、 一段 降りて また 立 止まり、. また 考へ てまた 降りる。 …… 俄 

に 氣を取 直して、 將に 再び 二階へ 登らん とする 時、 忽ちお 勢の 子舍の 中に 聲 がして 

s 方し 

ト いふ 0  . 

,  六 一 
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「私」  - 

ト反ー 答 をして、 文 三 は 肩 を 縮める。 

〇 文 三が 二階 を 降りて、 ソット とお 勢の 部屋の 障子 を 開ける 其の 途端に、 今迄 机に 顿杖を 

ついて、 何事 か 物 思 ひ をして ゐ たお 勢が、 ¥1^ した 面相 をして 些し 飛上ッ て^ 住 W を^し 

た。 顏に 手の i の 赤く 殘ッ てゐる 所を觀 ると、 久敷顿 杖 をつ いて ゐ たものと^ える。 

〇 あれほど までにお 勢 母子の 者に 辱められても、 文 三 はまお 圜 ffl の 家 を 去る^ になれ な.^ 

|i だ その か はり、 火の 消えた やうに、 鎭まッ て 仕舞 ひ、 いと ど 無. -が、 一ち あかた く 

なッ て、 呼んでも 涉々 敷く 返答 を もしない。 用事が 無ければ、 下へ も 降 て 來.^  、  urn 

にの み 垂れ 籠め てゐ る。 餘り靜 かなので、 ツイ 管 こと を 忘れて お 鍋が^, の 油 を 注 

に 置いても、 それ を けて： ぎせ るで もな く、 油が 無ければ 無いで、 i^^^l 

として 始終 何事 を か、 考 へて ゐる。 

などの 如く 地の文 も 今までの 雅俗 折衷 體の 文に くらべる と 如何にも なめらかに 述 ばれて を I 

塞の 文との 調和 もしつ くりして ゐ るので あって、 名實 共に 5 一致の 新 小 說はー まぶ 迷に 

よって はじめて もの せられた と 言 つ て も 過言で はない ので ある。 


會 話の 文の みならす 地の文まで 言 文 一 致の 新 文體を 使用す るに は 一 方なら ぬ 5!^ 斷と 努力と を 

必要と する のであって、 曰顷。 シァ 文、 學に 親み 新しい 文學 についての 造詣の 深い 二葉 亭の 如き 

人に して はじめて 敢行す る 事が 出來 たので ある。 初めて 試みられた 新 文章と して はすこぶ る 巧 

な ものなる 事 は 前揭の 例に よっても 明かで あり、 彼の 筆力の 偉大 さ を 容易に 認めうる ので ある 

が 彼 とても マての 時代の 文壇に 呼吸いて ゐ ただけ に 全く その 氣 運から 脫し 切る 事 は出來 なか つ 

た。 ゎづ かで は あ-る けれども 所々 に 

〇 藻に 住む 蟲の 我から 苦しんで ゐた …… 。 是 からが 肝腎 耍囘を 改めて 伺 ひま. せう。 

〇 お 政 は獨り 徒然と 長 手の 火鉢に 凭れ 懸ッ て、 斜に 坐りながら、 火箸 を 執ッて 灰へ 書く 

樂 書 も 俊 文字、 牛の 角 文字 いろいろに、 心に 物 を 思へば か、 怏々 たる 顏の 色。 

〇歸 ッて來 ぬ 間に チヨ ツビり 此 男の 小 傳 をと 言 ふ 可き 處 なれ ども、 何者の 子で、 如何な 敎 

育を享 け、 如何な 境界 を 渡 ッて來 た 事 か、 過去 ッた事 は 山 媛の 霞に 籠ッ てお ぼろく、 ト 

ント 判らぬ 事 而已。 風聞に 據 れば總 角の 頃に 早く i5 恃を喪 ひ、 寄 遷诸の 棚な し 小舟で は 無 

く 宿 無 小僧と なり、 彼處の 親戚、 此處の 知己と 流れ 渡 ッてゐ る內、 曾て 侍 奉公まで した 事 

力 有る とい ひ、 ィャ 無い とい ふ、 紛々 たる 人の 噂 は 滅多に 恃 になら 坂 や、 兒手 上 露よ 


六 1: 

の 水臭い 士族の  一 l^d^u^n$^ 

などの 如く 懸詞を 用 ひたり 漢語に 平易な 板^ ぞを^ 

の 手法 I 全に 捨て去る までに は 至って ゐな いので ある。 

かくて II て 平凡 I 田  一 lillH^U 

. „  ,  二、 トぜ こ；； K 見 h 来 だ. 可 人に も 試みられなかった 地ゾ文 

t 卜 兌 0 姓 をな すば かりで なく  ^に. l^^J^ ズ， 1 リ. *  ？ 

1,:^us の 文との なめらかな 調 ff モに 完全に 近代的な 秦 Itg にあ 

いて 秦？^ に 特筆 せらるべき 作品 S ければ ならない ので ある。 

三 

浮 lis 實義を その ま、 地で行った もので あり、 sxn^u^^u^^ 

の 自然 義に 呼びかける ものと も霄ひ うるので あるが、 . ^して 彼 は g、l に.. に >ノ 

如き 佳作 を 世に 問 ふ 事が 出來 たので ある。 そのうち にも、 ttiyr  ::: と I 

〇 さて、 題 だが ：：： 題 は？ としょ？  i  , 


の 菜、 礎と 膝 を 打って、 平凡！ 平凡、 に 限る。 平凡な 者が 平凡な 筆で 平凡な 半生 を 叙す 

るに、 平凡と いふ 題 は 動かぬ 所 だ、 と 題が 極る。 

次に は 書 方 だが、 これ は 工夫す るが もの はない。 近頃 は 自然主義 とか 云って、 何でも 作者 

の經驗 した 愚に も附 かぬ 事 を、 聊か も 技巧 を 加へ す、 の 儘に、 だらくと、 牛の 涎の や 

うに 書く のが 流行る さう だ。 好い 事が 流行る。 私 も 矢 張 其で 行く。 

で 題 は 「平凡、」 書 方 は 牛の 涎。  - 

さあ、 是 から 本文 だが、 此處 で囘を 改めた が 好から うと 思 ふ。 

〇 お 糸さん が、 ぉ燜を 直しに 起った 隙に、 愛で 一 寸國 元の 事情 を吹聽 して 置く 0 

〇 二 紫亭が 申します。 此 稿本 は 夜店 を 冷 かして 手に入れ たもので ござり ますが、 跡 は 千切 

れて ござりません。 一 寸ぉ 話中に 電話が 切れた 恰好で ござり ますが、 致 方が ござりません。 

などの 如く 戯作者 流の 手法 も 全く 跡を斷 つまでに は 至って ゐ ない けれども 浮 雲當 時の 文章から 

見れば 格段の 進展 を 示して をり 特に 

ジ ヤン/ \- と 放 課の 鐘が 鳴る。 今迄 靜 かだった 校 舍內が 俄に 騷 がしくな つて、 彼方此方の 

敎窒 の戶が 前後して 慌 だしく パッ くと 開く。 と、 その 狹ぃ 口から、 物の眞 黑な 塊り がド 


,1 ゝ ，1、 
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グと 廊下へ 吐出され、 崩れてば らくの 子供に なり、 我 勝に i 脇の を =鬼 け；；； ぬ 

:c まら、 口々 に 何だか i く。 只もう 校 舍を撼 つて ヮ！ ソと いまの 巾に、 無数の ひ 

額 I で 大きな nl いて 躍って ゐる やうで、 何 Is て. g か 分ら ま。 乂そォ i 

1 昇降口へ 吸 込まれて、 Sim,  ^OT^il. 

出たり、 外齒へ 肱が 打 着かったり、 靴の 踵が 生憎と 靈 のき 踏んだり して、 I をト， と 

惶 返した 擧 句に ヮッと 門外へ 押出して 東西へ 散々 になる。  ：ト 

仲 善 二人 肩へ 手 I 口って 行く 前に、 辨 I を。 ホンと 抛り 上 ブては チヨ ィと 受け お。 

01 其 隣 は往來 のまろ を繁 ばし くれく。 誰 だか、 後刻で 遊びに 行く よ と * く 

蝗 を まに 行かない か、 とい ふ聲 もす る。 5 と 呼 # 後で、 m 蘇郎と f  .a 力 を 罵 

る。 あ 痛ッ、 何でい、 わ 1 い、 とい ふ聲が 蒙と 入逮 つて、 III を^て わろ 巾 

を、 ，^1 人 は ける やうに して ii もせす に 切々 と歸 つて 來 る。 

などの 如くき びくした 露な I の 中に ュ I ァを も， よはせ て ぐんく 鮮をひ きづつ 

て ゆく 力の こもった 文 をな すまでに 至る ので ある。 


逍遙の 小 說祌髓 及び 書生 氣質は 共に 明治の 新 小 說の曉 鐘と も 言 ふべき ものであるが、 とかく 

實際は 理論 通りに 行 はれない ものであって、 小 說神髓 の 理論の 實際は 逍遙の 書生 氣 質よりも む 

しろ！ 一葉 亭の浮 雲の 方に 一 曆けざ やかに 之 を 見うる ので ある。 文章 上より 之を见 る も 書生 氣質 

にお い ては會 話の 文 は ともかくも 地の文 をば 全く 舊樣 式の 雅俗 折衷 體に よって 綴って をり、 彼 

自ら 對談 する の 趣が あると 言った 俗文に よって 連ねる 迄に は 至って ゐな いので あるが、 浮 雲に 

あって は會 話の 文に 流麗な 筆致 を 見受ける のみでな く 地の文にまで 所謂 俗文 をお し廣め 終に 會 

話の 部分 も 地の 部分 も 共に 言 文 一 途 の文體 によって 記されて ゐ るので ある。 

しかも その 會 話の 部分の 如き も 話者 を 小 書して 逐次 書き連ねる などの 舊樣 式を廢 して 各々 行 

を 改めて 之 を 書記し 前後の 會 話の til 別 を 明瞭に した 點に おいても 後の 小 說の魁 をな した もので 

あるが、 更に 地の文と 會 話の 文と を 共に 言文一致 によって 寫さ うと 試みた ばかりでなく、 はじ 

めての 試みと して は、 すこぶる 成功して ゐ るの は、 新 文章の 創始者と して 彼の 價値を 一 暦 高め 

る もので なければ ならない ので ある。 


^五 章 山 S 美妙 齊の 文章  - 

彼 は 逢の 新 俗文の f さま、 この 作に 實 行して 成功 を收め S におい il の，. - 

を 大いにして 言文一致 I 動に は 力めなかった けれども 新 秦の創 I としての SI ふべ 

くもない ので ある。  „ 

しかも そ stsi 管 農裹 とも 一脈の I する ものが あつたた め 後 ザ の 

時 t にいた つて II 豪の 作家の 中に 伍して 優に 平凡なる 佳作き し、 議 以上の 文の さ 

え を見 せる 事が 出来た の は、 時代と 共に 移る 事の 出 來た彼 S 大 ilts- でなければ な 

らな いので ある。  . 

第五 章 山田美妙齋の文^^=十 

二葉 亭 と共に 首 文 一致の 發 達に 與 つて 力の あつたの は 突 妙齋山 m 武太郎 であつ プ f II 

冶 七 iQ 神明 町に 在住して 私 套森學 校に 通？ ゐた "1 に 11 あ 知る やうに なつ. 

ヒ。 その後 明 台 十七 年に は、 豫備 門に 入 學し、 翌 十八 年 二. -には 紅が ぶ 思^ 凡 華^と 共に 砹友ー m 


を 結び、 我樂多 文庫 を發 行した。 

明治 二十 年 十二月の 出版に か」 る 第 十五 號に 美妙 は 「花の 茨 茨の 花」 なる 短篇 を 寄せた が、 

從來 になかった 新 文 體を用 ひたた め 忽ち 世人に 認められ、 一 躍 文壇の 籠兒 となる 事が 出來 た。 

彼が 早くより 如何に 文章の 語尾 構成に 腐心して ゐ たかは、 丸 山 九 華氏の 親しく 語って ゐる 所に 

よっても 明かで ある。 (「礎 友 社と 我樂多 文^の 由來」 參照) 卽ち彼 は 「 …… であった」 「 …… した」 

「 …… 面白かった」 などと して は あまり ぞんざい なやう だし、. それ かと 言って 「 …… であり まし 

た， f …… しました」 「 …… 面白う ございました」 などの 如く あまり 叮嚀に 書き下せば 冗語が 多く 

て 甘ったるく なり、 強い カを與 へる 事の 出来なくなる の を 憾みと した。 かくて 幾度 か 訂正 考案 

の.^；;^、 從來の 地の文と 言語と を 七分三分に つきまぜ それに 歐 文の II とか ！ とか ？ とか 

を 利用して はじめて 出来 上った ものが この 「花の 茨 茨の 花」 であった らしく、 彼 自ら 之 を 言 文 

一 致と 言って ゐ たさう である。 

これまで 俗文と してや-嘲笑 味を帶 びて 迎 へ ら れてゐ たもの もこ &に言 文 一 致なる 稱 呼を與 

へ られて 正當な 待遇 を 受ける やうに なった ので あるが、 その 名 付 親 こそ K に 美妙 齋 その 人で あ 

つたので ある。 彼 は 言 文 一 致の 文 を 作品に よって 示した ばかりでなく 言 文 一 致 論 概略 (11) の 如 
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く 口 を 大きく して 將來の 文 はかく あるべき であると 露 雜然 たる 秦 のうちに S して ゐた世 

にに.^ らしめ る やう 力めて ゐ るので ある。 

彼 は 一 一葉 亭 と共に 首 文 一 致の 創 成に 努力した 人と して 忘れる 車の 出來 ない 人物で ある 力、 一 一 

葉亭の 作品の みに よって デビ ュ ー したのに 反して 美妙 齋は 作品の みならす 新^ 雜誌 によって .が 

に その 宣 傅に 努力した ため 彼の 功績 は 一 暦 華 かなもの となりえ たかの 如くで ある 

二 

學海 指針に 言 文 一 致 概略 を發 表した 明治 一 一十 一 年に は、 美妙 は 初めて 印刷に 附 する $ となつ 

た視友 社の 籠 謹 一 我 樂多文 扉に 一. 情詩 人」 なる 小 f 收 めて ゐろ。 . -の號 の 「心 I 耕」 た 

る大 見出しの もとに 

五月 鲤 第一 囘 (首 文 一 致體) 漣 山人 

風流 京人形 第 一 囘 (雅俗 折衷 體) 紅葉 山人 

情 詩人 第一 囘 (言文一致 體) 美妙 齋 

の 如く 一二 篇の 小說 を載錄 して ゐ るので あるが、 各. < の文體 まで を兑 出しに けけ 列れ てゐ ろ^によ 


つても、 當 時の 作者が 如何にして 獨自の 表現 を 見出すべき かに 腐心して ゐ たかを 知りうる のみ 

ならす、 一 般讀者 も 亦內容 よりも 表現形式に 一 曆 注意 を拂 つて ゐ たもの なる 事 を 推察す るに か 

たくない ので ある。 

處 は何處 かの m 舍 です。 時候 は 五月の 下旬です。 草 や 若菜 は旣に 雨で 綠を 十分 染 上げ、 而 

も 一 ッの 露の 外 は 塵 を も 寄附け ぬ その 正し さ、 「あれが 私の 亭主なら 嘸 かし 賴母 しいだら 

う」 と は 浮氣な 良人 を 持って 居る 丑滿 連の 考 です。 あちこちの 花が 吐出す 種々 の 芳香、 そ 

れが 風の 中で 調和され てつれ 彈 ではない 「つれ 香 ひ」 が、 優に やさしく 薰る鹽 梅 「己の 身 

が 切め て あの 位なら ば」 と は 三年の 勉强で まだ 音律の 合 ふか 合 はぬ か 聞 分けられぬ 器用な 

伶人の 述懐です。 鬼に 角 雨 あがりの 春 景色 …… 洋服なら セルに おしよ と 言 はぬ ばかりの 日 

の 照 方。 其 暑さ を 怯れ て か 抑く 日に 燒け るの を 心配して か、 多分 後の方 を 心配の 根に持 

つ て 居る だら うかと 思 はれる 處女 三人、 凉 しさうな 木蔭で 睦ま しさう に 話し を爲て 居ます。 

は 情 詩人 第 一 囘 かいまみの 胃 頭で あるが 語尾 を 「 •：.： です」 で 留めて は齒 切の よい なめらかな 

文 をな して ゐ るので ある o「 …… であった」 と 言 ひ 切って は あまり 輕 卒すぎ るし 「 …… であり ま 

した」 としたの では 又 冗長に すぎる と考へ あぐんだ 末 漸く 決定した のが この 「 …… です」 . ^の 
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形式であった らしい ので あるが、 ュ ー モアに とんだす W 新な 文 を^る 事の 出來 たの は 彼の 成功と 

1  一一 n ふべき であらう。 

彼の 文に は 擬人 的な 手法が 屡 用 ひられて をり、 

〇 洋服なら セ ル におし よと 言 はぬ ばかりの 日の 照 方 

〇 夢と なれば やがて 誰 やらの 美く しい 顔 を るべき 眼 も 《. ^しく 天井に お 線 を 立てて ふ."" い 

ラ ン プが畫 いた 圓の邊 を さまよって 居ます。 

などの 如く 巧みな もの も あれば、 

〇 いっか 目 は 疊の編 目の 中の 芥塵を 調査して 居て いっか 身 は 罪 も 無い の絲を 刻み^に し 

て 居ます。 

〇 ひ 日 i は 快活と いふ 衣の ために さし も 濃い 饀の 甘味の あどけな さも 無 殘に形 を .m して" ま 

したが 今 は 衣 も 粘る 诞 と共に 解けて  一 の兑榮 がします。 

よど Q 如くに 誇張に すぎる やうな 傾きの もの も 兑られ るので あ？ 

更に掌と夏子とのニ人の令孃がぉ客の詩人に出す料？と命ぜられて£*所に.^てみた 

あたり を寫 すに あたって 


かう 焦燥 ッ て 見たり また 沈着いて 更に 夏 子と 談合して 見たり 一 年の §1 の 苦 辛と いそがし さ 

をば 今日の 臺 所に 集めて 居ます。 

と 記した のな ども 如何にも 西洋風な 斬新な 叙述と 言 ふべき である。 

けれども そのうちに は 

〇 この 三人 を 文 學の專 門で 批評して 姉が トラ ゼ ディに が コ メ ディ 共 次が トラ ゼ コ メ ディ 

と 言った 人 も有ッ たさう です。 その 評の 當ッ て 居る のか 居ない のか はま だ 作者に も 首へ ま 

せん。 

〇 それでも 春 子と 夏 子と は 見る ことの 發議 者た る 株 をば 互に 讓り ぁッて 居ます (乙女心 は 

妙な もの) いや 君子、 はて 禮讓の 人。 

の 如く 說 明に 墮 した もの や 

〇 美妙 齋が數 年の 後 空中 船 を こしら へ たなら この 速力 を應 用して 船 を 進めて 御覧に 入れ ま 

す。 どうして あなた 汽車な ンぞ  

〇 さァ其 所で 肝心な 本街道 を そっちの けにして 仕舞って つい 筆の 尖 を 一 一 \ ^ほど 減らし まし 

た (離 寞の明 さ) さて 其處 でと、 其處で その 若い 男 は …… ヘイもう 是 から 眞 面目に なって 
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一 

申します よ   一 

などの 如く 作者 自らのお どけた 氣持を 描いて ゐ るの は 共に 戯作 臭味から 足 を 洗 ふ の 出來な カー 

つた 證 とも 見られる であらう。  ，  一 

嶄 新な 表現の 受けられる 反面にお いて、 かなり多くの1$^樣式の叙述のその跡を^めてゐる： 

事 も 亦 見逃せない 事實 であって、 中には  ： 

心を籠めて 酒宴 をば 客 も 心を籠めて 食べ 親 も 心 を 能め て 食べ あまり 「^める」 が 流 (仃 るた 一 

め、 遂に いつしか 夜 を さへ 籠め て 談笑の 憩の 屮 に-一時 を 知らせる 掛 時^の^ を さへ^め ま 一 

した。  .  ： 

の 如く 語尾 だけ ゎづ かに 「ました」 で止め他は盡くき樣式にょって^^かれてゐるものさへぁる； 

ので ある。  一 

新しい 文章と 言っても 盡 くが 直ちに 舊態 をー變 すると 一一 一 「- ふが 如き は 到底^ まれない 1 なの を 

思へば 一 方に 斬新 味に 富んだ 文 を ものして ねる 美妙の 作に 未だ ^様式の 戯作^ 味の^ やかな 1 

も 時代色 を 反影した ものと して 許容せられ ねばならない と共に、 新 文^の^ 始 から その 々几 成 ま 

e こ は 玲相當 長 い 年月 を 要する ものな る 事 も 推察す るに 難くない ので ある。  一 


ミ 

更に 同年 都の 花に 褐 載され た 花ぐ る まの 卷頭を 見る も、 

夜 はや &九 時に 近い 頃で、 途端の 瓦斯の 光 は 川霧に 搔 消されて 薄喑ぃ 淋し さも 一 入 加 はり 

影に 吠える 犬 は 霜 を 吐いて 聲 にも 寒氣を 含んで 居ます。 一 一三 日 このかた 曇ッ たり 晴れたり 

して 今猶 雨に ならう か、 雪に なら 力 かと 相談 最中で でも ありさうな 空 合、 此頃は 一 體缺か 

さすに 出る 星 も 前に 薄 綿の 幕 を 引かれて 仕舞 ッて 下界に 目 瞬 をす る こと も 出来す、 その 恨 

ろ. ぎん  めっき  す * ち 

を 分 ッてか 月 は 雲の 高低の 角々 へ 妬まし さうな 光 を 噴 掛けて 朧 銀の 襞 や 滅金の 條を つく ッ 

て 居ます。 

の 如く 例の 擬人法 を 利用して 巧みに 筆 を 運ばせて ゐ るので あるが、 第一 一輛 目の 終に は 著者の 註 

として 

附言。 親子 應 答の 處は 地方 語で 爲 るの が至當 です が 大した 闢係 のこと でも あまり せん ゆ 

ゑ、 すべて 東京 語 を用ゐ させました。 

と 記して ゐ るので ある。 この 附言 はこれ までの 小說 作者の 註と 同じく 作の 手法に ついての 但書 

七 五 


J しゝ 

第五 章 山 田 美妙 齋の 文章  • 

では ある けれども 作 中 人物に 喜 を ^ゐさ せなかった 素 i たる 點に 我. -の紐 ハ味は 力 4 の 

である。 「親子 應 答の S 地 塞で 爲る のが i」 と I めて. g がら、 「火した I のこと で 

ありません」 位の 理由で 東京 語で 一貫 させ、 かへ つて 資力の 弱い ものたら しめたの は f 妙 

のために 惜しまれ るので ある。 

〇顏 を f と 前 I た 阿 梅に 似て 居た か。 などと S では 御 たづね. なさい ませう。 

が 決して 左様で もありません。 前夜 兑た 時に も 額 形まで はわ かりません もの を。 

0 何のた めに その 氣が 出た か、 それ は カ造 にも わかりません。 まだ 作 者各ひ ます まレ 

〇 牛 込へ まゐ りましたら、 ね、 怕 f ん (後で わかります) も待ッ てお らッ しゃいまして、 

それから 例の 話に 爲 りました の。 

〇 力 造の 消防で 提灯の 火 は 消えました。 しかし 杉 m の 不パ恭 は 消えません。 

などの 如く 震 的 I 句 を 弄した もの や、 戯作 的 ほの 高い もの も. S 乂 けられる ので ある。 

更に 翌 明治 二十 二 年 I の 友の 附録と して 襲した I に は I とて あ fn.. を もって 

ゐ たもの なる 事 は、 旣に その 序文に 


實の處 これ こそ 主人が 精 一 杯に 作った 作で 決してい つもの 甘酒で は 有りません。 匆忙の 中 

の 作 だの 何 だのと 遁辭 をば 首 ひません、 只 が 今の 主人の 實の 腕で 善 惡に關 せす 世 問の 批 

評 をば 十分に 頂戴し ます。 

と 言って ゐ るのに よっても 之 を 知る 事が 出來 る。 

猶 胡蝶の 表現に あたって は 

〇 「御 心細く も 侍らん。 然は あれ ども 源氏 あざむ かんに は 一 一位 こそ 此上 なきものなる を」 

〇r かくて は爭 でか 逃れ 果 つべき。 早く 心 をす る こそ 好 けれ」 

〇r 胡蝶、 いくさ は 如何に ぞゃ」 

の 如く 會 話の 文 をば わざく 文語 體 によって 寫し 時代の 臭 ひ を 濃 やかに したの など も、 彼の ェ 

夫の あと を 物語る ものであるが、 その 序文に 

中の 人物の 言葉 は 矢張り、 武藏 野と 同樣 つとめて その 時代の 口 氣を寫 しました。 時代物に 

必 すその 時代の 言葉 を用ゐ ると いふ こと は全體 たしかに 是と 言って 褒める ほどの 事で も 有 

りません。 たピ 目先 を變 へた だけです。 

と 記されて ゐ るのに よっても 之 を 窺 ひ 得る であらう。 
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しかし 彼の 工夫に も拘 らす會 話の 文と 地の文との 不調和 は 之 を 如何と もす る^の 出 來たレ の 

は事實 である。 地の文に あって は 

〇淸 くて 優美で そして 愛らしい もの は 六 七 歳の 少女と 浦の 恭 景色で でも 有り ませう。 その 

眉の まだ i くて 薄く その 顔の まだ 肥えて 固まら t 簿 S 頰に 笑蹈 の. f た、 へて こぼさ 

うと は 思 はすに 愛嬌の 露 を こぼす 有様 を 見て は 誰が 一 片き はめて お- M なびお を 起さす に 居 

られ ませう。 夕日の M を 解かして 揉碎 いて 居る 波の 色、 その 餘光を 味 ふとい ふ^ 樣で 反射 

の 緩 模樣を 浮 織に して ゐる 苫屋の 板び さし、 しかも 昨夜 過ぎた 雨の 足跡 をば 銀 象-嵌と も 

見立てられる 蝸牛の ぬめりに 見せて 居ながら、 それで 尙 水際立って 兑 える 工合の^ しさ、 

餘情は 以心 傳 心です。 

〇 はや 時 も 曙ち かく 爲 ると 覺 しく 闇が 暫時^ く爲 つて^も 光 を 隠して，.. - ます。 殘 がな， -丄" 

を 響かせて 血に M いた 咽喉 を 鳴らす 枭。 人 を 嘲る か、 冷淡に 尸の tg^ を すりぬけて 肌^ を 

薄 林し く甞 める 山風。 其處へ 立って 居る 胡蝶、 赏に花 をはづ かしめ た^ 人の 胡蝶 は^ ハ湫を 

含んだ 目元 を f§ つな t 闇に も めく 短刀 を拔 離して ぢ つと 眺めて f 一  吹。. S 入つ 

て Ola る 良人 二 郞の顔 を のぞき 込みました、 極めて 冷 かに 


などの 如く 圓滑 流麗な 筆の 冴え を 見せて ゐる ばかりでなく 中には 

〇 西 山 を 銜むニ 十三夜の 殘 月、 今些し 前まで 鑌 いた 五月雨に 洗 はれた 顔の 淸さ、 まだ 化粧 

は 止めす に 雲の 布巾 を携 へて 折々 はみ づ から 拭って 居ます。 夜半、 それが 此 時の 「美」 の 

原素で、 山里、 それが この 處の 「美」 の 源です。 消 迷 ふとい ふ 様に 淡泊な 朦朧な 光 を 受け 

て 沐浴した ま.^ 露 を 滴らせて 居る 新 樹の影 も 咽ぶ やうで、 そして 僅に かよわい 呼吸 を 吐く 

風に 戯れられて は 辛く 浮世の 宿 を 求めた 梢の I 卞も 落ちて はまた 雨と 作ります。 

〇 思 ひの 外の 無禮な 言葉.^ 婦人ながら も 軍馬の 間 を 經て來 た 胡蝶、 これに は赫 となり まし 

にらみつ  うち ぎ 

た。 物 を も 言 はす 睨 付ける を 雜兵は 更に かま ひません、 桂 衣の 袖 を 取らう とする、 今 は 胡 

蝶 もこら へ かねて、 振拂 ふや 否や、 身 を 躍らせて 近い 處の 船に 飛込まう とは爲 ましたが、 

運 わるく 足が 滑りました。 滑りました、 眞 逆さま …… 跡 は 水烟と 呆れた 雜 兵の 顔ば かりで 

す Q 

などの 如く 歐 文脈 を 多分に 取 入れた 淸 新な もの も あれば、 文の 終止の 如きに も 

〇 胡蝶が 船端まで 来た 頃に は旣に はや 水烟が …… 

〇 や \ 敵の 眼の 遠く 爲 つた 處へ來 て、 やれ 安心と 思 ふと 一 途に 典侍の 方の 船の 影 は …… 折 
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^五 章 山 田 美妙 齋の 文章 

角の 骨折 も 水の 泡 …… 

の 如く 省^ 法 を 用 ひて …… によって 餘韻を ひ^かせたり、  I し 

. 〇 折 S 僅の 目 I ん St  ^までの 靈船 I 返れば その 今まで 8 としたる お 

こよ 雜人 ばらが 早亂 入して …… きらめく 劍戟の 影の するど さ 

〇 霧の 點に 於て はま だ 度 は 減らぬ いとしい ニ郞、 しかし 怨みの 點に 於て はお i まる 

おのれ ニ郞。 

〇 その 內に、 無殘、 勇氣！ に はかに 始まる 泣聲" 物ず 

の 如く 名詞 止と したり 或は 又 

〇 弱りました、 これに は胡碟 も。 

〇 寝入って 居る 良人 二 郞の顔 を のぞき 込みました、 極め て^か. - 

などと 倒 霞 を 用 ひた もの も I けられて、 彼 知る に 難くない ので あ？ 

夜半、 それが 此 時の 「美」 の 墨で、 山奥、 それが こ の處 の 「美」 の-股です。 

の 如く 說 明に 過ぎたい やみの ある 修辭 もゎづ かながら も 認められ るので ある 


胡蝶 は 文體の 新奇な ばかりでなく 裸體 美人の 総を揷 入した ために 世の 讀 者の 驚嘆の 的と な 

り、 美妙の 都の 花 編輯 以來 ろくに 交際 もしなかった 紅葉まで が、 つい つりこまれて 我樂多 文庫 

第 十五 號の街 談巷說 の 項に 胡蝶 殿なる 一 文 を もの さすに は をら れ なかった のであった。 

更に 同年の 「この 子」 にも 

わたし 

わたし は醫 者で、 何でも 物 を 叮嚀に 見たり 考 へたり する のが 私の 性質です。 それ ゆ ゑ 職業 

を 行 ふに も考 へが 綿密に 行き 亙る ため か、 敏捷な こと をば 爲ま せんが、 また 非常な 失策 を 

した こと も 無く、 そして 婦人科と 小兒 科に は 性質が 適當 して 居ます ので 終に この 一 一つ を專 

門と しました。 

の 如く 「です」 口調の なめらかな 文が 見られる ので あるが、 その 序に 

文體は 言文一致の 中流です が、 出来るだけ 敬語と 助動詞の 數を 減らしました。 時す (過去 現 

在お よび 未來) の 用 ゐ方も 今度 は 成る たけ 律で 推せる やうに 勉 めました。 

とその 文體 について 數行も 物語って ゐ るのに よっても 作品 を ものす るに あたって 彼が 如何に 表 
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第五 章 山 E 美妙 齋の 文章 

見 持 こ 文體こ 留意して ゐ たかを 知る に 難く たいので ぁス。  ： .、、「 

ま：， r その 時代の 作家と 共に 文の 末尾 を 如何に 結ぶべき かに 苦心. i 夫き らした お，../ t: 一 

h^^t 「 ：：： であります」 では 又 少し 冗長に 失する の I へて 遂に 「 ：：： 

ヒ たまりで なく、 西洋風な 淸 新な I を 試き 略 法 擬人 ff も てぎ 

ュを ブ， J  wt- 丄 にこい i„= ^せらるべき 彼の 

味の 溢る る 彼の 所謂 言文一致の 文 を ものして ゐ るので あき i  -r? ノ .l/i」 

功績 はむしろ 言文一致の 運動の ために 新聞 雜 誌に 氣を 吐き、 n ら爹. ^ク もも マ- - 

その 直に 力 を 致した 點に 求められねば ならない であらう。 (「文 I の 推！^^ 1 こよ t 

紅葉な どの 硯友 社の I に比べて 彼が 早く も f しられた の は 一に そ！ flu"u 

ので あるが、 內容 よりも 形式に 走り、 豪の ために 秦を 作る かの 如き luud  ノ 

. ほどの I もなかつ たため、 內容の これに 伴はなかった こと は？： て リ。 は； い 

かった ので t が、 言文一致の 新 豪の 恩人と して 秦 史上 忘れえない 一人物た i 

ので ある。 


第 六 章 尾 崎 紅葉の 文章 

尾 崎 紅葉 は大 學豫備 門の 頃より 旣に 石橋 思案 山 田 美妙 等と 共に 现友社 を 組織し、 その 機關雜 

誌と して 我 樂多文 靡を發 行して 文章 研究に 專 念した。 しかも 初 は 各自の 原稿 を 持 寄って lli 化に 

供して ゐ たのに 過ぎなかった が 初 一 番の尾 崎が 披露の 文 を 見る も 

我樂多 文庫 御 披露 檄 して 曰く はチト 大業、 處 して 參るは ャャ艷 めく、 則ち 書て 以て 才子 諸 

君に 吿 まつる。 それ 人各樂 しみ あり。 隣の 壁から 燈を盜 みて 書讀 むも樂 なり。 銅臭 を 喜ぶ 

守錢 奴、 ー簞の 食に 事足る とする 淸 貧家 も亦樂 むと ころな からす や は、 傾城の 淚に 家藏の 

雨 漏 を 顧みす、 ある は 一 一 合 半の 寢 酒に 布 袍を 打殺して 飛 だ 罪つ くる も 亦 罪障の ひとつ ぞか 

し。 され ど 隣の 壁ぬ かば 尻 を 喰 ふ 恐れな きに あらす。 銅臭き はぢ むさし、 さりと て冷釵 

は 腹 こわばりて 病 や 起ら む、 家 を 持たねば 傾城の 雨漏り 處 なく、 無 了 又に て は寢酒 も飮め 

す、 あ \ 何とせ うどうせ うと、 凝って は 思案の いらば こそ、 筆の 林に 閑居して、 不善 はさ 
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第 六 章 尾 崎 紅葉の 文葷  1 

らぬ 君子 s、 快樂の 一派 和歌 詩文の 上品より、 小 謹 文 I 俳句、 s§i 

り、 1. 一  の 心意 氣、 一切 無 差 ii め、 我樂多 I の 名に しおく、  -I も 我 も， 

き 雑誌 を 月に 編 じて、 而 して 讀書餘 閑の 憂 晴らし、 隨是れ 天下 無上の 快樂仍 にせむ との ィ 

志の 君達、 珠菅 空しく 秘め 給 はす、 うらん かなく とのた まへば、 我 も 一； n はん n んカな 

明治 十八 年彌 生の 末つ かた 

柳翠花 杠樓の あるじ 

半可通 人 n 樂 

の 如く こ の 遊戯的な 態度 を 見逃す 事 は 出来な いので あるが、 か、 る 遊戯的な 手法 は.^ スポに 人 

の 著しい 特徴と して 後々 まで も 拾 ひ あげられねば ならない 所であった。 しかも 紅葉 は^い^の 

中に 安住す る 事が 出来す 傳統 文學の 反映の 强く  《 ^られ る 反面にあって たえす 新しい ものへ と あ 

がいて ゐた 事も兑 逃し 得ない 事實 である。 

明治 一 一十 一 年の 五月から 印刷に 附 せられる 車と なった 我樂多 文^に 紅^ は 風流 京人 开 を.". * 

して ゐ るので あるが、 特に 雅俗 折 画なる し をつ けて ゐろ のによ つても 露と か， かと 


共に 新 文體を 創り 出さう と 努めて ゐた 彼の 面 ほ を 窺 ふ 事が 出來 るので ある。 

泉水に 映る 夏の 空 雲む して 奇峯 白く 一  片の風 さへ 門凉 みの 夕 暮を樂 みに 日盛りに は輕々 し 

く 吹かねば 向 ふ 岸の 浮萍も 落つ きて 靜 かなる 其 水底 を 窺へば 黄金の 鈴 沈めり —— 幾 房と な 

く 黄金の 鈴。 いかに 大氣 なる 人の 麁忽ぞ 目に 兑 ゆる もの を 拾 ひ あげぬ と は …… 松 火 かふ 世 

話 もな きに —— 一 文なら ぬ重寶 なる に 11 仰で 兑れば 池に 指 出た る 岩が 根に 枇杷の 大木 一 

株。 汀より 隔たる こと 飛石 五 ッ六ッ 露 もした、 るば かり 生 々 しき 靑簾 深く たれて 橡 より 內 

見 透すべく も あらす 家內は 寂寞と して 人々 は 外出 やした る晝寢 やしつ る 軒端の 風鈴 絕ぇ絕 

えに なって 錦 魚 鉢に 躍る。 

は その 胃 頭で あるが 自 ぬに 俗語 を 取 用 ひたた め 文語 體 のみから くる 硬直 さからまぬ がれて 巧み 

に圓 滑な 筆致 を 示して ゐる けれども 未だ 美妙の 如く その 名 を 謳 はれる までに はならなかった。 

翌ー 一十一 一年 一 月、 新著 百 種の 第 一 篇 として 一 一人 比丘尼 を 出版す る や 世人の 好評 を 博し 一 躍 文 

壇の 寵兒 となり 得た ので ある。 西 鶴 張の この 書の 賞讃を 受けた の は 一 に その 文に よる ものと 思 

はれる ので あるが、 彼 もこの 文に は餘 程の 自信 を 持って ゐ たもの、 如く、 冒頭の 自序に も 文章 

の 事に ふれて 
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第 六 章 Bs^ 崎 紅葉の 文章  /,> 

1、 文章 は 在来の 雅俗 折衷 を かしから す。 言文一致 この もしから すで。 化々 (め を みぬい 

た 末。 鳳 か雞か 1- 虎 か 猫 か。 我に も判斷 ならぬ か、 る. 一風 说ハ 様の 文 を^ 造せ り。 あま 

りお 手柄に あらす と ー百 へど。 これでも作^^の苦勞はぃかばかり。 それ をす こし はつぬ 分け 

て。 御 評判 を 願 ふ。  、 

一、 對 話は淨 璃體に 今時の 俗話 調 を 混じた る ものな り。 怖み るに。 こ-, を^て 時代 ゥ，. - 

の 談話 體 にせん との 作者の 野心  j  I 

と 言って ゐ るので ある。 これによ つても 作者が 從來の 文語文 は 勿論、 n ら强 調した 雅：^ .^：^ 彼 

を も 面白から すと して 一 種 異樣な 新 樣式を 創造した ものなる 事 を 明かに する^が 出來 ろ 

は そ も 如何な らん。 片山里の 時雨 あと。 より 夕まで。 昨日 も 今 n も^の 烈く。 あろ 

ほどの まの 葉 ー峯の 松の 翁して— 大方 I し ぬれば。 山 は 盟 せて 哀に。 森 は 竹 

たちて 凄じ。 

茶の 煙 だに 擧ら すば。 山賤も 知らぬ 谷 陰に 誰が すむ 呢ぞ。 かくても-:^ 扮 難き^ ^の..^ 影の 

こす 菱垣。 竦に 結 ひ繞し C 竹 は i._tc 繩 朽ち たれ ど。 枯^の 名殘 惜し く^れる ま、 に 倒れ 

もやら す。 二 本の 黑木を 入口の 標に 茅^の 屋极は 歲に黑 み。 ^懸 ろ^ 風に^ はしく り 8 お 


は 月にば かりの 破 壁。 強く は 蹈れぬ 竹緣。 切株の 履脫 より 左に 三尺。 其 處に笕 の。 水 ほど 

にもな く絕 えせぬ g -。 開 伽 桶に 滴る 音の。 やう/. \.幽 に 疎に 成り 行く は 樋の 口 凍る にゃあ 

らん。 夕 暮の風 塞し。 

なる 冒頭の 文 をみ る もき び/ \ した 西 鶴 臭味の 感ぜられる 中に 擬人法と か！ などの 歐 文脈 を 

取 入れて ゐ るのに 依っても 表現 上に おける 「作者の 苦勞」 も 推察せられ るで あらう。 

對 話の 文 も 著者 自ら 「これ を以 つて 時代の 談話 體 にせん」 と 言った だけあって 

〇 「(上略) 目出度 歸るを 待って 居よ  此 一一 一一 in が 今 だに 恨めくて なり ませぬ。 水く さい… 

…口ば かり その 樣な氣 安め …… 鎧 櫃の內 に はこの 書 置 …… 兼て 討死の 覺 悟なら。 かう/, \ 

と なぜ 打明けて 有 仰って 下さり ませぬ …… 恨で 御座り まする。 其と お話し 下す つたら。 何 

の 未練が ありませ う。 夫の 目前で 自害 遂げ。 冥 上へ 參 つて 待って 居ります るに。 命 長へ よ 

の …… 夫 を 持てのと …… 其ば かり か去狀 まで …… 見る も 汚ら はしい。 其 場で 引裂いて …… 

了 ひました o」 

〇 「い 所存 ！ い --覺 悟 。さりながら 御身が 勢 は 無慙な 敗軍 ：… あれ …… あれ 味方が 揚げ 

ときの こ ゑ 

る 鯨波。 (下略)」 
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笫六章 Bsa^^ 葉の 文^  ,// 

c_「 淸な いと は 何が …； 今と なって 後れた か。 さ …… さ …… 勝 …； 勝 …… 」 

,_x どの 如  や …… や を 巧みに 用 ひて 自^に 斷總を 示し. のと 切 や はすみ まで も おしえて 

ゐ るの は 妙と 言 はねば ならない であらう。 

紅葉 は 美妙と 氣まづ い 關係上 色 懺悔に あって 新文體 を^いて は 山 出の 文 一 致に 抗 しょう 

とした けれども 彼 とても 新 文 學の敎 養 は 寧ろ 美妙 以ヒ にあった だけに 一一 n 文 一 致 へ の關心 を^た 

ないで は をら れ なかった。 か、 る 態度の 最もけ ざ やかに 現 はれた の は 明ュり 一十 ^ハヤ ゾ j..^" ィ 

に揭 載され た 一 一人 女房であった。 

二人 女房のう ちに は 所々 例の 雅俗 折衷 文が 用 ひられて をり 純粹に 一一 一 n 文 一致 を もって T 力れ た 

もので はない けれども 文章 史上 彼の 作品 中 最も 重要視 せらろ べき ものである。 卽ち この 作に お 

C て 紅葉 は 文の 終止に はじめて 「 …… である、」 調 を S ひたので あるが この 調子の 今 H= ^も.？：.^ 

に 使 はれて ゐ るの を 思 ふとき 言 文 一 致の g," 達 上 注 E せらるべき ものと 一可-ふ m が 出 來.. *。 ー ズも 

その 文體の 末尾 を 見る に 


〇 鬼 千疋！ と 嫁 は 怖 \ ^を 震 ふので ある。  一 

この  あはび ひ  一 

〇 此 (が) と 聞いた 時。 隠居の 目 は 鮑 貝 を 日向で 一 寸 動かした やうに。 きらり と 光って お 銀 一 

の 眉 問 を 睨みつ けたので ある。  . 

〇 餘り切 なさに。 無駄と は 知りながら 折折 周 三に ロ說 くと。 おつに 飜弄 かされて。 太平 樂ー 

一 

の 仕舞 は定 文句の。 我 を 誰 だと 想 ふ。 谷 周 ニー だ。 お前た ち を 乞食に はさせ ぬからと 大き 一 

ぉッ かぶ  一 

く蔽 冠せられ て すごすごお 酌す るが 例で ある。 

の 如く 「 …… である」 調 を 創始した ので あるが 之ば かりで は單 調に 陷 るの を 恐れて 寧ろ 多く は 

ぼんやり  みつ  に わら ひ 

〇 之 を 聞く と 母親 は懵然 疊を賸 めて はゐ ながら。 一寸 苦笑 をした ばかり 直に 又 露 面 ほ に復； 

つて 思案して ゐる 中に。 啣 へて ゐた 楊枝 をぶ つつり 前 齒で咬 折る。 

〇 其 は 人の 屑と いって。 紙屑。 絲屑。 鋸屑 ほど も 役に立たねば。 好く した もので wn; 手 もな 1 

〇 此時を 二 身同體 といって。 彼 も 無く 我 も 無く。 夫の 心 は 妻の 心。 今日は 花兑に 行かう か 。- 

向島へ ね。 其が 可。 お 酒 はおよ しなさい。 う \ よさう。 と 恁云ふ 場合に は琴瑟 和合の 關々 一 

睢 鳩のと いふ 語な ど は 已に迂 こしい。  „ 
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第 六 章 尾 崎紅藥 の 文章  ゴ0 

〇 最少し 外に 職が ありさうな もの だと 首を枯 る。 

などの 如く 動詞 形容詞の 終止形 を 用 ひたり、 

〇 「さう ね。」 と肚襄 では 隨分可 笑かった やうな 顔&。 

，- /  M  P っぽり 

〇r そ， el ほど 氣 になるなら 戶 棚へ でも 仕舞って おけ。」 と 父親に ゆがめられても。 ^f^sにカ 

ち t い  ， 

つて 竊に 一 策 を 案じ。 戶 棚に 鏡 を 立て、 置いて。 隙を覼 つて は 一寸々 々：：5- に來 ると レ-- 、- 

法。 

の 如く 名詞 止 を 兩 ひたりして、 力めて 變化を 求めて ゐ るの は 彼の 並なら ぬ： 上 夫の 拂 はれた 所で 

あらう。 

〇 扨 留守居の，^. 一人が 貧乏鬮 だと。 先から S3- 知の 出ぬ 中 此方から 一合蝌 とい ふ觸 込に。 父 

親は醉 はぬ i から 口が 利け すに 額いて。 早 御自身に 德利を 投げて。 裘 n から IM ひに 出ら わ 

ると いふ 手 廻し の 好 さ。 此方 も n 十く と。 塗る。 着る。 ^が來 る。 乘ろ。 走る. - 

の 如く 短い 句切に よって 巧みに その 動作の 推移 を. S した もの も あれば 

憶 起しても 腹が立つ。 今日の 始末 は 何 だ。 我が 話を爲 懸ければ。 何 處に 火^が あると いふ 

顔 をして 新聞 を讀 みく さる。 母親が 娘に 會 ひに 行く から は C 色々：^ の あろの は 知れた た。 


側に 他人に ゐられ て は 骨肉 同士の 話 は爲惡 いぐら ゐは 誰でも 知って ゐる事 だ。 それが 解ら 

ない 位なら 山出しの 田舍 もの だ。 お \ 田舍者 だつ け。 第一 隱 居と いふ もの は。 隱居 IT へ 引 

籠む で。 猫 火鉢に かじりついて。 新聞で も 見て ゐれば 可い の だに。 妙に しゃ- り 出して 

奈何い ふ 意 だら う。 

の 如くき び/ \- した 表現に よって 隱 居の 不機嫌に 心よ からす 歸 つてき た 里の 母親の 心 持 を寫し 

えて ゐる もの も ある。 

けれども 中には 

^谷 は 翌日の 退 省に 山 口 を伴歸 り。 客間の 緣 近に。 マ ホガ 一一 ィの小^^？^を据ぇて。 これに 

淡泊と した 者 を 三 品ば かり 列べ。 献酬な しと 定めて。 小さな 臺 付の 砲 子盃と 京燒の 小德利 

を 銘銘に 控へ。 山 口 は 葛布の 洋服 をば。 糊に びんと 張った 客 浴衣に 衣更 へて。 紅 革の 裀の 

上に 割 膝 をして 庭の 盆栽 棚に へ 懸けた 柘榴の 盆栽 を まじま じ 眺めながら。 、i を觀 つて 待つ 

所へ、 主人 も 浴衣に なりて。 濡髮を 拭きながら。 のつ しくと 出て 來て。 

の 如く どこまでも 切目の ない 舊樣 式の 長い 文章 も 見受けられ 

猪 口 を捺し たやうな 五 紋の紗 の 羽織の どう 疊む でも。 鎮を置 いても 〕 自體絲 が 性 を 失 つて。 
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笫六章 -c^ 崎^ 葉の 文章  リー 、 、 、 、 、 

柔 めたら 些と 仲び にくい 皺が。 最多く 祸の 邊に努 Si たる を。 殊 * おに 折 n.:^ しく^ 做した る 

一心に 道 を 急いだ 所爲 か。 四 分 五 厘 ほど 拔 衣紋に なって。 然 のみなら す 背^が 二十 三 

度ば かり も 曲って、 御紋の 上り藤が 風に 吹かれて ゐる。 

の 如くぎ こちな S 言文一致 も 見られる、 ので あり、 猶又   

S 入 は 女子 一生の 大事 なり。 ゅセな ゆお い ^4邪氣 の 時に 浴の 分別 をす ると は 大きに 

f 法が 違へば。 

0 之に 乘れ ば。 往は よいく 還 は 平いで。 がめ ％ に 家に 憲 くと。 洋^ 描 除で 火 を壞 して。 

指 を 切って mi して ゐた 父親が。 やれ 待 兼ねた と 飛んで 出る。 

〇 お 神 樣達娘 子供が 花嫁 子 を 0^ 物に 出て ゐ る。 車のへ； 1= を 聞く と^しく。 彼 地の 窓 力ら^ 力 

でる。 S ち 地の 格子から 體が 現れる。 それが無遠^5-に噪ぎ立て-。 其^し きに 至りて は〕 從 

W と 車に 近寄って。 阿部 宗 任が 八幡 太 郞の寢 息 を 候 ふとい ふ 身で C 幌の 内を瞰 きこむ のが 

ある。 暗い 中に 白い ものが Inl- える 許で。 あれ は紀國 密柑船 だか。 何だか 解る もので きい 

などの 如く 戯作 的な 手法 も あちら こちに 兑 出される ので ある。 けれども 反動的に 文^文 を もの 

した 紅葉が とかく この 文 體に引 づられ 一一 一 n 文 一致の 文 を 記す 場合にまで その^ 入. を餘 依な くさす 


たの は 自然の 勢で あり、 遊戯的 氣分 の 濃厚 だ つ た 彼 の 作に 戯作 的 分子 の 混って ゐる の も 亦當然 

と 思 はれる ので ある。 

一 一人 女房に あって は r …… である」 の 結び 方 もま だ 初めて ゎづ かに 試みられ たにす ぎす、 む 

しろ 動詞、 形容詞の 終止 止の 方が 多かった ので あるが、 二十 九 年 二月 起稿の 多情多恨に 至って 

は r …… である」 式の 結び も 漸く 勢力 を 得、 

〇 彼の 胸に は その 可愛い 可愛い 妻の 類 子は顯 然と 生きて ゐ るので ある。 

〇 學院 では 實に難 有い 大事の 人に なって ゐ るので ある。 

ひと  か ま 

〇 彼が 他の 思 はく を も 管 はす、 直に (妻が) と 言 ふの も、 不吉と 一一 一一 ：！ はれて、 今 腹 を 立った 

の も皆此 子供ら しさから である。 

〇 葉 山が 强 いて 言 ふなら ば、 隨分學 校へ も 出る ので ある。 掃 憂と ならば 紫 山と 連立って 何 

處 へ でも 行く ので ある。 

〇 然し、 葉 山の 家ば かり は 柳 之 助の 思案す る理が ある。 それ は 自分と 地下の 類との 他に 知 
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第 六 章 《 ^崎^ 葉の 文章  .^1  、  、  、  I 

る もの は 無い。 さすがの 葉 山 も 之 を 知らぬ。 知らぬ ので はない。 知らせぬ ので ある。 知ら 

せぬ ので はない、 知らせる 事が 出來 ぬので ある。 知らせて は. 一大事な ので ある。 

などの 如く 至る所に その 例 を „ ^出す ばかりでなく、 つ.^ け ざまに 二つ も：. つも 川 ひられて ゐる 

のに 依れば、 この 結びの 如何に カ强 い か を 認めた 作者が 漸く 試み の 時代 を 過し てはじめて 、川 

にう つした ものと 考 へ られ るので ある。 

勿論 この 作に も  ，. 

〇a5 ふまい としても、 忘れよう としても、 寐れば 夢 を る、 起きて ゐれ ば、 wl>.- カ^々 

と 胸に 集る。  . 

〇 返答に 窮 へて ゐ る^に ま 山 は コッブ の 酒 を飮盡 して 更に. ー盃を 注がう とすると、 半分よ 

り は 無い。 

の 如く I、 形容詞の 終止形 止に よって 結び S 化 S めた もの も あちらこちらに =  さけられ 

る けれども、 「 …… である」 止の 多く 用 ひられて ゐる事 は 紅 紫に よって この 川 法の 愛 打 せらえ た 

事 を 物語る ものであって、 今 曰の 口語文の S の 二  S が、 れ によって ゐ るの を 思 ふとき * あ 

葉の 功績 も 亦 大きい ものが あると 一一 一 「- はねば ならたい であらう。 


しかも 多情多恨 にあって は旣に その 卷 頭から 

鷲 見 柳 之 助 は 其 妻 を 亡って はや 二七日になる。 去る 者 は 日に 疎し であるが、 彼は此 十四日 

をば 未だ 昨日の やうに 想って ゐる、 時として は 今朝の やうに、 唯の 今の やうに も 思 ふ。 餘 

り 思 ひ 窮めて は 未だ 生きて ゐる樣 にも 思って ゐる。 なるほど 病の 爲に敢 無く はなった、 . 氷 

ふさ  *y さ  とむら ひ  や なか 

の やうに 冷えて、 美しい 目 も 固く 瞑いだ、 棺へ も歛め たれば、 ^^送も出した、 谷 中の 土に 

埋めて 榡の 位牌に なって 了って、 現在 此に 在る から は、 假 でもなければ、 夢で もな く、 確 

に 死ぬ だに 極って ゐる。 如何にも 其軀は 葬られて、 其 形は滅 したに 疑 ひ は 無い が、 彼の 胸 

の 內には その 可愛い 妻の 類 子は顯 然と 生きて ゐ るので ある。 

の 如く 斷鑌 自由な、 なめらかな 文 を 示して ゐ るのに よっても、 本篇に 至って 言文一致の 文章 も 

漸く 確かな 基礎 を 得た ものと 言 へ るで あらう。 

會 話の 文章に あつ て も 漸く 洗鍊 彫琢 を 加 へ られて 

「貴方 は 生涯 今の 不自由で 在つ しゃる 御意で はない ので ございませう？」 

わけ 

「如何い ふ義 です か、 今の 不自由で …… ？」 

お 種 は 言 ひかへ て、 

,  九 五 


山、 

笫六章 崎^ 葉の 文章 

「いづれ 又お 宅 をお 持ちになる ので ございませう。」 

「それ は 持っても r です けれど、 然し 何ですな、 僕 は i も 御-きになって f たいので 

すが、 御迷惑です かな。」  V  • 

「宅に 在つ しゃる 分 は I 一と も議な f ごまません のです けれど、 ぞて だってね ピ 

方 は？ あ i も 御 不自由で、 寂しい 思 ひ をな さらなければ なりません よ o」 

「"iiss5 決して 無いです。」 

と 連り に 頷いて 柳 之 助は獨 りで 心得て ゐる。 それで I で 寸法が 逮 つてお f 犬に おへる 

「それで は 不自由で もな くお 寂しく もない ので ございま すか。」  V.., . 

「不自由です けれど、 其 はもう 爲 方が 無い と 諦めて 居る です。 寂し いのも、 &i^s 

i: の もの、 やうに して 下さる から、 僕は滿 足し て^ます。 可いです、 是れで 可レで 1 し 

「何も 貴方 强 いて 御 不自. m をな さらんでも 可 いぢ や ございません 力 」 • 

「强 いて 爲るぢ やありません、 は 究竟 自分の 不幸な のです。」 

「でも 今後の 御 不自由 は 貴方が 强 いて 爲 さるの ぢゃ ございません 力 」 

「それ は 何故です か。」 


お 種 は 姑く考 へ 澄まして ゐ たが、 

「御 繼 をお 聘 ひなさい ましな。」 

あと  さい  わざ 

「繼聘 を？ 妻 をです か。」 と 柳 之 助 は 顔の 色を變 へる。 お 種 は 故と 事も無げに、 

r 然ぅ でございます o」 

そんな  きッ ばり 

「那 樣氣は 有りません o」 と 決然と した 挨拨。 

「御 不自由 をな すっても？」 

「は あ」 

「それで 御病氣 にで も 御成な すった 時 は 誰が お 世話 を 致します？」 

「  」 

「お 年を取った 後の 事 も 者へ て 御覧なさい まし。 御掛 りになる 子供 衆 も 無くて、 六十 七十に 

お 成な すって 御 自分で お働きな さる 事が 出来ます か。」 

r  。」 

「そこら も 少しお 考へ なさらなければ なりますまい。 一 體 如何い ふ御考 で御繼 はお 聘ひ にな 

さらん ので ございます o」 
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第 六 章 尾 崎 紅葉の 文章  力/ 

*  ノク  もて fc む 

思案 にぎれて ゐ るが、 柳 之 助 は 孰 一と 面 を 背けて 何の 答 も 知い。 

の 如く すっきりと 垢拔 のした 得意の 筆の 冴え を兑 せて をり、 豐 魔な. 地の文と 共に 一 U 文. 一 致の 完 

成に 犬なる 役割 を演 する 事と なり、 高山 樗牛 等の 反 紅ず 术 熱に 發ハ 化して 發^ した 一 者お 會 心の 作 だ 

けあって 表現の 上に も 大家の 赏錄を 示す に 充分であった。 

卽ちー 一葉 亭、 美妙 を經て 漸次 進展 を 示して きた 言 文 一 致の 文章 は 文音+ 報！^ を 念と した 紅^に 

よってよ じめ て どっしりした 礎石 を据 ゑら れる ことと なり 新 文章と しての-. を；^ ん る ことと 

なった ので ある。 

四 

金色 夜叉 は 紅葉が 前後 六 年 病中 を も 胃して 筆 を 執り、 しかも 未完成の ま、 逝った 彼に とって 

は 最大 長篇の 作であった。 彼の 江戶 趣味 的な 凝り 方 は その 文 を も R もまば ゆい 程の 約 爛^^な 

ものと させないで はおかなかった or 七た び 生れ か はって 文 f んを 大成せ む。」 のい ま はの 一一 一 を 

した 紅葉の 文章 報國の 信念と 毅鍊 無比の 精進との 设も圓 熟した^ 晶の姿 はこの 作品 をお いて 他 

に 求められない であらう。  .  一 


その 文章の 雅俗 折衷 體 より 轉 化した ものなる こと は、 一 作 毎に その 表現形式に 腐心した 著者 

の 苦心の 現れと も 見られる ので あるが、 又 一 方に おいて 雅俗 折衷の 様式に 惯れた 著者が 力作 を 

發 表する にあたって 自然に この 體に 落ちつい たものと も考 へられる ので ある。 

く i  ひや * か たに 

輙ち橋 を 渡りて 僅に 行けば、 日光 冥く、 山 厚く 疊み、 嵐氣 冷 に！^; 深く 陷 りて、 幾 廻せ る 

葛 折の、 後に は密樹 に聲々 の 鳥 呼び、 前に は幽草 歩々 の 花を發 き、 逾ょ躋 れば遙 に 木 隠の 

音の み 聞え し 流の 水上 は淺く 露れ て 驚 破 や、 斯に空 山の 雷 白光 を 放ちて 頹れ 落ちた る 乎 

と 凄じ かり。 道の 右 は 山 を 劉り て 長 壁と 成し、 石 幽に蘚 碧う して、 幾條 とも 白絲を 亂し懸 

けたる 細瀑小 瀧の 珊々 として 濺げる は、 嶺 上の 松の 調 も、 定めて 此緖 より やと 見捨て 難し。 

の 如く 巧みな 叙景の 見られる ばかりでなく、 

〇 久しく 人 氣の絕 えたり し 一間の 寒 は、 今 俄に 人の 溫き肉 を 得た る を 喜びて、 直ちに 咬ま 

ん とする が 如く 膚に 薄れり。 宫は慌 忙しく 火鉢に 取り 附 きつ-^、 目 を 擧げて 書棚に 飾れる 

時計 を 見たり。 

〇 彼の 六 時間の 學 校に 在りて 歸 来れる は、 心の 瘦 する ばかり 美しき 俤に饑 来れるな り。 彼 

は 签 しく 饑ゑ たる 心 を 抱きて 慰むべく も あらぬ 机に 向へ り。 

,  九九 
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0 花 の 散り か」 る 中 を進來 つ k 學生 は帽を 取り て , 

をば  I 

「姨 さん、 參 りました よ」 

母子 は動顚 して 殆ど 人心地 を 失 ひぬ。 母親 は 物を兑 るべき 力 も あらす 乂れ てた る：：： をば 

{4- しく 瞠 りて、 少時 は 石の 如く 動かす。 宫は、 あはれ 生きて あらんより 忽ち 消えて 此.^ と 

成 了らん ことの、 せめて 心 易 さ を 思 ひつ、、 其の 淡白き！^: を啖 裂かん とすば かり に^みて 

止 まざりき。 

〇 法律 は鐵 腕の 如く 雅之 を拉し 去りて、 剩 さへ 杖に 離れ、 淚に跪 ふ 老母 をば 道の 傍に^ 返 

して 顧 ざり けり 0 

〇 昨日 こそ 誰 乎 彼の g^i^ にて、 分明に 面貌 を辨ぜ ざり しが、 今の  一 は、 躬も奇 なりと^ 

ふば かり 奇 くも、 彼の 不用意の • 断に 速寫 機の 如き 力 を 以てして、 其の 映じ來 りし 形 を總こ 

脫 さす 捉へ 得たり しなり。 

などの 如く 歐 文脈 を 取 入れる 事に よって 文に 淸 新味 を與 へ たり、 

ii は 絞 熱 かりし 其 日も垂 籠め て 夕に 抵 りぬ。 むづ かしげに 1* 山を繞 りし- チ_ "は、 ^して 

Fi? と 成りて、 冷々 と る ほどに、 宵の 燈火も 影-炎け て、 に 映 ふ 物の 形 おしく、 悠ひ 


に？ きて 在るべき 夜 頃なら す。 さて は 貫 一 も 枕に 就きたり。 

ラム プを 細めた る 彼等の 鹿 敷 も 甚だ 靜に、 宿の 者 さへ 寐 急ぎて 後 十 一 時 は 鳴りぬ。 

凄じぎ 谷川の 響に 紛れつ &、 小歇 もせざる 雨の 音の 中に、 彼の 病憊れ たる やうの 柱時計 は 

息 も 絕氣に 半夜 を 告げ わたる 時、 兩箇が 閨の燈 は 乍ち 明かに 耀 けるな り。 

の 如く 和文 脈に よって 靜 寂な 夜半の 情景 を 描き、 或は また、 

〇p は此時 漸く 霽れて、 軒の 玉 水絕々 に、 怪禽鳴 過る 者 兩三聲 にして、 跡 松風の 昔諷々 た 

り。 

〇片 則 町なる 坂 町 は 軒並に 鎖して 何 慮に 隙： g る 火影 も 見えす、 舊 砲兵 營の外 柵に 生 茂る 群 

松 は颯々 の 響 を 作して、 其の 下道の 小暗き 空に 五位 鷺の魂 切る 聲 消えて、 夜色 愁 ふるが 如 

く、 正に 十 一 時に 垂ん とす。 

の 如く 漢文 句 調に よ つて 力強い 響を與 へ ようと 力めた とこ ろ も 見られる ので ある。 

更に 會 話の 文 を 見る に、 

「さあ、 早く 歸れ ！」 

「もう 二度と 私 はお 目に は掛 りません から、 今日の 所 は 奈何と も 堪忍して、 打つな り、 毆く 
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なり 貫 一 さんの 勝手にして、 然うして 少小 でも 機嫌 を して、 私のお； g に 來た譯 を^いて 

下さい。」 

「え \ 煩い！」 

「それ ぢゃ 打つ とも 毆 くと もして …… o」 

身悶えして 宫の II る を、 

「那 1$ 事で 俺の 胸が 霽れる と 想って 居る か、 殺しても 慊 らんの だ。」 

「え. - 殺されても^ い！ 殺して 下さい。 私 は、 貫 一 さん、 殺して n ひたい、 さあ、 ！；^して 

下さい、 死んで 了った 方が 可い のです から。」 

「自分で 死ね！」 

、 やし 

彼 は 自ら 手 を 下して 此身を 殺す さ へ 屑から すとまで に 己 を 鄙むな る \^、  ；^に辛しと^„."2!*1 

を 咬みぬ。 

「死ね、 死ね。 お前 も 一 旦粲 てた 男なら、 今更 見と も 無い 態を爲 すに 何爲 死ぬ 迄 立派に て 

通さん の だ。」 

「私 は 始めから 貴方 を棄 てる 氣 など は 有り はしません。 それ. たから^り とお^ を爲 たいので 


す。 死んで 了へ とお 言 ひで なくても、 私 はもう 疾 から 自分 ぢゃ 生きて 居る と は 思って 居 ま 

せん ウー 

そんな 

r 那樣事 聞きた く はない。 さあ、 もう 歸れと 言ったら 歸 らん か！」 

どんな 

r 歸 りません！ 私 は甚麼 事しても 此儘ぢ や；：： 歸れ ません。」 

 £•   

「これ、 人が 來 る。」 

r  」 

宫は唯 力 を 極める。 

あ  ふすま 

不意に 此體を 見た る 老婢は 半 啓け たる 紙 門の 陰に 顏引 入れつ \、 

「赤樫さん がお 出に なりまして 御座います。」 

窮 厄の 色 は 衝と貫 一 の 面に 上れり。 

「あ」、 今 其方へ 行く から。 —— さあ、 客が 有る の だ、 好 加減に 歸 らん か。 え- •、 放せ。 客 

が 有る と 云 ふのに 奈何す るの か。」 

r ぢゃ私 は此に 待って 居ます から。」 

1 〇 三 
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「知らん！ もう 放せと 言ったら。」 

用捨 も あらす 宮は捻 倒されて、 落花の 狼藉と 起き 敢 へ ぬ il に贳 一 は 出 行く。 

の 如く 思 ひ 迫った 宫と貫 一との 會話も 洗鍊に 洗鍊を 重ねて 描かれた ものであって.  总づ まる やう 

な 切迫感 をいだ かせる に 充分であった。 

上述の 如く 金色 夜叉の 文章に 和漢 洋の 一二 樣式 を渾. 一 融合し きった^^ 華"^ な もの を" けら 

れ るのに よっても、 一 作 毎に その 表現形式に 腐心し 文章 報國を 以て a ら 任じた 作-.^ 紅葉の. 小斷 

の 努力 を 認めなければ ならない ので ある。 

紅葉 は 美妙な どよりも 新 文章に ついての 深い 敎 を 持ちながら 力めて お 様式の 文^に よらん 

としたの は 一に 美妙との 心よ からぬ 關係上 反動的 對抗 的な 氣 分から 行 はれた もの、 如く、 旣に 

近代の 小說の 著者 も 

紅葉 は 美妙に 對抗 して わざと 「紅 子戯 語」 と $「- つた やうな もの や、 「fc 饿悔」 ー ト.. I  ノー  と 一お 

つた やうな もの を 書いた C 

といつ てゐ るが 如くで ある。 

ナ. - ども 紅葉 とても 時代の 動き を他處 にす る 事 は出來 す、 霄 文 一致の 作品 を 示せば- -人 女お 


とか 多情多恨の 如く、 「 …… である」 止の 新 樣式を 開き、 永く 口語文の 結尾と なり 了った の を 思 

ふとき、 更に 最後の 大作 金色 夜叉の 如く 舊樣 式の 殼 からぬ け きらぬ もの もあった けれども、 し 

かも 和漢 洋の各 樣式を 程よ く 融合して 豐麗な 表現と なって ゐる ばかりでなく、 圓 熟した 迫眞カ 

に 富む 會 話の 文 をみ ると き、 明治の 新 文章 は 彼 紅葉の 手を經 てはじめて その 大道 を 指示せられ 

たものと も 言 ひ 得る ので あり、 文章 史上 彼の 偉大 さも 亦 こ k に 求められねば ならない ので ある 0 

かくて r 七た び 生れ か はって 文章 を 大成せ む」 と 言った 彼の 霄 葉も签 しくなかった と 言 ふ 事 

が 出来る。  . 

第 七 章 正 岡 子規の 文章 

子規 の 名 は 俳句 革新 者 歌壇 淨化者 として 明治 文學 史上 何時 ま でも 忘れられない ばかりでなく 

寫生文 を 唱導して 01 らも 之 を 習作し 遂に は 他日 漱 石の 猫と か 節の 土と か を 生む に 至った 母胎 を 

なした 點に 於て 文章 史上に も 亦 注目 せらるべき 存在で なければ ならない ので ある。 

1 〇 五 
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子規の 寫生文 は 俳句に 於て 唱導した 寫生を 文章に も應 用した ものであるが、 ^おの 體驗 に" ぷ 

胸した もの だけに 美辭 麗句 を 連ねて 美文 呼ば はり をしたり、 外 國文舉 や 元 餘文舉 などの 形骸の 

み を 模倣して 粉飾 を 事と して ゐた 人々 にと つて は 確に 頂門の一針 であった。 

子規 を 中心として" 山マ會 なる 會 合が あり、 各自 文章 を 持 寄って は 之 を朗讀 する の を 常と した。 

文章 も 一つ Q 山の やうな もので 露 も あれば 頂上 も あると I から 起つ ま稱 でき。 

その 食の 人々 の 中から 他.^ 俳諧師 (虚 子) 猫 (激石) 土  (節) などの 大泰の 生れる をな 

した 點にそ if 認めら るべき ものであって、 そ I 時には 大した i をした もので はな 力 

つた。 

彼 は 文章に 寫 生の 大切なる 事を唱 へた 許りでなく 自ら その 模範 文 を 示す ポを おわえ 力く/ 

去年 の暮、 ？が 生ける 小鴨 一 羽 を I て くれたので 吾 入れて 飼 ふて おた。 夜は緣 化に 

斑 を据 き 雨戸 をし めて 置く。 我 I 子の 內に 居て 何 か # いて S ると、 ihi^ 

て ある 石の 上 へ 上って 時々 羽ばたき する 樣 子で、 それから しばらくす るふ-^^ , 飛び = ^し 

てコッ コッと ％ti;: いて 居る 様子で、 終に は ランプ S も 明るく 映って 芸陣 子へ ガサと お 

きっかう とする 樣 子で ある。 それが うるさい ので 試に 斑 共に 障子の 內へ 入れて 我 机の A ふ 


へ 置いて やる と 少しも 騒がないで 靜 かに 三尺の 池に 浮いて 居る。 物 書きながら 餘り靜 か だ 一 

から 最ぅ寢 て 居る の だら うと 思 ふて 鴨 を 見る と、 なか./ 寢て 居ない ので 丸き 小き 服 を ラー 

ンプに 光らせて 居る。 さなく とも 早寢 がちの 根 岸、 冬の 夜の 十二時 過ぎて は 死んだ やうな 一 

靜 かさで 整 一 枚 動く 昔 もせぬ。 其 しんとした 中に 我と 鴨と が 起きて 居る と 思 ふと 淋しい や 一 

うな 寒い やうな 心 持が して、 いつ 迄 も 鴨と 離れたくなかった。 (根 岸草廬 記事) 

一 

の 如く 小鴨 一 羽 を 描く にも 精緻な 寫生 的な 手法 を 用 ひて をり、  一 

坂 を 下りて 提灯が 見えなくなる と 熊手 を 持って 歸る 人が 頻りに 目につく から、 どんな 奴が： 

熊手なん か 買 ふか 試に 人相 を 鑑定して やらう と 思 ふて 居る と、 向 ふから 馬鹿に 大きな 熊手 

を さしあげて 威張って る 奴が やって 來た。 職人で あらう か、 しかし 善く 分らぬ。 月が 後 か 

ら 照して 居る ので 顔 ははつ きり 見えぬ が 何でも 愁 ばって 居る やうな 人相 だ。 こんな 奴に は； 

屹度 福は來 ない よ。 身分 不相 應な大 熊手 を 買 ふて 見た 處で、 いざ 鎌 倉と いふ 時に 寳 船の 中 一 

から 嵐の 諧は 落ちよう と金が 湧い て 出る 氣遣は 無し さ、 まさか 大 怫の簪 にもなら ぬ もの を 一 

屑屋 だって 心よ くは賈 ふまい …… やがて 次の 熊手が 来た。 今度 は 1 一人 乘 のよ ぼく 車に 窮ー 

屈さう に 一 一人の 婆さんが 乘 つて 居る。 勿論 田舍の 婆さんで 其 中の 一 人が 誠に 小さ い 一 尺ば 一 

.  1〇 七  一 
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かりの 熊手 を 持って 居る。 若し 前の 熊手が 一 號と いふ 大きさなら 此熊乎 は ^號位 であ 

るで あらう。 其 小さな 奴 を 膝の 上に も 置かないで 矢 張 上向け て大 熊手 を 持った やうに^ 

あげて 居た の も を かしい。 其 無 邪氣な 問の 拔 けた 額 は 3^ に 無愁と い ふ を说 して かるの 

で、 こいつ は 犬に 福を與 へて やりたかった。 自分が 一 i の 神で あったら 八 此の 婆さんの 

內に往 て、 そっと 其 枕元へ 小判の 山 を 積んで いて やる よ、 あしたの 朝起きて 婆さんが ど 

ん なに 驚く であらう。 併し 善く 考へ ると 福相と いふ 相で は 無い。 ま^ ろ^ 相の 方であって、 

六十 年 來持來 つたつ ぎ まぜの 財布 を 孫娘 の 嫁入に 謹って やる 方 だ。 して 兑 ると 福の 祌は 

こんな 皺くちゃ 婆さん を 嫌 ふので あらう か。 或は 福の 祌は 此の 婆さんの.^ の 門 n 迄；；；： くの 

である けれど、 婆さんの 方で 福なん かいらない とい ふて 追 ひ 返す やうな 人相と える。 

(^手と ^灯) 

の 如く 寶を 得ようと して 熊手 を 買って 歸る 人々 を寫 すに あたっても 細かな 觀^ を 基礎と して n 

己の 感じ をも附 加す る 事 を 忘れなかった。 

これらの 例によって も 明かな 如く 子規の 唱 へる 寫生 文と は嶽 おな 觀" おとか 確. 嫂な 經， おとか を 

基と して、 繪畫に 於け る寫 生の 手法 を 以て 細かに 誓き あげた ものの 如く、 ，れ^ を. 〔ポと r ろ^ ス 


社 一 派に あっても 猶 かなり 濃厚に 動いて ゐた 戯作者 的な 虛飾は 此處に は 全く 淸算 せられて ゐるー 

ので ある。 しかも 寫生文 は 自己の 體驗を 無視した 空疎 虚偽な 粉飾 を 却け た點に 於て ついで 起る 一 

べき 自然主義の 文學に 呼びかけ たものと も兒 るべ く、 以後の 文學に 影響す る 所 はかなり 大きか- 

った やうで ある  0  i 

一一 

更に 明治 卅ー 一年 九月に ものされ た 「墓」 なる 短篇 を 見る に、 自ら 死者と なって からの 墓地で： 

の 生活 を かなり 詳しく 滑 かな 筆致に 諧謔 を も 漂 はせ て 描き出して ゐ るので あるが、  1 

オヤ 動き 出した ぞ。 墓地へ 行く の だナ。 人の 足音 や 車の 軋る 音で 察する に 會葬者 は 約 百 人 一 

新閜 流で いへば 無慮 三百 人 は ある だら う。 先づ おれの 葬式と して 不足 も 言へ まい。 …… ァ 一 

、やう. /(\ 死に 心地に なった。 さっき 柩を界 ぎ 出された 迄は覺 えて 居た が、 其 後 は 道々 棺 i 

で 搖られ たのと 寺で 鎵 太鼓で はやされ たので 全く 逆上して しまって、 惜ぃ哉 木蓮 屁 茶 居士 一 

などと いふ もの はかす かに 聞え たが、 其 後 は 人事不省だった。 少し 今， ガタ とい ふ 音で 始： 

めて 氣 がつ いたが、 いよ/ \- こり や 三尺 地の 下に 埋められ たと 見える テ。 靜 か だ ッて琳 し： 

1 〇 九  一 
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ぃクて 丸で S でい ふ 逢 だ I 森 だのと I つてる よ。 地獄の 蒙 は 抑 力に 死んで るに 

違 ひ 庇ス。 ャ S する、 、f きふ Q は 汽車の やう だが これが 十 S ま f したと い.^ 

汽車 かも 知れない。 それなら， 地 m にいって 霧ら しする もお？ 力 

方角が 分らない テ、 滅多に 面の 中 を 歩行いて 血の 池なん か S ちょう ものなら 百ず" 

こんな 事なら 謹に 細し く閜 いて 來 るの だ ッた。 オヤ 梟が 鳴く。 何でも いれと は 

思はなかった が、 道理で 地獄で 鳴いて I ぢゃ もの。 今日 はれの くたびれで ，なつ 

て來た …… 

節 を 見ても 讀者は 直ちに 

吾輩の 主人 は 滅多に 雲と 顏 を合はせる事 がな、 職 11 ださう だ。 

終日 露§ 人った きり 殆ど 出て 來る f ま。 S も のは大變| 强樊 i?,.- る。 

當人も I 家で t かの 如く 5 て 居る。 然し I はう ちの ものが いふ 樣 II ではな 

c。 霞 は 5 忍び足に 彼の 露を靦 いてきが、 彼 はよ く魏 をして ゐ るず 力 ある。 

i みかけて ある 本の 上に f たらして 居る。 彼 き § の 化が 淡 H びて, 

のない 不活 fl を あら はして 居る。 まに 大飯を 食 ふ。 大 つた 後で タカ チャフ 


タ J- ゼを 飲む c 飲んだ 後で 書物 を ひろげる。 二三べ ー ジ讀 むと 眠くなる。 诞を 本の 上へ 垂； 

らす。 是が 彼の 毎夜 繰り返す 日課で ある。 吾 M は 猫ながら 時々 考 へる 事が ある。 敎師 とい 一 

ふ もの は 實に樂 な もの だ。 人間と 生れたら 敎師 となる に 限る。 こんなに 寢て 居て 勤まる も 一 

のなら 猫に でも 出 來ぬ事 はない と。 夫で も 主人に 云 はせ ると 敎師 程つ らい もの はない さう 一 

で、 彼 は 友達が 来る 度に 何とかかん とか 不平 を 鳴らして IS る。  j 

なる 漱 石の 猫 (明治 三十.^ 3f ホト トギ ス に發 表) の 筆 致 を 想 ひ 浮べる であらう。 卽ち 我々 は漱 石が- 

山會の 人であった のと、 更に 病中の 子規に 書 を 寄せて  一 

(上略) 御前 兼て 御 趣向の 小 說は已 に 筆 を 下した まひし や 今度 は 如何なる 文 體を用 ひた まふ 一 

御意 見なり や 委細 は拜 見の 上逐 一 批評 を 試む る 積り に 候へ ども 鬼 角 大兄の 文 は なよなよと 一 

して 婦人 流の 習 氣を脫 せす 近頃 は 篁 村 流に 變 化せられ 舊來の 面目 を 一 變 せられた る樣 なり 一 

とい へ ども 未だ 眞 率の 元氣に 乏しく 從 ふて 人 をして 案 を拍て 快と 呼ばし むる 筒 處少き やと； 

存候總 て 文章の 妙 は 胸中の 思想 を 飾り 氣 なく 平たく 造作なく 直 叙 スルが 妙味と 被存 候され 一 

ば こそ 瓶 水 を 倒して 頭上より あびる 如き 感情 も 起るな く 胸中に 一 點の 思想な く 只 文字の み 一 

を 弄する 輩 は 勿論い ふに 足らす 思想 ある も 徒らに 章句の 末に 拘泥して 天 3M 熳爛 の： 0- るべき 一 

二！  一 


第 七 章 正 岡 子规の 文章 

. ^ナ， ま 人 を 感動せ しむる こと 覺束 なからん かと 存候 (下略) 

とまで 單る 所な くその 缺點を 指摘して t の や、 §llit^ 

碧の ものに 何時も 手 を 入れて ゐた 程の 問柄 なの を 思へば、 子规の 「き より 嗽" の 

の 發展 は i 文の 大きな 隐を 示す ものと も 言 ふべ く、  S に  一 ^II^M^! 

+.5  e5 よ， れな いので ある。 


寫生 文に 於け る璧は 勿論當時 流行し はじめた 議 の鬈に よる ものであるが T^ol 

文觀は 「叙事文」 なる 一 篇に之 を 詳しく 窺 ひうる であらう。 

卽ち 彼の 言 ふ i 文と は 古 if どを用 ゐて 一一 i の 飾り I とした" の，".. で" なく 

作者の I など を 巧みに 述べ 一」 趣向の 珍しい の备 ふので もなかった。 例へば 或 g と 力 人." 

を §i も 飾ら S? も 加へ すに 只 t のま、 き tl おした もの.. 彼 は 1 文と！： 

付けた のでき た。 換言すれば 霞への S 的な Is として m ま-たりる 的な や^.. 

へ な い 文 を 言 ふ も の の 如く である。 


かくて 子 规は寫 生 文 を 唱導す る ことによって 现友社 一 派の 技巧 を 主と した 遊戯的な 文章 を淸 

算 放棄した ので あるが、 觀 察の 跡 を 克明に 記述 せんと すれば どうしても 言 文 一 致の 文體を 採ら 

ねズ ならなかった。 けれども 子規 とても 初 は 言 文 一 致 を 好んで は をらなかった らしく、 

一一 一一 ：！ 文 一致 者 流の 文 巳に 平易なら す、 解し 易から す、 おまけに 冗長に して 雅味な し。 地の文 

に禮儀 上の 語 を 書きて 讀者 をして 不愉快なら しむる とせば 一 ッも 取り 處な きなり。 

と 之 を 非難して 自ら も 文語 體の 文章 をのみ 作って ゐ たもので あつたが、 誇張と 粉飾と を 極度に 

却け る 寫生文 を ものす るに あたって 必然的に 言 文 一 致體 に轉換 しなければ ならぬ やうに なり、 

遂に はホト トギス 第三 卷第 七號 にあって 「平々 淡々 のうちに 極めて 精細に 極めて 深刻に 事赏を 

叙す る こと を 得て 其 味 は 表面に あらす して 深き 裏面に 在る こと」 を 述べ 「言 文 一 致 は 遠から す 

凡ての もの を 記述す る 唯一 の文體 として 普通に 採用 せらる、 に 足る」 とまで 極言し ないで は を 

られ なかった のによ つても 如何に 忠 實な寫 生に 從來の 文章が 不適 當 であつ たかを 物語って ゐる 

もので なければ ならぬ。 子規が 言 文 一 致 を 用 ひるに 至った の は 寫生文 を 記す ことから 必然的に 

導かれた のであって、 美妙の 如く 試みと してで もなければ、 紅葉の 如く 氣ま ぐれからで もなか 
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子規の 寫生 文に も 小 園の 記 (明 望 十一 年 十 H 作) の 如く その 初期の 作品に あって.^ 

我に 二十 坪の 小 園 あり。 園 は 家の 南に ありて 上野の 杉 を 垣の 外に 控 へたり。 ，お" 末の 〔糸 まば 

らに 建てられ たれば Hi は g 外に 擴 がりて 雲行き 鳥 翔る 樣も いと ゆたかに 眺めら.. ^ 

めて こ、 に 移りし 頃 は 僅に 竹簸を 開きた る 跡と おぼしく や も 木 も 無き 裸の" M なりし. - や 

がて 家主なる 人の 小 松 三本 を 栽 ゑて 稍々 物め かした るに、 隣の 老^の 與 へたる ずい 权のゃ = さ 

へ植ゑ 添へ て 四 五輪の 花に 吟興を 鼓 せらる る こと も 多 かりき。 

の 如く 秦體 によって 記された もの も I けられる けれども、 翌竺； 牛 一 に は旣に nc 夕」 な 

る 小品に 

先日 徹夜 をして 翌晚は 近頃に ない 安眠 をした C 北ハ夜 の夢 にある 岡の 上 力 _ めに へ „ ハ、 

いて ゐて、 其 枝が 動く と 赤い 花びらが 粉雪の やうに 細かくな つて 降って 來る。 IT で^ 人 

と 袖 ふれ 合 ふた 夢を見た。 病人の 柄に もない 艷な 夢を兑 たもの だ。 

の 如く 短文で は ある けれども 言文一致 體を用 ひて ゐ るの は 〔び n せらるべき であらう 

更に 同年 四 年に は ；蝶」 を ものして 

管 うら、 かに 風 は あた > かで、 今日は 大 上の 祌樣 たちの 露會 のきと いふ" の. ，J«^、 


白い 蝶と 黄な 蝶との 二つが 餘念 無く 野 邊に隱 れんぼ をして 遊んで 居る。 今度 は 白い 蝶の 隱 

れ る^で、 白い 蝶 は 百姓家の 裏の 卯の花 垣根に 干して ある 白 布の 上に ちょいと、 とまって 

靜 まって 居る と、 黄な 蝶 は そこらの 隅々 を 探して、 釣瓶の 中 や 井の 中 を 見た が何處 にも 居 

らんので 稍々 失望した 様子であった。 忽ち 思 ひついた かして 彼方の 垣の 隅へ 往て、 藥の花 

を 上から 下へ 一 々に靦 いても 矢 張 こ k にも 居らん ので、 仕方無し にもとの 井戸端に 歸 らう 

として、 ふと 干し 布の 上の 白い 蝶 を 見つけた。 

の 如く 滑 かな 文に よって ュ ー モ ァをも 漂す 事の 出来る 程な 餘裕の ある 筆 遣 を 見せて ゐ るので あ 

る。 つ いで 發 表せられた 「酒」 (同年 六月) を經て 十月に もの せられた 「飯 待つ 間」 の 如き は寫 

生 文と して はかなり な 成功 を收 めて ゐる ものと 言 ふべき である。 その 文 は 

さっき 此 庭へ 三人の 子供が 來て 一 匹の 仔猫 を 追 ひま はして つかまへ て往 つたが 彼等 はま だ 

其 猫 を 持て 遊んで 居る と 見えて 垣の 外に 騷ぐ聲 が 聞え る。 竹 か 何 かで 猫 を 打つ ので あるか 

猫 は 一一 ャ K  くと 細い 悲しい 聲で 鳴く すると 高 ちゃんと いふ 子の 聲で 「年ち ャん そんなに 

打つ と 化ける よ 化ける よ」 と 稍々 氣遣 はしげ にい ふ。 今年 五つになる 年ち ャん とい ふ 子 は 

三人の 中で 一 番下 であるが 「なに 化ける もの か」 と平氣 にいって 叉强く 打てば 猫 は 一一 ャ ー 

1 1 五 
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-ャ 1 といよ く窮 した 響 ある。 三人で 暫く 何 ま r- つて £^ たが、 やがて 年ち ャん とで 一 一 

子の 聲で 「高ち ャん そんなに 打つ と 化ける よ」 と 心配 さう つた。 今 f 六つに な.？ 

ちャん とい ふ 子が 打って 居る のきえ る。 やあって ま 笑った。 ？ャん とい ふ j/,.- 

を 抱き あげた 様子で 「猫 は、 猫 は、 猫 は 堂し うご ざい」 と 大き I で 呼びながら あちらへ j 

往 つてし まった。  リ 一 

の 如く 朝飯 を 食 はぬ 事に きめて ゐる 病床の 作者が 午砲が なっても まだ 出來卜 。. ぬ を^て 

の 觀察、 卽ち 病室から ほ I える ゎづ かな 覆と 耳に 閜 if  I 礎と して 巧みに... 一 

ものである。 この 豪に あって 特に 管すべき は 末 gff し S せられて ゐ I の I 一 

であらう。 卽ち 

子規 子より 「飯 待つ 問」 の 観 f 來され たる 同封 中に 猫 I 生？ つお り。 一 は^し 一 

て、 一は 尻 高く 頭 低く 丸くな りて 臥して ゐる ところな り。 

、 >>*、、  r1 1*-  is?7.-.l+-.w..:y もハ した 際に、 义 一方に おい 

と あるの は虛 子の 手に なった ものであるが 子規 力 猫に お 生 文 をもグ /rl 

て その 寫龜 二つ を も 作る の I れ なかった？ 物ず" もので なければ ならぬ。 / 

. ^くて 我. S 寫生畫 から 管 出された I 文の 存在 I にっかむ y^H まの み？. 


規 自身が 同じ * ほ を 文に も畫 にも 作って ゐ るのに よって 文 を 記す にも 畫を 書く にも 同じ 手法 を 好 

んで用 ひて ゐた事 を 容易に 認める 事が 出来る の である。 

r 釵 寺つ 問」 によって 可成の 纒 りと 進展と を 見せた 子 规の寫 生 文は极 岸草廬 記事 (明治 三十 二 年 

十二月) 熊手と 提灯 (同前) ランプの 影 (三十 三^一  R0 などと 精緻な 觀察を もとと して 之に 作者 

の 微妙な 氣 持の 動きまで 織 混ぜた 作品にまで 展開して 行った 事 は 前に 例示した 如くで ある。 

子規 とても 最初から 言 文 一 致の 筆 を 取った ものではなかった けれども 寫生を 唱導して 視友社 

一 派の 誇張と 粉飾と を 却け ようとす る や 「平々 淡々 のうちに 極めて 精細に 極めて 深刻に 事實を 

叙す る こと」 の 出來る この 文體に 就かない では をら れ なかった のであって、 此處に 美妙と か 紅 

葉と かの 動機と は 遠って 必然的な ものが 漂って ゐ るの を 認めなければ ならない ので ある。 

寫生を 重んじた 結果 は客觀 的な 態度 を 喜び、 自己の 死 を も客觀 的に 觀 察した 「墓」 とか 「死 

後」 などの 作 も 見受けられる けれども、 その他の 作品 は 勿論 これらの 諸 作に あっても 全然 主觀 

の 色彩 を 塗りつ ぶす とい ふより は 寧ろ 之 を ほんのりと 句 はす 事に よってより 優れた 寫生 文と な 
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り 得て ゐる やうに S ム ふ。 

更に 子規 |生を 守り、 碧 精細な 文 を 遣る に はどうしても 5 一  致體に 力ねば ならん 

い 事を I して t は、 小品 はもと より 小說 にも 評論に も 蒙に も 凡て， この 體を 川ん てん 

る 事 は 特に 庄目 すべき 事柄で ある。 卽ち 二葉 亭の 如き は 言文一致 體を 創^ L たと はォ へ/.  "1 

之 を 試みた に 過ぎ 实霞國 を 以て 念と した 紅 f しても はじめて 二人 女お S みついで f 

• にあって は 巧みな 讓 I せて は t けれども、 最後 S 力作き 夜叉 I する にあたって 

は 再び 雅俗 折 II り 用 ひて ゐる へ ば 一 1 一 致 f あらゆる，.^ 介に 使 川して 之 を  一 ^ 

ヒ した 功績 は當然 子規に 歸 すべき もので なければ ならない であらう。 

しかも その 產 文は孥 • 碧 .1 どに よって 大成せられ たのみなら す、 S 社 文 T お 

1^ 的な 立， 立つ 島主 II 中に き觀 I 靈 なり 描 まま に I 塞 こそ あれ 永く 

その 色 f 留め 一」 ねたの I へば、 子规の 投じた 璧 なる  一 S また 外に も 大きな 

ものだった f 知りうる のであって、 彼 や ii に 地位 I 妙 や I 竿に ある もの 

でよ ない と 言 つ て も 過言で はない であらう。 
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I 

明治 も 十九 年頃 はじめて その 誕生 を 見た 言 文 一 致の 文章 は 四 迷 美妙 齋の ニ先覺 者の 努力 を 

經、 文章 報國の 念に 燃えた 紅 紫の 手 を 通って 漸く その 進路 を 見出した ので あるが、 その 全く 一 

般 化せられ るに は 寫生文 を 唱導して 虚飾と か 誇大と か を 極度に 厭った 正 岡 子規の 出現 を 待た ね 

ばなら なかった メ 

子規の 寫生文 はホト トギス 一 派に よって その 成長 を 續け虚 子の 「俳諧師」 を經、 節の 「土」、 

漱 石の 「猫」 に 至って 完成の 姿 を 見出され るので あるが、 從來の 戯作 的 手法 を盡く 淸算し 去つ 

た 態度 は 又 自然主義 文學の 中に 永く その 色彩 を 留める 事と なった ので ある。 

藤 村 は 初め 詩の， 界に沒 頭し、 明治 三十 年 彼の 二.！' 六 歳の 時 若菜 集 を 出した の を 端緒と して 

その 翌年 「一葉 舟」 とか 「夏草」 など を ものし 更に 三十 三年に は 詩集 「落 梅 集」 を 世に 送って 

ゐる。 

二 九  い 
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明治三十ニ年小議塾の敎師として^.州に赴任しては、 tint. 

刻まれて 有名な . 

小 諸なる 古城の ほとり  . 

雲 白く 遊子 悲しむ 

綠 なす 蘩 奠は萌 えす 

若 ザ Ih^ 藉 くによし なし 

しろがねの 衾の 岡邊 

日に 裕 けて 淡雪 流る 

あた」 かき 光 は あれ ど 

野 一し. 滿 つる 香 も 知らす 

淺く のみ 春 は 霞みて 

麥の 色はづ かに 靑し 

旅人の 群 はいくつ か 


畠 中の 道 を 急ぎぬ  • 

暮れ行けば 淺間も 見えす 

歌 哀し 佐久の 草笛  、 

千 曲 川い ざよ ふ 波の 

岸 近き 宿に のぼりつ 

濁り酒 濁れる 飮 みて 

草枕し ばし 慰む 

の 如き 「千 曲 川 旅情の 歌」 など を 口吟んで ゐ たもので あつたが、 彼 とても いつまでも 韻文の 世 

界に ばかり 閉 籠って は をらなかった。 この頃から 彼 は 所謂 研究 を はじめて 言 文 一 致 ゃ寫生 文の 

蓮 動に 動かされた ばかりでなく、 外國 文脈 を も 巧みに 攝 取して 「千 曲 川の スケッチ」 を 筆に し 

たので ある。 その 題名に スケッチと あるのに よっても 子規の 唱導した 寫 生が 如何に 濃く 彼の 

文章の 上に 反影して ゐ るか を 知る に 難くない ので あるが、 叉 直接 三 宅克已 とか 丸山晚 霞な どの 

洋畫 家の 寫生的 態度に 刺戟せられ たこと も 見逃せない であらう。 
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千 曲 川の スケッチ は 「詩から 小 i 形式 墓ぶ やうに なった」 801 研究の 所 空 あつ 

て 散文へ 轉 向當 初の 彼の 倾向を 窺 ひ 知る 事が 出來 る。 卽ち 

. 〇 私 は 今、 小 諸の 城址に 近いと ころの 學 校で 君と 同年 級な 學生 を敎 へて W る。 1^. 

ふ 山の 上への 春が 奈何に 待 たれて、 そして 奈何に 短い ものであると 思 ふ。 Wn^-Tn^ 

こ 成らなければ、 花が まない。 梅も樱も 李 も 殆んど ほに，。 城址の 懷ぉほ は 二十 

五日に 祭が あるが、 その 頃が 花 I り だ。 すると、 ー$ 年き まりの やうに I 力べ つて 來て 

一き こすべ ての 花& つて 行って 了 ふ。 私達の I は 八 I の樹で 謹せられ て" て -ニ 

，ばかり 前に は、 丁度 花束の やうに 籠した やつが 11 に 近 4 き亂れ た。 休みの 

.3 こ 出て 見る と、 ，花の 影が 私達の 額にまで 映った。 學⑩は その 下 をき 廻って 敛 

に 小 震から 來 たての 若い 生徒と 來 たら、 きちの 樹に 隠れたり、 こっちの レレに 

つかまったり、 まるで 小鳥の やうに。 ど うだらう、 それが t すっかり 初 S 光せ に變ゥ 

て 了った。 一週？ 1 前 私 は晝の 辨當を 食った 後、 四 五 人の 畢生と. 一^に 悛 古^へ 行って はプ 

荒廢 した、 高い 石垣の 間 は、 新綠で 塊れ て 居た。 (舉 生の 家) 

〇 一雨 ごとに f さきして 行く 二月の ア まら， の はじめへ かけて， ^of  I 


に ふくらみ、 北 向の 雪 も 漸く 溶け、 灰色な 地に は 黄色 を增 して 来た。 樂 しい 卷 雨の 降った 

,发 では、 濕 つた 梅の 技が 新しい 紅 味を帶 びて 見える。 長い間 雪の下に 成って 居た 草屋根の 

靑苔も 急に 活き 返る。 心地の 好い 風が 吹いて 来る。 青空の 色 も 次第に 濃くなる。 あの 羊の 

群で も 見る やうな、 さま/^ の 形した 白い 黄ばんだ 雪が あだか も 春の 先驅 をす る やうに、 

微かな 風に 送られる。 (春の 先驅) 

などの 例に も 明かな 如く、 そこに はあくまで 客觀 的な 寫生 的な 態度が 見受けられ るので あり、 

長短 句 を 巧みに 入れ混ぜたり、 句讀の 打ち方に も 細心な 苦心の 拂 はれて ゐる ばかりでなく、 全 

體 として 詩的 韻 致に 富む ものなる 事 は、 後年の 大成 を 約束 づける ものの 如くで ある。 

更に これらの 文章に あって は歐 文脈の 躍動 も 見逃す 事の 出來 ない ものであって、 

〇 田 畠 も 漸く 冬の 眠から 覺 めかけた やうに 砂 まじりの 土の 顔 を 見せる。 (暖 い 雨) 

〇 春雨 あがりの 朝な どに、 軒 づたいに 土壁 を 匍 ふ 青い 煙 を 眺める と、 好い 陽氣に 成って 來 

たと は 思 ふが、 食物の 乏しい に は 閉口す る。 (山上の 春) 

〇 いくら 山の 上で も、 . 一 息に 冬の 底へ 沈んで 了 はない。 (小 六月) 

〇 障子 を 開ける と、 木の葉 は 部屋の 內ま でも 舞 込んで 來る。 空 は 晴れて 白い 雲の 見える や 

ニニ 二 
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うな？ あつたが、 S 流のと ころに 立つ 柳 なぞ は 烈風に 吹かれて、. f 洗 ふや" に 

た。 (落葉の 三) 

0 舊は何 か t 付いた やうに、 私達の 11 つて、 i  I 

〇 舊 士族 こ は 奇人が 多い。 

敷の 跡 S つて 荒廢 した 土 s、 礎ば かり 殘 つた 桑畑 なぞ I、 離倣 した. f くの ゾ -1 

しい 賣を 聞き、 i つて 本 町、 荒 町の 方に 町人の 管 墓むなら、 S のまた 恐る 

ベ、^ ダに 、ら 卜^^、 らい。 (古城の 初夏) 

などの 如く 擬人法 や 比喩 f 巧みに 利用した 8 な 秦| ちら こちらに 多く" す" カ^ 

るので ある。 

二 

千 曲" の スケッチ によって 散文へ の 關心を 持ち 始めた 藤村 は 年に は小說 「？ 人」 

を ものして 新 小 說に 寄せた けれども 不幸に も舊 禁止の 低に 遇った。 これと I して.. 來丄ー 

たものに 「藁 草履」 なる 短篇が ある。 この 小說 に^ 


長 野縣、 北佐久 郡、 岩 村 £ 町、 大字 金の 手の 角に ある 石が 旅人に 敎 へて 言 ふ。 是 より 南 甲！ 

州 街道。 

なる 冒頭の 文 ^=1 から 旣に歐 文脈の 攝 取せられ たの を 見受けられる ばかりでなく、  一 

山 氣は襲 ひか、 つて 人の 背 を ぞくく させる。 見れば 樹葉を 泄れる 月の 光が 幹 を 傅って、 一 

流れる やうに 地に 落ちて 居りました。  一 

の 如く 淸新 蕭洒な 表現 も 見られる ので あり、 更に その 文の 末尾 を兑 るに、 

それ、 さう いふ 男 かや。 高慢な 心の 悲し さに は、 『自分が 惡 かった』 と 思 ひたくない。 なん 

とか 言 譯を探 出して、 心の中の 恐怖 を 取消したい。 と 思 迷って、 何故、 お 隅 を 打った のか； 

其が 自分に も 分らな く.^ る。 『痴 め』 と 源 は 自分で 自分 を 叱って 『成程、 打った の は 己が 打！ 

つた、 女房の 命は享 主の 命、 女房の 身體は 亭主の 身體 だ、 己の もの を 己が 打った からと て、 一 

何の 不思議 はねえ。』 辯 解いて 見る。 思 亂れて はさま/^ です。 源の 心 は 明くな つたり、 暗 一 

くな つたり しました。  一 

の 如く 「 …… です」 とか r …… ました」 とか r …… だ」 とかで 止められ たもの は 勿論、 動詞 形 一 

容詞の 終止形 止の ものまで 見られる の は、 恰も これまでに 用 ひられた 結尾 形式の 展覽を 見る か 一 

,  ニー  五  一 
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の感 が あるで あらう。 卽ち 「I 履」 には歐 文脈の 呼吸の 認められる ばかりでなく  f き 

こ 試みられた 文 SS 式 i  く 採り 用 ひて ゐる點 に 於て 文 資上は n せらる ベ 1.;;.^.^^ 

それだけ また 習の 霞 を 取 慕が W 來 す、 未だお 作の 域 I したい 

ものの やうに も 思 はれる ので ある。  ttsr-^Ai^ 

ついで 三十 七 年 稿 を 起し、 羣籍 した 8S 篇小說 「破戒」 にい たれ はまず f お 

してきた 客 觀描寫 の 筆を揮って  I ま. ，=、 - ^llc 

. - , 、 tv.TM,.- りつ MO  Kto^^i ハづ. ^も.^: iSt を て ，ー パ がに ゥ に 

Q 郊；^ は收穫 の爲に 忙しい 時節て あった ta.^ の え , J 

も  ， t 、つ々 り J 1 乙 \ --、 1»  I ごこお X さ、 番付け たと ころもあった 

從 事して 居た。 田の 面の 稻は 最早 悉皆 刈り 乾して すてに.， メさハ ブ  、 

一年の 骨折り 收め るの は 今 だ。 雪 I ない 內 にテ。 g うして r"".- ド 流-^ 

1 面の 平野 は、 宛然 戰 場の 光景であった。  「ぬ 

〇 寂しい 晚秋 I に 響いて、 また 蓮華 寺の 音が 起った。 それ は 多く S 夫の ま _  I の疲 

ず を r ふやう にも、 樂し いや？. 一 促す やうに も S る。 まだ 野に S?- 働いて ずズ" は; 

いづれ も 仕事 I ぎ 初めた。 今 は 夕 露の 群が I 川 0-11 めて I ヒ 巧". J  ^ 

く 沈， k。 西の 管 I 深い If 變っ たかと 思 ふと、 やがて f て rY. ^び" カム 後 


の 反射 を 田の 面に 投げた。 向う に える 杜も、 村落 も、 遠く 暮色に 包まれて 了った ので あ 

る。 

〇 何 か 敬 之 進 は 言 ひたい ことが 有って、 其 を 言 ひ 得ないで、 深い 溜息 を 吐く とい ふ樣子 だ。 

其 時 はもう 百姓 も、 橇曳も 出て 行って 了った。 餘念も 無く 流 許で 鍋 を 鳴らして 居る 主婦、 

襄 口の 木戶の ところに 佇立んで 居る 子供、 この 人達より 外に 一 一人の 談話 を 妨げる もの は 無 

かった。 高い 天井の 下に 在る もの は、 何もかも 喑く 煤けた 色を帶 びて、 昔の 街道の 名殘を 

顯 して 居る。 あちらの 柱に 草鞋、 こちらの 柱に 干瓢、 壁に よせて 黄な 南瓜の いくつか 並べ 

て ある は、 いかにも 町 は づれの 古い 茶屋ら しい。 土間 も廣 くて、 tn あたりに 眠る 小猫 も あ 

つた。 塞 さの 爲に身 を 練め 乍ら 目 を 膜って 居る 鷄 もあった。 

などの 如く 地方色 を 色 濃く 描出して ゐる ばかりでなく、 

〇 目に 入る もの は 何もかも 11 鍺を帶 びた 金色の 佛壇、 生氣の 無い 蓮の 造花、 人の 空想 を 

誘 ふやうな 天界の 女人の 壁に 畫 かれた 形 像、 すべて それらの もの は 過去った 時代の 光華と 

衰頹と を 語る のであった。 

〇 急に 本堂の 內 部は閬 として， 種々 の 意味 ありげ な 装飾が 一 曆 無言の なかに 沈む だ やうに 
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見える。  ろ. > 

〇 聽、 ,— 二六時中 忘れる ことの 出来なかった 苦痛 はまに 胸 を 離れた ので ある 

今 は 島 の やうに 自由 だ。 

などと I 脈の 巧みな 霞の I けられる のによ つても、 小 If して 彼の 世 I めら れる 

に 至った 大作 だけあって 形式 上文 脈の i 化に 與 つて 力の あった ものの 如くで ある。 けれども 

そのうちに は猶 

〇 地 は 日の 光の 爲に 乾き、 人 は 運動の 熱の 爲に 燃えた 

〇 勝つ も 負ける も 運 は是ー つに あると、 打 込む 勢 は 獅子^迅。 

などの 藤 式？ こち ま 謹 もゎづ かながら に そ I おめて をり、 1^01^.. 

た 蒙 致 を こ、 に 見る 事 は 出来ない ので ある。 

S 一は 明 冶 四十 II 曰 新聞 S 載せられ たもので、 作 中 Aw 木と して S はれる i と 力..， 

本と 稱 へられて. Q る 藤 村と かをャ t とする 豪界 同人の t を， I つた もさき 力 う k 


章 は 「破戒」 などよりも  一 isi? 偶 性 色の 鮮 かなもの となって ゐ るの は 見逃しえない 事實 である。 一 

この 作の あちらこちらに 英詩の 引用 せられて ゐ るの は 人の 目 を 引かない では をかない ので あ 一 

るが、 

〇 夕方に 湖水の 上 を 飛ぶ 螢は、 よく 彼の 部屋の 內ま でも 迷って 來た。 あの 英吉利の 湖畔 詩 一 

人が 寂しい 山家の 娘の 歌 ；-— 丁度、 その 中に、 彼 は 自分 を 見出した。 

〇 『細君に は 御迷惑 だら うけれ ど。』 と菅は 熱心 を 顔に 顯 して 言った。  ュ 

〇 橋の 下 を 流れる 濁った 水、 低く 舞 ふ鷗、 舫 つて ある 船、 それから、 腰 を 曲め て 船板 を选 

9  ， ， 

た そ * かれ どき 99，， ，，  一 

つ て 居る 男 -—— なにもかも 黄昏 時の 空氣と 煙と に 包まれて 見えた。  j 

〇 ある 時 は强ぃ 酒の 香 なぞ を g< いで、 僅かに 生命の 火 を かき 立てよう とした。  一 

〇 馬 はい さまし さう に 嘶いた。 慘儋 とした 思 を傍觀 する 人々 に殘 して 置いて、 馬車 は 庭の： 

小石の 上 を 軋り 乍ら 出て 行った。  . 

などの 如く 歐 文脈の 巧みに 消化 せられて ゐる もの も 多い ので ある。 更に  一 

〇 辻に 居る 車夫から 『奥さん』 と 言 はれて、 顏を 紅め た 頃 は 未だ 無事であった。 岡 见の妹 i 

の 名 を 賞め て、 凉 子と は 好い 名 だ、 峰なん ていふの はあり ふれて 居て 面白くない、 斯う 言 一 

.  一 二 九  . 
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05010^111 岸 本の 爲に 旅の II ひながら 

ら、， と 御 i に 旅で も 何でもす るんで すけれ ど- 1 け？！ な rjqf.. や 

うこい かない ことが 有 るんで すから、』 善つ まの 眼 は 未だく 憩で あつ.：、 」.5 

〇 書棚つ 則に はサッ パリと した 浴衣 を 着た i が 居る。 地味な f  H 覺。 いん". の 


母親が 居る。 自ハ刀 も 居る-  、，i  、，，，，..  I 

0自分 故に 君 ぁハん 樣な 風に 成った か、 為へ ると S しい、 斯う 書いて ある C  「に 

ゥ ま  、、、、、、、  J  ^1 に r.ily; 二ん、： F とい ふ = ^レ 

： 自分 も 女らしい 道を歩み たい、 斯う 書いて ある。 ：：： •:: あジ i  ノ， か r 

, ^:^y^^f. ：… 中き ；… な こも n 分 一人が 女と いふ 譯 でもな しぎ，^ 

象で あらう、 斯う 書いて ある  f  / ノ.：  - 

、 、 、 、 、 、 、 、 f  \^n-)、；s ちり # らト. -ハ、 ま、 假令 -s- じみて ゐ ると-一 n はう 力 ， ^と- 

な こと も 書いて ある 。斯 の、 七 情の 解ら たい 人 I  、f い、 お、、、 、  L 

) ap::<r、  s^^h ごふい、 斯う 書いて ある 『あ" わ 力 身 はすて一夕 

はう が、 言っても 關 はない 入.^ もし/、  } き 、、、 

せるな り、 殘る はた.^ 君 を 慕 ふ 心 あるの み』 斯う 書いて ある。 

などと 疊 みかけ 繰返して じ甚 S おて きもの も；！ れば、  -C . 

會藝は 水 を 手 向けて、 思 ひくに 歸 つて 行った。 別ぎ を 告げて ぜ爲 に、 述中 もまぐ 

亡くなった 友達の 前に 立った。 


靑木锻 一 之 墓 

などの 如く 墓標の 文字 を その ま& 記して 讀 者の 想像に まかせた のな ども 凡手で ない 彼の 貫錄を 

示す に 充分で ある。 或は 

『拾』 

斯う 呼び 起す 母親の 聲に 驚かされて、 岸 本 は 服を覺 ました。 四 遣 は 薄暗い。 部屋の 內には 

洋燈が 細 GI に點 けて ある。 四月 中旬の ある 曉 のこと である。 

などと 呼聲 から 筆 をお こして 終に いたって はじめて 時 を 明かに したの も 面白い 筆致で ある。 更 

に  ， 

其 日、 別れ 際に、 岸 本 は 自分の 持って 居た 帛子を 勝 子に やって、 勝 子が 持って 居た のを自 

分の 方へ 貰った。 勝 子の は、 すこし 汚れて、 タシャく に 成って 居た ので、 そんな 物 を 取 

換 すの は 可羞 しく も 有り 失禮 でも 有る と 思った 樣 子であった が、 岸 本の 方で 無理に 貰ひ受 

けた。 それが 岸 本の 袂 にある。 彼はその鼻瘐をかんだり淚を拭ぃたりしたゃぅな^£子を大 

事 さう に 取 出して、 それ を 自分の 顔に 押當 てた。 そして 可懷 しい 人の 肌膚 を g< ぐ やうな 思 

をした。 

.  1 一一 一 一 
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な る§は 直ちに 花 袋の 「蒲 圑」 nfita^l^^^ 

の 蒲團を 引出して は 心 ゆく ばかり 女の 句き いだ ー を 思 ひお こさせる ものが あり、 n や i 

作家と しての 藤 村の. 一面 はこ k にも 窺 ひ 得られる ので ある。 

- M  • 」 - ,^  ノ こ r-R 一  こ ui^l ズ、 皮の， 力 も S 熟 を 極め、 一 K 文 一 おれ" 完 

更に 明 四 4" 一 一年に 着手 せられた 「ォ」 にき- * は v,"^ ゥ-リ - -ィ 

成の 姿 は はじめて こ」 に 見られる やうな 感が あるので ある。 

皇は廣 かった。 其 一部分 は 5 と 光る r 棚 や、 霞な 板お で、 流 許で 川お した もの は 

直 こそれ を爐の 方へ 運ぶ ことが 出來 た。 暗い m 幾から は、 S けた 竹ぬ の n& 力 

てあつて、 き 下で 夏で も 火が 燃えた。 斯の 大きな、 古風な、 どこか 磁 しい S の r 節 

に、， 月 、&、  7 てつい ¥f り 開いた ところから W く 透き 徹ろ やつな 

かな 光線 を！ t  くもの は 高い 明 窓て その ^nwv) 

蒙兑 える。 广，， ^a^,<^lt 欧义脈 もす つかり 

の 如く 口，. カル カラ， -の豐 かなす つきり した.^ 現の らォ r 力 J 

融和し きって  - 


〇 暮れ か.^ つて 來た。 屋根 を 越して 來る 山の 影が、 庭に も あり、 一段 高く 斜に 見える 藏の 

白壁に も あり、 更に 高い 石垣の 上に 唤く 夕顏 南瓜な どの 棚に もあった。 

〇 宿へ 戾 つて 復 たお 種 は 自分 一 人 を 部屋の 內に兑 出した。 

〇 夕立 を帶 びた 雲 の 群 は 山の 方角 を 指し て 松林 の 上 を.； ^ふ い だ。 

〇 曾 根が 一 人で 訪ねて 來 たとい ふこと は、 ある EII に 見えない 混雜を 三吉の 家の 內へ 持來し 

た。 曾 根 は 戸の 間隙から でも 入って 來て、 何時の間にか 三吉の 前に 座って 居る 人の やうで 

あった。 

〇 白い 制服 を 着た 看護婦 は 病窒を 出たり 入ったり して 居る。 未だお 房 は 子供な がらに 出せ 

る だけの 精力 を 出して、 小さな 頭 腦の內 部が 破壞 れつく すまで は 休めない かの やうに 叫ん 

で 居る。 —— 思 ひ 疲れて 居る うちに、 三吉は 深いと ころへ 陷 入る やうに 眠った。 

などの 如く 日本 文と して 目 だたない までに 至って ゐ る。 

更に 省略 法 も 巧みに 用 ひられて、 

倒死す ると も歸 るな と 堅く 言って よこした とい ふ 名 倉の 父の 家へ、 茶して お雪が 歸り 得る 

であらう か。 それすら 疑問であった。 お雪 は 入籍した ものである。 法律上の 解決 は 自分 等 

.  一一 1 ニー 一 


第 八 章 島蛴藤 村の 文章  一 三 

； 、 > フ -、。 CX  > 2 お x.^ つた。 コ5;1はぁる町に：^^む^£^士の^ぉ「ぬをれ 

り 離镓を 認める であらう 力 それ， 菜お 力  -^H-  -a  p 

りゃう かとまで 迷った。 蚊屋の 內へ 入って へた。 ^.-の夜は.^カ、った 

の 如く 霸 I べき 所に はいくら でも 管 惜しまな いか はりに、 驚で ない ほ S に 「f 

夜 は短 やった」 位に 片付けて さっさと その 涉ら せて ゐ るの も 亦 巧みと y へきで ある。 

◦  f や だ 6 や  一二 吉は 沈ん！ へてば かり S 人で はな、 かば  

〇 钟士 風の 夏帽子 を 手に 持つ て 出て 一， Y 森 彥を 送つ i もな く. 一二 吉は. -I へ プ 

などの 如く 筆 を はしょって 文の 讓を 防いで ねる の も 管 せらるべき であ ノ< こ ij, ため.^ 

めて 細緻な 筆 遣の 場面の  一 ひきた、 せられて ゐる事 も亦兑 逃せない であら， 

i$^^f0o 馬車が 簡の麓 I るに つれて、 0iij^^ 

. で 。  ニ里 ばかり 乘 つた。 馬車 を 下りて、 それから 猶山 深く 入る 前に、 i は あろ 休 茶お の 

i^^^l^l^l^^ 0 ー畢 ばかりの i-、  l^^lo 

た。 、/口々 の せ 脱した 跡は眞 白に 覆 はれて 居た。 

訪ねて 行った 友達 は I 备 つて、 邊 鄙た 山村に 住ん S た。 ふとした こと 力ら 一二 亩は斯 

の 若い 大地 主と 深く 知る やうに 成った ので ある。 そこへ 訪ねて ヌ产ち う. 灰^ f 


I 


な 書齋ゃ 樹木の 多い 庭園 や、 好く 整理され た 耕地な ど 11 それ を 見る の を 三 吉は樂 しみに 

して 居た が、 其 日に 限って 心 も 沈着かなかった。 主人 を 始め 細君 や 子供まで 集って 廣ぃ古 

風な 奥座敷で 話した。 斯の溫 い 家庭の 空氣の 中で 唯 三吉は 前途の こと を 思 ひ 煩った。 事情 

を 打明けて 話して： やうと 思 ひながら、 翌日に 成っても ついそれ を 言 ひ 出す 場合が 當ら 

なかった。 

到頭、 三 吉は言 はす 仕舞に 牧野の 家の 門 を 出た。 そして、 制へ がたい 落 膽と戰 ひつ &、 元 

來た 雪道 を歸 つて 行った。 一時間 あまり 乘合 馬車の 立場で 待った が、 そこに は 車夫が 多勢 

集って 話したり 笑ったり して 居た。 思 はす 三吉も 喪心した 人の やうに 笑った。 やがて 馬車 

が 出た。 めか^、 日光 は 寒い 車の 上から 彼の 眼に 映った。 林の 間 は 黄に 輝いた。 彼 は 眺め、 

且つ 震へ た。 

家へ 歸 つてから も、 三吉 はさう 委しい こと を 家の ものに 話して 聞かせなかった。 末の 子供 

は炬 餘 一に 寄せて 寢 かしてあった。 曆ゃ錦 槍 を 貼付けた 古 壁の 側に は、 お 房と お 菊と がお 手 

玉の 音 を させながら 遊んで 居た。 そこいらに は、 首の ちぎれた 人形 も投 出して あった。 三 

吉 は炬缝 にあたり ながら、 姉妹の 子供 を 眺めて、 奈何して 自分の 仕事 を 完成し やう、 奈何 
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して その 問 この 子供 等 を 整 はう と 思った。 

お 房 は ー 一一 一吉の 母に 肖て，！ 頓の 紅い、 快活な 性質の 娘であった。 丁度 f 力.^ 1、 へ 

と I て 貰って 來た薦 ジャムの 土產 があった。 それ をお 雪が 取 出した。 §§s 

At^r  二人の 子供 を 前 i いて、 その ジャム を f させる やら、 につけて 分 

けて 吳れる やらした。 

三吉が 奈何い ふ 心の^ 樣で 居る か、 何事 も そんな こと は 知らないから、 お- 3 は 機嫌よ く 

父の 傍へ 來て、 斯様な 歌 を 歌って 聞かせた。 

If 兎、 兎、 そなたの 耳 は、 

どうして さう 長い ぞ — 

おらが、 母の、 若い 時の 名物で、 

i  世の 紫 ツ子 嚥ん だれば 

それで 耳が 長い ぞ。』 

これ はお 蒙 幼い 時分に、 南 I まら 來た F 女と やら に^たき、 それやり 分の 娘に 

敎 へたので ある。 お 房が 得意の 歌で ある。  - 


三 吉はカ を 得た。 其晚、 牧野へ 宛て. - 長い 手紙 を 書いた。 

なる. 一例 を 見る も 如何に 「家」 の 文章に 歐 文脈が 攝 取せられ、 しかも 手際よ く 咀嚼 せられて ゐ 

るか を 窺 ひうる と共にす らくと 運ばれて ゐる藤 村の 個性 味豐 かな 表現 を も 味 はふ 事が 出来る 

であらう。 かくて 言 文 一 致の 一 高峰 は此處 にも 兑られ る ものと 言ぶべく、 その 一 般化 普及 化に 

藤 村の 關與 する 所 も 甚だ 犬なる ものが あつたと 言 はねば ならない ので ある。 

藤 村の 表現に は 硯友社 一 派の 如き 人工的な 脂粉の 跡が 少しも 見受けられない ばかり か、 彼獨 

特の スタイル を 築き上げ るにまで 至って ゐ るので あって.、 「家」 の 如き は 明治 文壇の 最大 傑作の 

一つで なければ ならない ので ある。 

旣に 破戒の 出た 頃、 夏目漱 石の 嘆稱 すると ころと なり 「あれ は 明治の 小說 として 後世に 傳ふ 

るに 足る 傑作な り。 金色 夜叉 杯の 類に あらす」 (高 濱虚 子へ の はがき) と 言 はれたり、 「破戒 讀 了。 

明治の 小說 として 後世に 傳 ふべき 名篇 也。 金色 夜叉の 如き は 一 一三 十 年の 後 は 忘れられて 然るべ 

きものな り。 破戒 は然ら す。 僕 多く 小 說を讀 ます。 然し 明治の 代に 小說 らしき 小說が 出た とす 

れば 破戒な らんと 思 ふ。」 (森 田 草！^ へ の はがき) と 言 はれて ゐ るが 如く、 破戒 は 新文學 の先驅 をな 

す ものであるが、 この頃からの 努力 精進の 結果 は 「春」 を經て 「家」 に 至り 漸く 華やかな 實を 
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結 i-^ も Q とも 言 ふべ く、 表現 上より 之を兑 る も 言 文 一 致の 一 高 5 & を此處 に：：^ リす 7^ カリ..^ る 

のであって、 明治 文壇の .1 大 金字塔と して 永く 人々 に 仰がれねば ならない ので ある。 

第 九 章 夏目漱 石の 文章 

漱石は 子規の 流 を 汲む ホト トギス 派の 俳人と して 先づ 世に 知られた が、 子规ウ 文の 運動 

に 動かされて 明治 三十 八 年始め て隨 筆と も小說 ともつ かぬ 「我 が^は 猫で ある」 を發^ して _ 

躍 文壇の 寵兒 となった。 

子規の 唱 へた 寫生 文は漱 石の 「猫」 に 至って はじめて その^ 成の 姿 を 出した ものと 一 K ひう 

るので あるが、 寫生 文に ついての 现 論も當 時の 學者中 は 取 もよ く 彼の 现解 すろ 所であった。 

彼に 從 へば 寫生文 家の 観察の 態度 は 「大人が 子供 を視る 態度」 であり、 「* ー锐が W 砍に對 する 

態度 一 である。 子供 は 泣いても 親の 泣かない 如く、 生 文 家 は 泣かす して 他の 泣く を 叙す る も 

ので ある。」 これに 反して 普通の 小說 は 隣の 御嬢さんの 泣く 事 を かく 時には、 常人，：=^?^も：.^ぃ 


て 居る ので ある。 「自分が 泣きながら 泣く 人の 事 を 叙述す る」 のと 「我 は 泣かす して、 泣く 人 を 

寫す」 のとで は 大いに その 觀察 の储 かさ を 異にする であらう。 

吾が 精神 を篇 中の 人物に 一 途に 打ち込んで、 其 人物に なり 濟 まして、 戀を 描き 愛 を 描き、 

もしくは 他の 情緖を 描く の は 熱烈な ものが 出來 るか も 知れぬ が、 如何にも 餘裕 がない 作が 

現れる に 相違ない。 

と 言った の は、 非 餘裕派 小說を 却け たもので、 低徊趣味 を 喜び 非人情の 世界 を 好む 彼の 態度 を 

窺 ひ 知る 事が 出来る。 

眞を 描かう とする 自然 派な どの せっぱつまった 小說に 餘裕の られ ない のに 對 して 寫生文 家 

の 書いた ものに は 何となく ゆとりが あり、 逼 つて をらない ために 讀んで ゐても 仲び くした 氣 

がする と 言って ゐ るのに よっても、 彼の 文章に 漂 ふ 悠揚と して 逼らぬ ゆとりの 依って 來る所 を 

知りうる であらう。 しかも か、 る餘裕 ある 態度 は 全く 俳句から 脫 化して 來 たもので あり、 「泰西 

の 潮流の 漂うて 横濱へ 到着した 輸入品で はな」 く 純 東洋 的な ものなる 事 は 明かで ある。 

彼 は 文體の 一長一短 を も 論じて、 その 小說 には柔 かい 文 體を用 ひる 事が 多く、 從 つて 兎も角 

結び だけ は 言 文 一 致の 樣 式に はなって ゐ るが、 どちら かと 言へば 文章 體 漢字 假名 交りの 文體、 
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若く は 漢文 f;- いて ゐる秦 が 好きで きと 一一 一 S 、「然し 乍ら 夫 は 5 一  致 f どに 多く 柳 わ 

て 居て たま 11 む Q であって、 秦體 そのもの を 特によ いと 認め 5 むと ま S でもな 

い 0 一と 附加 へて ゐ るので ある。 彼の 文章に 漢文 脈の 濃厚に 兑られ るの も か、 る 彼の 嗜も による 

もの.，. あらう。 しかも 言文一致 體 はこ、 數 |( 大 S 年 執筆の もの〕 の 中に、 おおず など ま 

でに 採用せられ るに 至り、 其 Q 擴が？ 行く 力 はかなり f やうで きが、 これ は 文 i でな 

しに、 言葉と か 態度と かの 變 化に 並行して ゐる ものと 認めて ゐる。 

かくて 彼の 秦は ゆとりの ある 中に しっかり とした ものと なり、 や 枕と か 8 人 ま 言な 

名文に して 平易な 古今 獨步の 大文字 を 生む に 至った ものと (一一 n ふ^が 出 來.. ち 

3 治 三十 八 年 一月 はじめて、 ホ トトギ スに發 表せられた 「我眾 は 猫で ある」 にも^に 的 

な態 度が f れる Q でず、 し t そ 觀窗逼 つた 所が まだけに 簡明 1^ 中に も ゆつ 

たりと した 餘裕と 落着と が 見られる ので あり、 作家と しての 彼の^ 錄を窺 ふに 足る もグカ ある。 

吾輩 は 猫で ある。 名前 はま だ 無い C 


どこで 生れた か頓と 見當 がっかぬ。 何でも 簿暗 いじめ/ \ した 所で 一一 ャ K 泣いて 居た 

事 丈 は 記憶して 居る。 吾輩 はこ、 で 始めて 人 問と 言 ふ もの を兑 た。 然も あとで 聞く と、 そ 

れは 書生と いふ 人 問で 一 番獰惡 な 種族であった さう だ。 此 書生と いふの は 時々 我々 を 捕ま 

へ て 煮て 食 ふとい ふ 話で ある。 然し 其 當時は 何とい ふ考へ もなかつ たから^ 段 恐ろしい と 

も 思はなかった。 但 彼の 掌に 載せられて ス， 'と 持ち上げられた 時 何だか フ ハ/ \ した 感じ 

が 1?- つた 計りで ある。 掌 の 上で 少し 落ち 附 いて 書生の 顏を In- たが、 所謂 人間と いふ もの 

の；！ 3- 始めで あらう。 此の 時 妙な もの だと 思った 感じが 今でも 殘 つて ゐる。 第. 一 毛を以 つて 

装飾され るべき 害の 顏が つるく して 丸で 藥罐 だ。 其 後 猫に も 大分 逢った が こんな 片輪に 

は 一度 も出會 した 事がない。 加 之 顏の眞 中が 餘 りに 突起して 居る。 さう して 其 穴の 中 か 

ら時 々ぶう- と烟を 吹く。 どうも 烟 つぼくて 實に 弱った。 是が人 問の 吞む烟 草と いふ も 

ので ある 事 は 漸く 此頃 知った。 

なる 「猫」 の 冒頭の 文 を 見る もよ くこ なれた 彼の 所謂 寫生 文の 特質 を 具備す る ものと 言 ふべ く 

せつば つまった 感じ は どこに も 見る 事が 出 事ない ので ある。 

特に 猫が 臺 所で 雜 煮の 餅に 食 ひついて はみ たもの の 噴み 切れないで 取る に は 取れす 困りぬ い 
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てゐる あたり はよ く 寫實の 筆を揮った ものであるが、 「最後に からだ 全體の m- 量 を 椀の 底へ サ かと 

す樣 にして、 あぐりと 餅の 角 を 一寸 許り 食 ひ 込んだ」 と 猫の 餅に 食 ひついた の を？. ^"すのに あた 

つても、 その 前に 

今朝 た 通りの 餅が、 今朝 見た 通りの 色で 椀の 底に 膠着して 居る。 in 狀す るが 餅と い. -も 

の は 今迄 一遍 も 口に 入れた 事がない。 見る とう まさう にも あるし、 乂 少し は 力， - るく 

も ある。 前足で 上に か k つて 居る 菜の 葉 を 後き 寄せる。 爪 を =^ ると 餅の 上皮が 引き 掛かつ 

てねば くす る。 嗅いで 見る と签の 底の 飯 を 御 根へ 移す 時の 樣な 香が する。 〈灶 はう かな、 

やめよう かな、 と あたり を 見廻す。 幸か不幸か 誰も^ない。 ぉー-：は暮も^^も：^じ樣な卸を 

して 羽根 をつ いて 居る。 子供 は 奥座敷で 「何と 仰し やる 兎さん」 を 歌って S る。  ふとす 

,-ま 今 だ。 もし 此機 をはづ すと 來年迄 は 餅と いふ ものの 味 を 知らす に^らして 仆舞 はねば 

ならぬ。 吾輩 は此 刹那に 猫ながら. 一 の 露理を 感得した 。「得難き 機會は 凡ての 動物 をして 好 

まざる 事を敢 てせ しむ。」 吾輩 は 赏を云 ふと そんなに 雜煮 をな ひ 度く はない ので ある。 否、 

捥 底の 樣子を 熟視 すれば する 程氣 味. 怒くたって、 食 ふの が-版に なった ので ある C 此時 もし 

お 三 e も 勝手口 を 開けたなら、 奥の 子供の 足 昔が こちらへ 近附 くの を W き^たなら. 


は 惜し 氣も なく 椀 を見棄 てたら う。 しかも 雜 煮の 事 は 來年迄 念頭に 浮ばなかった らう。 所 

が 誰も 來 ない。 いくら 躊路 して 居ても 誰も 來 ない。 cf- く 食 は ぬか 食 はぬ かと 催促され る樣 

な 心持ちが する。 吾輩 は 椀の 中 を覼き 込み 乍ら、 早く 誰か 來て くれ 、ばい、 と 念じた。 矢 

張り 誰も 來て くれない。 吾輩 はとう 雜煮を 食 はなければ ならぬ。 

の 如く 餅に 對 する 猫の 氣持を 長々 と 記さない では をら れ なかった の も 彼の 低徊趣味の 現れで な 

くて 何で あらう。 

更に 猫に は歐 文脈の 巧みな 攝取 も！ 13- 受けられ るの は 「横濱 へ 到着した 輸入品」 でな く 純 東洋 

趣味に 立脚した 寫生文 を 唱導しながら も、 作者 漱 石が 西歐文 學に對 する 深い 敎養 をお して ゐた 

のによ る もので なければ ならぬ。 卽ち  ， 

〇 吾輩 はいつ でも 彼等の 屮 間に 己 を容 るべき 餘 地を兑 出して どうにか、 かう にか 割り込む 

ので あるが、 運惡く 子供の 一 人が 眼を醍 ますが 最後 大變な 事になる。 

〇 僅かに 午 を 過ぎた る 太陽 は、 透明なる 光線 を 彼の 皮膚の 上に 拋げ かけて、 きら/ \- する 

. 柔毛の 間より 眼に 見えぬ 炎で も 燃え 出 づる樣 に 思 はれた。 

〇 赤松の 間に 一 一三 段の 紅 を 綴った 紅葉 は 昔の 夢の 如く 散って、 つくば ひに 近く 代る，^ 花 
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瓣を こぼした g!Q£f 殘 りなく， 盡 した。 三問 半の 南 向の 緣 側に 冬の =讽 力付い 

て 木枯の 吹かない 日 は 殆ど 稀に なつてから、 吾輩の 靈寢の 時 も 狭められた 樣な (m 力す る 

などの 如く 如何にも 手に ついた 歐 文脈の 用 ひられて ゐ るの を 見受ける ので ある。 

一方に おいて は 叉 漢文 句 調の も Q も， にして 見られる ので あるが、 彼 C らど ちらかと ま 

ば 漢文 句 調の もの を 好む と 言って ゐ るのに よっても この 流 風の かなり.^^  く 彼の 文，. み 中に^." 

して ゐ るの を 解す るに 難くない ので ある。 

〇 兎に角 あの 婦人が 急に そんな 病氣 になった 事を考 へる と、 K に 飛 花 落葉の 感慨で 胸が 一 

杯に なって、 總 身の 霞が 一度に ストライキ を 起こした fs がに はかに 滅入って 代 鍋 

ひまして 只蹬々 として 踉々 とい ふ 形で 吾妻橋へ きか" つたので す C 

〇鼠 はま だ 取った 事がない ので、 一時 はお 三から IIS 出された f あつたが、 さ 

人 は 吾輩の？ 般の 猫で ない と 云 ふ f 知？ 居る もの だから、 露 は i りの らくら 

して 此 家に 起臥して 居る C 此點に 就いては、 深く 主人の 恩 を 感謝す ると 问 時に^の マ W ，眼に 

對 して 敬服の 意 を 表する に禱^ しない 積り である。 

A よどの 如き は 「猫」 における 漢文 體 漢字 假名 交り 體の兑 本と も 言 ふべき ものであって、 彼の J 


洋 趣味と 漢文に 對 する 素養と から 生れ 出で たもので ある。 

「猫」 も その 逼ら ない ゆとりと 齒 切の よい 文章と によって 有名と なった が、 三十 九 年 四月 ホト 

トギ スに發 表し はじめた 「坊ちゃん」 は その なめらか さに おいて 文章 上 更に 一 段の 進歩 を 示し 

てゐる G 

親譲りの 無鐵 砲で 子供の 時から 損ば かりして 居る。 小學 校に 居る 時分 學 校の 一 一階から 飛び 

降りて 一 週間 程 腰を拔 かした 事が ある。 なぜ そんな 無闇 をした と 聞く 人が あるか も 知れぬ。 

別段 深い 理由で もない。 新築の 二階から 首 を 出して 居たら、 同級生の 一人が 冗談に、 いく 

ら 威張っても、 そこから 飛び降りる 事 は 出来まい。 弱蟲ゃ ー い。 と 離した からで ある。 小 

使に 負ぶさって 歸 つて 来た 時、 おや ぢが 大きな 眼 をして 二階 位から 飛び降りて 腰を拔 かす 

奴が あるかと 云った から、 此 次から は拔 かさす に 飛んで 見せます と 答へ た。 

なる 冒頭から 

其 後 ある 人の 周旋で 街鐵の 技手に なった。 巧 給 は 二十 五圓で 家賃 は六圓 だ。 淸は玄 關附き 

の 家で なくても 至極 滿 足の 樣 子で あつたが、 氣の 毒な 事に は、 今年の 二月 肺炎に 摇 つて 死 

んで 仕舞った。 死ぬ 前日 おれ を 呼んで 坊っちゃん 後生 だから 淸が 死んだら、 坊っちゃんの 
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第 九 章 ^0?^ぉの夂^1均 

御寺へ 埋めて 下さい。 御 墓の なかで 坊っちゃんの 來 るの I しみに 〔ソ. ^て." ります と， 


ヒ。 だから 淸の墓 は 小 日向の 養 源 寺に ある— 

と I 尾に 至る まで、 い I かの 滯り もな くす らく 基 ばれて をり、 

了ら せないで は をかない ので ある。 f^f^s  M^a0if 

の を 認めなければ ならない であらう。 

ミ 

►  L3;^、4>2^;^li-  ノ. たもの t」 あるが、 餘裕 派と しての 彼の-: の-お 

更こ 「草枕」 は 同じ年の 九月^.^ 說 に^^ L ダグ- 

もよ く あら はれて ゐる 作品と して 注 口 せらるべき ものである。 

山路 を 登りながら、 かう 考ハた  ... 

智に 働けば 角が 立つ。 情に 掉 させば 流される。 意地 を 通せば 籠. た。 i^AOF; 

住みに くさが 高 じる と、 安い 所へ 引き越した くなる。 どこ S しても 化み にくい と はった 

時 詩が 生れて、 畫が 出来る。  ノ 


I 


とその 卷 頭に 言って ゐる 所に よっても 明かな 如く 彼の 考 へる 藝 術と は 住みに くい 世の中 を 束の 

問で も 住みよ くす るた めに 存在すべき もので あり、 藝術家 も 「人の 世 を 長閑に し、 人の 心を豐 

かにす るが 故に 尊い」 と考 へられる のであった。 

「苦しんだり、 怒ったり 騷 いだり 泣いたり」 の 所謂 喜 怒哀樂 は、 世の つきもの であるが， これ 

を S: び 芝居 や 小說で 繰り返へ して はやり きれない。 俗念 を 放棄して、 非人情の 世界に 造遙 する 

事に よって 塵界 を 離れた 心 持に なれる やうな 小說が ほしい。 非常に 世に もてはやされた 「不如 

歸」 にしても 「金色 夜叉」 にしても 共に 世間 を 出る 事の 出來 ない もので あり、 彼に よれば 何れ 

も 「浮世の 勸 工場」 にある もの だけで ffl を辨 じて ゐる ものにす ぎなかった。 

暫くで も 「超然と 出世間的に 利害 損得の 汗 を 流し 去った 心持ちに なれ」 「すこしの 間で も 非人 

情の 天地に 造遙 したい」 との 願から 漱 石の 餘裕 派の 小說は 生れ 出で たのであった。 餘裕 派の 小 

說は 非餘裕 派の 小說の 如く 舶来の 思潮に 根ざす もので なく 純^ 洋 的な 趣味から 生れ 出で た 所に 

吾人の 興味 を そ&る ものが ある。 

茫々 たる 薄墨 色の 世界 を、 幾 條の銀 箭が斜 に 走るな か を、 ひたぶ るに 濡れて 行く われ を、 

われなら ぬ 人の 姿と 思へば、 詩に もなる、 句に も 詠まれる。 有體 なる 己 を 忘れ 盡 して 純 客 
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5? 眼 をつ くる 時、 始めて われ は畫中 Q 人物と して、 自然 I 物と ぶしき 調和 を 保く。  i 

降る 雨 Q 心苦しくて、 踏む 足の 疲れたる を氣に 掛ける 霞に、 われ は 既に S の 人に も あ 

らす、 畫裡の 人に も あらす、 依然として 市井の 一 賢 子に 過ぎぬ。 

善って tQ によれば 他の 動作 を觀 する に 「大人が 子供 を f 態度」 を 以てする ばかりで 

なく、 自 己を觀察 する のに さへ 忘我の 境に 至り 純 I 的な 態度 I 暴に よって はじめて ゆと 

りのある 舊は 生れる と 一 まので ある。 しかも li や 詩 £ いて、 まで あるば 力り でな く 

文章に あっても その 必須の 條件 であると は 草枕のう ちに も 語られて ゐる。 

卽ち 草枕の 文章 は 彼の 理論 を その ま、 地で行つ たもので 逼ら ない 餘裕 を、 エ^と して 作られ ブ 

ものと も 言 ひうる であらう， 

「おい」 と聲を 掛けた が 返事がない。 

軒下から 奥を颯 くと 煤けた 障子が 立て切って ある。 向 ふ 側 は えない。 五ズ 足の^ 革 力... 

しさう に 庇から 釣る されて、 屈託 氣に ふらりく と^れろ。 下に 駄 s^.^ の^が 三つ 許り 並 

んで、 そばに 五 厘 錢と文 久錢が 散らばって 居る。 

「， 、。い 一 と 又聲を かける。 土間の 隅に 片寄せ て ある 臼の 上に、 ふくれて た が 驚いて 眼 を 一 


さます。 ク …… ク …… と騷ぎ 出す。 敷居の 外に 土 竈が、 今し がた の 雨に 濡れて、 半分 程 色 

が變 つてる 上に、 眞黑 な茶签 がかけ て あるが、 土の 茶签 か、 銀の 茶釜 かわからない。 幸 ひ 

下 は 焚きつ けて ある。 

返事が ないから 無 斷で這 入って、 床几の 上へ 腰 を 卸した。 鶴 は 羽搏き をして 曰から 飛び 下 

りる。 今度 は疊の 上へ あがった。 障子が しめてなければ 奥迄馳 けぬ ける 氣 かも 知れない。 

雄が 太い 聲で こけ こっこと 云 ふと 雌が 細い 聲 でけ" つ こっこと 云 ふ。 丸で 余 を 狐 か 狗の樣 

に考 へて ゐる らしい。 床几の 上に は 一 升桝 程な 煙草盆が 閑 靜に控 へ て、 中にはと ぐろ を棬 

いた 線香が、 日の 移る の を 知らぬ 額で、 頗る 悠長に 燻って 居る。 雨 は 次第に 牧る。 

なる 峠の 茶屋の 一 節の 如き は 寫實の 妙 を 得た ものであって、 彼の 所謂 寫 生家と して 如何に 漱石 

がす ぐれた 天分に めぐまれて ゐ たかを 知りうる と共に、 明治の 文章の 行きつ く 所 を 示して ゐる 

やうに さへ 思 はれる ので ある。 

煮え 切れない 雲が、 頭の 上へ 靠 垂れ 懸かって 居た と 思った が、 いつのまにか 崩れ 出して、 

四方 は 只 雲の 海 かと 怪しまれる 中から、 しとく と 春の 雨が 降り出した。 菜の 花は疾 くに 

通り 過ごして、 今 は 山と 山の 間 を 行く の だが、 雨の 絲が濃 かで 殆ど 霧 を 欺く 位 だから、 隔 
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り は どれ 程 かわからぬ。 時々 虱が 來て、 高い 雲 を 吹き 拂ふ とき、 Ivutli^ 

える 事が ある。 何でも 谷 一つ 隔てて 向う が 脈の つて f 所ら しい。 ん はすぐ リ id 

える 。 菜く f る 雨の 奥から 松ら しい ものが、 ちょくく 額 を 出す。 m すかと 出 あ ふと . - 

れる。 雨が 動く のか、 木が 動く のか、 夢が 動く のか、 何となく 不 i な 心持ち だ。 

路ょ 存外 魔くな つて、 且平 だから、 あるく に骨 は析 れんが、 驚の I がない のでな ぐ。 J 

帽子から 雨垂れが ぼたり くと 落つ I、  a  a, 黑ぃ. -ら I. い 

子が ふうと あら はれた。 

「こ、 らに 休む 所 はない かね」 

「もう 十五 丁 It  くと 茶屋が あります よ。 大分 濡 すたね」 

まだ 十五 丁 かと、 f 向いて 居る うちに、 馬子の 姿は| の樣に 雨に で まれて、 

の 如き I 生のう まみ をよ く 現した ものであって、 S 的な I ある 観 は 文." の f 脫して 

一 の風靈 としか 思へ ない 程、 S: 的 I 趣に 富んで ねる ものである. 

草枕に はまた 歐 文脈の 攝取 によって 


〇 しばらく は路が 平で 右 は雜木 山、 左 は茱の 花の 見つ にけ である。 

〇 百万 本の 檜に 取り 圍 まれて、 海面 を拔く 何百 尺の 空氣を 呑んだり 吐いたり しても、 人の 

臭 ひ は 中々 取れない。 

〇 枝 繁き山 櫻の 葉 も 花 も 深い 空から 落ちた 儘なる 雨の 塊り を、 しつ ぼり と 宿して 居た が、 

此時 わたる 風に 足 をす く はれて、 居た たまれす に、 假の 住居 を、 さらく と轉げ 落ちる。 

〇 草 山の 向う はすぐ 大海原で ど \ん くと 大きな 清が 人の 世 を 威嚇 かしに 來る。 

などと その 文章に 新しみ を 求めて ゐる もの も あれば、 漢文 脈の 驅使 によって、 

〇 丹 靑は畫 架に 向って 塗抹 せんでも 五彩の 絢爛 は 自ら 心眼に 映る。 只お のが 住む 世 を、 か 

く觀じ 得て、 靈臺 方寸の カメラに 澆季涵 濁の 俗界 を淸く うら k かに 收め 得れば 足る。 この 

故に 無聲の 詩人に は 一句な く、 無色の 畫 家に は 尺 鎌な きも、 かく 人生 を觀じ 得る 點に 於て 

かく 煩惱 を解脫 する の點に 於て、 かく 淸淨界 に 出入し 得る の點に 於て、 又 この 不同 不二の 

乾坤 を 建立し 得る の點に 於て、 我利 私慾の 覊 » を 掃蕩す るの 點に 於て、 11 千金の 子より 

も、 萬乘の 君よりも、 あらゆる 俗界の 寵兒 よりも 幸運で ある。 

o 遂巡 として 曇り勝ちなる 春の 签 を、 もどかしと 許りに 吹き 拂ふ 山嵐の、 思 ひ 切りよ く 通 
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お-つ M  さん こつ  U  ••】 

り拔 けた 前山の 一角 は、 未練もなく^！^れ盡して、 0§rif. あら-がり r 

の 如く 聳える の が 天狗 岩 ださう だ。 

などと 「かたさ」 のうちに 「うまみ」 を も 漂 はせ てゐる もの も 見られる のであって、 明^ ルに 

おける あらゆる 文脈 を手輕 にし かも 巧みに 驅 使して ゐる ものと 霄ふ 事が 出来る。 

四十 年 六 H!: から 十 に 一旦って 朝日 新聞に 祸 載せられた 「虞美人^」 にも 「や 枕」 と共に 歉.， ^ 

獨特の 新 文章 を 示して をり、  ..r,- 

〇ls を 打った 中折れの 茶の 廂の 下から 深き 眉 を 動かしながら、 兑 上げる 頭の 上に は， 拉茫 

なる 春の 空の、 底 迄 も 藍 を 漂 はして、 吹けば 搖ぐ かと 怪しまる、 a- 柔らかき 中に 吃 然とし 

て、 どうす る氣 かと 云 はぬ 許りに. S 山が 舞えて ゐる。 

〇,K リ 廻した js- の 先の 盡 くる、 逸 か 向 ふに は、 {： 銀の 一筋に 眼 を 射る 一，" WH 川. vi:- ダカして 

左右 は 燃え 崩る.^ 迄に 濃く 咬いた 菜の 花 を べっとり と 擦り^けた には^ 紫の •  お 山お 坊 

緲の あなたに 描き出して ある。  . 


などの 如く 總畫 的な 手法に よって ゆったり として 逼らぬ 文の 見られの も 草枕に 於け ると 同樣で 

ある。 更に 

紅を彌 生に 包む 晝酣 なる に、 春 を抽ん する 紫の 濃き 一 點を、 天 地の 眠れるな かに、 鮮やか 

に 滴たら したる が 如き 女で ある。 夢の 世 を 夢よりも 艷に 眺めし むる 黑髮 を、 亂る X なと 疊 

める 鬢の 上に は、 玉虫 貝 を 冴々 と堇に 刻んで、 細き 金 脚に はっしと 打ち込んで ゐ る。 

の 如く 和文 脈の 濃厚に して 絢爛 多彩な も の も 見受けられる ばかりでなく 

美しき 女の 二十 を 越えて 夫な く、 空しく 一二三 を數 へて、 二十 四の 今日 迄 嫁がぬ は 不思議 

である。 泰院 徒に 更けて、 花 影 欄に 酣 なる を、 遲日 早く 盡 きんと する 風情と 見て 琴 を 抱い 

ほっす 

て 恨み 顔なる は 嫁ぎ 後れた る 世の常の 女の 習なる に、 麈 尾に 拂ふ折 々の 空音に、 琵琶ら し 

こと ぢ 

き 響 を 琴柱に 聽ぃ て、 本来なら ぬ 昔 色 を 興 あり 氣に樂 しむ は 愈 不思議で ある。 

の 如くに 漢文 脈に よって 飄々 る 情趣 を 漂せ たもの や 

〇宗 近 君 は 四角な 男の 名で ある。 

〇 女 は 首 を 傾けて ホ 、と 笑った。 男 は 怪しき 輕 のなかに 捲き 込また 儘 一 寸 途方に 暮れて ゐ 
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〇 女の 聲は靜 かなる 春風 を ひやり と 斬った。 詩の 國に 遊んで ゐた男 は、 急に 足 を 外して 下 

界に 落ちた。 

〇 茶 緣の疊 を 境に、 一 一尺 を 隔て k 互に 顔 を 合した 時、 社 會は彼 巧の 傍 を 遠く 立ち^ レた 

〇 「まあ、 御 坐り 遊ばせ」 と 叮嚀な 命令 を 下した。 

などの 如く 歐 文脈の 攝取 によって 新奇な 表現と なって ゐる もの も 多い 0 

會 話の 文の 如き も 

「ハ 、 、 、夫で 君 は 幾 歳だった かな」 

「おれ は 幾 歳より、 君 は 幾 歳 だ」 

「僕 は 分かって る さ」 

「僕 だって 分かって る さ」 

「ハ 、、ヽ 、矢張り 隱 す了兑 だと 兑 える」 

「隱す もの か、 ちゃんと 分って るよ」 

「だから 幾歲 なんだ よ」 

「君から 先へ 云へ」 と 宗近君 は 中 々動じない。 


「s$ は 二十 七 さ」 と&. 野 君 は雜作 もな く 言って 退ける。 

「さう か、 それ ぢゃ、 僕 も 二十 八 だ」 

「大分 年を取った ものだね」 

「冗談 を 言 ふな。 たった 一 つし か 違 はんじゃ ないか」 

「だから 御正に さ。 御 互に 年を取つ たと 云 ふんだ」 

「うん 御 互に か、 御 互なら 勘辨 する が、 おれ 丈ぢゃ …… 」 

「聞き捨て にならん か。 さう 氣に する 丈 まだ 若い 所 も ある 樣だ」 

「そら、 坂の 途屮で 邪魔になる。 ちょっと 退いて 遣れ」 

の 如く ュ ー モアに 富んだ 齒切 のよ いものと なって をり 餘裕 派の 態度の こ. - にも 作用して ゐ るの 

を 見逃す 事 は 出来ない ので ある。 

かくの 如く 眺める とき、 虞美人草 はたと へ 理窟に 走りす ぎた 失敗の 作であった としても その 

文章に あって は 草枕と ともに 目の さめる 樣な 絢爛な ものと なり 得て をり、 明治の 文章の 頂點を 

示す ものと して 文章 史の 上に あって は 特筆 せらるべき ものである。 

I 五 五 
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草枕と か 虞美人草 とか は 明治 期に おける 最もす ぐれた 文. 培の 代表たり うる ものであるが、 そ 

こに は 文章語と しての 口語が 用 ひられて ゐ るので あって の 意味での n 頭 ¥i 的な^ 现はォ たこ 

こに は 見られな いので ある。 卽ち 草枕 を 見ても 虞 美人 革 を 見ても 何處 かに 文 ゲ^ i 的な， 化^ グ、 だ 

つてね る 事 は蔽ふ 事の 出来ない 事實 であり、 純 粹なロ 頭 語 か らは餘 3^ 逮 いものな る 一?- も 卜ん に 

之 を 認めうる であらう。 - 

言 文 一 致の 運動が 叫ばれて より 漸次 その 進展 をつ ぐけ てきた 明^の 文 十 も、 嗽 ィのゃ 枕と か 

虞美人^に おいて 文章語 的な 表現 法と して は 一 時その完成をー；小したけれども純粹な门：^り^^：：な 

表現となり眞に平明直截な文章となり了るためには大正の時代を^；-たねばたらなかったのでぁ 

る 0 

激 石の 作品に あっても 大正 期に 入っても のされた 「三 四郞」 一. それから」 「門」 などに 至れば、 

i. 草枕」 とか 「虞美人草」 などに おける 純 藝術派 的な 彩 を 稀 にして 漸次 n 然派 的な 態度 を^し 

ただけ に そ の 表現 も 亦 口 頭 語 的な ものと な つて ゐる のが られ るので あ る。 


草枕 は 明治の 文學 として その 內容 形式 共に 異色 ある ものであるが、 作者 自身 も餘程 自信 を も 

つて ゐ たもの なる 事 は小宫 豐隆、 高濱虛 子の 兩氏 へ それ. <\ 

〇 今度 は 新小說 にかいた。 九月 一日 發 行のに 草枕と 題す る もの あり。， 是非 讀んで 頂戴。 こ 

んな 小說は 天地開闢 以来 類のない ものです。 (開闢 以来の 傑作と 誤解して はいけ ない) 

〇 野 間 先生が 草枕 を 評して 明治 文壇の 最大 傑作と いふて 來 ました。 最大 傑作 は 恐れ入り ま 

す。 寧ろ 最珍 作と 申す 方が 適 當と思 ひます。 霣際 珍と いふ 事に 於て は 珍 だら うと 思 ひま 

す 0 

などと 書 を 寄せて ゐ るのに よっても 之 を 窺 ひ 得る であらう。 

藝術は 住み 憂い 世の中 を 少しで も 住みよ くす るた めに 存在す る ものと 考 へて ゐた 彼の 作品 だ 

けに、 或は 又 泣く 人を寫 すに あたっても 自ら 泣く 事な く 極めて 冷靜な あくまで 客觀 的な 態度 を 

取らねば ならぬ と 主張した 彼の 作物 だけに、 「草枕」 は餘裕 派と しての 漱 石の 特色 を 最もけ ざ や 

かに 現して ゐる ものであって、 眞に 迫って 人 を 泣かしめ る 力に は缺 ける 所が あっても、 ゆった 

りと 畫の 世界と か 詩の 世界に でも 遊ぶ やうな 感じ を 抱かせる ものが ある。 しかも その 表現に も 

亦 迫らない ゆとりの 見られる ばかりでなく 目 もまば ゆい 程な 多彩 絢爛 さ を 示して をり いさ、 か 

1 五 七 


1 五八 
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の 

も ふさ はしい 文豪で あつたと 言 はねば ならない ので ある 

しかも 


漱 石の 文章 I 村な どの それと 較べて 又  一 if 境地 を 開拓して いった もので は あ 

on 程度の 差 こそ あれ 共に 明 惑に あって I 露 的な llf る，.. 來.： 

かった のきへば g 意味での 口語文 は 大遥に 人って 初めて その 蜜 I げた" のと" ミユ 

ベく 明治の 秦. £1  一  i より 漸 f の  一 f^tli.loilt 

のに 外なら ない ので ある。 
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自然 裏に 對抗 して 人道 II し 謹 i の I せられた を 以て 有お U 

の 乍 者と しての I は始る も Q であるが、 彼の 文名の 漸く 高くな つ.^ S 犬. =  々-r,- 

あり、 その 代表作 は 何れも 其の I 年のう ちに ものせられ たもので あった。 


同じ 白樺 派の 志賀直 哉な どの 簡潔な 文章に 比して、 豪華な 近代 色 を 盛る がた めに、 著しく 拘 

爛 多彩な 表現 を 採り 用 ひて ゐ るの は 注： rn せられねば ならない であらう。 しかし その 表現に みら 

れる 絢爛 さと か 多彩 さと か は 巧みな 歐 文脈の 驅 使に 俟 つもの が 多い のであって、 明治 以降 漸次 

進展して きた 歐 文脈の 表記 は 彼に よって 最も 自由に 最も 滑らに しかも 最も 手 極よ く 操られた も 

ので あり、 文章 史上の 彼の 功績 も 亦 こ- -に 求められねば ならない ので ある。 

彼が 一 一十 九 歳の 明治 三十 九年ヮ シン ト ン において 執筆し、 白樺 創刊と 共に 四十 三年 十 e: 號に 

揭 載せられた 「かんく 蟲」 を 見る も旣に 彼の 特質 はけ ざ やかに 感ぜられ るので ある。 卽ち 

ドゥー ーパ I 灣の水 は、 照り 續く 八月の 熱で 煮え立って、 總 ての 濁った 複 色の 彩 は 影 を 潜め 

モネ I の畫に 見る 樣な、 強烈な 單 色ば かりが、 海と 空と 船と 人と を、 めまぐるしい 迄に あ 

ざ やかに 染めて、 其の 總て を眞夏 の 光が、 押し 包む 樣に 射して 居る。 丁度 晝辨當 時で 太陽 

は最 頂、 物の 影が 煎りつく 樣に 小さく 濃く、 それ を 見て すらぎ らくと 眼が 痛む 程の 暑さ 

であった。 

.  I 五 九 
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第 十 章 有 iig 武郞の 文章  1 こ VJrNA だ；：^ ほ 

なる 冒 f みる も §多彩 眼の 痛む の を感？ に はねられ まので 意力  一 If 

の 巧み さに よる ものなる 事 も 亦 この 例によって 明かで ある。 ノ チ，， f ギ，， あたつ U 

更 こそのう ちに はうる ささう に 人の 言 いて t ヤコ . . イリ イツ.^ ます-あ/に 

，彼 は L の 中 こそ 一寸 熱心に 聽 いて 居た が、 忽ちうる さ 相 I で、 私の n 品い 1 こ r 

たりす るの を 眺めて、 仕舞に は、 我慢が しきれな 相に、 私の a きって 力 iM.-; 

の 如くねば りき SI 表現 I り m ひて をり、 ^ 

眺めて」 に は、 何备 つて ゐ るかに は 少しも 注意せ す 只うる ささう に 眺めて ゐろ人 t 一.. ハ 1 

得て 了  iii と淋」 くな つ 直つ 每、 

正面 を 向いて 居た 。ま 反射が if 樣に てらく とまら 半.！ の 頭 

さ 相 こ f かすめながら、 向う の 光った 人 碧の S に 管れ た t オン 會.？ し；； 

:"r  lii つた。 近くで は、 llil、 

すと、 印 si  くひ 一き 横にな すった 樣 I のき、 それ 丈け を 〔"放：： U ち" 

じ を 起す にち が ひない のが、 堪へ 切れぬ 糞く 思へ る。 殊に ケル ソソリ ぼ 立ち並 


例の セミ オン 船渠 や、 其の 外雜 多な 工場の こちたい 赤 青白 等の 色と、 眩ぐるしぃ#^-^^^を爲 

して、 突っ立った 煙突から、 白い 細い 煙が 喘ぐ 様に 眞靑な 空に 昇る の を 見て 居る と、 遠く 

が 霞んで 居る のか、 眼が 霞み 始めた のか わからなくなる。 

などの 如き は 「波の 反射」 「半白の 頭」 「白く 光った 人造 石の 石垣」 とか、 或は 「日に 黄 を 交へ た 

草綠」 「印度 藍」 更に また 「工場の こちたい 赤 青白 等の 色」 とか 「白い 細い 煙」 とかと あだか も 

色彩の 展覧の 如く ゎづら はしい 程の 色彩 を點 出して ゐ るの も 近代的な 繕 模様の 景色 を 描き出す 

のに 相應し い 試みと 言 はねば ならない ので ある。 更に その 文體も 

何處 からか 枯れた 小枝が 漂って、 自分 等の 足 許へ 來 たの を、 ヤコフ • イリ イッチ は 話しな 

がら、 私 は 聞きながら 共に 眺めて、 其の上に 居る 一 匹の 甲 蟲に眼 をつ けて 居た のであった 

が、 ふ 1 に當る 波が 折れ返る 調子に、 くるりと さらった ので、 彼が 云 ふ樣に 憐れな B. 蟲は 

水に li つて、 油 を かけた 綠 玉の 樣な雙 の翅を 無上に 振 ひ 動かしながら、 絶大な 海の 力に 對 

して、 餘り 悲慘な 抵抗 を 試みて 居る のであった。 

の 如くねば りのある もので あり 肅洒な 比喩 ゃ淸 新な 歐 文句 調に よって 早く も 豐麗な 表現 を 示し 

てゐ るので ある。 

,  1 六 一 


1 六 二 

第 十 章 有 島 武郎の 文章 

大正 K 年 新 小 說き 害 力 インの 末裔§^ る g 管 に をよ ごして わ 

〇森も 畑 も a すか fi 円に なって、 堀 立 小屋ば かりが t 變へ すに I を 

た 0  , 

〇 塞の やうな うねりき せた 收穫 後の 畑地 は、 廣 4 く荒凉 として 撰が つ 11 

〇 から 風の 管 も 吹 I いた 擧 句に 雲が 靑 響かき 亂 しはじめた。，" の 光と 

追は れっして、 やがて 何處から ともなく 雪が 降る やうに なった。 

などの 巧妙な 擬人法 ゃ淸 f 比喻 によって 歐若 調の 華やか lli げられ てゐ るの 

である。 

更に 翌七 年の 一 月號 新潮に 登載の 「小さき 者へ」 を.^ るに、 

〇 二つの 生命 は昏々 として 死の 方へ 眠って 行った。 

〇暫 らくして かすかな 裏が つけない 霧の 沈 f 破って 細く，.' 

〇 どうい ふ 積り で 運命が そんな 小き 私たちに 與 へた かそれ は 分らない。：.^ &き， . ひ 

などの 如く 「生命」 とか r 謹」 とか 「運命」 などの 抽象的な ものに まて 好ん て 探 人.^ を" ひ 

てゐ るの も、 


表面に は 十人並みな 生活 を 生活しながら、 私の 心 はや \ ともす ると 突き上げて 來る 不安に 

いら/ \ させられた。 

の 如くなくても すむ 「生活」 なる 目的語 を わざ，^ 添加して ゐる のな ども 共に 歐 文の 句 調 を 巧 

みに B しえ てゐる もので なければ ならない ので ある。 に 

私の 仕事？ 私の 仕事 は 私から 千里 も 遠くに 離れて しまった。 

の 如く 疑問の 形 を 借り？ まで も附 する 事に よって 讀 者の 注意 を こ" に 集中 させよう としたの 

など も 亦歐文 風な 表記 を 踏襲した ものに 外なら ない ので ある。 

更に 「或る 女」 は その 前篇 一 一十 一 まで を旣に 「或る 女の グリ ン ブス」 として 白樺に 發 表せら 

れ たもので あるが、 その後の 新作 を 合せて 世に 問 はれた の は 大正 八 年の 事で ある。 この 作品に 

お C て 我々 は 始めて 絢爛 多彩 目 も 眩い ほどの 歐 文脈の 芳香に 醍ふ 事が 出來 るので ある。 

〇 改札の 眼の 先き で 花が 咬いた やうに 微笑んで 見せた。 

〇 倉 地 は 致命傷 を 受けた 獸の やうに. i 'いた。 

〇 乘客 一 同の 視線 は 綾 をな して 二人の 上に 亂れ 飛んだ。 

〇 燒き 捨てた やうに 古藤の 事なん ぞは 忘れて しまって、 手 攔に臂 をつ いたま \ 放心して、 

.  二八 三 
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晚复の 景色 をつ \ む 引き締った 签氣に 顔 を なぶらした。 

〇 愛子 も 貞世も 見 違へ る やうに 美しくな つた。 その 肉 SS は 細胞の 一 つくまで^ く を 

姜 ぎつ け、 吸收 し、 飽滿 する やうに 《 ^えた。 

などの 例に も 明かな 如く 華 if 譲 はよ く  S な 比， 調和して 未だ かって"^ られな 力く 

た 程の 歐 文脈の 完成の 姿 を はじめて こ、 に 《 ^出す かの 觀が あるので ある。 

彼の 創作に おいて 目 も 眩い ほどに 歐 文脈の 驅 使せられ てゐ るの も 一に 彼の 英文 风.， N 敎^ し 

からしめ てゐる ものであるが、 後の 歐 文脈 陰影の 章 下に 少しく 詳細に 述べて あるから、 こ S 

で 筆 を はしょって、 こ、 では 更に 日記と か 書簡の 文 を 顧みて みたい ので ある。 

ミ 

日記 は 自己の 內的 生活の 記錄 として その 曰 その 曰に 蒙.^ にわた つ i される もので あり、 

しかも 私人の 霧た るが ために、 そ Q 秦の 如き も 統一 を かき、 観 味の 少ない もゲ 一な ろの 

を當 然の羅 とする ものであるが、 そこに 我々 は 飾らない その 人の ■ に 接する の 便利 を.^ す 

る ものである。 從っ てまた 作者の 表現 上の 特色 も不 I のうちに け ざ やかに 现 はされ てゐ t 


のであって その 文章 を 論す るに あたって は相當 注目せられ てし かるべき である。 

有 島 武郞の 日記 は 彼が 札 幌農學 校に ゐた 明治 三十 年 彼の 一 一十 歳の 時より はじまる ので あるが 

冒頭の 四月 一 一十 七日の 條を 見る も 

四：：：： 二十 七日。 火。 晴天。 朝 六 時半 起^、 出校す。 此日大 島 先生、 Harthbom を 送らん が 

爲め 蘭に 行かれし を 以て 化學は 休業な りき。 又 小 寺 先生の 動物と 英語と 兩方共 休みな り 

しかば、 此三 時間の 中 Base  ball をな せり。 午後よりも 亦 mptch あり。 夕刻に 至る。 夕 

刻大島 氏歸宅 せらる。 夜 十 一 時半 頃、 北 一 一條 東  一 丁目の 私立 小學 校に 火事 あり。 夜 十一 一時 

. 就寢。 發便 なし。 買物な し。 脇 坂 氏より 受 便す。 

などの 如く 極めて その 要點 のみ を 摘記して ゐ るのに 過ぎない のであって 何等の 修飾 を も そこに 

兑 出す 事の 出來 ない のみでな く 未だ 口語文の 片影 さへ も 見受けられない のであって、 た ビ覺窨 

たるの 條 件を充 して ゐ るに 止まる ものである。 

日記 は斷繽 しながら 綴られて ゐる けれども 彼が はじめて 口語文の 日記 を 書いた の は 三十 六 年 

二 五日であった。 卽 ちその 冒頭に 

僕 はこれ から、 日記 は 僕の 身に 大事 件が 起った 時の みつける 事に しょうと 思った が、 矢 張 
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り それ は 駄目な 樣 である。 I をつ け 慣れた 身に は、 I を  一口 If  一  nl:i, 

ら 控除した 樣な 氣 がする。 それ 故 これから S び 管の 日記 を 始め ff。 今 口 はえお 

である。 

と 記して ゐ るのに よっても、 曰記をっけ慣れた作者がその"そのロの記錄を| きめて^^カ 

, よい 事が 如何に 淋しい 氣 f 誘 t のか を I つて ゐる ばかりでなく、 文 i に^.. ぶず 

ぎこちな さから I がれて？ かに 筆 I めら れてゐ る ff られ ぬば ならな^ あら"。 

けれども まだ 文語文の 簡潔 さ を淸^ しきれなかった 車 は  ひ 

十 時 響 川 銀 之丞 氏が 来られた。 色 の 話な どして 屮 f 共に した。 午後 一リ- f 

つた。 土地の 主なる 事件 は 

£ 小作料 を 低減す る 事 

^ 防風 林の 貸付 を 乞 ふ 事 

g 市街の 住宅 選定の 事 

S 全地 の 二割 を 殘すを 得る 開墾 法 は 採 W すべき や 否や。 

等な りき。 


などと その 痕跡 を 留めて ゐ るのに よっても 明かで ある。 £^^てニ月八日からは再び前の文語文 

にかへ つて をり、 その後 も 多少 口語文に もの せられた 所 も あり はする けれども 主として 文語文 

を 以て 貫かれて ゐ るの は 如何に 作者が 日記 を窨 記す るに あたって 簡潔な 文語文に 心 ひかれた か 

を 窺 ひうる のみなら す 慣習の 力の 如何に 偉大なる か を 物語って ゐる とも 考 へられる ので ある。 

しかも その 文語 句 調のう ちに も 

〇 彼の 面に は悲慘 なる 人生 苦 鬪史の 一 頁 を讀み 得るな り。 (三 十六 年 五月 四日) 

〇 怖るべき 明日の 日よ。 汝は余 に 死 を 宣言 せんとす るか。 生 を 宣言 せんとす る 力。 --1^ よ 

我が 牧者よ！ (同年 五月七日) 

〇 皮 は實に 偉大なる 或 者 を 有せり。 彼 は 自ら 歩む 人な り。 彼の 苦が き 杯 を 味 ひ 得る カは强 

し 0  (三十 七 年 七月 二十 二日) 

olrving が其輕 快の 筆に、 指して 學 者の 墓場と 云 ひし も、 眼の あたり 之 を 見れば 尊 さに 心 

ときめく を覺 ゆ。 塵 を 蒙りて 表紙の み 人の 目に 觸 る.^ 幾 百 冊の 書 も、 血 もて 成りし 頭腦の 

,听 產 なりと 思へ。 若し 假 りに 此處 にうた &寢 して 深更に 至らば、 我等 は 必す名 を 擧げて 或 

は 人に 知られす して 世 を 去りし 學 者の 靈 魂が、 交る，^ 來 りて 悲しき 物語 をすべし など 思 
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ふ 0  (三十 九 年 十月 二十 八日) 

などの 如く 歐文表記 の もの も あちらこちらに s< けられて、 彼の 创作 における 糾 爛たる 欧义" 

の片 1 こも も 認められ るので ある。 页に注 すべき は明窗 十九 S 後 HI ものす るに 

あたっても 主として 英文 を もってし、 極 稀に I を S てき 位で あるが、 こ、 にも 我々 は 作 

者の 委の醫 の 高かった の を 知りうる と共に、 彼の I において はじめて ま n めに 歐. 乂ぼ 

の驅 使せられ てゐ るの も 尤な事 だと m 心 ふので ある。 

四 

3  、  >M  こ. 0 こ. る W ポ！ であるに 反して、 簡の文 や T はま 人 =S 仏に 

tn 記の 文の 純 私人 的な ものなる 力た.？^   

せられて 修飾 的、 儀禮 的と なり 易 いのは n 然の 勢で ある 

，有 島の 書簡の 文 を 見 るに、 明 望 十一 一年 頃に は士 1 一十 六 曰に 札幌 から.，.^ に 送った もの 

の 如 I 三十 二 年 も 愈 S 少く S 中 I、 

奉存 候。 小 子 亦 幸に 至て 無 恙に徂 年し 得 申 候 段乍惯 御休祌 奉^ 候。 


などと 儀禮 的な 候文の み を ものして ゐる けれども 農學校 卒業の 三十 四 年に は 足 助 素 一氏 宛の 手 

紙の 如く 

今朝 兄の 血と 淚に滿 てる 手紙 を 落手し 繰り返して 兑、 今夜 も 二度三度 繰り返して 兑、 僕 は 

喜悅と 恐怖と 悲観の 不思議に 混合せられ たる 感慨に 滿 ちた。 僕 は 兄が 眞 面目に 其 疑惑 を 透 

a せんとし 是を 忘却 せんと 務められざる を 喜ぶ。 第一 一に は 兄が 其 深く 暗く 疑惑の 解 釋を僕 

に 求められ たる を 怖れる。 

などと、 口語 表記の もの も はじめて 見受けられる のであって、 そこに は 文語 句 調の 含まれて ゐ 

るう ちに も歐 文脈の 採り 用 ひられて ゐ るの は 注目 せらる ベ きで ある 0- 

更に 三十 七 年の 五月 一 一十一 一日 米國 から 家族 宛に 送った 書信に は 

今日は 日曜日です。 殊に 米國は 此の 日は靜 かな 日で 汽車 も 往復の 度が 減る し、 馬車 蹈も休 

ませても らふの が 多い し、 人 も 室に 籠って 讀 書と 手紙に 時 を 費す 有樣 です。 

の 如く 「です」 止の 形式の 中に も 「讀 書と 手紙に 時 を 費す」 などと 歐 文句 調の 揷 入せられ てな 

るの は兑 逃せない 事實 である。 

^年 七月 一 一十三 日フ ランク フ ォ ー ド 精神病院から 家族に 宛てられ たものに は 
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早 四日になります。 院 內の樣 子に も 追々 惯れ て、 何も 不自^ は 感じません 

,s なる 休み 龍が 與 へ られ ます。 私 は 今朝 九 時から 午後 一 時までの 休お ましたので ス 

浴して から、 此 手紙 を 書いて 居る のであります。 雨が 降って 居ります。 此 i は 1* ズの 

合宿で、 大きな 机 Q 上に ま 謹の 囊 がな 4 つた さ 五一 ハ#、 昨夜 私が S んで來 たス 

ウイ ー トビ ー が コップに 挿して あります。 蠅 がうる さい 程 居て あたりが 靜 かで-附^ わの ガか 

子 窓を 打つ 音が、 しづ まった しっとりとした 豪に、 單調 な 響を 與へ て，. ^ります 

などの 如く 鐘誕な 口語文 I つて をり、 歐 文脈の si も 亦 手に ついて 來 てきの はれに え 

目 せらるべき であらう。  rL 

書簡の 文に は 儀禮 的 雲 を 多分に 有して ゐ るが ために i 鍵の 豫 によって そ sil 

も 差異が 見られ、 從 つて 結 尾樣 式の 如き も 或は 「です」 とか 「ます」 となり 或は 「た. ^た」 「て 

ある」 などと なる ので ある。 

けれども 大正， 四 年頃まで I 文 も かなり 多く 暴 けられき であって、 口 i の S と 

なる に は 大正 五 • 六 を 待たねば ならなかった ので ある。 

しかも 有 島の 書簡の 中には、 


東京 も 秋です。 いくら 暑く つても 秋です。 頭が 痛む ので 午後から 獨 りで 代々 木の 原に 散歩 

をし ましたが、 乘 馬が 二人 原の 中 を 乘りま はして ゐ るの を 見ても 秋です。 その 姿に 秋 か 迫 

つて ゐ ます。 秋に なって しまへば もう 觀念 します。 秋 は 秋な りに い、 なと 思 ひます。 (書 

簡ニ四 二) 

などの 如く 秋なる 言葉 を 何度も 繰 返す 事に よって ほのかな リズム を さへ 感ぜし める やうな もの 

も あり、 

ふために 與へ るので はありません。 愛する 事が その ま" 奪 ふ 事で あるが 故に、 與 へる 事 

も從 つて 奪 ふ 事になる と 云 ふので す。 (書簡 三 四 六) 

などと 「奪 ふ」 とか r 與 へる」 とか を 交互に 錯綜させる 事に よって 滑らかな うちに も 正確な 表 

現と なりえ てゐる もの も あるが、 共に 歐 文脈に 負 ふ 所 犬なる もの あるの はもと よりであって、 

彼の 創作に おける 巧みな 歐文驅 使の 鋭鋒 は、 こ \ にも 作用して ゐ ると考 へられる ので ある。 

有^の 文章 は 極めて 華麗 絢爛な も のであって、 特に 明治 以降 漸次 發展し て きた 歐 文脈 は 彼に 
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よって はじめ 一.」 In 調の 域を脫 して 自由に I せられる までに 5 たも luliuy:- 

書せられ ねばならな いので t  。「或る 女」 などに.？ 霞 奔放 n も はい 1;;^:; バ 

lis  一  i 指示した！ 記憶せられ ねば な 

賀 直哉 など Q 直截簡明な 表現と 比較 するとき， は そこに 著しい |き 卞-さ n 

いので ある。 卽ち直 哉の 文章 は  } じ、 J こ、 义：^ 

〇 前後 はわから ない 。が其 頃に 違 ひない。 SXIH 

歸 つて 来た。 父は默 つて、 まら 菓子の 紙包み を 出し、 ia^<i  / 

私 は寢た 儘、 じろ くと それ を^て ゐた。  -。 

HHi そして 今度 は 紙包み を戶 棚の 奥へ 仕舞 ひ 込んで 出て 行った I. 

とした。 $^^^^unl  11 

〇 寢坊 をして 十 一 時に なった 雲の あ L^^  ？ 

無かった。 太い 所、 になった 所に 水氣を 含ん S つて ゐた。 警|) ： どい もリ 

などの； I て も 明かな 如く li 簡明な ものであって、 i 々ま は ruu び， 

モに 求める 事 は 困難で ある。 從 つて 直にお ける が 如くねば りのある ものと はちち 


て、 その 句切の 如き も 非常に 短い 事 は 例示した 所に よっても 明かで ある， 

卽ち有 島 武郞の 文章 は 同じ 白樺 派のう ちで も 志賀直 哉な どと は對躕 的な 立場に 立って ゐるも 

のであって、 華麗 絢爛な 技巧 は 時に 重厚 さに おいて 缺 ける 所 は あるに せよ、 明治 以降 漸次 その 

發 展途ヒ こ， あった 歐 文脈 を 最も 巧みに 驅 使し、 その 完成の 姿 を 示して ゐる點 において 文 や.^ お 上 

特に 注目せられ ねばならな いので ある。 

第 十 一 章 武者 小路 實 篤の 文章 

武者 小路 實篤は 白樺 派の 驍將 として 盛に 活躍し 新しい 形式 を 文壇に おくった 點 において は 彼 

の 有 島武郞 と共に 文章 史上 特に 注目せられ ねばならない ものである。 

言文一致の 新 文章に その 方向 を 指示した ものと 言 ふべき 歐 文脈の 自 出に 驅 使せられ た 姿 は 有 

島 Q お 品に おいて はじめて 見受けられる 所で あるが、 一 方に おいて 眞の言 文の 一 致 は武， づ路 

によって その 兑本を 示された ものと も 言 ひうる ので ある。 
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彼の 表現 は 如何にも 自由であって 無器用な 美と でも 言 ふべき もの を 含んで をり、 と^に 

歐 文脈の 句の 甚だ 高い ばかりでなく、 特に 口頭 語 を その 儘 巧みに 文 S におして ゐる點 において 

は、 近代 文章の 當 初の 目標に はじめて 到達した ものと も 一一 n ふべ く、 彼の 功^の 乂 小さくな いの 

を 知る 事が 出來 る。 

彼が 自然主義 一派の 所謂 平面 描寫に 心よ からす 思って ゐた窜 は 「彼の 一二 十の 時」 において 

自分 は 今迄 隨分 損して 來 たと 思 はないで は ゐられ なかった。 彼 は C 分の. 2 にある n 山な <^ 

作的于 不ルギ ー が 日本の 自然 派の {4! 氣、 殊に 平面 描 1 おの 氣に、 しなびさせられ たこと を 

感じない わけに は ゆかなかった。 

と 言って ゐ るのに よっても 明かで あるが、 一 方 自叙 傳小說 「或る^」 にあって は 

しかし 彼 は 自然主義の 御利益 はう けた。 首 文 一 致の 運動 は、 彼に も^ をと る n.E を與 へ た 0 

彼 は 嘘の こと を 書かない でい、、 又 感じない こと を 帯かない でい"、 义皮廣のゃぅに.^.5^" 

と ぴったりした 文章 を かき 得る やうに なった こと を 彼 は よろこんだ。 

と 語って ゐ るのに よれば 彼 とても 自然主義の 御 利 ハ發を 認めない わけに は ゆかなかった もので あ 

る 3 


內容 によって 表現 を 決定して ゆかう とする 傾向の 旣に 早く 自然 派のう ちに 萌しつ k あった 事 

は その 恩惠 として 武者 小路 も數 へたて てゐる 所で あるが、 白樺 派に 至って 一 歷 その 色彩 を 濃厚 

ならしめ たもの の 如く、 更に 新現實 派に 至って は 內容卽 形式論とまで 發展 して 行って ゐる のが 

見られる ので ある。  I 

「自分の 文章」 において 作者 自ら 語って ゐる 如く 武者 小路 は 特に 「調子に のった 文章 や 下品な 

文章 や、 签虛な 文章」 を 嫌 ひ 「內容 と 一 番 ぴったりあった」 表現 を 用 ひょうと し、 從 つて 彼 は 

自己の 「文章の 單調 無味 を 恐れる と共に それ を 內容の 美で 光らさなければ ならない」 事 を辨へ 

てゐ るので ある。 

しかも 彼 は 「自分の リズム」 で 「自分の 得た 眞實」 を 表現しょう としたの であるが、 難解な 

言 薬に 緣の 遠い 彼 はっとめ て 平明な 言葉 を 使 はう とし、 こ \ に 口頭 語 を その 儘に 用 ひ 自由 率直 

にして 粉飾の 少ぃ 形式 を 選ぶ に 至った ものと 考 へられる ので ある。 

この 內 から 溢れ出る 生命の 美 を 平明な 表現 を 通じて その 儘 盛らう とする 運動 は當 時の 文壇に 

新しい 空 氣を 吹き込ま すに は をかなかった ので あり、 彼の 功績 も 亦 こ \ に 求められ ねばならな 

いで あらう。 

,  1 七 五  ， 


第 十一 章 武者 小路 赏 篤の 文章  一 H.> 

二 

明 冶 四十 一 年の 作 「芳 子」 を n ルるに  . 

月 台 M 十一 年 一月 二十 五日、 自分 は^れて 始めて 新派の 芝，.^ を见 た。 派の 芝 S もつ； つか 

四つの 時 見た 外は兑 たこと がない が、 新派の 芝居 はこの 時 始めて n ル たので ある。 それ も n 

分から 進んで 兑 たので はない。 兄が 「^ちゃんが！ に ゆけば もう 一ます とって 從妹^ をつ 

れて 見に ゆく から ゆかない か」 と勸 めた からだ。 ^^分は今| なかったのだからず：！ルた 

くはなかった。 しかし 見たくない こと もなかった。 されば 兄に かう 勸 めら れんと 行く，. -カ 

出て 行く こと を 承知した。 かくて 同勢 十 人で： 《 ^に行 つたので ある。 劇，.？ はま 一 W ^だった。 

なる冒頭から如何にも屈託のなぃ話ー5^^^をその儘文，年としたものでぁって、 か 冗， 4^^- 雜と 出ん 

はれる ほど 平明 を 重んじて をり、 所 IS 技巧の 跡 を 認めない ので ある。 こ、 に はま だ 「されば」 と 

か 「かくて - などの 如く  Written  language の 名殘を 留めて ゐる もの も あるに は あろ けれども、 

又 一方に あって は  ， 

歸る とすぐ 母 はどうだった と 聞く、 自分は小さぃのに^^ぃたとか、 I 仃水 をつ 力 はしても る 


時 蛙の やうだった とか、 額 を 動かす の を 見て ゐ ると 可愛く つてなら ない とか、 何處か 兄に 

似、 何處か 嫂に 似て ゐる とか 母が 何度も 云った こと を义云 ふと、 母 は 嬉し さう にほんとう 

にさう だね、 さ うだらう" さう かね、 と 云 ふ。 如何にも 嬉し さう だ。 

などと 短い 言 紫に よって 母の 嬉し さうな 氣持を 巧みに 寫 して ゐる もの も 見られる ので ある。 

更に 四月 一 一十 一 日 以後 厦 日記 を 引用して 芳 子の 病狀を 記録して ゐ るの も、 彼の 表現 手法の 一 

つと して 以後の 作品に あっても その 例 を 見出す に 難くない ので ある。 しかも その 中には 

〇 嫂 はもう 十日 もた てば 赤坊を 生む と 云 ふ身體 だった から 行かなかった。 

〇 目が 覺 めて ゐる時 は 時々 嫂 や 母 や、 世話して ゐる 女中が 抱いて おもりす るよりも、 おも 

りされ てゐ た。 

〇 いかなる もの も芳 子と 云 ふ 產れて 八 ヶ月の 赤坊 が-吾 家の人 を 喜ばす だけ 我家の 人 を 喜ば 

す こと は出來 ない。 實に芳 子 は 吾 家の 天使で ある。 芳子 がた^ 機嫌よ くして ゐれば 母 も 機 

嫌よ く、 嫂 も 機嫌が よかった。 芳子は 實に或 意味で は 吾 家の 中心で ある。 母 や 嫂の 精祌上 

の 君主で ある。 

などと 有 島の 華麗 さは 見受けられない けれども 素朴のう ちに も猶歐 文脈の 勢力の 侮りえない 事 
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を 示す もの も 見 受られ るので ある。 

更 こぬ 十三 年 二月 完成の 「お 目 出た き 人」 を： るに こ、 にも 歐 文脈 を 主と した 文 の 

〇 誠に 女 は 男に とって 「永遠の 偶像」 である。 

〇 その後 自分 は 鶴の こと を {4! 想の から 出して 記憶の 倉の 中 へ 入れょぅと^^^カした。 しか 

しそれ は 徒らに 淋しい 苦しい 努力であって 無益な 努力であった。 時 の 手に 任せる より 仆 

方がない。 

などの 如く 見受けられる はもと より 

美しい、 美しい、 優しい、 優しい、 氣 高い、 氣 高い、 鶴 は 女 だ！ 

の 如く 女 を 修飾すべき 三つの 形容詞 を必す 一 一度 づ、 反復せ しめて ゐる のな ども 巧 を 好まない 

作者の 無器用な 美し さ を 示して ゐる ものと も 首 ひうる であらう。 ：见 にこの 作品に あって はおに 

r 自分」 を 中心として 獨り物 を 貢って ゐ るの は 彼の 作品 を 蔽ふ倾 向の 门十 くも 現れた ものと ダノ ら 

れ るので ある。 

自然 咬に 對 して 快から す 思って ゐた 武者 小路 は、 當 時の 文壞 において： a も漱石 を^ 拜し 「多 

く Q 批評家が 夏 目さん の 惡ロを 云って ゐ るのに 腹 を 立て" ゐた」 (「或る 巧」) 程な ので， U 棟の 剷 


刊 せられる や 「それから」 の 批評 を 載せる 事と した。 

こ、 にも われわれ は 作者の 息 切の 長い 表現に 接する ので ある。 卽ち 

「それから」 の 著者 夏 目 漱石氏 は眞の 意味に 於て は 自分の 先生の やうな 方で ある、 さう して 

今の 日本の 文壇に 於て 最も 犬なる 人と して 私 かに 自分 は 尊敬して ゐる、 さう して 「それ か 

ら」 は 氏の 作の 內 でも 最も 深い 大きい もの、 やうに 自分 は 思って ゐる、 自分 は 氏の 前に 出 

たら 恐らく 「それから」 を 誠に 感心して 拜讀 いたしました、 としか 云へ ないで あらう。 

なる 冒頭の 一 文 を 見る も、 「さう して」 によって 接續 される こと 一 ー囘、 如何に 息 切の 長い 表現な 

るか を 知りうる と共に 鬼 角 四角張り 易い 批評 文に おいてさへ 出来るだけ 平明な 言葉 遣 をしょう 

として ゐる所 も 亦 見逃し 得ないで あらう。 

轉 じて 大正 元年 發 表の 「世間 知らす」 を 見る。 そこに は 一 暦 滑らかな 口頭 語の 用 ひられて ゐ 

る 事 は .  ， 

C 子から 始めて 手紙 を もらった の は 五 e: 十五 日の 夜だった。 よかったら 來 たいと 云 ふ 手紙 

だった。 

知らない 女の人が 來 たいと 云 ふの は 生れて 始めて だった から 圖々 しい 女 もゐる もの だと 思 

1 七 九 
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つた。 一方で は 又 ある 期待 もあった。 しかし その 期 は 恐らく 破られる にち が ひない と mh: 

つた。 しかし 逢 ふだけ は 逢って 見よう、 さぞ. R 家の 奴 はお どろ くだらう と 思った。 それ 力 

叉 面白く も 思へ た。 さう して 來て もい、 が 豫期を 少しで もつ くって 來 たら 失^す ろ だら う 

その 覺 悟で 来るならば 火木土の 內午 後一 時半 迄に 來て もら ひたいと 云って 返が を 出した 

なる 卷 頭の 文 を 見る も 明かで あり、 履 C 子からの 手紙 を 引用して ゐ るの も 亦^に られ/ n- と 

同樣 である。 更に その 中には 

自分 は C 子の 手紙に 同一の ことが いろ/ \ の 方面から くり かへ しくり かへ しおいて あろの 

を 嬉しく 思った。 叉 文章に 內容 にあ ふ リズ ムが あるの を しく 忍った 

と 書いて あるの もよ く 彼の 文章に 對 する 好惡を 物語る ものと して 注 H に する ものであるが 

實祭 彼の 文章に は 一 つの こと を あちらから もこ ちらから も あらゆる^ 度から つとめて 怖. 

縷述 しょうと する 倾 向が 明かに 兑 受けられ るので ある。 祸 

C 子に ある 危險 なる 性質 は $iA い k い、 いものの 爲に 燃やす ことが 出來 る。 C 子に は 愛と n 

負と 謙讓な 心が ある。 自分 は 何時もに なく C 子 を珂想 的の 女に 築き あげて 勢 ひよく 〔氷に W 

つて 自分の 窒に 入らう とした。 すると i 至に 母が 立って ゐた。 そして n 分の 机の 上に ^か 


らの 手紙が 一 通の つて ゐた。 見つかつ たなと 0 分 は 思った。 

たどに は歐 文脈 を豐 かに 湛 へて をり 長短 自由な 表現に よってよ く 母に 感 すかれた 前後の 事情 を 

物語って ゐ るので ある。 

かくの 如く 彼 は 「世 1^ 知らす」 によって 素朴 自 ぬな 表現 を 示し 彼 獨特の 文章 を 開拓した もの 

であった が、 この 傾向 は 更に r 彼の 三十の 時」 (大正 一一 一年) に 至って ー曆 進展して いって ゐ るの 

が 見られる ので ある。 卽ち旣 に その 卷 頭から 

彼 は 夢を兑 た。 

死んだ 嫂が 出て 來て、 彼に 彼が 人殺し をした と 言った。 彼 はそんな こと はない と 云った。 

だが 嫂 はたし かに 彼が 人殺し をした と 云った。 彼 はいろ くのこと を考 へて 見た。 だが 人 

を 殺した 覺 えはなかった。 

「どうしてもない」 と 云った。 だが 彼 はさう 云った 時 何ん. だか、 人 を 殺した ことがある やう 

な氣 もした。 しかし はっきり は 思 ひ 出せなかった。 恐怖が 頭 を もたげて 來た。 

の 如く 同じ 「云った」 なる 一一 一一 n 葉 を 何度も かま はすに 用 ひて ゐ るの も、 繰り返し を 好む 彼の 文章 

の 特質 を 示す もので は あるが、 作者 は 寧ろ こ k に リズム を さへ 求めた もので はない かと 思 はれ 
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るので ある。 更に 

〇 その 時の 淋し さから くらべれば 今 は 幸福 だと 思った。 彼は^^I分とi^じ^的の火がぁっち 

こっちに 燃え 出した こと を 感じる ことが 出來 たから。 

〇 彼 は 妻が 不平 を 起して 妾の 方から は 折れない と 思って ゐる 意志 を 感じた。 .^rn^ ハ淞ズ ，t 

はさう 思った。 彼 は 又 自分の ふり 向く こと を豫 期して ゐる こと を 感じて、 諮 力 it り， M レて 

やる もの かと 思った。 

〇 作者 も內 から あふれる 勢 ひに 身動き も出來 ない 程 緊張 を强 ひられ、 征服の 愁^と^.^ C 

自覺に 胸が 燃えて ゐる こと を 感じた。 い 人で なければ かけない、 强 さが あると m 心った。 

この 人に は 生きる ことが 苦しかった にち が ひない と 思った。 この人の^^後が川んひゃられる 

氣 がした。 

などの 如く 殆ん ど氣 付かれな いまでに 歐 文脈の 熟して 川 ひられて ゐろ もの も 亦 多く^ 受けられ 

るので ある 0 

題名から 旣に 「彼が 三十の 時」 と ある 如く この 作品に は 彼 を 巾 心と して 獨 一お 的な お. ゆが その 

大部分 を 占めて ゐ るので あるが、 か. -る獨 り 物 を 言 ふやうな 齊き 根り も 彼の 和 色と して 《^ へら 


れ ねばならない であらう。 

更に 大正 五 年 ものされ た 「姉」 を 見る に 

自分 は 一 人の 姉が あった。 自分の 十五の 時に 死んだ。 死んだ 人は懷 かしい もの だ。 殊に 自 

分 は 姉が 生きて ゐて くれたら と 思 ふ。 姉 は 自分より は 六つ 上だった。 二十歳の 時に 现學士 

の 人に 嫁して 一 年た つかた、 ない 內に 死んだ。 自分 は 姉に ついて あまりよ く は 知らないが 

姉が 生きて ゐ たらば と 思 ふ。 姉 は小說 をよ むこと が 好きだった。 紅葉が 好きだった。 その 

時分 僕の 家で は 誰も 文學 好き はゐ なかった。 姉 は 一人で 好きだった。 今生き てゐれ ばき つ 

とよく 自分の 所に 來て くれて、 ぃろ-,^^と話をして行ったらぅと思ふ。 

の 如く 滑 かな 口頭 語 その 儘に よって 例の 獨語 的な 表現 を 示して をり、 しかも その 中には 「死ん 

だ」 とか 「生きて ゐれ ば」 とか 「好きだった」 とか を 一 一度 も 三度 も かま はすに 用 ひて ゐ るの は 

一 に は 彼の 物の 見方に もよ る もの だけれ ども、 われわれ はこ k に 無器用の 美し さ を 見出さ すに 

は ゐられ ない ので ある。 

大正 八 年 十二 月 の 「A 夫婦」 に は 短篇と は 言 ふ ものの 對話を 以て 貫いて ゐる もの も 彼の 表現 

形式の 自由 さ を 物語る ものである。 更に 「一休に 聞いた 話」 (大正 九 ii- 二 Ro にあって は 
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一休 は 君 も 知って ゐる 通り、 事赏 なかった こと を 如何にも 槊. 奴あった やう に^す W だ つ 

まり 時々 嘘 をつ く。 しかし その 嘘が 反って 本當 のこと が 多い。 だから 仪の. 一休から 間いた 

事實 も事實 あった ことか， なかった ことか 知らな レ 

などと 平明な 話 言 紫に よって 特に^ 二人 稱 たる 「*^-」 に 物語って ゐ るので あるが、 彼に よれば 

時代の 隔り など は 問題で なく 作者 は 直ちに 一 休の 一可-!^ 木なる もの を閒 くこと が出來 るので あり . 

全篇 一 休の 獨 語に 終って ゐ るかの 感も あるので ある。 

更に 彼の 獨語 的な 傾向 は 「ある 日の 手紙」 (大正 十た や 八月) の 如く. 紙の 形式 を 力 I- てお ォ 

遂に 「一休の 獨白」 (大正 十三 年 六. 0 の如く獨^！！の形にまで進；^せすにはをかなかった〕 

大正 十二 年 作の 自叙 傳小說 「或る 男」 はか k る 傾向の *m 點に逹 した ものと も =  ルられ ろので あ 

るが、 その 冒頭に 

彼の こと を 一希よ く 知って ゐ るの は 恐らく n 分で あらう。 ひ 分 は 彼の こと は 殘ら卞 おって 

ゐる はす だ。 自分 は 彼 自身 だからで ある。 

と 言って ゐ るの は 自己 を寫 すに あたって 彼と 呼びつ とめて 容觀的 態度 をと らうと すろ 作"^" W 

、： 3& 水 さを兑 うるので ある。 ^彼 とても 獨ぉ的 表現 を 以て 最上の ものと は W 心 はな かつ ものの 如く 


箪 調に 陷 るの を 恐れて わざ/^  . 

「彼の こと を かくの はい、 が、 御 自慢 だけ はよ して もら ひたい」  一 

自慢 出來る ことがあれば 自慢した いが、 しかし 彼の 今迄 來た 生活 は 至極 無難で、 色彩が 乏ー 

しい。 自 分 は 彼の こと を 今 かく 氣は あまり しないの だ。  ； 

「それなら 書かなければ い、 ぢ やない か」  一 

書かない つもりで ゐた。 始めた のまれた 時、 自分 はすぐ 斷 つた。 處が 自分 は 今一 つ 他に 仕： 

事 をして ゐ るので、 自分 は その 方に 自分の 想像力 を 全部つ か はう と m わって ゐ るので、 彼の 一 

こと 以外に 別に 面白い もの を かく わけに は ゆかない の だ。  ^ 

などの 例に も 明かな 如く わざ/ \對 者の 言葉 を さ へ 挿入して ゐ るの も、 例の 對話 好みの 彼の 手 一 

法の 現れに 過ぎない けれども その 表現に 變化 あらしめ てゐる 事も爭 へない 事實 である。 一 

こ k に は 全く 巧みな 言 文 一 致が 見受けられ 歐 文脈 も 自由に 用 ひられて ゐる ばかりでなく 一 

彼 は 勉强を 嫌った。 同じ 處を 二度よ むこと は 彼に は つまらなく 思へ た。 もう 知って しまつ 

たこと をく り 返す の は 子供の 知識 慾に 反して ゐる やうに 彼に は 思へ る。 彼は從^^-と 一 緒に- 

al 分の 家の 書生に 敎へ て もらって ゐ たが 彼 は. 少し 勉强 するとす ぐ あきた。 書取 なぞ は 殊に _ 
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嫌 ひだった。 彼の 嫌 ひな 課目 は、 體 操と、 圖畫 と、 作文と、 習字と、 n„u 歌だった。 

の 如く 皮の r 勉强を 嫌った」 事を寫 すに あたって あらゆる 方面から 之 を具體 的に， 説明し なレで 

は をら れな いのな ども、 旣に 前に も 指摘した 所であって 彼の 表現 上の 一 つの 特 f 一： 小す もので 

ある。 

彼 は 夜の 海の 凄 さと美し さ を 金 田で 知った。 金 田で は 束 京へ ゆく 汽船 は 夜の 十二れば でな 

ければ 出なかった。 彼 は 東京に 歸る人 を 送ったり、 自分が 束 京に 歸る 時、 いやおうなしに 

眞 夜中まで 海岸に ゐて、 汽船の くるの を 待たねば ならなかった。 彼^ 子供 は その^ ぢ つと 

して 待って ゐられ なかった。 火 を もしたり、 歌 をうた つたり、 海に 石 を 投げ こんで 夜光 a 

の 光る の を 面白がつ たりした。 

人々 は 雨の 夜に は 滅多に 歸ら なかった。 い k 天ぐ 湫で なぎの 時に 歸る ことにした。 だから さ 

う 云 ふ 夜 は 星が 一ば い 夭に ちらばって ゐた。 そして 波は靜 かによ せて は乂歸 していった。 

濱は 海よりも 暗かった。 しかし 舟 は ー暦黑 かった。 彼等 は 舟 を あそび 場所に して、 その J 

にの つたり おりたり した。 

そして 汽船の くるの を 待って ゐた。 夜が 段々 深くな つて 來た。 夜露が おりて 來た。 彼で は 


段々 ねむくな つて 來る。 それ を さます ためにな ほさ わいだ。 遠くから 汽笛の 音が する、 ま 

だ 舟 は 岬に 姿 を 見せない。 房 州の 速 山が あるが、 それ は あまり 高く はなく、 星 は 地平線の 

近くまで 見える。 

やがて 舟の 明りが、 見え だす、 マストと へさき に靑 色と 赤色の あかりが 見える。 子供達 は 

よろこぶ、 汽笛が なる。 ハ シケが 用意され る。 歸る 人が 挨拶す る。 

「さよなら」 

「さよなら」 

そして 歸る 人々 は 舟に のる。 汽船から はさい そくの 汽笛が なる。 船頭 は 舟の 前に 滑 棒 をお 

く。 そして 舟 をお す。 波の なかに すべって 入って ゆく。 波が 舟に あたって くだける。 艫の 

音が して 舟 は 進んで ゆく。  • 

「さよなら」 

「さよなら」 と 彼等 はよ びか はす。 

そして 家に 歸 らうと する。 夜の 浪の よせて はく づれ、 く づれて はよ す 音が 彼等 をお くる。 

やがて 又 汽笛が なり、 スク リュが 動き 出し、 そして 船の 明りが 去って ゆく。 彼等 は それ を 
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ふり 返りながら 一 種の 淋し さ をう ける。 

などに は 金 田の 海濱 において 來京 行の 汽船 を 送迎す る 子供の 氣持を 描きえ て をり、 彼の 名文と 

して 推す に 憚らない ものであるが、 こ、 に は 曾 文の 完全な 一 致が られ るば かりで なく 「汽 m 

がなる。 ハシケ が 用意され る。 歸る 人が 挨拨 する。」 などと きびく したおい 句 W によって？； やる 

人 送られる 人の 迫った 氣持を 巧みに 捕へ てゐる もの も 《^ 受けられ るので ある。 

武者 小路 は單 に小說 のみでな く 感想 隨 筆の 方面に あっても 义 よく 平明な n 頭 一々 "を 使 川して を 

り、 獨語風 もしくは 對話 式に よって 自 m 率^な 表現 を 示して ゐ るので ある。 

大正 元年に 執筆の 一. 西洋の 文豪」 を るに 

自分 は 西洋の 第一流の 人の かい た 評論 を て 自分 の 问感 の ^來な い ^合 に はいろ くお， 

. て 見る、 さう して どうしても 同感が 出来ない 時に 一種の S 信が 出來 る。 少し 前まで は不. W 

を 感じた もの だが。 自分 は 西洋の 文豪が まだ 手 をつ けない、 つけられない？^^ に+を つけ 

た (-。 自分 達 は 何時までも 西洋人の 足 あと をつ いて ゆきたくない。 西？^ 人以 I グ-リ 3 を 1 


• 本人の 手でした い。 殊に 文 藝上ゃ 直接 人生と 交涉の ある 點 でしたい。 

出来ない ことで はない やうな 氣 がする。 

などに は獨語 風のう ちに 話 言葉 を 巧みに 操って をり、 更に 大正 三年の 「尊敬す るの は S 目さん 

だけ だ」 に は 

「今の 日本の 文壇で 君の 幾分で も 尊敬す る 先 W は 誰 だ」 

「夏 目 漱石氏 だけ だ」 

「その他 は」 

「その他の 生きて ゐる先 攀は輕 蔑す る」 

「なぜ 夏 目さん を 尊敬す る」 

「あの人に は 普通の 人より はノ ー ブルな 神經が あるから だ」 

の 如く 感想 を かくに も對 話に せす に は ゐられ なかった 所に 彼の 文章の 一 般を 知りうる ので ある 

が、 か、 る 倾向も 話 言葉 を 尊重し、 「皮膚の やうに 內容と ぴったりした 文章」 を 書かう とした 彼 

の 努力 を 物語る もので も ある。 

更に 彼の 戯曲 を 見る も、 對話 とも 戯曲と もっかな いやうな 作品 もあって こ にも 彼の 型に と 
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ら はれない 自^ 奔放な 形式 を 見る 事が 出来る。 たと へば 彼の 「油^と 乙姬」 (大正 十ゴ A) を. - 

る も、 紹介者の 言葉に ついで 浦 島が 日本 或は その 國 についての 感じ を 述べる あたり は 全く^の 

獨 壇上であって 堂々 七 頁の 長き にわた つて 辨じ 立てて ゐ るの など は 戯^と しての 效^ はと も か 

く 獨白を 好む 彼の 傾向の こ k まで 及んで ゐる ものと して 興味の ある ものである 

か、 る 傾向の 頂點を 示す もの は何备 つても 二 休の 獨白」 (大 H 十 S) であらう。 この..^ 

品に あって は 

皆さんよ くお あつまり 下さいました。 私が 一休と 云 ふ 坊主です。 $ さん は 私 I き， や 

うに おっしゃる。 皆さんの おっしゃる ことに 嘘 はない と W 心 ひます から、 私 も .= ク p-n クを 

生き 佛 なの だら うと 思って ゐ ます。 云々。 

の 如く 終纏窘 以て 一 貫して t ものであるが、 戯 I の ^ に 一 つ だけ この 作品 らォ 

てゐ るのに よっても、 「I と 乙姬」 など Q 戯曲に はられる 獨. = ^の 傾向 を ..s 艇 せしめた もの 

とも 考 へ られ るので ある。 

費 劇に あって 一 棉木正 成」 (大正 十二 2 が 驚に 向って 「駕 さん」 と びかけ てゐ るの 

を 見ても 寺 代物に おける 會話 にさへ 如何に 豐 かに 近代 色 を^り えて ゐ るか を 推.  おする に 難くな 


いので あるが、 「日本 武尊」 (大正 五 年) を 見る も  ^ 

尊。 どう だ 之で 女に 見える か。  一 

m>o  (笑 ひたが、 り) まるで 女と しか 11:5- えません。 

尊。 どう だ、 熊 襲 建 兄弟が 俺 を 兑て心 を 動す だら うか。  .  一 

甲。 大丈夫で 御座いませう。 

尊。 それなら そろく 出かける かな。  ,  . 

乙。 まだ 少しお 早いで 御座いませう。  1 

尊。 まだ：： 十い か。 どう だ 皆、 俺の 化け やう はうまい だら う。 ま づぃ處 が あったら 知らして ュ 

くれ。  ； 

丙。 誰が 見ても 木當の 女と しか 思へ ません。 本 常にお 美しくな らっしゃ います。  i 

尊。 隨分 大きな 女 も ある ものと S わ ふだら う。 だが 運 さいよ ければ、 今夜 こそ あいつ 逑を殺 一 

してやる。 條の胸 も 今夜の こと を 思 ふと 慟 棒 がする。 .  ~ 

などと 全くの 近代 語の 使用 せられて ゐ るの を 3- 受ける ので ある。  , 

小說 においても 旣に話 言葉 を 自由に 驅 使し 時に 冗長の 憾さ へあった の を m わ ふとき、 對！ S を 中 一 

一 
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として 事件 を 進展せ しめて 行 4 曲に あって niiQ 巧みに 操られて ゐ るのに 化 も 

ない ので ある。 けれど ii き獨 白の 如 あの 效 f 減殺し はしな に i はれる あまで"" 

由に 包含 せられて ゐ るの はかへ つて 彼の 戴の 素朴 i 一-小して ゐる あに、 旣に 小說に 於て み 

られ た獨語 的な 表出 法の 戯曲にまで 及んだ ものと おへられ るので ある。 

以上に よって 明か I く泰 小路 は f にの つた 秦 とか i な 文 f か を ま、 つとめて 

S と ぴったりあった 霞 を 求め、 モ S の 意味での 蔓の 一 致 I 來し たもの A" ひつる 

ので ある 0 

言文一致 は秦 として 最上の もの かどう か I も 角、 近代 秦の出 I 初の"^ あった。 

而 して 明治時代 にあって は 未だ Written  language としての. S 彩 を 拭 ひ 去る^ は 出水す ゾ i 

期に 至って 武者 小路の 出現と 共に はじめて その 目的 を^ 成す る^が 出來 たので ある。 

しかも 彼が そ S 現に If 用 ひないで は ゐられ なかった の は 一 に 彼の 物な 方に もよ る 

ものであった。 卽ち彼 は 一つの 事象 を寫 すに あたっても、 つとめて 之 を 多方面から き， ドノ 


長と 思 はれる ほど 縷々 として 述べた てないで は をかなかった ので あるが、 これが ために も 話 言 

薬 iif 疋非 とも 用 ひられねば ならなかった ので ある。 

更に 彼の 文章に は獨白 的な 傾向が 強いので あって 近代 人の 獨り物 を 言 ふ 手法 も 彼に よって 创 

始 せられた ものと も 言 ひうる ので ある。 こ の 倾向は 特に 著しく 彼の 小說に 現れて ゐ るので ある 

が、 更に 進んで は 寧ろ そ の 效 wl^ を 殺 減す る ともお へられる 劇に おいてさへ 長大な 獨 白を兑 出し 

うるので ある。 

叉 感想文に おいてさへ わざく 對 話の 形式 を 採 W ひて ゐ るの も 戯曲と か對 話と か を 好んで^ 

作した 彼と して 當然 へ 出された もので あらう。 

かくて 武者 小路 は眞の 意味での 一一 n 文の 一 致 を 達成した ものと して その 名 春を擔 ふの みならす 

獨白 的な 手法 を 創始し 素朴 自由な 表現 を 示した 點 においても、 當 時の 文壇に 新しい {4i 氣を 吹き 

込ます にはゐ なかった ので ある。 
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第 十二 章 ，リぬ 池 寛の 文章 

菊 池 寬は芥 川な どと 共に 新 mi により 所謂 テ ー マ 小說を 以て 文 M に デビ やした もので あつ 

たが 現今に あって はい、 意味での 近代 日本の 作家 を 代表して ゐる ものと もせい ふべ く 新^ 雜 よに 

疆 文壇 の 大御所な どと 敬稱を さへ 奉られて ゐる" で ま 7, 

彼は歉 石な どから 流 を ひく 理智 主義 を宗 とする ものであって 明朗 透徹な 现 ^を极 おとして そ 

の 作品 を 基き 上げて なる もので あり、 洗練した ■ よりも f 妻し 翁 I ん じて ゐる點 

において 近代 文章の 特筆 を 袋 もよ く具说 して ゐる 作家と も 一一 一 n ひうる であらう" ] 

彼が S 然 主義 作家の 所謂 「牛の 诞」 (一 一 紫 亭* 平凡) の 如き 冗-おな 文 やから， 毗 却して よく 明お， =^ 

截な 表現 を とらえて ゐ るの は 明治の 新 文 十の 到 逮點を 示して ゐる ものと も^られ るので あつ： 

その 內容に 近代 人の 生活 感情 を 盛り 川， 5 てゐ るのと 共に 讀 おの n を 奪 はないで はおかない ので J 


彼が よく 自然主義の 影響 をまぬ がれ 新しい }K 地 を 開拓して ゆけ たの は 一 に 青年時代に 三 四 年 

の 問 文舉を 遠ざかって ゐ たためで あると は 彼 自ら 半 自叙 傳に おいて 物； つて ゐる 所で あるが、 

もしも 「その 三 四 年 文學に 熱心 だったら、 きっと 自然主義の 使徒に なり、 到底 文壇に 出る 

こと は出來 なかった」 (半 自叙 傳) かも 知れない ので ある。 彼が 自然主義に 親しまなかった 事 は、 

彼 をして 次の 文壇に 顔 を 出し 得る 要素 を 蓄積せ しめる に 充分で あつたの である。 

彼が 「ある 批評の 立場.」 (大正 九 年 二月) なる 評論に おいて r 蕩術は 表現な り」 との 說を 紹介 

して ゐ るの は 一 見 形式 を 重んじて ゐる やうで ある けれども 最後に 

H 分 は、 藝 術の 能 寨は 表現の 盡 きて 居る と は、 思って 居ない ので、 r 藝術は 表現な り」 と 一" ム 

ふ 命題に は 可な り 大きい 疑問 を 持って 居る けれども かう した 批評の 立場 は 無害で あり 公平 

であるので 一 寸 紹介した。 

とか、 更に 

この 批評に 從 へば、 藝 術の 形式な ど は、 問題に なら なくなって 來る。 書かう と 思 ふこと が 

書け て 居れば、 それでい、 ことになる わけ だ。 武者 小路 氏の 戯曲 やら 對話 やら 分らない も 

の も、 立派な 藝術 品で あり 得る ことが、 此 批評に 依って 肯定 せらる k と 思 ふ。 
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と 言って ゐ るのに よつ-て も 表現 以外の 內容的 惯値を 視 して ゐ るの をお 取し うるので あるが、 

して また 「文 藝 作品の 內 容的價 値」 なる 評論 を ものにして 

芥川 氏の 「蜜柑」 と 云 ふ 小品が ある。 私 は、 あの 題 村 を芥川 氏から、 口頭で いたと き、 

旣 にある 感動に 打 たれた。 

又 私の 「恩 響の 彼方に」 と 云 ふ 小說、 あの 筋 誓 は、 ちゃんと 耶 m 溪 案内 2 に械 つて はるの 

であるが、 案內 記で 護んでも、 旣 にある 感動に 打 たれる だら うと W 忍 ふ。 

文藝 作品の 題材の 中には、 作家が その 藝術的 表現の 魔 杖 を 《れ ない 裡 から、 煉 として^く 

人生の 寳 石が 澤山 あると 思 ふ。 

などと も 一一 一一！！ つて ゐる である。 彼が 「. 藝術 は表现 たり」 との定^^を便，：^-踏錢しながらも^^?« 

的價値 以外の 內容的 價値を 認めない では をら れ なか つ たぐ"^ 持 は 最後に 

文 藝は經 國 の 大事、 私 はそんな 風に 考 へたい。 生活 w^-  、  術お" こ 

と 言 ひ 放って ゐる 所に も 明らかに 之 を 窺 ひうる であらう。 

二 


大 一:^ 五 年 九月 發 表の 彼と して は 最も 初期の 作品 「身投げ 救助 業」 を 見る に、 

自殺 をす るに 最も 簡便な 方法 は 先 づ身を 投げる 事で あるら しい。 之 は 統計 學 者の 自^者 表 

など を兑 ないでも、 少し 自殺と 云 ふこと を眞 面目に 考 へた 者に は氣の 付く 事で ある。 所が 

京都に はよ い 身投げ 場所がなかった。 無論 鴨 川で は 死ねない、 深い 所で も 三尺 位しかない。 

だからお しゅん 傳兵衞 は鳥邊 山で 死んで 居る。 大抵 は 縦れ て 死ぬ。 汽車で 櫟 かれるな どと 

云 ふ 事 も 無論なかった。 

の 例 こよっても 明らかな 如く 華麗に して 人の 目 を 引く と 言 ふよりも つ \ まし やかな 中に も ゆと 

りのある 表 を 採って ゐ るので ある。 此處 には漱 石な どの 文に 見られる 佶 屈な 文字 は 全く その 

影 を ひそめて をり、 平易な 語句の みで 充分に その 用 を辨ぜ させて ゐる ものと 言 ひうる ので あ 

る。 しかも その 中には 

. 〇 然し、 ぁ釙^ 5a? おい in が^ 1^;^ 、受^、 て、 水 Is に 飛び、 降い、 る 刹那に は、 どんなに 覺悟 をした S 

殺 者で も 悲鳴 を擧げ る。 之 は 本能 的に 生 を 慕 ひ 死 を 怖れる うめきで ある。 然しもう 何う と 

- もす る蔡 も出來 ない。 水烟を 立て、 沈んで から 皆 一度 は 浮き 上る 。その 時には 助からう とす 

る 本能の 心より 外 何もない。 手當り 次第に 水を摑 む、 水 を 打つ、 あへ ぐ、 うめく， もがく。 
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〇 老婆に は 驚愕と 絶^との 外、 何も 殘 つて なかった。 

〇 老婆 は それ以来 淋しく、 力無く 暮 して 居る。 彼女に は，：：：：^ する 力 さへ なくなって しまつ 

9  v»  \  ， ，警， ゝ、、 、 、、、、0 

ヒ。 .1^ は， りさう にもない。 泥の やうに 東 苦し レ n 力；：. ^レ て， わく 

などの 如く I 脈の 流 を 汲む もの もゎづ かに は 認められる けれども、 H におけるが 如く 之 を 

好んで I し 一」 t とも 思 はれない やうで あり、 更に短ぃ句5にょって裏^^っヅ"^^^ 

兑し 等て ゐる もの も 見られる けれども 之 とても 旣に 紅葉な どに よって 試みられた 所な の を 川え へ 

ば 初期 IIQ 秦嵐朴 I にして §fs 冗 曾から 完全に 鑒 しきった 所に そ 

の 史的 惯値を 求められねば な ら ないで あらう。 . 

更に 大正 七 年 三月 文章 世界に 發 表の 「勳？ H 十 を 貰 ふ s^"」 を兑 るに、 ！ 

春が 来た。 歐洲大 I ニ蓄 S が 来た。 凡ての 物 を I し、 多くの 人 f 玟 S して おる 

戰爭 も、 赛が 蘇って 來 るの 丈 は、 何う する も 5:17=?- た 力つ ブ 

戰爭の 荒し 壞す 力よりも、 もっと 大きい 力が、 砲 に碎 かれた 堑 -s^ のべ トンと ベ トンの ま 

目から 綠の 芳草と なって 萌ぇ 始めた。 砲 戰に頂 を 削り 去られた 樺の 樹 にも、 下 伎. 一お に— 5^ 

瑞 しい 若芽が、 芽ぐんで 來た。 


なる その 冒頭の 文章に よっても、 彼の 表現の 平明 さを說 明し うる やうで ある。 卽ち 「春が 來 た。」 

の 如く 極端に 短 いのは 例外と しても 概して 短文から 成って をり、 しかも 句諝點 を 非常に 多く 使 

用して ゐる こと は 常識的な 語句 を驅 使して 決して 倍 屈な 一一 一一：： ず 木 を 用 ひなかつ たのと 共に 彼の 文章 

をして 讀み 易い ものたら しめないで はおかなかった であらう。 こ、 にも 我々 は 

彼 は S ら死を 追った。 が、 死 は 容易に 彼の 要求 を、 許さなかった ので ある。 

の 如く 擬人法の 抽象的の もとにまで 及んで ゐる例 を 見出しうる けれども、 これ も旣に 明：！， i 以來 

々用 ひられた 所であって 事新しく 取上げる 程の もので はない ので ある。 

同年 七：^ 號の 中央 公論に 掲載され た 無名 作家の 日記 は 同 九 W: 發 表の 忠 直行 狀記 と共に 彼の 文 

壇 的 地位 を 確立した 點に 於て 注目すべき 作品で あるが、 その 胃 頭の 文 草 を 見る も 

九月 十三 日 

到頭 京都へ 来た。 山野 や 桑田 は、 俺が 彼等の 匪 迫に 堪らなく なって、 京都へ 來 たの だと 思 

ふか も 知れない。 が、 何う 思 はれた つて 構 ふ もの か。 俺 は 成る 可く、 彼等の 事を考 へない 

やうに する の だ。 . 

今日 初めて、 文科の 研究 窒を 見た。 思の 外にい k 本が 澤山 ある。 蠶が 桑の 紫 を 貪る やうに 
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片端 ti してやる Q だ。 研究と 51 於て は、 決して 5S 中 S け はしない と 

俺 は あの 硏究窒 を兑た 時に、 全く 心丈夫に 思った。 

の 如く 句 讀點の 非常に 多い 短い 文から 成？ をり、 」 かも 常識的 I 句の 述 ねられて きがた 

めに 簡明 直截な 表現 をと りえて ゐる ばかりでなく 「露が 桑の 紫 を 貪る やうに、 ルク- 力ら ゾ" -.^  ，- 

て や る の だ 0 J の 如く 適切 な 譬喩 も兑 受けられ るので あろ。 

四月 五日。  ^ 

『XXX』 は、 雙 號を發 行した。 山野 は 『靈」 とま I を 震した。 條は乂 ま、 ^ 

. ^附く やうに して 讀ん だ。 さう 佳作ば かりが、 統く譯 はない と つたからで ある。 プ ^ 

の 安心 は 直ぐ 裏切られた。 

の 如き は 特に 短い 句切に よって 主人公の S 感を 巧みに 響に 移入し ぁ點 において、 ^.i. 

現に 於け る 美點の 最もけ ざ やかに 现 はれた ものと 一 In ふ 事が 出來 る。  . 

更に 忠直 卿行狀 記の 如き 時代物の うちに もや はり  て 

〇 家 議も、 御 父君 來 sf 知？ S る？、 た.^ 疾 s?.- の つやつ 

こ 耳 を 塞いで、 俯伏して 居る ばかりであった。 


1 


〇.& な】 卿 は 初花の 茶 入と、 日本 與 喰と 云 ふ 美稱と を、 c 分が 何人よりも 秀れ たる 人 であ 

ると 云 ふ、 證券と して 心の 裡に銘 じた。 

〇ln 近の 言葉 を 用いた 忠直 卿の 心の中に- そこに 突如と して 感情の 大渦卷 が聲を 立て "流ん 

れ 始めた の は 無論で ある。  一 

〇 彼の 少年 時代からの 感情 生活 は、 右近の 一言に よって、 物の 兑 事に 破産して しまって 居： 

た。 

など の 如く 淸 新な 譬喩 ゃ歐 風な 表現 を いくつ も 見出す 事が 出來る のであって、 彼の 文 S の 初期 

の 特徴 を これらの 作品に 見出す 事が 出來 るので ある。  一 

大正 八 年 一 月 中央 公論に 收錄 せられた 「恩 響の 彼方に」 を 見る に  一 

筑 紫の：^ よ-、 驛路の 宿り 毎に 更けて、 雜 木の 森に は 檻 赤く 爛れ、 野に は稻 黄色に 稔り、 i 

家の 軒に は、 此の 邊の 名物の 柿が、 眞 紅の 珠を聯 ねて 居た。  一 

の 如く 流麗な 自然 描 寫の跡 も 見受けられ、  一 

〇 山國 川の 水 は、 其の 絶壁に 吸 ひ 寄せられた やうに、 此處に 慕 ひ 寄って、 絶壁の 裾 を 洗 ひ 一 

ながら、 濃 綠の色 を湛へ て、 渦卷 いて 居た。 
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〇 洞窟の 外に は、 日が 輝き 月が 照り、 雨が 降り 嵐が 荒んだ。 が、 洞^^の中には、 ^斷 なき 

槌 のみが あった。 

〇實 之 助 は、 その 悲壯 な、 凄み を帶 びた 昔に 依って、 n 分の 胸が 烈しく 打 たれろ の を 感じ 

た。 奥に 近づく に從 つて、 玉 を 打ち 碎く やうな 鋭い 晋は、 洞 辟」 の 周 Si にこ だまして， れ之 

助の," 覺を、 猛然と 襲って 來 るので あった。 

などと 氣 のきいた 歐 風な 筆致の 認められる ばかりでなく、  ^^九郞とぉっ，ノとの江ーぃ遂.ボをぉすに 

あたっても 

後 C, は、 當年三 歳になる 三 郞兵衞 の 一子 K 之 助が、 父の 非業の死 も 知らす、 m に^:?^ ろに 

ス ャ く^って 居る ばかりであった。 

の 如く そこに 眠って 居る 一益 之 助の ある 審を 忘れなかった の は、 後の 伏線 を^け たものと して 刃 

みで あり、 更に 市 九 郞が鎖 渡しの 難所に 隨道を 開鑿 せんとす ろ S 一， 〔願 をお こして は 難...^ に從 1 

する にあた つても 

植を 振って 居さへ すれば、 彼の 心に は 何の 雜念も 起らなかった。 人 を^した 悔恨 も l,K 

に は 無かった。 


と 一一 IE つて ゐ るの も 後の 

巿九 郞の储 は、 過^の 勞磡に 依って、 痛ましく 慯 けられて IS たが、 彼に 取って、 夫より 

ももつ と 恐ろしい 敵が、 彼の 生命 を 狙って 居る のであった。 

なる 文と 共に. W 九 郞と赏 之 助と を 結びつける ものと して 亦 巧みと 言 ふべき である。 

以上 眺めた 所に よっても 明かな 如く 初期の 短篇 物に 見られる 彼の 文章の 特質 は 素朴 簡明に し 

て 如 ：！： にも 讀み い 所に 求められる のであって、 しかも その 平易 さは セ ンテ ンスの 短い こと 句 

讀 點の數 多く W ひられて ゐる こと、 用語の 常識的な ことな どから 導き出された ものである。 

轉 じて 長篇小 說を兒 るに、 短篇に は 見られなかった 程の 絢爛 さを兑 出さす に は をら れな いの 

であって、 初期の 作品に おける が 如き 素朴 さな ど は その 影 を ひそめて しまって ゐ るので ある。 

大正 九 年 十 一 月より 犬お 鬼 口 の 一 一大 新聞に 速 載せられた 長 篇小說 「眞珠 夫人」 を见る も、 そ 

の 冒頭から 

汽車が 大船 を 離れた 頃から、 信 一郎の 心 は、 段 * 烈しくな つて 行く 焦燥し さで、 滿 たされ 
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て 居た。 國府津 迄の、 まだ 五つ もーハ つも ある 驛 毎に、 汽車が 小 刻に、 停^せ ねばならぬ こ 

とが、 彼の 心 持 を 可な り、 いら 立た せて 居る のであった。 

彼 は、 一刻も早く 靜 子に、 會 ひたかった。 そして 彼の 愛撫に、 渴 ゑて る 彼女 を、 ふさ 

ま、 いた はって やりたかった。 時 は ーハ. -の 初であった。 汽^の 線路に 添って、 湖の や，^ に 

起伏して 居る 山 や 森の 綠は、 少年の やうな 若々 しさ を 失って、 むっとす る やうな あくど さ 

で 車窓に 迫って 來て 居た。 た.^、 所々 に 植付けられた ばかりの n 十お が、 輕 いほの ぼのと し 

た綠 を、 初夏の 風の 下に、 漂 はせ て 居ろ のであった。 

の 如くに 歐 風の 文脈 を 多分に 採 入れた 多彩 絢爛な ものと なって 來てゐ るので あるが、 、おに も.. ノ 

ら れたセ ン テンスの 短い こと： 句 讀點の 極めて 多い ことな ど はこの 文お にあって も^け ざ や 力 

に 認められる のであって、 彼 Q 表現 をして 明確な ものたら しめる のに 役立って ゐる やうで ある。 

更に 歐 文脈の  ：， 

〇 此の 驛が 止まりで ある 列車 は、 見る く视 に、 洗 はれた やうに i しくな つてし まった。 

〇，f やえす 吐く、 黑 煙と、 喘いで 居る やうな 恰好と は、 ：^かのろ，：^<ぃ^き物のゃぅな感じを 

兑 るに 人に 與 へた。 


〇 藉 術と 云った やうな ものに、 粟粒 ほどの 瑰解も 持って 居ない 父が 悲し 力った。 

〇 瑶璃 子の、、 J こ， 仲び た K 二-想 C 翼 は、 また 忽ち 半 以上 切り取られて しまった 

〇 夫人の 溫ぃ薰 る やうな 呼吸が、 信 一郎の ほてった 頗を、 柔 かに 撫でる ごとに、 信 ー郞は 

身體 中が、 溶けて しま ひさうな 魅力 を 感じた。  • 

などの 如く あちらこちらに 數 多く 用 ひられて ゐ るの は 

0  0  ii ン i  rrw  iTM  if, 光 西洋 料理店 

フエ.. タル .I ソ トレランス 

致命的 『許し 難い こと』  ー 

などの 如く 地の文と か會 話の 文に 盛に 英語の 振 假名の W ひられて ゐ るのと 共に 彼の 表現に 明朗 

さと^ 爛 さと を與へ ないで はおかなかった ものの 如くで ある。 

大 十 年 五月より 婦女 界に速 載され た 慈悲心 烏 を 見る も 胃 頭に 一 一人 女 一 人と Si して 魔屋處 

女の 傳說を 描いて ゐ るの も、 「千年の 昔に 苦しんだ 人間苦の 一 つ を、 今 も 苦しんで 居る 一人の 少 

女の 身の上」 をつ ビ いて 寫き 出さん とする 此の 小說の 序曲と して は 如何にも 相應 しい 試みで あ 

つて、 その 文章に あっても、 

早 春の 日が うら. - かに 攝 律 國蒐原 郡 蘆屋の m を 照して 居る。 今から 千年 も 昔の 話で ある 
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#1- の S が、 春の 氣 を享 けて、 ほの 赤く 芽ぐんで 居る。 その 證に蹈 はれて、 さル 

女の 住んで 居る 小さい 家が 立って 居る。 家の 小さい 窓の 下 を^ m 川が 流れて t リ ズ。 

うら、 かな 日 I けて、 川の 水が？ i み 始めた の だら う、 まて る 水 P さ 5^ 來た 

の を：^ ぶ やうに 羽搏きす る。 その 羽に、 その 水^に の ロカお く。 

機 を 織る Si の 音が 聞え る。 靜な 川の 水面 を^って 遠くまで 問える。 

その If 慕うて 近づいて 行く と、 それが 犬 黄 揚の8に&^ れた 小さい (I の".：； f  P 

えて 來る のが 分る。 機 を 織って ゐ るの は、 蘆短處 女で ある。 二つの 昨 が^の やうに.^ しレ 

下ぶ くれの 頻が、 雪の やうに 白い。 が、 雪の やうに 冷たい 感じ はない、 旭の 胸. -の やつに 

溫 かさう だ。 顏全體 が、 薄 桃色に 匂って 居ろ C 

の 如く 句切の 短い 表現のう ちに も淸 新な 言 ひ 廻し や 巧みな 比喩に よって 初期の 作品に はジ L て 

見られなかった 豐麗な 文章 を 示して ゐ ろの は 注 H せられねば ならない ので ある 

しかも この 小 說には 

〇 荒々 しい^ 士逹の 足 昔が、 聞え たくなる と、 家の 內を 恐ん しい 沈 力 小乂！ a してし まふ 

良 ま 泣き伏し たま、、 そのまま 石に 化った やうに、 微動 もしない。 


〇 スイス ィと、 かい 霞の 中に 仲び た卷の の やうに 無 邪 氣に生 ひ 立った 靜子 は、 生れて 

最初の 煩悶 を、 身體 中で 味った のであった。 

〇 靜 子の 心に、 不安が 黑ぃ凶 鳥の やうに、 羽ばたき をして、 大きな 翼を擴 げた。 

などの 如く 巧みな 比喩 も あちらこちらに 見受けられる のであって 歐 風な 表現と 共に 華 龍 絢爛な 

ものと なりえ てゐ るので ある。 

更に 大正 十 一 年 四月より 朿 日と 大 毎との 一 一新 聞に 連載 せられた 火 華 を 見る に、 

〇 その 夜、 夜が 更けて 蒲 郡の 町に 眠られない 二つの 頭が あった。 一 つの 頭 は、 海岸の 漁師 

の 汚ない 家の 柱に 靠 せられて ゐた。 他の 一 つの 頭 は 常 If 館の 美しい 夜具の 中に、 埋 つて ゐ 

た。 一 一つの 頭と も 生れて 初めて 受けた 侮辱の ために 燃え 狂って ゐ る。 

の 如く 歐 風な 表現 も 見受けられ-^ ば 

〇惡 事の 現場 を發 見せられた やうに、 狼狠て 取りみ だした おひさの 容 子を兑 てから、 iS の 

彼の 女に 對 する 疑惑 は、 墨の やうに 濃くな つてし まった。 

〇虽 が 露 蒼な 空に、 磨かれた やうに 輝いて ゐる 夜だった。 

などの 如く 蕭洒な 比喩 も 見出される の であるが 更に 之 を 強調し て は 
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〇 書生 は、 やつば り 貧乏人に は 吠えろ 犬であった。 

の 如き 用例 を も II めうる ので ある。 

しかも その 胃 頭 を 《3 ^る も、  > 

東 I の 汽車に 乘 つた 人ら、 大抵 は 記憶して 居る だら う。 まら 西へ 向お で.^ 

ら 東へ 向 ふ 時で も、 長い I 地の 單調 に 鉋いた とき、 ふと 車窓に、 小 松の 茂った.^ ほの. - 

から、 靑く靜 な 海き 付けた 欣び を。 一體此 I は 何 I だら うと 思 ひ、 してお なと 

間もなく 御油と か 蒲 郡な ど 云 ふ 停車場 を 走り 過ぎる だら う。  し 1 し ；.： 

の 如く  g< 脈 も 全く 地に っヒ」 有き 秦 に^るが 如く 綠" に 感ぜし め t て.^ も？ 

を 示して きば かりで なく、  SI ま はしに したの も、 

める のに 役立？ きもので 意が、 これな ども 簡 fl した 彼と して 巧みな ^ だった と 

言 ふべき である。  • 

更に 大正 十一 一年 七月より 婦女 界に速 載し はじめられた 新珠を 《 ^る も、 爛糾多 まば ゆ 

程な 彼の 表現に 接する ので ある。 卽ち 

. . -IF  ^^0^^^ と ir ァ  111^』 ： ^つた。 ^rt は、 SS を ひそめた！ 

〇 第 一 の 曲目 は、 ブー ーャ ー ュ作 fUs 奏曲』 と 11 お 益 .p』 ズ\ IK*  i 


.k な 呼吸器の やうに、 n かにな つた。 微妙な 顫 律が、 人々 の 上に 漂 ひ 始めた。 

〇 堀 W は、 先刻から 爛 子の 無 邪氣に 心配す る 美し さ を、 享樂 して ゐた。 

〇 背廣を 着た 若い 靑年 紳士の 審 判官の プレイと 言 ふ 聲が水 を 打った やうな、 緊張 さ を、 コ 

1 卜の 周 園に 持って 來た。 

などと 西歐 文脈 を 生と した 華 かな 表現の 見られる ばかで なく、 更に 

-が、 遺作 展覽會 の 華 かさ は、 消えん とし 投 火が、 一時 パット 燃え盛つ たやうな 華 かさに 過 

ぎなかった の だ。 深夜の 街 を 歩く ものが、 その 寂し さに 堪へ かねて、 歌な ど 口す さむと、 

その後で S- つて、 寂し さが はげしく 身に 迫る やうに、 人爲 的に 篠崎 家を賑 かさう とした 催 

しが 終る と、 却って 大風の 吹き 過ぎた 後の やうに、 一家 は 氣の拔 けた やうな 物寂し さに お 

んで しまった。 

の 如き は 全くむ せる やうな 芳杏を 放つ 比喩に よって 讀 者の 目 を 奪 はないで はおかない ので あつ 

て、 あまりに も洗鍊 された 彼の 筆の 冴え を 認めないで はおられな いので ある。 しかも 彼の 表現 

が當 初の 素朴 さ を 失って 華麗 約爛 へ と 移って 行った のと 共に、 漸次 短文より 長文 へ と 文の 構成 

法 を 轉換し て 行った の も亦當 然と 見ら る べき ものであるが、 新珠の 如き は 今までに なかった 
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の 長文から 成る もの を 含んで ゐ るので ある。 

四 

轉 じて 昭和 三年 五月より 文藝卷 秋に 連战 しはじめた 牛 自叙 傅 を.^ るに 我々 はこ、 にも 彼の^ 

現の 一 面 を 見出す 事が 出来る ので ある。 半 自叙 傅と は 大正 八ハキ 迄の 彼の... ケ n あ 

ひ 出す ま、 に 書き 綴った ものであるが、 そこに I く 文 霧 的な" 吻は 管ら れな いので あつ 

て、 我々 は 純 口頭 語 的な 文章に 接する 事が 出來 るので ある。 

私の 家 は 高 松 藩の 藩儒で あつたと 云へば、 體裁 はい、 が、 恐らく 一二-ゆん 人 扶持と ぶぶ や.， ノ 

な小祿 I であった にま、 それでも、 二百 坪 d^Q 邸であった。 〔さ パ盟 であったら 

ラ 0 

私 は 少年 時代の こと は 何も 書く こと はたい。 私 は幼ハ やゆ 代に は 割合 可愛い 子供で あったら 

しい。 そのこと を 云 ふといつ も _ ^に ひやかされ るので ある 力、 し 力し. ス >  ..--n ィ-. 'グ 

先生に 非常に 寵愛され た 記惊が あるし、 あるとき 近 端で 熊の は 入つ た^を ffi いて あり、 そ 

れを 多く？ 供 達が 国ん I て^ 時、 そ Q 熊の 所 や 王が 「1 は 可 ま 子 ま. せて 


やらう」 と 云った こと を 記憶して ゐ る。 久米は 十八まで 美少年で あつたと 自慢して ゐ るが 

恐らく さう であった かも 知れない し、 私 も 十 位まで は、 可愛い 子であった ので あらう。 私 

ば、 十四 五歲 になり、 身體 が、 發 達する に從 つて 醜くな つた。 父に 「お前 位お となび た變 

な顏 をして ゐる奴 はない」 と 云 はれて、 いやな 氣持 をした こと を覺 えて ゐ る。 

なる 胃 頭の 一節 をと つて みても 如何に 彼が 文章語から 離れて 口頭 語に よらう としたかが よまれ 

るので ある。 こ. -に 我々 は 白樺 派の 武者 小路 一 派に よって 試みられた 純 口頭 語 的な 表現の 流 を 

認めうる と共に、 內 容に卽 した 表現 をと らんと した 作者の 意 圇 を 汲む こと も餘り 難く はないで 

あらう 0  、 

菊 池寬は 表現よりも 內容を 重んじた 點、 自然主義の 冗長 さから 脫 却して よく 明快 直截な 文 を 

遣った 貼に おいて 注目せられ ねばならない ばかりでなく、 長 篇小說 にあって は、 短篇に おける 

が 如き 素朴な 表現 を 放棄して 絢爛 多彩な 文章 を ものして は、 その 內容 によく 近代的 想 情 を 盛り 

えて ゐ るのと 共に、 句 ふが 如き 豐 霞なる 作品 を 示して ゐる點 において 近代の 小 說家を 代表して 

ゐる ものと 言 はねば ならない ので ある。 

しかも 短篇 長篇 共に 餘韻を 感ぜられない 程よ く 纏り 過ぎた 作品と なり 了って ゐ るの は、 最も 
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よく 西 歐小說 の 長所 I り 人れ たも S として 彼 I 力 めねば ならない ので あるが、 生 

活 第一 j ほ^ 一 一と 藝^ 瞿條 以外の 内容 的！^, 似 を 高 i? しながら、 その 樣 式に 從 つて ^現 形式に. お 

匠 を 凝らして いったの は 彼の 偉大 さ を 物語る もので なければ ならない ので ある。 

かくて 菊池寬 は內容 形式 兩 方面に 亙って 最もよ く 近代の 小、 ％n 作家 を 代 炎して ゐる ものと ふ 

ベく、 斯界の 第一人者 とし： 々文壇の 大御所な どと 综稱 せられる も、 た.^ にヂャ ー ナ リズムの 

誇張の みで はたい ので ある。 


第二 篇 文脈 を 中心としての 考察 

第一章 漢文 脈の 消長 

明治 大正の 六十 年 問 は めざましく 國 運の 伸張した 時代と して 近世お に 輝かしい 多くの 页を占 

めて ゐる ばかりでなく、 之 を 文章 史の 上に 兑るも 亦 著しい 進歩 發展の 跡 を 認めない では をら れ 

ない ので ある。 

近代の 文章 史は 舊樣 式の 混沌た る 表記法より 出發 して 言文一致の 啼 育に 轉じ更 にこの 完成へ 

の 一 筋道 を 歩んだ ものに 外なら ない ので あるが、 その 道程に は 短 かいながら にかな り複 雜な變 

化 を も见る ia^ が出來 るので あり、 日本 文 f4 史の 中で は 最も 與味 ある 時期 を 形造って ゐる。 

第-一 篇に 於いて は 代表的な 作家 を 通じて 近代 文章の 展 11 相 を 窺 ひ 主として 縦の 觀察を 行った 

ので あるが 本篇 にあって は 和漢 洋三 文脈の 消長 を 述べる 事に よって 主として 横の 考察に 移りた 
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いと 思 ふので ある G 

文脈の 上より 之 を るに 和文と 文との 融和 は旣に 久しい ものであって 十  =3 あの.^" よ-, レづ 

I の. 文章に も 濃淡の 差 こそ あれ、 その 陰影 を 認めない もの はない ので ある。 卽 ち叫ュ ^ までの 文 

章 は 和漢 Q  二 雲の 混合の 比率 如何によ つて それぐ ま 文お.^ づけて.^ たも^, ノ なら.^ 

ので あるが、 明治以降歐文脈の流入と共に文章^h脊てs^られなかったi£のt,:だLレも、ゃを们 

ふ 事と なり、 こも I 洋の 一二 文 fi として II な 明 ま 新秦は 管」 出されて 來た 

ので ある 0 

二 

明治の 文章 史に 於け る 三つの 大きな 要素の 中， 最も 力 强く全 期を迎 じて 脈う つて ゐる もの は 

何と 言っても 漢文 脈であった。 

漢文 脈と 言っても、 明治の 新時代に 漠文 その 儘の 表記法が 横行^歩して ゐ たので ない こと.. 

勿論で ある。 犟に 漢文 樣 式の 漢字 假名 混り 文が 行 はれた に過ぎないの であるが、 その f は„ - 

り進ハ ものが あり、 全 期の 何れの 作品に も その 陰 を 多少と も 留めて わない もの は^た 位て ある。 


斤 ST ず、 文 5 诉 しの 文 は 勢の あった だけに その 量 も：： g も 多く、 その 範^^ も 非常に, 力った 力 こ 

の 文 11 を 遣 つた 屮 でお ：1!1 すべき ものに は德 (3E 蘇峯 • 竹 越 三 叉 • 山路 愛山 等 の ：：^ 友 社 派と 三 宅 雪 

嶺 • 井 h 折：： 次郞 . 南 等の 政敎社 派と があった。 

明治の 評 壇に あって は 漢文 崩しの 勢力が 最も 强く 且つ 大きかった と 言 はねば ならない ので あ 

るが、 そのうち でも 德富蘇 *s は 老いて 猶壯者 をし のぐ 投の健 摩 振 を せ その 文の 如き も 時と 共 

に 移って 行って は、 簡勁 重厚な 風 を 築 上げて ゐ るので あり、 漢文 脈の 流れ は 彼の 作品に おいて 

最もけ ざ やかに 之 を 見る 事が 出來 るので ある。 

明治 二十 年 九月 經濟雜 誌 社から 發梵 せられた r 將來の 日本」 の 如き は旣に 早く 樗牛 によって 

讃 嘆せられ た 如く、 實に r 當時 にあって は 破天荒の 文字」 だった ので ある。 その文^：；十は 

人ノ恆 一一 知 ラント 欲ス ル所ノ モノ 將來 ヨリ 甚敷 モノ ハァ ラザル 可シ。 而 シテ殊 一一 我 日木ノ 

將來 ヨリ ^敷 モノ ハァ ラズ。 何 ト ナ レ バ 現 今 ノ 所謂 ル 日 本 ナ ル 者 ハ 叫^^ ノ 兒 孫 ガ 芳草藝 々 

タル、 ベ ー ベ ルノ 原野 一一 於テ天 一一 達セ ン トス ルノ 石塔 ヲ築カ ン ト企テ タル 上古 ノ 文明 ヨリ。 

北 狄蠻人 ノ繼繽 者 ガ鐡ト 電氣ト ヲ以テ 殆ンド 地球上 ノ 表面 ヲ 一新 スル 近時 ノ 文明 一一 至ル 

_^】0 凡ソ 人類 ノ 記憶 一一 存ス ル 時代 ノ歷 史ヲ以 テ此ト 比較 セ ン ト欲ス ルモ。 殆ド其 比類 ヲ尋 
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ヌル 一一 苦ム 程ナル 一 種奇々 怪々 喜 ブ可ク 驚ク可 キノ 時代 ナ レバ 也。 

なる 緒論の 一節 を る も 明かな 如く 漢文 崩し を 主流と する ものであって、 ^文に 好んで 川 ひら 

れ る漸| の 見られる ばかりでなく、 「菜 蔞々」 とか 「北 狄蠻 人」 とか 「奇 々ま」 とかの 

しかつめらしい 漢語が 新ら しい 一 1 一一 = 葉と 共に あちらこちらに 採 川 ひられて ゐ るので ある 

更に 一 一十 六 年 十一 ie: に 出版 せられた 吉 m 松 隆を兑 るに、 

國家 生存 問題の 重なる 一は、 如仞 にして 闽 民が、 其の 肌^ を 愛し、 共の 肌^ を 敬し、 . 

祖阈を 信じ 祖！： の爲 めに は 其の 勞苦 も、 其の 闲雞 も、 北ハ の身體 も、 北ハ の財ャ W も、 卽ち 共の 

生命 及び 之に 附 3i する 一 切の 事物 を も、 擧げて之に獻ぐるを.别せざるの^^神をぉふ付きか 

によって、 解決 せらる。 極 一一 一 n すれば、 阔家は 此の 精 祌の爲 めに^^し、 此の- S 神 を 失 ぼし 

て、 衰頹 し、 滅亡す。 束 西 古今の 歷史、 ーれに其の擧設^^たり。 固より"； =S を 以て、 唯一 の W 

因と 稱 する を 得す。 然も 重なる 原因、 鼓に 在り、 主なる 原 W 玆に. ^り 

の 如く、 漢文樣式特有の问じーーーー！：！^ぶを故意に繰返さぅとする倾向の！^られるばかりでなく  I 

人に 百 歲の壽 なく、 社會に 千載の 生命な し。 流石に社<^的終^|の神ゃサ鬼ェを施したる德=^ 

幕府 も定 命の 外に 出づ 可ら す。 ニ百年の泰平は德川^^府の賜物たり、 而 してな y 川 あ.^ も 亦 


た 其の 泰平の 爲 めに 倒る 可き 數を擔 へり。 生産 的 進歩 は ハサ 亂の 時代と 並存せ す。 天下 泰平 

は 武備 機關の 制度と 兩立 せす。 今や 武備 機關の 整頓 は、 其の 生存と 兩立 せざる 平和 を齋ら 

し來れ り。 而 して 平和 は 何物 を 齋 らす。 平和 は 富の 使者な り、 富 は 進歩せ り、 非常に 進歩 

せり、 而 して 其の 富 は $1 な 封建 武士 以外の 富な りき。 平和 は 富の 生產 を蕭ら すの みならす 

亦た 富の 快樂 を澍ら せり。 富の 快樂 を窗ら すの みならす 亦た 富の 崇拜を 齎らせり。 封建 武 

士を 屮、、 r として 組織した る 社會、 焉ん ぞ此に 到りて 其の 中心 點の 傾斜せ ざる を 得ん や。 

の 如く 對句ゃ 繰返し も 見られ 一史に その 中には 「生産 的 進歩」 とか 「富の 使者」 「富の 快樂」 「中心 

點の 傾斜」 などと 新しい 熟語、 歐文 風の 表現 もま k 見受けられて、 佶 屈な 漢文 様式に 一 脈の 淸 

新味 を 投げ かけて ゐ るので ある。 

おの 「嗟 呼國 民の 友 生れたり」 を 見る も その 爽快 活 澄なる 筆勢 は 萬 里の 長江 一 館して 來 るが 

如くで あるが、 

1. 呼 改革の 健兒 たる 諸氏 は • 或は 煩惱の 夢に 驚かされざる、 幽靜 なる 黄泉に 於て 安眠し、 

或は 禁 殿に 於て 顧問 官 となり、 元老院に 於て 評議 官 となり、 或は 世襲の？^ を 賜 ひて 中ー贝 族に 

列し、 皆 夭 恩の 隆 握なる に 浴し、 優 游殘年 を樂み 以て 安息す る こと を 得たり、 然 らば 則ち 
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改革 彼 自身 も 亦た 安息す る こと を 得 可き 乎、 E く、 否、 改革よ、 改革よ、 汝 は^して 安. 仏 

する こと を 得ざる なり、 

の 例に も 中止 法に よって 綿々 としてつ きる 雍の ない^い 文. ザの H ルられ ろば かりで なく、 そこに 

は歐 文脈に よる 新鮮な 色彩の 織り込まれて ゐる 事も兑 逃せない であらう。 

かくて 漢文 脈と 首 ふ も 明治の 新時代に 純然たる 澳文 表記の ものの^^して ゐ たので ない ボは 

勿 f 、 そこに は 和文 脈な り歐 文脈な りの 混 清の 行 はれて ゐ ろ^も 首 ふまで もない ので ある。 ^ 

ち 明治の 新 文章 はこれ 三文 脈の 融合 調和に よって 築き上げられ たものに 外なら ない ので あり、 

"もって 初期に あって は ともかく 後期に 至って は 純然たる 澳 文脈の みよりなる 作" 叫 は" おんど^と 

言 ふべき である。 

或は 雜誌 「日本」 とか 「日本 及び 日本人」 などに よって 阈粹保？^：主^^ の 勃興 以來 m4 想 に 1 

きをな した 雪嶺の 文 一 偉人の 跡」 (明 ま 一十 ス牛) を ろ も 

副 島 C こ對 して ii 人 多く^ 虞 三代 を 聯想したり、 處： 一： 代の は 頗る 詳密 を缺 き、 の 

上より せば、 未開の 疲跡往 々唾 焚すべき 心らん も、 傅^と 化，、 に n 然に 人の 想像 に^び 彷彿 

として 眼前に 現る、 無から す、 而 して 先づ m 心 ひ 及ぶ は 们の 人格に して サ太公 は 如何の 人 


物なる かと 問 ふ、 則ち 或る 點に 於て 们に 類せ ざる や を 疑 はざる 能 はす。 古 供の 如くん ば 5- 

タ太公 は 王： の 村。 任 く 功大、 容 に比擬 すべきに 非ざる に 似 たれ ど、 伯と 雖も志 は 其 

の 上に 出 づるも 決して 其の 下に 降らす、 一 £ は 全く 一： ^様の 位 S に 在りし と 謂 ひて 妨げな し。 

の 如く 純然たる 澳文 崩し によって そ の 評論 の 筆 を 運ば せ て ゐ るので あ る。 

-见に 明治 叫 卜五华 山路 愛山の ものした 「勝 海 舟 を 論す」 を るに 

勝 氏の 人物 論 は、 度 先 W 諸 の 論ぜられ たる 所に て、 今 さら 我等の，， を^す に 及ばぬ 

ことながら、 此に手 短に 我等の 心に 印象した る 所 を 一 ム ふべ し。 船 氏の 人枘は 快， W の大ー おの 

如く、 からりと 致し 居りて 少しも 陰氣の 所な し。 ^.15 眼 は 若き 時より 世界 犬に 版が り： S りて 

議， は 常に 時世の 要所、 大所 を捉 みたり。 他人 は {^rt に. i. 吟す るに 勝 氏 は 野外に 大 聲を發 

す。 殆ど 天下 を 小と し 世人 を ：山^ とする 概 あり。 

の 如く 同じく 漢文 崩しと は fB ひながら ii 々俗語 を 混用す る 事に よって 非常にく だけた 难致 とな 

り、 所 li 漢文の 佶 Si さから まぬがれ、 しかも その 氣品を 保って ゐる ものと も 一 百 ふ^が 出來 る。 

以 上 の 評論 2- の 雄が 幸 3 く 漢文 崩し を 主流と し て 之に 多少の 欧文 脈と か 幾分 の 俗語 調 を 交 へ て 

その 文 を 遣って ゐる 中に 在って 樗牛 とか 桂月と かの 同じ 評論に 筆 を 染めながら も 漢文 脈の 中に 
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巧みに 優婉 ま 文脈 I 込ませる 事に よって その 行文に il の 趣 を 加へ てゐ るの は やせ 

ら るべ きで ある。 

得 牛の； 卟" 論に も 勿論 小說 革新の 時機 (三十 一年 三 H) に える 如く、 

凡そ 豪 を與 へざる の 世 は 則ち 是れ あり、 豪を耍 めざるの 枇は 則ち "おあら ざろ 也 W 

々夫れ 缺 けたる 所、 必 すし も充 たさる る ものに 非す、 ^々、 ^志と ひ、 物-^ の 願に 稱は 

ざ， 比，，ま、 玆に懊 惱烦悶 の 病 を 生す。 •  おれ は 思 ふ、 今の 社會は 文. M に對 して の" おに 抓 わる 

に 非ざる 乎。 

吾が E ルる所 を 以てすれば、 今の 文 境 は 何れの 方 商に 於ても 落^ を 極めたり。 ，い ィゾ. .^^w 

1" ど 消磨し 去りて、 老裴の 死相 何處 にか 现じ 來ら ざる。 さながら 紅花 綠藥 の. ゆ 影 は、 ゆく 

春と 共に 名殘 なく、 黄 茅 白 葦の 秋風に 描 落す る を 眺めて、 ^に 懷を遗 るが 如し。 

などと 純た る 漢文 崩しの もの も 受けられる けれども 一方に おいて は ゆ 者と 文お の 如く 

整史は 折：： 學 よりも 更に 多く 文？" 十に 待つ ある もの 也。 歴史と はお 文 S の^ 合せ の^に ま 1 

過去の 時代 を 活ける が 如く 描寫 し、 其の 精神 を さながらに？ する が 木 じ" なり。 "だの 木 じ.^ 

を遣憾 なく 達せむ に は、 古文 の 蒐^ 素と より 必要ながら、 叙述の 一段に- つて は * 


の 想像力と 文章と に 待たざる を 得す。 ギボン、 マコ ー レ ー、 力 ー ライル、 ランケ、 フル ー 

ド 等の 著書が 世に 重き を爲す は、 其の 文章 與 つて 力 ある こと は 一一； 口 ふまで も 無き こと 也。 ^ 

やの 歷 史家 中には、 哲學 者に 於け るよりも 能文の 士多 けれども、 史家ら しき 文章 を 書き 

る 人と て は 極めて 少數 ならむ。 所訟 は、 事實を 取調ぶ る をのみ 歷 史家の 本領と 心得、 想 

像と 文章との 他面 を閣 却した る 弊なら むと 思 はる。 

などと くだけた 書 振りの ものの 見られる ばかりでなく、 「巧 夜の^ 感に 就いて」 の 如くに 

美 は. ー き 物の 例へ にも 月 花と ぞ 一. ム ふめる。 まことに 月夜の 美感 を 讚 ふるに ふさ はし き 一一 一一：！ 葉 

は、 この 世に 幾何 も あら ざら む、 人 はた ビ ft 人の 筆の 短き を 恨みと すべきな り。 今や 秋 も 

末にな りて 蟲の聲 も 絶え. <\. なり、 人 は 三秋の 夜 を 如何に 過ごしけ む、 試みに 過去の 情 

を緬 想して 吾等と 共に H 夜の 美感 を ふる、 亦 可なら む 乎。 

などと！： 文脈の 多分に 加味 せられて ゐ るの は 柔らかな 筆致 を 感ぜし める に 充分で あるが、 こ " 

にも 我々 は 一 方に おいて 

世に も 哀れ は 平家と ぞ云 ふめる。 まことに この 一 門の 盛衰 を考 ふれば 心 も 言 薬 もなかく 

に 及ば ざり けり。 

,  ニニ 一 
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按 すれば 一 日 一の 霞に ふけりて. I の 計 を t はす、 秋 や I 吹きす さばむ すあした、 た 

ほ赛の 夜の 夢お ぼろに して、 醒めての 後 は、 行 手 をば 流石に 浮， S じご も、 

旣に梭 を かへ たる を 如何にすべき。 今き にかへ さむ 術も片 糸の. よりく づれ たる， そ 

かへ す，^ も 是非な けれ。  ： 

な阜謹 感の 如き 霧 切： して， 純 I まものし" る 作 sfl める す 力" ま 

の である。 

或は また 糞の 中學 生の 文， 半ば 一 變 せしめた とさへ ts れてゐ る 大&れ "のまき に 

〇 實に、 人 S は不 1 管る 哉。 われ 年壯 なりし 時、 安 奪と なりて、 船に やて 

,¥1 りしが、 SI 一尾、 はからで 船中に とび 込めり。 これ 大いに f  3^ す 兆な り 

との 事故、 I して、 自 から 料现 して、 g 打って 食 ひ、 sf.  I 分けして やりし 

:A、 その 時 は、 まさかに、 武家に 例の なき、 太 政き に h り、 外戚と なり、 m^l^ 

の 舞，， したりし 豫氏を 投げ出して、 代りて、 am^^ 

ざり き 0  (平 淸^ 明ュ出 三十 八 年)  . 

Gsf 畑の 中に 月 一つ」 と 正 IT 规のぜ けむ、 我れ §に§ しこと 前 きを 


知らす。 今で こそ 旅館 多く、  ^莊^ ち績 きて 一 大熱^ 地 を 現出し たれ、 明治 二十 年頃まで 

は、 荒凉 たる 遗墟 なりき。 三方、 山に 園 まれ、 一方 海に 面した るの 地、 處々 に 古き 社寺 あ 

るの みに て、 當 年の 邸 跡 は 畑と なり、 大怫は 寂しげ に 露に 立ち、 五山の 鐘聲 雲に 響き、 人 

をして 懐古の 感に堪 へ ざら しめたり。 源賴朝 父子 三代の 莉を唱 へし 處、 北條九 代の 治 を^ 

りし 處、 足 利の 一族の 35 を 構へ し處、 上 杉 氏の 權を捉 りし 處、 前後 幾 百年、 興亡 一なら す。 

雄圖 一夢に 歸し、 鮮血 土 花 を 染め出 だして 碧 也。 され ど^ 通 世に 鎌 ^時代と いふ は賴 朝が 

幕府 を 興して より 北條 氏が 亡ぶ るまで、 凡そ 百 五十 年 問の 也。 (嫌 食 武士. 明お W 十二た 牛) 

などの 如く その 評論に は 漢文 脈に 幾分の 國 文脈 俗語 調 を も 加味して 所 加 S 漢 の 倍 屈さから まぬ 

がれお々 に 親しみ 易い 筆つ きを 示して ゐ るので あるが、 中には 

〇 佛敎 盛んなる に 及びて 寺 W あり。 その 寺 W だんく 增 して、 平安朝の 未に は、 一 寺に て 

数千の 僧兵 を 養 ふだけ の 領地 ありた る 也。 (源賴 朝， 明ュさ 一十 八 年) 

〇 范， 魂 は うすのろ 也。 生かして 置いても 差 支 はな けれど、 賴 朝が 富 士の卷 狩の 際、 赖朝タ 

せりとの 流 一一 In を 聞きて、 政 子に 向 ひて、 我れ あり 安ん ぜ よとの、 とんまな 失言 は、 厳正な 

る賴 朝の 氣象、 瘕に さはって たまらざる 也。 云々 (問 前) 

ニニ 三 
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などと、 くだけた 俗暫 多分に 採 入れながら も 今一 歩の 所で 踏みき f  . ^ん ず 文 一 f 

ものし 得なかった やうな ものも^ 受けられ るので ある。  リ C 

桂月が 逢な 筆 を 以てしても その 評論に 於いて は 遂に甚 5 によりえな^! i の r に 〔M, ハ 

も 如何に 1 ま 漢文 脈 を I して ゐ たかを 知りうる と共に Is を.^ つて." If の 

する に 至っても  マ，）：， V； 、； こり。 .！、，i」 

〇 ことし は、 雨 多き 年なる 哉。 It!  Im.  -," J 

入りて、 ，へ 降りたり。 この 具合に て は、 稳の候 は、 1、  nil 

あても、 外づれ て、 大いに 降る。 降らぬ 日と て、 陰に くもりて、 -olu^ 

す、 田ち 切って？ も出來 ざり しが、 -iila^ 

この 雨 あがりに とて、 中 野 あたり さして、 ぶらく 歩く。  Ins  rv 

〇金さ s せば、 鬼 も怫。 霧の 一部が おりた かと 思へば、 我心 も輒 くたり、 やた は f 

る 一」、 家に 歸 るより 早く、  I 來ぃ、 何處 へで も、 作れて" つて やらう と、 1-.^. 

を つれて、 立ち 出で たり。 雷 は、 近く 親へ つれて きしこ まり、 £クケ や.， ト 

殊こ、 この 日、 家に あら ざり ければ、 つれざる 也。 (奴. I の 旅. 十 年) 


などの 如く 口頭 語 を 多分に 交へ ながら も 猫 容易に 漢文 脈から 脫却 する 事の m 來 なかった 事情 を 

も 推察す るに 難くない ので ある。 

かくて^牛とか^;^月とかの文壇に關係のぁった人々には國文脈の流入にょって柔かな親しみ 

の ある 文 も 兑られ たけれ ども 評論 界. 一 般 として は 明治の 全 期 を 通じて 漢文 脈を宗 として ゐ たの 

であって、 この 流 風の 如何に 一 般社會 に 根 强ぃカ を もって ゐ たかを も 知る 事が 出来る ので ぁス 。 

轉 じて 文 境の 方面 を 見る に、 小說の 作品に おいても かなり 後まで 漢文 脈の 認められ るの は 寧 

ろ 驚くべき 程で、 この 流 風の 如何に 根強く 我が 文章 界に 侵染 して ゐ たかを 窺 ひうる ので ある。 

事 皆 改まる 明治の 新時代に 獨り 文章の み 依然として 徽の 生えた 舊樣式 その ま" の ものの ffl ひら 

れてゐ るの を 歎いて、 斷然 言文一致の 新 文章 を 創始した 二葉 亭の 如き も、 一方に おいて は 

〇 父親 は舊 幕府に 仕へ て 傣祿を 食んだ 者で 有ッ たが、 幕府 倒れて 王政 古に 復り、 時 律 風に 

なびかぬ 民草 もない 明治の 御世に 成って から は、 舊里靜 岡に 楚 居して、 g:! く偷 食の 民と な 

り、 爲すこ ともなく 昨日と 送り 今日と 暮らす 內、 坐して 食へば 山 も {登 しの 諺に 漏れす 云" < 

ニニ 五 


、 c  ョ 一六 

第 漢文-ぬの^^ 

(浮 雲 第二 囘^ 變 りな 戀の初 梁 入 上)  ー 

〇 庭の 一隅に S 込んだ ふ ばかりの f  SI けて 出る ほの てし さ。 

の 力の 測りなくて、 斷雪 一 片の M だ もない 蒼 空 一 面に てり わたる 術 光.^.^ ャ*{ と 

して I 卞 I るば かり。 初 は 隣家の 隔ての 竹 K に 遮られ S のまり I め、 i 

上って 編へ 這 込み、 ，の 水に 流されて は 赫¥  i の S に 透りて は.. ま 

の 人に f 添 へて、 S 一  まの 光き ひ、 終に ラ壁 へ 這 上る。 凉風 . 

せ f よろ ま f 夕 額の 影法師が 籠と して 舞 ひ 出し、 さて は s=l 末にす 力る？ 

殊が、 忽ち 螢と 成って 飛 迷 ふ。 (浮 雲 第三^、 同前 下)  - 

などと 間 i 文 崩し そ のま、 の 表出 法 を とらない では ゐられ なかった のによ？ も、 f 义 

勢力 SIQmf かった？ 知りうる と共に、 爆お き あき.. がた とへ 一 「"文：；；：：^ 

新 文章 を 創始した と眷 へ、 遽 かに I 式 を I しきれなかった の 4 一 まらぬ ザと.. はれ.^ 

ので ある。   

妹 背 貝 を ものした 小波の 如き も 響 心得の き 一條に 一文 體は 例の ま 一致。 t な 力 力，. 

れた听 あれ ども、 §i§§t お。 難く 霞すべき 事。. 一と 犬..^ さ？ つて は 


その 胃 頭に 

日本 橋から 南の 方へ 二三 里、 同じ^ 京 "おの W では あるが、 ^ポの 喇叭. 初 の 一は 聲も に 

は 耳 珍ら しく.^ 十二時の 號砲 さへ、 でなくても 間き もらす 位な 處。 然し 此. m は 此の 邊に 

も鐵 道が 敷かれ、 向う の 森 隆にヒ ュ 1 と 云 ま、 時なら ぬ f 地に 森 かせて、 物 なれ I 

鶯を 驚かす の を、 ハテ 殺風景な 世に なった ト、 を^め る隱者 も あると やら。 (^) 

などと 新鮮な 屈託のない 文章 を 示して はゐる ものの 

吾 も 可 笑いと 思った 事、 是 或は …… 0 

今まで 角 を 出さなかった 疑念の 鬼、 於„^^てろそろ跋这しはじめた。 斯う 成って 來 ると、 眼 

に は 疑念の 網膜、 耳に は 疑念の 鼓^.^ 兄に 就いて：！： ルる事 聞く 事 $1 可 笑く 感じられた。 タし 

只 可 笑く 感じた ばかりで はすまない" 必す 之に 伴って 一 極 不愉快な 感情が 起る。 

の 如く 歐 文脈のう ちに 漢文 調の 織 込まれて ゐる もの も 受けられ、 一史に 

それや これ やで 腦 は、、 ツキく、  ！-  g ゆ 者も藥 も、 陶 犬 K 雞。 (冬) 

の 如く 全く 漢文 句 調の もの も 不調和な がらに 取 入れられて ゐ るの も 亦 注 U せらるべき であら 
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紅 f 美妙と Q 關係 上、 彼 i 抗せ t して I にま囊 形式に 則"、 雅 f 蕩 に 力 を 

そそいで ゐ たやう であるが、 彼 とても 美妙 以上に 西 歐文學 への 深い S 解の あった だけに、 漸く 

f なつ 一」 きた 言文一致に 對 して 全く 無關心 11 は 出來ゃ はじめて 二人." S にこの ず f- 

み 多情多恨に 至って は 今日 一般に 廣く用 ひられて ゐる 「 …… である」 止" あ^は—. ュ をリ. ^し 

ゐ るので あるが、 これらの 作品に さへ 漢文 脈の 姿 は^ 全然 影 を ひそめて 了って はゐ ない ので.^ 

る。 卽ち 二人 女房に あっても  、"う 

〇 子 I る こと 親に 如かす と 云へ ど。 子 gstt 親に 如か t 女- やが..^ をば 

たしかに 實價の 五倍 も 買 冠って ゐて。 お 銀 ほど 美しい もの は。 供^に 二人と は 無い もの、 

やうに 想って ゐ る。 

〇i, ロを捺 したやうな 五 紋の紗 の 羽織の。 どう 疊む でも。 鎖 を： みいても。 ^0體絲が^^をケ 

つて。 めたら I 一と 仲び にくい 皺が。 最多く 裾の 邊に たる を。 殊-见 に 析= 正しくれ W 做 

したる が。 一 心に 道 を 急いだ きき か。 四 分 五. m ほ..^ 拔 衣紋に なって。 然 のみなら す^ 錢が 

1 不 三度ば かり も 曲って。 御紋の 上り藤が 風に 吹か わて ゐる 

などの 如く 漢文 句 調 を 交へ たぎ こちない 口語文 も 兑られ るので あり、 多情多恨に 於て さへ 


^iiassf0^, が I 力で a きなる ものなら ば、 如 例 A なる 

艱難 をして なりと も、 それだけ I 額 を s むで、 びお 類を此 世に 活 したいと 念 ふ。 吁、 

..i 君； 土の 貴き にさへ SS はぬ！ 定業 は 移す ベから t 人の 死んだ の は 紙の めら/：: と 焚 

えて 了った のと 同じ 事で f いふ にもうと き" かならぬ。 お 類 は 赤土に 管って、 恁 して 

ゐる 11 に i バ朽 つて ゆく ので あると ば、 情無 さも S し、 氣 も亂れ るば かりに I が 

虔く なる 

の 如く 時に 漢 S しの 文章 を 混へ ないで は をら れ なかった のによ つても、 度 ー旦首文 一致に 

筆 を 染めながら 最後の 大作 金色 夜叉 を ものす るに あたって 再び 維 俗 折衷の 體 にかへ り、 し 力.^ 

その 中には 

〇 し-則 町なる 坂 町 は 軒並に 鎖して、 何處に 隙洩る 火影 も 見えす、 葡 砲兵 營の外 柵に^ 茂る 

Si は颯々 の 響 をぎ して、 其の 下道の 小暗き 空に 五位 驚の 魂 切る 聲 消えて、 夜色 愁 ふるが 

如く、 正に 十 一 時に 垂ん とす。 

〇 雨 は此時 漸く 霽れて、 軒の 玉 水絕々 に、 怪禽鳴 過る 者 兩三聲 にして、 跡 松風の- -ュ = 飆 々た 
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の 如く 漢文 脈の 表現の 見受けられ るの を 思へば 紅 紫の 作品に 如何に^ 强 くこの 文"  おの， ブを も 

つ こゐ たかを 推察す る ことが 出來 るので ある。 

更に 文章に も 餘裕を 必要と して 子規の n„u 一、 ゆした お 生 文 を 大成し、 や 枕と かお^ 人 やと かの"^ 

今獨 歩の 大文字 を 示した 漱 石の 文 を 見る も、 亦 漢文 脈の 勢力の 侮る の出來 なかった の を 認め 

なければ ならない ので ある。 

鬼 角に 住みに くい 「人の 世 を 長閑に し 人の 心 を 制れ-かに する」 所に 萬 A 術 〔水の 使命 を M:^ 出した » 

石 は 草枕に 於て 最もけ ざ やかに その 现論を 地で行き かなりの 成功 を收め てんる やうに^ はれる 

ので あるが、 こ k にも 

〇iE みにくき 世の中から、 住みに くき 煩 ひ を 引き 拔 いて 難お い 世界 を まのあたりに おすの 

が 詩で あり、 畫 である。 ある は 音. 架と 彫刻で ある。 こまかに 一. ム へばお さないでも よい。 只 • 

まのあたりに 見れば、 そこに 詩 も 生き、 歌 も 湧く。  ^想 を 紙に t 漆と さぬ とも 5? 讲の. おは 胸 

裏に 起る。 丹 靑は畫 架に 向って ま抹 せんでも 五彩の 夠爛は n ら心^ に 映る。 只お の カ< む 

世 を、 かく 現じ 得て、 |2*^方寸のカメラに个ぉチ广^^の俗界をャ肘くぅららカに勒め》^仁ォに，ん 

る。 この 故に 無聲の STJ; 人に は 一句な く、 無色の 整 家に は尺綠 なき も、 かく 人^ を践じ 得る 


の點に 於て、 かく il5 淨界に 出入し 得る の點に 於て、 叉 この 不 不二の 乾坤 を 建立し^ るの 

點に 於て、 我利 私慾の 覊紗 を橘蕩 する の點に 於て —— 千金の 子よりも、 乘の 君よりも、 

あらゆる 俗界の 寵兒 よりも 幸福で ある。 

〇 畫 であり 詩で ある 以上 は 地面 を 貰って 開柘 する 氣 にもなら ねば、 鐵道を かけて 一 儲けす 

る 了兑も 起らぬ。 只此 景色が f— 腹の 足しに もなら ぬ、 月給の補ひにもならぬ此景^^が景 

色と しての み、 余が 心を樂 しませつ k あるから 苦勞も 心配 も 作 はぬ の だら う。 自然の 力 は 

是に 於て 尊い。 五！： 人の 性情 を 瞬刻に 陶冶して 醇乎 として 醇 なる 詩境に 入らし むる の は 自然 

である。 

などの 例に 明かな 如く 疊み かけたり 繰り返し を W ひたりして ゐる ばかりでなく、 多くの 漢ー ^li を 

取 入れて ゐ るのに よっても、 如何に 漢文 脈が 明治の 小 說界に 大きな 力 を 持って ゐ たかを 知りう 

るので ある。 更に 時 治の 文章の 頂點を 示す ものと も 思 はれる 虞美人草 を兑る も 柔らかな 和文 脈 

淸 新な 歐 文脈 の驅 使せられ てゐ るのと 共に、 

〇 花の香 さへ 重きに 過ぐ る 深き 巷に 呼び 交 はした る 男と 女の 姿が 死の 底に 減り込む 恭の影 

の 上に、 明らかに 躍り あがる。 宇宙 は 二人の 宇宙で ある。 脈々 三千 條の 血管 を 越す、 若き 

,  二三 一 
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血潮の、 寄せ 来る 心臓の 扉 は戀と 間き 戀と 閉ぢ て、 動かざる5i^^を、 躍 然と 大 お-^ に 描き 

出して ゐる。 二人の 運命 は 此危き 刹那に 定まる。 か？ I か、 微塵 だに 體を 動かせば それ S 

りで ある。 呼ぶ は 只事で はない、 呼ばれる の も 只事で はない。 生死 以上の 難 關をガ の^に 

控 へて、 1 然 たる 爆發 物が 抛げ 出される か、 抛げ 出す か、 動かざる 二人の 身 體はニ 塊の 縱 

である。 

0 金 は の 純に して 濃き ものである。 富贵を 愛する もの は 必す此 を 好む。 榮眷 を^ も 

の は 必す此 を 選む。 盛名 を 致す もの は 必す此 .53 を 飾る。 磁石の 錢を吸 ふ 如く、 お は 凡 

ての 黑き頭 を 吸 ふ。 此 色の 前に 平 身せ ざる もの は彈 力なき 護謨で ある。 一 側の 人と して 

間に 通用せ ぬ。 小 野さん はい.， 1 色 だと つた。 

などの 如く 漢文 脈の 攝取 によって カ强 いなめら かな 文章と たり 得て ゐろ もの も あるので ある 

歡 石の 文章に は 柔らかな 國 文脈 ゃ淸 新た 歐 文脈の 含まれて ゐる ばかりでなく、  ^义^ の 多， ノ 

に 取 入れられて ゐ るの は、 彼が 西 歐文學 を 攻 しながら、 か へって^ 洋 的な ものに 心 を ひ 力れ 

そ Q 藏 書目 錄 にも 多くの 漢籍の 兑 受けられ るのに よつ て も、 彼の 敎遂 の^ 度 を 窺 ひ 知る 1 力 出 

來る。 ^石 は 小 說の內 容には 勿論、 その 表現にまで 餘裕の ある 逼ら ない もの を 必要と し 


餘裕派 として 自然主義 の 隆盛なる 時に あって、 悠々 自適 文 境 を脾 睨した の も 痛快で は あるが、 

「餘 裕」 なる 言葉の 「泰西の 潮流に 漂うて 横演に 到着した 輸入品で はなく」 俳句から 脫 化した 純 

束洋 的な 產 物なる を 思 ふとき、 漱石の文に漢文句調のかなりカ强く脈打ってゐる事をも容^^に 

推察す る ことが 出来る であらう。 しかも 彼 は 文體の 一 長 一 短 を 論じて 自らの 小說 には柔 かい 文 

體を用 ひる 事が 多く、 從 つて 鬼 も 角 結び だけ は 言文一致の 樣 式に はなって ゐる けれども、 どち 

ら かと 云へば 漢文 假名 交りの 文體 とか 漢文 脈 を ひいて ゐる 文章が 好きで あると f  一：！ つて ゐ るのに 

よれば、 漢文 脈に 對 する 彼の 愛 著の 程 を 知り 得る と共に、 この 文脈の 特に 力強く 彼の 作" i に 働 

きかけ て ゐる理 .H を も 窺 ふ 事が 出来る やうで ある。 

明治の 新時代に あって は旣に 早く 淸算 せられた かの 如く 思 はれる 漢文 脈 は、 かなり 强く 明治 

の 小說界 にも 作用して ゐ るので あって、 一見 飜譯の 文章ら しく 思 はれる 作品の 中に さへ、 その 

譯語 として 多くの 漢語の ^ ひられて ゐ るの を 見れば、 明治の 文壇に おける 漢文 派の 勢力の 侮る 

ことの 出来なかった 事 を 知りうる ので あるが、 更に 評 壇に あって は 漢文 崩し は 始んど 全 分野 を 

,  二  il 
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占め、 しかも 明治の 全 期 を 通じて この 文體 によって ゐ たの を 兑れば 近代 文 車^に おける^ 文脈 

の 勢 も かなり 大きな ものだった とも 首 ひうる ので あり、 この流風の消-4^を度外^しては列^近 

代の 文章 を 論す る 事 は出來 ない ので ある。  ， 

第二 章 國 文脈の 系統 

明治 十 年の 末葉から 廿 年の 初頭に かけて 祖！^ 日本 は 西歐^ 拜の 念の 極 ぼ-にん せられた ゆで 

あるが、 その 渦中に うごめきながら も^に 反動的に！： 粹 保^の 運動 も 現 はれて をり， 新しい W 

文學者 大和 田建樹 • 落 合 文な どの 力の 結^ は こ 、 に 漸く：：： 木 文 を^ろ もの も少 くな い や 

うにな つたので ある。 しかも 彼等 二 先 覺者は 古典 を 尊, wii 研究した ばかりでなく、 ，：： らも その 形 

式 を 古典に かり 新しい 想 情 を 盛って 華艇な 作品 を 多く 發^ した。 中には 小^ら しくまと まった 

可憐な 作 さ へ兑受 けられる ので あるが、 この 文體は 1： 下 生 桂 巧 を はじめ- 则江^ 衣な ど。 人々 に 

よって 機 承發展 させられて をり、 世に 美文と か 新！： 文と か in はれて ゐるの はこの 流 を 5^ す もの 


に 外ならぬの である。 

落 合 文 はっとに 短歌の 革新 を 叫び 自ら も 

樱花 しばし は 散るな ゆく 水に 瘦 せし 一 一人の 影う つし！ む (大町 月と 小 个ハ井 に^して) 

父君よ 今朝 は 如何にと 手 をつ きて 問 ふ 子 を 見れ ば 死 な れ ざ り け り 

などの 如く 新しい 境地 を 詠 出して ゐる ばかりでなく 新 體詩を ものして は、 

夜 もやう やうに あけはなれ 

心 もな にか ありあけの 

月の ひかりの 影お ちて 

庭の やり 水お とす ごし 

少女 は 寺 をた ちいで-^ 

まだ もの くらき 杉 むら を 

たどりて ゆけば 遠 かたに 

きつねの 聲も きこ ゆなり 

などの 如く 七五調の 平明 流 麓な 佳作 を 示して 流石 は 國文學 者た る 貰錄を 示し てゐ るので ある 

, .  二三 五 
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が、 更に 

〇 後 r 顧みれば、 龜山 ^に錄 え、 前 を めば、 海原 雲に 述れ り。 北の方に は- 个叫郞 f、  ^ 

人濱、 外の 濱 など、 おもしろき 所兑ぇ • 南の 方に は 末： お、 s> 怫礎、 £1^ など、 

も づ/ _.; し *4 

を かしき 所 あまた 23- ゆ-  ia^g の 方に は 小豆 島、 1, 夫 など、 波の 丄 にび ひ、 北の 

方に は、 あまの 苦屋 立ちなら び、 松靑く 砂. HI き 所、 風光明^、  fjg よりもうる はし。 (W 愛せ) 

な どと iiw かにして 平明な 表现 のうちに 小說 めい た 内容 を も つ た 所 li^ 文 を も 作 つて ゐろの は そ 

の 流派の かなり 力強く 後の 作家に も 響いて ゐる點 において 注 H せらるべき ものである。 

直 文の 唱導した 美文 は 彼の 門下生た る 大町独 井 雨 武ぉ^ 衣な どに よって  一 ^そのん 取^ 

を 添 へられた ので あるが、 一 方鹋 外と か 文舉界 人の 寄與を も亦兑 逃す S は^ 來な いので あ 

る 0 

鏖井雨 江と か武島 羽衣の 如きに は 

〇 をり ふし は、 餘念 なげにう ち ながめて、 いつしか 歩み を 忘れた る 如くた 、すめば、 や、 

行き過ぎ たる 牛の、 主 をうな がす か、 ふり かへ りて、 ニ^、  ^きて よぶ に s?^ かされ 

て、 ひた はしりに 定 りよる と はすれ ど、 やがて、 また、 おくれが ちなる 袖、 何 に 引か、 る 


ものなら む。 招く 尾花 や、 すがる， ：11 露、 いづれ 面白き 秋の 野邊。 (ゆく 水. 雨 };d) 

〇<. -が歸 り ゆく 路傍の 田家に は、 はや 三 々五ぶ として、 g 火の かげ ほのめき みえぬ、 折す 

ごさ じと 鳴きいで たる 蛙は穗 のへ を わたる そよ風に、 聲打 なびけ て、 一し ほ 夕 ぐれの 哀れ 

を そへ たり (霧 分 衣 • 羽衣)  _  、 

などの 例に 見える 如く、 散文詩と も 言 はれる 程な 調子の い 、滑らかな 文章 も 見受けられて 美文 

の 一 つの 特色 を こ k に 見出しう るので あるが、 羽衣の 作品に は、 

{$ の あるじが 鼻 うごめかして、 いと 誇り かに、 語りしても 理 なり。 近く、 總- おの 山々 を 初 

めと して、 遠く は、 甲 信 野 州の 岑嶺 まで、 ひとしく 雙眸 のうちに 集りて、 渺瀰 たる 保 rail 

の烟 波、 只 こ k もとに 寄りく る 日本 寺の 風光に は、 物う かりし 旅の 疲れ も、 いつしか 名 

なう 忘れ はてぬ。 (霧 分 衣) 

の 如く 幾分の 漢文 句 調 を 混へ たもの も 見受けられ るので ある。 

に 大町娃 月 は 最も 美文に 力 を そ 、 ぎ 古塚 • 病院 • あだ 形見 • かた 袖 • 須 1- の 一夜 • 鐵槌 • 

風流 鴨 • 畫 ける 美人な どの 小說 めいた 秀れた 作品 を も 示して ゐ るので あるが、 その 文章に は 

〇 仰げば 高き 金剛、 葛 城の 二 山、 天外に 積 翠を橫 へ、 一條の 大和 川、 平野の 中に 銀 蛇 を 走 

,  二 in 七 


第二 章 闽 文脈 9 系統  .  二-一一/ 

らす など、 なれに し 故鄕の 山川の 景 ながむ る も、 今 街ば かり かと 思へば、 となくな つ 

かしき 心地す。 (かた 袖)  1 

〇 夜更けて 風 全く 死にたり。 遠 寺の 鐘聲、 烟 霧の 外に 沈みて、 人跡 絶えた る， I お お.^ -に 

りし づけ さは、 梢より 落つ る 露の 聽 くに 聲 あるば かりなり。 (〈ぬ 断の 一. -仪) 

などの 例に える 如く 漢文 脈 I 取す 暴に よつ 一」、 や はら かに f て 叫 41 ん とす るれ 

文 脈を 引き締めて ゐ る 事は旣 に 於て 述べた 如くで ある。 ^H^ll^^r^ 

に 力強い 漢文 句 調 を 以てして 见角 弛みが ちな^ 文 を 引締めて ゐる ばかりでなく、  と 力. -3 

よりも 調子の 高い 文章 を ものした 點 において 注目せられ ねばならない であらつ。 

鵡外は 美文と 同じ 表現形式 をと つて 直 文の 運動に 氣勢を 添へ たので あるが、 彼が々ゃに》>^ 

脈の 文章 を 好んで ゐ たかは、 言文一致の 盛に 川 ひられる やうに たったに も拘ら す、 叫 トー パ や.. 

まで も 依然として この 文脈 を 守って ゐ たのに よっても 之 を 知りうる ので あるが、 W メズ 脈 を" と 

した 殿の 作者と HJ- るべき 一 葉の たけくらべ を r して 


われ は縱令 世の 人に 一 葉 崇拜の 嘲 を 受けん まで もこの 人に まことの 詩人と いふ 稱を おくる 

を惜 まざるな り 

と 絶大な 讃辭を 贈 つて ゐ るのに よって も 亦 之 を 推察す る に 難くな いので ある。 

鷗 外の 文 をみ るに、 二十 三年 一月 國 民の 友に 揭 げた 「舞 姬」 にしても、 同年 八： しがら み筚 

紙に 載せた 「うたかたの 記」 にしても、 或は その 翌年 一 一十 四 年 一 月 に 新著 百 種に 收 めた 「文づ 

かひ」 にしても 

〇 今 この 處を 過ぎむ とするとき、 鎖した る 寺 門の 扉に 倚りて、 聲を\|^1みっ --泣くひとりの 

少女 ある を 見たり。 年 は 十六 七なる べし。 被りし 巾 を 洩れた る 髮の色 は、 簿 きこが ね 色に 

て、 着た る 衣 は 垢つ き 汚れたり とも 見えす (舞 姬). 

〇 先に 立ちた る は、 かち 色の 髮のそ k けたる を 厭 はす、 幅 廣き襟 飾斜に 結びた る さま、 誰 

が 目に も、 ところの 美術 諸 生と 見 ゆるなる べし。 立ち止まりて、 後なる 色 黑き小 に 向 ひ、 

「こ \ なり」 とい ひて、 戶ロを あけつ。 (うたかたの 記) 

〇 すこし 引下が りて 白き 駒控 へたる 少女、 わが 目が ね はしばし これに 留まりぬ。 鋼鐵 いろ 

の 馬の り 衣 裾 長に 着て、 白き 薄ぎ ぬ卷 きたる 黑 帽子 を 被りし 身の 構け だかく、 今 かなたの 

ニー 一  一 九  ： 
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森， り、 むらく と 打 中： でた る 1 〈のい さまし さきと て 人々 I どかへ りみ ぬま マ も 一 

省し 0  (文づ かひ)  j、 1 ： 

などの 如く 流麗に して 典雅な 美文調の もの を 示して ゐ るので あるが、 か、 る^ 现形. ぶ.^ ①ソ" リ： 

十二 年の ヰタ • セクス アリスに 至って  一 

金 井 il- は哲學 が、 職業で ある。  I 

哲學 者と いふ 概念に は、 何 か 書物 を 害いて ねる と 云 ふこと が 伴 ふ。 佥并ズ は 竹 力-.^^ で 

ぁる^^^に、 なんにも 誓 物 を 害いて ねない。 文科 大舉を 卒業す る ときには、 外^ 竹 ゆと, 

1 前の 墓哲學 との 比較的 研究と か 云 ふ 題で、 餘程 へんな もの を齊 いたさう だ。 それ； 

からと 云 ふ もの は、 なんにも 書かない。 

の 如く、 はじめて 霄文ー致に轉 換 する 迄 永く 彼に よって 好んで 用 ひられて ゐ たので き 一 

美文 はまた 一方 文 學界の 人々 によって 發展 せしめられ たので あるが、 彼 や.^ は 人 町 など。 

圃 文脈 を宗 としたのに 對 して 多分に 娶脈 I 取して ゐる 所に そお fs え. さあら 

う。 卽ち北 村 透 谷の 文 を 見る も 

鴉 こそ を かしき もの なれ。 わが 山 庵の 窓 近く 下り立ちて f ながし H£ やりた るの ち、 一 


自」、 ども 去らす、 叱 すれ ども 驚かす、 や、 とも すれば、 脚 を 立て 首 を 揚げて、 飛 去らん と 

する 景化 を： ：！^ すれ ども， わが 害心な きを 知れば にや、 ただち よろ/. \ と 歩む のみ。 (秋 窓雜 

已ソ 

言 J 

の 如き 純國 文脈の もの も 見られる 一 方に おいて、 

〇 反動 は 愛山 生 を 載せて 走れり。 而 して 今や 愛山 生 は 反動 を 載せて 走らん とす。 (人生に 相 

涉 ると は 何の 謂ぞ) 

〇 吾人 は 記憶す、 人間 は 戰ふ爲 に 生れた る を。 戰ふ は戰ふ 爲に戰 ふに あらす して 戰 ふべき 

もの あるが 故に 戰ふ ものなる を (同前) 

〇 女 ±i は 惑淸の 動物 なれば、 愛する よりも 愛せら る V が 故に 愛する こと 多き なり。 愛 を 仕 

向ける よりも 愛に 酬 ゆる こそ 其の 正當の 地位 なれ。 (厭世 詩 家と 女性) 

などの 如く 歐 文脈の 流入に よって 甚 しく 新しみ を 求めて ゐる もの も あちらこちらに 見受けられ 

るので ある。  - 

更に 同じ 文 學界の 平 田 禿 木の 作品 を 見る に、 透 谷よりも 一 暦歐 文化した 表現 を 取って ゐ るの 

は 注目 せらるべき である。 卽ち 
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〇 木の もとの 一 むらに、 .1 輪の 哀れなる 花へ k きそめ けり、 いみ じう あえかなる 姿して、 な 

さけの 溢る. - ばかりな りければ、 篤の ふと これ を兑 て、 いと ビ堪 へがた う、 やる かた もな 

き 心の 思 ひの、 哀れに も 音に いでけ る、 こ を 知る や 知らす や、 花 はいらへ だに せす、 たに 

ひと しづくの 露 を 葉に こぼして、 かよわき 枝 力なく たれ、 下なる 大 なる 石の 上に、 おしき 

影 を うつしけ るの み (スミ ルナのお. 明治 二十 七 年) 

なる 一 例に も 明らかな 如く 透 谷の 文章よりも； 近に 多くの 歐 文脈 を 取 入れる^ によって^ 新 華 K 

な ものと なって ゐ. るの は 見逃せない であらう。 

かくて 同じ 美文の 中に も 娃 月 雨 江の 如く^ 文脈 を宗 とする ものと、 透 ハ介禿 木の 如くに 欧文 脈 

を攝 取しょう とする ものとの 一 一派に 分れて ゐ るので あるが、 此處 にも われわれ は 明：！ m び 時. 1 

に 純然たる 國 文脈の みよりなる 文章 を 抽出す る 事の 因 難 さ を 知りうる ばかりでなく、 明ュ m のま 

文章の 和漢 洋 三文 體の 融合 調和の 上に 基き 上げられて ゐる 所以 を も 知る に 難くない ので ある 

轉 じて 文壇 方面 を兑 るに、 文{!:十報1:を念とした=5^崎紅紫の^^も愛好した雅=^^^1«^體なるもの 


も國 文脈 を宗 とする ものと 首 ひうる ので あらう。 彼が 如何に こ Q 文 體に心 を ひかれて ゐ たかは 

一 度 一 一人 女房と か 多情多恨の 如き 首 文 一 致の 作品 を 示しながら、 後の 力作 金^ 夜叉 を ものす 

るに あたって は、 w び 折衷 體を用 ひないで は をら れ なかった のによ つても 之 を^ ひ 得る であら 

ラ 0 

卽ち 多情多恨 にあって は その 冒頭 をみ る も 

鷲 見 柳 之 助 は 其 妻 を 亡って はや 二七日になる。 去る 者 は 日に 疎し であるが、 彼 は 此十叫 日 

をば 未だ 昨日の やうに 想って ゐる、 時として は、 今朝の やうに、 唯の 今の やうに も m 心. ふ。 

餘り思 ひ》 ぎめ て は、 未だ 生きて ゐる やうに も 想って ゐる。 なるほど 病の 爲に敢 無く はなつ 

た、 氷の やうに 冷えて、 美しい 目 も 固く 瞑いだ、 棺へ も敛め たれば、 葬送 も 出した、 谷 中 

の 土に 埋めて、 檁の 位牌に なって 了って、 現在 此に 在る から は假 でもなければ、 夢で もな 

く、 確に 死ぬ だに 極って ゐる。 如何にも 其軀 は！^ られ て、 其 形は滅 したに 疑 ひ は 無い が、 

彼の 胸の 內に は、 その 可愛い 妻の 類 子は顯 然と 生きて ゐ るので ある。 

の 如くく だけた 言 文 一 致の 筆 を 遣って は 新 文章の 進むべき 道 を 指示した かに 見えた にも 拘ら 

す、 金色 夜叉に おいて は 
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未だ 宵ながら 松 立てる £ は 一 様に 鎖^め て ぼ 〈い 阯に畏 く 束より 西に 橫 はれる 大近、 は^きけ る 

やうに 物の 影 を 留めす、 いと 寂しく も 往来の 絶えた るに、 例なら す， き^ 輪 の^は、 ^は 

忙し かりし、 或は 飮 過ぎし 年賀の i かなるべく、 練に 寄す る獅 鼓の 遠 響 は、 はや 今 = - 

に盡 きぬる 三箇日 を惜 むが 如く、 其の 哀切に 小さき 暢 は斷れ ぬべ し。 

の 如くに 1^ び 時代に 逆行して まで 析衷體 の 表現に かへ つて ゐ るの は、 不^議に m 心 はれる けれど 

も、 一 大力 作を發 表せん とする にあたって 多年の 工夫 精 巡の 結^ 作り上げた 折"^^ を扮 去る 力 

の出來 なかった ばかりでなく、 新たに 精進 を 核け て ゐるー tn 文 一致 の^を 練ろ よりも、 惯れ て. U 

信の ある 折衷 體 によらう とした 彼の 氣持も 諒解す るに 難くない であらう。 紅葉 は， 屮、 妙との 對抗 

上 寧ろ 多分に 新 豪 cfef でながら. -反動 的に ま I に その 範 まった ものの 如く、 四 

鶴の 模 放より 溯って 源氏にまで 及んで ゐ ると 一一 一 n はれて ゐ るのに よっても 維^ 祈^ 體の拟 つて.." 

る 所の だ 遠い ものなる 事 を 知りうる と共に、 かくて 生み出され たこの 體 をに^ かに 扮 てて 

みない やうに はどうしても なれなかった 彼の 氣持 も-おす る^が 出來の である 

更に 紅葉の 好んで 優しい 女性 を 描く のに 對 して、 . お 志强ぃ 男性 を 描く のに 妙 を f た 幸 

の 文 を る も 多分に 國 文脈の 臭味 を 感ぜない では をら れな いので ある C  . 


明治 三十 六 年に 發 表せられた 天う っ浪は 宛然 紅葉の 金色 夜叉に 相當 する ものであるが、 その 

表現 をみ るに、 勿論 そのうちに は 

〇 一 體全體 瘤に 觸る！ 何 を讀ん でも 何處へ 行っても、 此 頃は戀 愛と いふ 奴ば かり 轉げて 

居る が、 戀 愛た あ 何 だ？ 何 だ正體 は？ (曰 方の 話の 一部) 

〇 思 有る 身の 水 野 一人 は、 景色 も 眼に 更に ざるが ごとく、 談話 も 耳に 聞かぬ が 如く、 身 

じろ ぎ も 多く はせ で 寂然と 坐りつ、 たぐ 帶の 問より 時計 を 出して、 恰も 汽車の 速力 を 疑 ふ 

やうに、 幾度 か 其の 針 を 甲斐な く 眺めぬ。 

などの 如く 歐 文脈 を 引く ものの 見られば かりで なく、 

でら  ほ し 

〇 交 は樓 外に 沈々 として、 澄み わたりた る 天に か k れる 星.^ は爛 然と 明ら 力に 2-3:2 

風に や 其の だなる は、 いづれ も 煌々 と 瞬 E して、 光の 芒は搖 ぎに 搖 げり。 

の 如くに 漢文 句 調の もの もないで はない けれども、 その 主流と する 所 は 何と 言っても 圃 文脈で 

あった。 卽ち 

.〇 秋 は 海樓の i& に 動きてば つと 吹き 來る 沖の 風 は、 夕日の 餘 光美 はしき が 中に、 無^の 

爽凉の 氣を 齎らせば、 白帆 明るき 遠 かの 船の 數々 も 鉛色な して 漫々 たる 潮の に 却って 物 
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淋しう え 渡りつ、 竹 芝の 浦の 浪靜 かに、 上 寺の 錡 T 錄に れ 行かん とす。 

〇 一度 ある こと は 一 一度 ありと いふ 世の 諺の 人 を 欺かす、 水 野 はふた、 び熬 りつく が 如き 憂 

を 抱いて i?- に 走りけ るが、 鬧 夜の 道の 渉 取らす して、 その 家を訪 ひし- S は M に s« 

く、 舍の內 はま だ燈火 無くて はの 顷 ながら、 戶外 は旣人 額^かなる ほどに なりて、 かって 

島 木の II より 歸る さに 訪 ひし 時と 1:^ じほ どの 明るさと はなり ほたり。 

などの 例に も 明かな 如くく だけた 國 文脈 を 主と した ものであった。 

かの 五重塔に 於け る 暴風雨の 一 條 とか、 一 一日 物語に 於け る 文 十と か は *s 作の 表 现の械 致と も 

言 はれて をり、 國 文脈 中心の 文章の 一 頂點を 示す ものと も 一 百 ひうる であらう。 - 史にィ ^や" 人" 

小說 でありな が ら 全篇 會話 に よ つ て 出來上 つ て ゐ る 點 に お い て 文^^史上 せらる ベ き f  で 

ある。 

露 伴 は 一一 一一 2 文 一 致に 轉換 する こと も 極めて 遲 かった ために 紅^の 如くに この 方面での > ^お ゾ-特 

„|^するも：：^はなぃけけれども、 國文 脈を宗 として 之に 欧文^ 文の 一 一文 脈 を も 加.^ した^ 2? 开 7V- 

を 採り 用 ひて ゐる點 において 明治の 新 文章の 生れ 出で る 井 ゥ礎を 作った ものと して 亦 忘れられな 

い 存在た る を 失 はない ので ある C 


折衷 體の 小說を ものした 最後と も 言 ふべき もの は 女流作家 として 重き をな した 樋 口 一  葉 その 

人であった。 一 葉の 活躍 はわ づか W 五 年に 過ぎなかった けれども 實に 華々 しく 一  躍 文壇の 寵兒 

となり 老大家 を 後に して 一 紫 時代 を 割す るに 至った ばかりでなく 讚 仰の 聲の 最も 高かった 時に 

あたって 忽然と して 逝った の を 思へば 實に慧 星 的な 存在と で も 言 はね ば ならない ので あ る。 

一 薬の 傑作 たけくらべ は、 綿密 繊細な 觀 察 によって 廊 近くの 子供の 生活 を 描いた ものと して 

有名で あるが、 その 表現 をみ るに， 

廻れば 大門の 兑 返り 柳い と 長 けれどお 齒 ぐろ 溝に. 燈火 うつる 三階の 騷ぎも 手に 取る 如く 明 

け くれな しの 車の 往來に はかり 知られぬ 全盛 を うらな ひて、 大昔 寺 前と 名は怫 くさ けれど 

さりと は 陽氣の 町と 住みた る 人の. & しき。 

の 如き 西 鶴 張の 文章 を 以て 始 つて をり、 露 伴を宗 とした 彼女の 筆致 は旣 にこ k にも 窺 ひうる の 

である。 

更に たけくらべに は いつまでも 切目な く なだらか なに 長々 と續 いて ゐる もの もあって 王朝 文 

學の 影響 を 思 はせ る ものが あるので ある。 

走れ 飛ばせの 夕に 引かへ て、 明けの 別れに 夢 をのせ 行く 車の 淋し さよ、 帽子 まぶかに 人： w 
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を 厭 ふ 方樣も あり、 手拭 をと つて 顿 かぶり、 I 女が 別れに 名殘 の. -打、 いたさ， せに しみて 

思 ひ 出す ほど 嬉しく、 うす 氣 味わる やにた くの 笑 ひ 顔、 坂 木へ 出で、 は 川 心しお， 

がへ りの 靑物 車に お 足元 あぶなし、 三島樣 の^まで は 氣遠ひ 街道、 御 額の しまり 何れも 緩 

みて、 は.^ かりながら 御. a の 下な がくと. ^えさせた まへば、 そんじよ 比 ハ處ら に 允れ 人し 

た _气^ し子樣 とて、 分厘の ね慣 i も 無しと、 辻に 立ちて 御 慮外 を 巾す も ありけ り、 

などの 如き は その 一例に 過ぎない ので あるが、 凡て 句？^ が S くないの は、 8 やお If  ffl^ 

用した ものに 外なら ない ので ある。 

猶 彼の 女の 作品に はすべ て會 話と 地の文と を^ 別せ すして M 列に 齊き 流して ゐ るの はお f ベ 

紅 f ど Q 判然と 別行に 書き わけて ゐ るのより も i 垂ぃ 形式に よってき ものであって、 

緻密な 観察に よってよ く 細かに f 五" -ハ 人の子 供の 生 f 描き出して はゐる ものの、 

は 何と 言っても 蔡樣式 を 襲用した ものに 過ぎたい のであって 文 草お 的た m 饥は あま り^めら ォ 

ない ので ある。 

しかも 當 時の 大家 幸 田 露 伴 は 彼女 を推稱 して 

我が 邦 女流の 文章 を 能くす る 者 も 亦 多し。 藤 式部の 侵^と、 少納 r- の 夼と t::.^ 竹て 


有らす して、 後 また 及び難し。 降って 阿佛尼 あり、 孝標女 あり、 又 降って 斐子 あり、 武女 

あり、 麗子 あり。 或は 才或 は學、 $3 各， m 管 光を發 し、 ； 1  杉 毫華を 生す、 人 をして 巾幗の 侮る 

可から す、 鬚 眉の 或は 愧づ べき を 思 はしむ。 然 りと 雖もニ 媛より 以下、 要するに 是 草？！ の 

蟲語、 山 徑の小 花、 たビ 其の 淸韵佳 色、 悅ぶ 可く 憐む 可き を 兑る のみ、 文 妙 情深、 人の It 

目 を 奪って、 肺腑に： g せんとす る ものに 至って は、 悠悠 幾 百年 殆ど これ 有る 無し、 明治に 

迨 びて、 聖世 隆昌、 文運 Si 興す、 忽然と して 一葉 女史 樋 n 氏あって 出づ。 不幸に して 命 を 

短う すと 雖、 其の 作る 所の 諸篇、 萬 人 を 感動し、 一時に 流 傅す。 詞藻の 秀 潤と、 才 思の 爛 

漫と 蓋し 人の 耳目 を 奪 ひ、 肺腑に 沁 せんとす る もの 有り。 鳴 呼 女史 亦 偉な りと いふべ し。 

と ま で 言 つて をり、 めざまし 草に よって 浚 棘な 批評 を あ びせ てゐ た 森鷗外 さ へ 

われ は縱令 世の 人に 一 葉 崇拜の 嘲 を 受けん まで も、 この 人に まことの 詩人と いふ 稱を おく 

るを惜 まざるな り。 

と 最大 級 の 讃辭を 用 ひて ゐ るの は 何故で あらう か。 勿論 一葉の 女らしい 緻密な 觀察 と 優婉な 筆 

致と によって 女性の 心理 を 巧みに 描き出した 事に もよ る だら うけれ ども、 一 面 近代の 小 說の著 

も旣に n 十く 
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かの 女が I に 知られた の は、 二十 七 八， ギ§ で、 『燭 江』 だの 『たけくらべ』 だの 

を 出してから、 急に その 文句 は 高くな つて 行った。 何方 かと 首へば 『めざまし^』 の大 (本 

連に 持 上げられ たため、 そのため 一 歷名髙 くな つたと いふ 形が あった。 それに、 あの 『め 

ざまし 草』 の 褒め 方 も、 何 か 他に 原因が あった やうに 私 は M いて ゐた 

备 つて ゐる 如く、 所謂 大家 達が 星への 非難 を 避けん として、 己れ と 形式 を M じつす る. i 

に對して大ぃに，^^-を持ったものとも考へられるのでぁる0 

雅俗 折 衷體| もの は 新 文章 Is 代に 二つ S みとし ヌ" はれた きに 過ぎ？. しも 

この 體を 以て 將來 ある ものと は 思はなかった らしい けれども かなり 世に もてはやされ た^し、 

紅葉 はじめ 露 伴 鷗外綠 雨 一葉な どと 當時 有名な 作 〔. ^やか 多く この 體 によって ゐ たのに よっても 之 

を 窺 ひうる であらう。 しかし 旣に圃 木田獨 歩な どの 「その 2^ からさう した 文 體の不 n.s なの を 

說き、 何う して あの 若い 一 紫が あ、 した 文 體に賴 つた かと "詠つ てんた」 の 4*"") 如く、 衆し 

い 文章 も 漸く 試みられて ゐた 時代に 不 3 山な 藉樣式 その 镞の 表规 形式に よった 跻はー 薬に とつ 

て かへ す/^ も 惜しい 事で なければ ならなかった 0 

かくて  一 木 を 最後と して 一 時文 境 を風雜 した かの 觀を 示した 雅俗 折^の 文 被 も雍く 文 S 力ら 


退く ことと なり、 今まで あまり 顧みられなかった 言 文 一 致の 新 文章が これと. 交代と して 漸次 そ 

の 勢力 を擴大 する やうに なった ので ある。 

西洋 崇拜の ほ とぼりの さめ かけた 明治 一 一十 年頃から 反動的に！： 粹 保存の 運動 もお こる やうに 

なり、 今まです て 、顧みられなかった 古典の 飜 刻せられ たばかりで なく 之を眞 面目に 研究す る 

もの も 現れる やうに なり、 二十 年代の 如き は 西 鶴 熱が 甚だ 高まり、 露 伴 や 紅 薬の 大家 さへ 西 鶴 

張の 文章 を ものす に 至って その 頂點を 示す かの 觀 があった。 

雅俗 折衷の 文體の 如き もこの 國文 尊重の あ ふり をう けて 試みられた ものであって 紅菓. 旃件を 

はじめ 當時 有名な 作家が 多く この 文體 によつ たがために 廣く 世に 行 はれる 事と な つたので あ 

る。 しかも 露 伴の 如き は 最後の 大作 「天 うつ 浪」 にいた るまで この 文體を 拾て す簡勁 直截な 文 

章 を ものして をり、 一 葉の 如き は繳 密な觀 察に よって 女らしい 細かい 描寫 をな しえ てゐ るので 

あるが、 たけくらべ 執筆 中 源氏物語 を淨 書して その 表現に 近 からん こと を 願って ゐ たと 言 はれ 

てゐ るのに よっても 如何に 彼の 女が この 文 體に心 を ひかれて ゐ たかを 知りうる ので ある。 

二 五 1  1 


更に 落 I 文な どの I にやる 美文の 流れ も 亦 つて 化れ 出で たものに 

な I よので あり、 中には 小說 的な 可憐 If  I けられた けれども、 si と M じく 將 

來の秦 としての 信 f こ、 に 求める 事 は出來 I 秦の i 時代に あって 弓と ス みられた 

表現形式の 中で かなり 力の 強かった ものと 言 ひうる に過ぎないの である。 

かくて S 脈 I とする 流 は i あたり を I として 求められ なくなつ たので あるが 「た 

け くらべ」 の 文章が 如何に 女らしい S な もので あつたと 眷 つても、 ^とか 源氏と 力 を。" 

として ゐる だけに、 新時代の 想 情を發 表する のに は 何となく 不 n 出な 感を ま. - 力れ なレ ので ミ 

つて 二 輩に よっても のせられた 「う I」 とか 「平凡」 fi^a§i 

き、 彼女が よくも あんな 舊ぃ 表現 樣式 であれ ほどまでに 描き出し たもの だと ま不 に" £ 

れる 位で ある。 

第一 一一 章 歐 文 脈 の 陰 


文明開化 は 明治 新人の 合言葉で あり、 すべ て蔡樣 式に 拘泥す る もの は舊 平と して 排擊 せられ 

ねばならなかった。 

かくて 舊 いものの 破壞 せられて 新しい ものの 築き上げられ るまでに は 色々 な 悲喜劇が 演ぜら 

れた事 も 亦 想像に かたくない 所で ある。 

卽ち riii ビ た-いて みれば 文明開化の 昔が する」 と 5 一一！ I はれた 斷髮頭 や 洋服 姿な ども 舊平 

の 母親に とって は r ィョ. '是れ は何ン じゃま ぁァタ 形の 惡ぃ、 丸で 西洋人の 樣な形 をして、 村 

の 衆が 見ても 恥 かしい。 あったら 髮を斷 すてて 其 まあ 情ない 頭 は 何事 ぞい ノウ。 折角な 人並に 

生れつ いて 居りながら、 久しぶりで 歸 るに、 古 鄕へ錦 を かざらいで、 多くの 人が 畜生 M 樣じゃ 

と p£ しんで 居る 西洋人の 眞似は 何事 ぞ、 昔 片氣の 日ー那 殿が 見られたら 大抵の 事で は あるまい ノ 

ゥ」 (明治 六 年 「開化の 入口」 横 河 秋 御) と 言 はねば ならない 程 如何にも 悲しい ことに 遠 ひなかった 

であらう し、 徴兵 檢 j^: の 施行に あたっても r ソリ ヤコ ゾ 軍役に とられる ヮ、 血 を 絞られる 時刻 

が 来たと、 一 家 一 門 隣り の婆嫫 一 ト村 中が 寄 集り、 彼 昔 物語に 一 人 女が 人身御供に 上る 樣に、 

ぢ い  しゃくき  しに  、 

祖父が 腰を拔 かす やら 母親が 積氣を 起して 目 を 眩す やら、 死に 行く 者 かなん ぞの やうに、 ：？^ 中 

の 老若男女が 見送ながら、 潜々 と 泣く も あり、 或は 檢查 の定 日に 到り 俄に 本人が 脫 走して 戶長 

,  二 五三 


第三 章 歐 文脈の 陰影  ^.-.v^^^i^. 

や 伍長が 大 迷惑と なる」 (同 ももの もあった と 言 はれて ゐ るの も 全く 作 i のさの，^ 

へられな いので ある。  ). J: 「く，， こ 

翁 一き 牛肉な ど を 食べる やうに なった の も 明治 以降の ことで あるが、 そのず 各-リカ 力 

氣 き U つれて、 へ,^ はねば 外聞の わるい 樣に思 ふて、 さながら も、 g で またり、 m 引 

めかし 1 つたり する 人ば かりで」 (sm 六 年 「文明 文化」 加藤祐 一) あった やうで あるが、 力くて 

こそ、 假名 垣 魯文 の § あぐら 鍋」！ きの 如くに 淺 薄ながら * 代 を i した 作门 m も r 

出で たので あらう。  ！  — 

更にき の 初年から 十 年頃までに かけて 小 震 も 漸く 設けられる やうに はなった 力 「？ え 

固の 風習 は 昨 曰 今 曰に は nir 擎ら す、 s の I 雲 金の 偶 促」 it-i-^^l 

想) などに な あし 正 は 口 も 酸くな り 脚 も 棒になる 程盡 力し なければ たらなかった。 し 力 も 明 ォ.？ 

出版の 岡 妻 中 iQ ^ 一 夕譚 によれば 今 迄商| 來赛 小屋で 敎 へて ゐ^ i:!!!: れ をお 

まさす に 新に 單瞿 を敎 村と したのに 對 して 「學 校へ やれば、 譯も 分らぬ、 アイ ゥェ： J^l 

お、 い-かり I、  I.  ァリャ 何の 事 ぢゃ、 ？ にもたら ぬ こと、 アイ ゥェ 

，ォ とやら は、 西洋の か 云 ふ もの、 いと、 い— ぬ.、 ，る、 き、 f(  あ 


へて 受 はいでも、 知れた こと ぢゃ」 などと 惡ロを 一一 一一 n ふ もの もあった やうで ある。 

かくの 如き 矛盾と 混亂 との 間に も西歐 文化の 潮流 は 盛に 流入して、 今日の 飽和 狀 態に 到る ま 

で歐 化の 傾向 は 上 3^ に 上昇 を績 けたので ある。 明治 以降 欧化の 運動の めざまし いものの あった 

のと 共に 文章 史上に あっても 從來の 和文 漢文の 系統 以外に 更に 淸 新な 歐 文脈の カ强 くこ.^ に 作 

用して きた こと は 特筆せられ ねばならない 事赏 である。 

近代の 文章 は實 にこの 歐 文脈に よって 特 €J すけられた とも 言 ふべ く、 他の 時代の 文章と は截 

然として 區 別せられ るの も 亦 これが ために 外ならぬの である。 

近代の 新 文章 こそ 和漢 洋の 三文 脈の 巧みに 融合 調和せ しめられた 所に 始めて 導き出され たも 

ので あるが、 中で も歐 文脈 は その 方向 を 指示した 最も 決定的な ものだった と 言 はねば ならない 

ので ある。 

二 

先 づ飜譯 物の 文章 をみ るに、 明治 初年に あって は、 未だ 歐 文脈の け ざ やかに 現れた もの はな 

かった と 言 ふの を至當 とする。 

,  •  二 五 五  ； 
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卽ち 初期 QiQ 二つの 流と して If 宗 とする もの I 文句 f 主と す t のと i け 

得る ので あるが、 前者のう ちに は 伊 蘇 普 物語 (SH 六， 繁 SD の 如き は、 

に， g ぎより 肉 ひ 盜 出し、 引く はへ たるま あ を わたると て 橘の 一 ほどに.. ^りたる，" 

其影 の 水に 寫れる を 見て、 他の 犬 己の く はへ 居る より 大きなる 肉 を 銜，. 5 るよ とお 人 を 

もまたず のに せん もの をと、 水 S れる 肉に くら ひ 付きし に、 今まで 己が 銜し肉 水お に 

おみ、 前に 得し もの を さ へ 一 時に 俳せ 失 ひける とぞ。  . 

などと、 くだけた 國 文脈の 文窠を やって ねる もの も あり、 ？1&:烈禍ー陬1^ロ(2.十ニ4 

松譯)  、  a 

〇 ず ざ 山ん の 夢の 樂も、 現と？ 跡と めぬ、 ゆ 雄龍 「士が 解 pt. より、 - おの I. す、 Ir 

0 お 0 きの 石、 人 こそしら ね 乾く も、 なき 暮 したる^ m 心 ひ。  0  0 

〇 いざと て 先に 。 た。 つか 弓、 ひかれ S のて き は、 父 I 跡の 手がかり を、 知る やしら g 

It ま は 首 を垂て 言語す。 云云。 

などと 多くの 画 や 緣暫用 ひて 力めて なめらか II 的の ものと なって ゐる もの も あり 

更に 自由 太刀 <1 ^歡 明治 十六 年. 坏ぉ雄 sg の 如く 


こ k は羅 馬の 公園 前、 羅 馬の 圃 の大總 裁ケィ ヤスジ ユリ ヤス 獅威 差が、 さし もに き奔瓶 

はし C くらべ  カル ハル 二 ャ 

を、 攻滅 して 凱旋の、 折に あ ひたる 吉例の、 競 走 を 遊 せんと、 最愛の 夫人 輕春 娃、 

議 宫マァ カス!^ 窭 多須、 マ ァク巷 鬼 尼、 加須 可、 軻志 亞須、 支 旋老等 を 前後左右に 從 へて 

み ちがく 

四方に 聞 ゆる 道樂 の、 響の 中に しづくと、 數 萬の 羅馬 人民 を 眼下に 兑 下し、 練りて 行く 

威風の 程ぞ上 もな き。 (^二 場 羅馬 公園 前の 場) 

などと 七五調の 華麗 流暢な 淨 瑶璃體 をと つて ゐる もの も あるので ある。 後者のう ちに も II 花 

柳 泰語 (明治 十 一 年. 丹 波 純 一 郎) の 如く 

爱 一一 說ス 話柄 ハ、 市井 ヲ距ル 事 凡 ソ四里 許 一一 シテ、 一 ッノ 荒原 ァリ。 綠革 繁茂、 怪石 突兀、 

滿服 荒涼 トシ テ 四顧 人聲ナ ク、 恰モ 砂漠 ノ中ヲ 行クガ 如ク、 唯悲風 ノ颼々 トシ テ草蕪 一一 戰 

グヲ聞 タノ ミ。 

などと 純然たる 漢文 表記の もの も あれば、 卷風 情話 (明治 十三 年. 橘顯 三譯) の 如く 

きくなら く その かみ スコットランド  口 シアン  レ ベン スゥ— ド 

聞 道、 往昔 「蘇 格 蘭」 州の 東、 r 魯志 安」 の 山陰なる、 要衝の 地に、 「烏 林」 とい ふ 一 

筒の 堅城 あり。 これが 城主の 名 は、 同じく 「烏 林」 と 呼て、 遠き 上つ 世より、 その 系統 綿 

ヘイ ヒュ 1 ム ス 丰ン トン ダウ グラス 

綿と して 斷 えす、 家門 富み 榮 えて、 平 戯武、 素因 遁、 道 暗、 なんど 呼ばる k 當國の 名高き 

,  二 五 七 


第一 二 章 歐 文脈の 陰影  い？. 

議と、 累墓晋 の gki び、 8 肩 を並 ぶる ものな く、 世に 知られた る nK- り。 

なる 一例に も 明かな 如く、 少しく くだけ I 文句 調の もの も きれる のであった 力 

t のけ ざ やかに 現れた もの は けられなかった ので ある。 

かくの 如く 明 冶 も 1 一十 年頃まで は、 票 豪の 飜譯 にも 國 文脈 をます る I 文.， ぷ による 

かであって、 未だ I 碧な 彼の地の 響を傳 へうる までに はなって. g かった のでき 

か 4 際に 巧に 霞 文 を ものして 最も 精彩 ある 作 を 世に 問った もの は、 鬆の I によ- て 

先に 讀者 をました 二 輩 四 管の 人であった。 8の 如き I 的.， 义ミ俗 IE しな 力 

らも 一. 旦し 地の文に いたりて は 俗文 を もて 孕べ からす。 m しこれが n に tilf さまた 

f むか 4 るれば なり」 (「小 說 11) と： H つて ゐ蕃 時に あって、 二 輩が ぼ f  g の 

^のみなら す 地 Q 奢 も 思 ひきって 5 一致に よって 描き出した f 特， ら るべき 彼の ま 

ではあった けれども、 その泰 には藝 豪の 臭味の 感ぜられる もの もないで はな 力った のて 

ち る 0 

然るに I の 襲せられ I 年の 明治 二十 一年に ツル ゲ ネフの 作品 「あ ひ I」 1 

こ讓 せられる ii 及んで、 浮雲に於て《^^れ菌秦のl樣sその影をひそめて行ったr 


かりで なく、  n 然描寫 の 如き は甚 しく 緻密 詳細 を 極めて 讀者 をして 嘆ぜ しめる に 充分であった。 

秋 は 九月 中旬の 事で、 一 日 自分が さる 樺 林の 中に 坐って ゐ たこと が 有った。 朝から 小雨が 

降って、 その 霽 問に は をり をり 生暖な 日影 も 射す とい ふ氣 紛れな 空 合で ある。 耐 加の 無い 

白雲が 一面に 空を蔽 ふかと すれば、 ふと また 彼 處此虚 一寸 雲 切が して、 その 問から 朗に晴 

れた蒼 空が 美しい 利口 さうな 眼の やうに 見える。 自分 は 坐って、 四方 を 顧！^ して， 耳 を 傾 

けて ゐ ると、 つい 頭の 上で 木の葉が 微に戰 いで ゐ たが、 それ を 聞いた ばかりで も 時節 は 知 

れ た。 卷のは 面白さう に 笑 ひさ ビ めく やうで、 夏の は柔 しく そよ として、 生溫ぃ 話聲の 

やうで、 秋の 末と なると、 おど した 薄 塞 さうな 音で あるが、 今 は それと は 遠って、 漸 

く 聞 取れる か 聞 取れぬ 程の、 睡 むそうな、 私語ぐ やうな 昔で ある。 力の 無い 風が そよ く 

と 木末 を 吹いて 通る。 雨に 濡れた 林の 中の 光景が 照る と 曇る とで 間斷 なく 變 つて ゐ たが、 

或 時 は 其處に 在る ほどの 物が 一 時に 微笑で もした やうに 燦爛 となると、 むらく と 立った 

樺の 細い 幹が ふと 白 緒の やうな 柔 しい 光澤 を帶 びて、 其 處らに 落 散った 葉が々  11- に 斑に 金色 

に 光る、 そこで 頭の 茸々 した パ アポ 口 ト 一一 ク (蕨の 名) の 美しい 長い 宽 までが 最ぅ秋 だけに 

熟え 過ぎた 葡萄の やうに 色つ いて、 際限 もな く鏈 れつ 絡みつ して 目前に 透いて 見える、 か 

,  二 五 九 


I 章 I 脈の I  ！,  L  ~ づ 一」， ^f,  ^ 

と a ふと また 變 一面に 窗薄靑 くた つて、 H^H?T:  I 

の 木立 44 が 失せて、 きま だき 冷たい i つく II けぬ， たての？ 和 ぞのゃ 

うに 白々 となると —— 小雨が 音の せぬ やうに、 忍んで、 ばらく と， ゆり.. す 

なる 冒頭の 一例 I る も 如何に I1H ふに 足る 新しい 轰 であるか を i する に"， 

たくない Q であるが、 モには 「その から 朗に 晴れ. た 8 が 突し い 利 n さうな，^ の やうに. - 

える。 一と か 「小雨が 意せ ぬ やうに、 忍んで、 ばらく 降り出す。」 などと 露 巧 f 欧文 風な 

表現 も I けられる ので ある。 でる |脈を 宗 とする I はこの 他 

◦if 向いても 嬉し さう に f 木の葉 をす， て薦が 華やかに 火花で も 散， 

れか微 な 物音が すると、 f ず擧 げて、 1 ぎ f して、 

眼 を 薄暗い 木 影で 光らした。  ，^  , く 

フ フこも H さ， nj、 魏 3*1- 文 一」 あって は 時：^ も 新 Si 味に あふれた ものと ふへ 

il どと あちらこちらに 見 3；1 されて 翻：？； ン l^z  -  i  I 

きであった。 

更に 同年 都の 花に 連^の 「めぐりあ ひ」 を ろ も 


〇 いつも 此 家の 窓 を ぴったり 釘附 にした 所 は、 盲目の 老人が 日向 ぼ こりで もして ゐる やう 

に见 える。 

0 けれども 時 は 此女を 避けて 通った と えて、 假 面の レ ー ス に隱れ なかった の 邊を兑 る 

と、 小：： 几の 面の やうに むつち りして ゐる。 

などと 歐 風の：： ：！ 新しい 表現の 例 を 見出す のに 難くない ので ある。 

「あひ^き」 と 「めぐりあ ひ」 と は 共に 後の 文 擅に 影響す る 所 は だ 大きかった けれども、 當 

時 は その 奇妙な 文體が 人の 目 を 引いた 位で、 あまり 重んぜられなかった やうで ある。 その 事 は 

か へ つて 彼の 文體が あまりに も 時勢の 進展に 魁け てゐ たかを 證す るに 足る ものと 思 ふ。 

觅に 1： 十一. 九月 出版の 「ぅき！.^.」 の 冒頭 をみ る も、 

夏の 靜な 朝の 事であった。 晴 やかな 空に 日 は最ぅ 高く 昇って ゐ たが、 野 は 未だ 露に 煌いて、 

今し がた 龍の 霽れた 谷 問から は何處 となく 良い 句の する 涼風が 通って、 しっとり れた森 

の 中には 早 起の 小禽が 面白さう に 囀る 聲 がする。 稍 花 を 持ち出した 裸 麥が祸 から. M に 生 上 

つて 平な 岡の 上に 小 村が 見える。 今 其 小 村 を 指して 狭い 田舍 道を迎 つて 行く 若い 女が ある 

が、 見れば、 白地の モス リンの 服 を 着けて、 圓ぃ麥 藁 帽子 を 冠って、 手に は 傘 を 持って ゐ 
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る 0 其 後から 離れて 慵 男が 伴 をして 行く。  • つ，；， 一、 こ 

の 如 4 の やう ISI ら かな 霞に よってす らくと 運ばれて や/ぶで" 1  レ 

も 「夏の 靜 な 朝の 奪あった」 とか rimtu ち 生 上って」 などと I 脈？ つき- 

た表现が 見られる ので あり、  irfllH^^^.  I^M 

人って 来たの きれば、 年頃 三十 五六の、 背の 高い、 少 i 響で 10  ^olv,. 

- ハ；：：^：は" (=^ こしつと りと 

である 。男前の 好い ので はない が、 綺 つて 活々 とした 西お て 鋭い t い のい if 

光り を 持って、 徹 つた 大きな 鼻で • 雷 クッキ リ I つて ゐる。 まゐる 衣服 もプ まてぎ 

しく もよ く、 而も 窮屈 さう で、 着た 儘 成長した とで も 云 ひさう である 

の 如く  iffv をり クッ Tl とわ ざく. 名 雷して ilf 與 (：^It- 

ま 「着た 儘 成長した とで も 云 ひさう である」 などと 巧な I 風な I も H ちれ.？ a き 

!r 響 I ひ たかは 「コンマ 、ピリオドの 一つ！ りに""""" 

； . つ ン しだ、 畢之 こもが ピリオド がー つ コンマが コ 一つと いふ 5^ にして 

マが 三つ、 ピリオドが 1 つ あれ は 譯 文に オタ ヒ - ノラ- Z  . 

るが、 更に ジュ rT フス キ丄 流の 巧みな if-.- るに 及んで は 「n 分の ベり も は 开- 


拘泥す るの 結 架、 筆力が 形に 縛られる から、 讀みづ らく 窮屈になる。 これ は 宜しく ジュ コ I フ 

スキ ー の 如く、 形 は 全く^に して、 唯 原作に 含まれた る 詩想 を發 揮す る 方が よい」 (同前) とも 

考 へ てゐ たやう である。 

鬼に 角 一 一葉 亭の 目新し いすつ きりした 歐文 風な 表現 は 以後の 文壇に 反響 を 呼んだ 點 において 

そ の 成 は 甚だ 大き か つた ものと 首 はねば な ら な いで あら う。 

16: 內 逍遙 は 小 說神髓 によって 從 來の勸 懲小說 を排擊 して 新 小說の 行くべき 方向 を 指示した ば 

かりで なく、  {HI らも 書生 氣質を 著して その 理論 を實 際に 移した ので あつたが、 更に 多くの 飜譯 

物 を も 示して この 方面に あっても 亦 新しい 分野 を 開拓して 行った のであった。 

明治 十六 年刊の 自由 太刀 || 波 鋭鋒に あって は、 華麗な 七五調よ りなる 淨 瑠璃 體を 守って ゐた 

事 は旣に 述べた 如くで あるが、 彼 とてもい つまで も か、 る 窮屈な 文體を 守って ゐる靠 は 出來す 

ハム レット (明治 四十 年〕 の 如きに 至って は 言 文 一 致の 文 を 遣って ゐ るので あるが、 しかも その 

第 一 慕 第 一 場の 初の 部分 をみ る も 

バ ァ 何者 ぢゃ？ 

フラ あいや、 其 許 こそ。 待て、 名宜 らしめ。 
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バ ァ 今 ヒ萬歲 

フラ バ アナ ー ド ー どの か？ 

バ ァ さやう。 

フ ラ 刻 通りに ようこそ お出 下されました。 

バァ ^^.^^十ニ時を打った所ぢゃ。 退って休ましめ。 

フラ かたじけな うござる う 寒う ござる、 心が 切なうて なり ませぬ。 

パ ァ 何も^ 條 はお ぢ やらなん だか？ 

ファ 鼠. 一匹 出 ませぬ。  わ 

バァ む、、 t しめ。 Isios,  了 セ ラスと ホ 1 レ 1 ショ 1 とに. S や 

つたら、 ^^ゎぎ參られぃとーーーーリってぉくりゃれ 

の 如くに 中 ii 式 2$ 的な 1.^ ら ぬけ 切る f 出來 なかった t である。 けれども" 

る 形式 もま もな く 捨てられ 5 一一  スの 商人 (大正 一 5) の 如きに はためら かたま^れ るば 力 

0 あそこ へ 御 S のバ サ 一一 ォ さんが 兑 えた、 それから グラ シ ヤノ も ロレ ンゾ も。 $i 


ら。 上^の 御 連中の 方へ 貴方 を 引渡します。 

0 溫 かい 血が 通って ゐる 癖に、 祖父さん の 大理石 像の やうな 面附 をす る 必要 はな いぢ や あ 

， ， 0  ， 、 

りません か？ 

などと 欧文 風な 淸 新な 表現 も 亦 所々 に兑 受けられ るので ある。 しがしながら 彼の 表現形式に は 

未だ 一 一葉 亭の 如くに 新しみ を 求める 事 は 出来ない のであって、 從 つて 文壇への この 方面の 影響 

もさして 犬なる ものが あつたと は 言 へない ので あ る。 

逍遙と 共に 評論に 筆 を ふる ひ、 逍鷗 時代 を 現出した 森 鹋外も 亦 飜譯小 說に筆 を 染めて ゐ るの 

であり、 旣に 第一章 及び^ 二 章で 述べた 如く 國 文脈 を 宗 としたり 漢文 句 調 を 主と したりして 華 • 

麗纖 細な 文 を 遣つ. て は 一 一葉 亭 と共に 飜譯界 の 一 一大 名文家と. せられて ゐる。 けれども 彼 は 長い^ 

所謂 文語 體の 修飾 的な 文章 を ものして ゐ たがために、 新し みのある 表現 は あまり 兑 受けられす、 

「塊 木」 とか 「卽興 詩人」 などに あって は 

〇 今や 新曲 r 惡魔」 の 名と 供に 彼が 名 は 萬 人の 口に 上りて、 世の 人 は 訝り、 伶人 は 笑 ひぬ。 

(明治 二十 三年 埋 木) 

〇 若き 棕櫚は 重を负 ふこと いよく 大 にして、 長す る ことい よく 早し とい ふ。 我 空想 も 

,  二 六 五 


亦 この 狭き 庭に とぢ 込められて、 却り て 犬に 塞せ しなら む。 m 

などの 如く ゎづ かに 歐 文脈の 流れ を 看取し うるに 過ぎない ので ある。 j  - 

かく  Q 如く 眺めろ とき 飜譯界 にあって 最も 平く^も 薪 新な 表现 形式 を 取り W ひた ゾ.. ^何と 胃 

つても 二葉 亭 四迷 であって 「あ ひ. i -」 に 於け る 墓 描 S 如き は 常 S のな.^.. 庇 介. - し，." 

なかった 所で あり、 II へ Q 霧 も 亦 最も 大きかった 备 はねば ならない さある. 

一 ー擊眷 文 一 致 II の 創始者と して を？ る 2 なら 卞、 7-  11^^^^ 

つて 見られなかった S 繊細な 文 f 示して 長く 文壇への 反 f と.^ めた の..？、 ばき，， J 

の 恩人と して 特に 注目せられ ねばならな いので ある。 

三 

AI における 歐 文脈の 影響 は 明治 も廿 年. まら 漸く 暴 けられる ゃュ」 ぁリ、 以" M に 

も 裏の 文と か 地の文と かに ハイカラ 板？ いくらか ^蒙 どの 用 ひられ 7 采 はあった 力 

未だ 文脈 を 動かす までに は 至らたかった。 S ち 坪 る も、 

〇 實に： ：！ 本人の アン パンクチュアル (i 一，) たのに は 恐れん ョ0 


,  ド？  • め  0 

〇 彼の 聖賢に あらざる より は、 それや ァ impossible  (難行」 た 

などと 英語の 單 語の 揷 入せられ てゐ るば かりで なく 

う-梓弓 卷 としなければ、 若人の 心 は戀に 浮かる、 とか や。 二 3  ？。  a  young  man-s 

fancy li さ tly  turns  to  the  thoughts  of 19% げ にさる ものに 有け るかし。 

Gfe る、.：： いつしか 戀 ふる 心とう ちとけ る、 (Admirat:on  melts  into  love.) 

などの 如く 飜譯 文と その 原文と を兩 つながら 示して あるの も 見受けられ、 西洋 臭味 を 漂 はせ て 

はゐる けれども、 その 飜譯 にあたって は 全然 舊樣式 を 採用して をり 特に 枕詞 を も 使用して ゐる 

の を ID- て は、 西歐 的な 表現から は 未だ 遠い ものだった と 言 はねば ならない ので ある。 

文脈の 上にまで 西歐 風の 影響のう か V はれる やうに なった の は、 何と 言っても 明治 廿 年に 著 

された 一 一葉 亭の浮 雲に おいて ピ あった。 

一 一葉 亭の浮 雲 は 從來の 文 體とは しく 趣 を 異にし、 會 話の 文 は 勿論 地の文まで を も. 首 文 一 致 

の 新形式 を以 てして ゐる點 において 文章 史上 特筆すべき 作品で あるが、 彼が か、 る 表現 を とら 

ねばならなくな つたの は 一 に その 内容た る 複雜な 近代的な 想 情に もよ る もので は ある けれども 

一 つに は 細緻 巧妙な 外國 文脈に 負 ふ 所も少 くないで あらう。 
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我々 は囊 において はじめて 欧文 脈-を ひいた 細やかな ■ をみ るので あって 

or なまじ ひ 力に おも ふの、 親友 だのと いはれ て兑れ ば、 私 は …：. ど？； ：：： ど" 1. 

て も ひ …… o」 

「ァラ 月が。 ：：： まるで 竹の 中から 出る やうです よ。 8 驚なさい よ。」 

の 如く 淸 新な 手法の.^ られ るば かりで なく、  も.. >,ト お.，？ に 

〇「s) それよりか、 まづ 養り、 で ト、 何んだ ッけ …； さう く.， を すに 

出して …… I 厭なず する こッ たら-な。 .：.： しかし、 咄 さすに も きれない 力ら？ 

切スて 今夜に も督 にで て ：•：• ダガ 霧の ゐる 前で は ：：： t ッ、 . ？： i でも f 

ん、 お 勢に 咄し て、 ィャ ：：： ぉ勢 ぢ やない、 叔 S に咄 して..：： ま ヰ. k 

顏を咄 して …：. n ….： 口汚な く咄 …：. して ：：： ァ 、頭が 亂れた …… 。」 0 

の 如く  i しきった 人の も傳 へる lllf! けられ 7 グ 4 あ；！ よき.」 一べ： 

翌廿 一 年 i された a ほ 一 lliiiir 

である 0 

更に 自然 豪の 華 かな 明德十 年の 頃に も 「平凡」 き 作品 を f 朝" に S* して ゐる f 


時代と 共に 移る の 出來た 彼の 偉大 さ を 物語る もので あり、 その 表現に も 浮 雲 以上の 冴え を 見 

せて 

〇 私に 取って は、 ポチ は 犬 だが …… 犬 以上 だ。 犬 以上で、 一寸 まあ、 お …… でもない。 ^J- 

以上 だ。 何と 言った もの か？ …… さう だ、 命 だ、 第二の 命 だ。 

〇 生命の 殆ど 全部 を 擧げて 試驗の 上に 鬚け てゐ たから、 若し 其 頃の 私の 牛： 涯 から 試驗 とい 

ふ もの を 取 去ったら、 跡 は 他愛の ない 煙の やうな 物に なって 了 ふ。 

〇 ジ ヤンく と 放 課の 鐘が 鳴る。 今迄 靜 かだった 校 4：： 內が 俄に 騷 がしくな つて、 彼方此方 

の 敎窒の 戸が 前後して 慌 だしく パッ くと 開く。 と、 その 狹ぃ 口から、 物の 眞黑な 塊り が 

ドッと 廊下へ 吐出され、 崩れて ばら/ >\ の 子供に なり、 我 勝に 玄關 脇の Ei!: 降 口 を 目 览 けて 

駄 出しながら、 口々 に 何だか 喚く。 只もう 校 舍を撼 つて ヮ I ッと いふ 聲の 中に、 無 數の圓 

い 顔が 默 つて 大きな 口 を 開いて 躍って ゐる やうで、 何 を 喚いて ゐる のか 分らない。 

などの 如く 歐 文脈の いぶきの か」 つたす ぐれた もの も ある けれども、 一方に おいて は 

〇 で、 題 は 「平凡」、 書 方 は 牛の 诞。 

さあ、 是 からが 本文 だが、 此處ら で囘を 改めた が 好から うと 思 ふ。 
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of. 今 曰 は 叉 頭が ふらく する。 i な U にや。 碌な 物 まけまい が、 一 n! 

殘 # だ。 向鉢卷 でゃッ つけろ！ 

などの 例 こ 明かな 如く 舊樣 式の 表記から 脫却 しきって ゐ ない 事も發 でき I  . . 

山 III を 大きく し i 文 51 動に 力めた だけあって おは は 

ら、 レ掛 ナてゐ たやう であり、 二十 年 十二  版の 我 樂多文 儘 十 S に は. -..1^!^!^ 

響 f て は、 歐 文の T. 一  とか 「！」 とか 「？」 など を も 利で リ；^ ひで.："： 銘；" ；； 

P て 印刷に 附 する 事と なった 同誌に 露 人なる 小說を 載せて は 還 # 文  一 I と^ 打つ 

てね るば かりで なく 

〇 洋服なら セルに おしよ と 言 はぬ ばかりり の 日の 照 方。 

〇 ス ー プ製造 法の 備忘 錄が 俄に 書齋の 本箱 を 出立して 水瓶の hk お^—.^  — 

〇 一年の S 苦 辛と いそがし I ば 今 曰の 爾 S めて.^ ります。 

などの 如く  I として は SI 新奇な I を もとって きぶで ある。 一 ？:. 

更に 明治 二十 二 年 I の 友の 附錄 として 襲され た 胡蝶に は 作 なほ ぜも つて ゐ/ 

らし い 事 は その 序文に も 明かで あるが、 


〇 淸 くて 優美で そして 愛らしい も Q は 六 七才の 少女と 浦の 春 景色で でも^り ませう。 

〇 西 山 を 銜むニ 十三夜の 殘 Mr 今些し 前まで 降 緩いた 五月雨に 洗 はれた 顏の淸 さ、 まだ 化 

粧は 止めす に 雲の 布巾 を携 へ て 折々 はみ づ から 拭って 居ます。 

〇 その 內に、 無殘、 に はかに 始まる 泣聲、 物音。 

〇 弱りました、 これに は 蝴蝶 も。 

〇 蝴蝶が 船端まで 来た 頃に は旣に はや 水烟が …… 。 

などと 新しい 比喩 や 擬人法 を 用 ひたり 名詞 止と か 倒置法と か を 使って ゐる ばかりでなく、 歐文 

の 符號を も 自由に 採り 用 ひて めまぐるしい 程の 珍ら しい 表現 をな して ゐ るの は 注目 せらるべき 

であるが、 彼の 作品 とても 亦 未だ 全く 舊樣 式から 脫 却し 切って ゐ るので はなく 

〇 「裏 も か へ さぬ.」 と 馬 琴なら 言 ふ 荒壁に 矢 根が 幾 本 も 打付けて あって それに 衣服 調度の た 

ぐひが吊されて有るさ へも釘の用方がまだ自由で無ぃと思はれて生計の度の低ぃのが：！：^-ぇ 

ま す 

の 如く 馬 琴な ど を 引合に 出して ゐる ものの 見受けられる ばかりでなく、 その 歐 文脈 的な 表現に 

おいてさへ 間々 奇警に すぎる やうな もの も 窺 はれて 一 一葉 亭の 如く この 方面に 於け る 深い 敎養を 

二 七 一 


も IH つ：：：： ril 時 f  i しめ irr けれども， 新し 

逢 i 開拓して iif  は r.p  く  II 

意に は いつまでも 雜 的な 手法が つきまとって ,^^^^.a 

と I 一 また 寸れ ども、 西 Is 對す li あった 彼 はいつ まても 力 r を 0 さ 

r 暴 I は Si リ ill 一人 女房に I  -ー  致 へ I きさな いて— 

をら れな かった。 卽 ちその 中には、  鬼 nts ひに 出 

HI 此 s くと。 I。  f  。  U7  .iur 1 

I つ c,^ 乍り を 巧.^ こ 描き m した 新しい 表記法 も^づ， 乂  H ら. ^え. - .n[ 

の 如く 短い 句切に よって 動作の 推移 を 巧； If  ^1 こ ノ：. クャ， g つてき たせの S 鋭の 

I びくした 表現に よって S 嫁入 先の 雷の 不機嫌 さに、 七  . 、 ^-. 

叉き ひ/ \ し ダ T^Jl  、レー. く，^, リ 文章に 引 づられ がちであって、^.^ 

、い 持を寫 しえ てゐる もの も ある けれども と 力く  ま- 

的 I 法 も あちらこちらに そ 11 め まるの；^" 一。  f ネ， や.. なきと なつ 

二十 九 年 二 I 稿の 多情 S に 至って は 「 ••：： ト 气ま 

た. まかりで なく、  i けの した I の 靠の文 は、 SCI 出た I な， タす！ --- ダ 


進展に 大いに 與っ て 力あった ものと 一一 一一 I： はねば ならない ので あるが、 

まざ .C 

〇 彼の 胸の 內に は、 その 可愛い 妻の 類 子は顯 然と 生きて ゐ るので ある。 

〇 例の 同僚 は 嗤 つた、 鷲 見 は 全力 を 擧げて 其 妻に 惚れて ゐ るの だと。 其 通り (全力 を擧げ 

て) と は 嘲弄で ない、 適評であった。 適評で はない、 事實 であった。 

〇 凡そ 女子と 云 ふ もの は、 柔に溫 であるべき ものである。 (類さん) は 十分に 柔に溫 であつ 

きん 

た、 と 彼 は 信じて ゐる。 然るに 葉 山のお 種 樣は蠟 石細工の やうに、 硬くて 冷たい。 

〇 澄 徹る签 は 藍で も 滴れ さう に、 何處に 一 點の雲 も 無い。 

などの 如く 力 强く疊 みかけたり、 r 蠟 石細工の やうに」 とか 「藍で も 滴れ さう に」 とか 新しい 

比喩 を m ひて ゐ るの など は 折衷 體の 文章に 力 をいた したば かりで なく 彼が 如何に 歐 文脈に 心 を 

ひかれて ゐ たかを 知る 事が 出來 るので ある。  • 

更に 金色 夜叉 は 彼が 病中 を も 冒して 前後 六 年の 長き にわた つて 執筆し、 しかも その 完成 を见 

すして 逝った 彼の 作品 中 最も 長大な ものであるが、 その 文章 報國の 熱情と 不斷の 努力 精進との 

結^ は、 和漢 洋の 三文 體 もこ k に はじめて 融合 渾 一 しきった かの 如く 見られる のであって、 

〇 久しく 人 氣の絕 えたり し 一間の 寒 は、 今 俄に 人の 溫き肉 を 得た る を 喜びて、 直に 咬まん 
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とする が 如く 膚に 薄れり。  . ノ 

〇 今の  一 iiiit  isillt 

て、 其の 映じ來 りし 形 を 總て. 陇さ す捉 へ^たり しなり。 

などの 如く I 脈の I を も あちらこちらに 認めうる のでき ， ， . .r.«'^cl^ 

5 ま、 戯作 的な 分子 を も 多分に 留めて をり、 l^olt^^l-^^f 

ましなかった けれども、 文 I 國を 念と して 努力と 精進と I けた I は んて 「 ：•：. ？ 

ヒ，^.^葉4^を罰台したズかりでなく、  ：？」 眞 力に 富む 豐 龍な 會 話の 文 を も 一- バし、 汗の 三 

る」 止の 新 様 TH を 倉，？. -しズ { 力 -  ：: こ. £ 

文體は 彼に よって 完全に f せられた とも ま 事が 出來 るので あって 秦.？ の 功お. J 

目せられ ねばならない であらう。  ^  ： えこ. ta 

つい i 村の 作品 をみ るに、 K ら m 文に 轉 じた I の 作品 千お の スケッチに.. 旣 タ.. 

文 1^ は S 取せられ てゐ るので ある。 卽ち 

OSS も S く 冬の 眠から 覺 めかけた やうに f じりの 土の ®E ま。 8-5 

cf 族に は 奇人が 多い。 時世が II 人に して 了った。 

などの 例に よっても その  一^ は 窺 ひう ろで あらう。 


ついで 彼の 最初の 長篇 破戒 を 見る に、 こ、 にも 

〇 勳搖 する 地上の 影 は 幾度 か 丑 松 を 驚かした。 日の 光 は 秋風に 送られて、 かれ/^ な 櫻の 

霜 葉 をう つくしく 見せる。 

〇 曰の 光 は斯の 小屋の 內へ射 入って、 死んで 其處に 倒れた 種牛と、 多忙し さう に 立 働く 人 

人の 白い 上^と を. ii した。 

〇 ぎ I？ しい、 犯し難い 社會の 威力 は 次第に、 丑 松の 身に 迫って 来る やうに 思 はれた。 

〇ili、  0 .—— 二六時中 忘れる ことの 出來 なかった， 苦痛 は 僅かに 胸 を 離れた ので ある。 

「は 鳥の やうに 自由 だ。 

などの 如く 巧みな 歐 文脈 表記の もの も兑受 けられる けれども、 一 方に おいて は猶 

勝つ も 負ける も 運 は是ー つに あると 打 込む 勢 は 獅子奮迅。 

の 如き 舊樣 式の 表記から 足 を 洗 ふまでに は 至って ゐな いので ある。 

「春」 は 明治 四十 年 東京 朝日に 連載せられ たもので 作 中の 靑木 とか 岸 本と か は それ/^ 透 谷 藤 村 

など を モデルと した ものと 言 はれて をり、 その 表現 も 前の 「破戒」 よりも 一層 はっきりと 個性 

の 色の よまれる ものである。 その 中に 運々 英詩と その 譯 文と を 載せて ゐ るの は異國 情調 を そ、 
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ら せないで はおかない ものであるが、 歐 文脈の 投影 せられて ゐる もの も 多く、 

〇 あの 英吉利の 湖畔 詩人が 寂しい 山家の 娘の f  IT 度、 その 屮に、 彼 s= 分 を はした。 

〇 『細君に は 御迷惑 だら うけれ ど。』 と は 熱心 を 額に 顯 して 一一 一 〔つた  . 

〇 細い 豆 ランプの 光 は 友達 や 妻子の 寢顏を 朦朧と 映し て^せる。 叩 附ぃ 寂しい 十"^ の ヒ に 

ある もの は、 唯 i きに 悶 いて 居る 彼 自身の 影ば かりであった。 

0 漠然とした 恐怖 は f す 彼の 胸を往 つたり 来たりした。 それの みならす、 if 

させ、 職業 を棄て させ、 暗い 寂しい 旅にまで 彼 を 押^した 力 は、 纏て 彼 を々； 1 にし. - 

急に 身 體を震 はせ たり、 譯 もな く淚を 流させた りする。 麴 町の 學校 を. 斜めて. ^て も ゥ. - 

り 仕事 は 出来なかった。 

などの 如くに 巧みな 表出 法 をと つて ゐる もの も少 くないの である。 

更に 明窗士 一年に 筆 を 染めた 「家」 に 至って は、 ず ズ  一 I の  一 I を 示して ゐる 力， 

であるが、 歐 文脈 も 今迄の 如く 目立たない までに 融和し 切って をり、  ，. 

〇 別離 を 告げて 出て 行く 樣な汽 W の 昔 は 港の 《仝に 高く^き 渡った。 おもの に I  レ 

明るい 海 だけ 殘 つた。 


〇 表の 門から、 人って、 金 nil 垣と 窓との 狹ぃ問 を 庭の 方へ 拔け ると、 裏の 女 教師の 家で も 

寢た。 三士 " の 家の 方へ 向いた 暗い 窓 は、 眼の やうに 閉ぢ られて 居た。 

〇復 た ボカく する 季節に 成った。 三士 n が 家から 二つば かり 横町 を 隔てた 河岸のと ころに 

は、 黄綠な 柳の 花が 垂下った。 石垣の 下 は、 荷 舟 なぞの 淀 泊す る 河口で、 燭 った黑 すんだ 

水が 電車の 通る 橋の 下の 方から 春ら しい 欠 仲 をしながら 流れて 來た。 

などの 如く 細緻 淸 新な 筆致 は 今までの 歐 文脈の ものに も 兑られ なかった 所で あり、 藤 村 はこの 

方面での 大きな 足跡 を 印して ゐる ものと 言 はねば ならない ので あらう。 

眞 をせ 刊 かう とする 自然 派の せつば つまった 小說に 反抗して 餘裕の ある 暢 びくと した 所を庶 

幾し 餘裕 派なる 一 派 を 樹立して は 自然 派 作家 を 向 ふに ま はして その 名 を 一 世に 謳 はれた！ fi- は淑 

石の 文 を 兑るも 西洋 文 學に對 する 深い 敎養 のあった だけに 旣に處 女 作 「吾 W は 猫で ある」 にお 

いても 氣 のきいた 欧文 風の 表現 を 見出す のに 難くない ので ある。 卽ち 猫が 臺 所で 一止 月の 雜煮餅 

に 食 ひついて はみ たもの の喵み 切れないで こまりぬいて ゐる あたりの 描寫 は、 如何にも.^ や 力 

であって 歐 文の 句 を 感ぜし める に 充分で あるが、 更に 

〇 吾犟は いつで も 彼等 の 中^に 己 を容る ベ き餘 地を兒 出し て どうにか 割り込む ので あ 7,。 力 
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運惡く 子供の 一 人が 眼を醍 ますが 最後 大變な 事になる。 

〇 僅かに ：十を過ぎ たる 太陽 は、 霸 なる ilQS^SK- に 抛げ かけて、 まくす る 

柔毛の 間より 眼に IID- えぬ 點 でも 燃え 出 づる樣 に 思 はれた。 

などと 手に ついた 歐 文脈 風の 文章 も け られ るので ある。 

苗 は その 齒 切の よい 豪に よって 5- となった が、 r 坊ちゃん」 si つて は-世 一. -グ. .1  き 

示し、 漸く 筆の 冴え I せる やうに なった ので あるが、 新 小說に 襲せられ I 枕に 於て はじ 

めて 餘 裕^と しての 漱 石の 面目 を 最もけ ざ やかに^ 取し つるので あ".. 

峠の 重の 一段の 如く 璧の妙 を 得て ゐる ものであって、 I とい ふより はがろ f とし 力 

はれない 程の 雅致に 富んで ゐる もの も あれば、 

0 しばらく は路が 平で 右 は雜木 山、 左 I の 花の. -で けで き。 

〇 草 山の 向う はすぐ 大海原で どえ くと 大き S が 人の ^成ず しに ま。 

どと 新しい 歐文 風な 文章 を も けられる ので あ 7。 

或は 朝日に 囊 された 囊人草 も 亦 t と共によ く 彼の 泰の して ゐ ろ.^ ので ある 

♦、 ， 

力 


〇 微茫 なる 春の 空の、 底 迄 も 藍 を 漂 はして、 吹けば 描ぐ かと 怪しまる」 采ら かき 屮に屹 

然として、 どうす る氣 かと 云 はぬ 許りに 叙 山が 錄 えて ゐる。 

〇 板り 廻した 杖の 先の 盡 くる、 遙か 向う に は、 白銀の 一 筋に 眼 を 射る 高 野 川 を めかして、 

左右 は 燃え 崩る 、迄に 濃く ゆ、 いた 菜の 花 を べっとり と 擦り 着けた 背景に は簿 紫の 遠山 を標 

緲の あなたに 描き出して ある。 

の 如く 歐 文脈 を宗 とする 巧みな 表記 も兑 出される ので ある。 

更に 彼 自ら 文體の 一 長 一 短 を 論じて どちら かと 一一 一一 n へば 漢字 假名 交りの 文體 とか 漢文 脈 を 引く 

文體 とかが 好きだと 言明して ゐ るのに よって 窺 はれる が 如く、 漢文 脈の 要素 も 多分に 彼の 文章 

に活 きかけ てゐる こと は旣に 述べた 所で ある。 

かくて 歐 文脈の 使用 度は廿 年頃から 年と 共に 增 加の 傾向 を 示して をり、 一 一葉 亭 とか 笑 妙齋と 

かに 始められて 紅 薬 を經、 藤村漱 石な どに 至って 如何にも 手ぎ はよ くこな される までにな つた 

けれども、 これ を驅 使す るまでに 至る に は猶大 1^ 期 を 待たねば ならなかった 事 は、 露 の 口頭 一忠 

的な 一一 一一 ：！ 文 一 致體の 大正に 入って はじめて 現れた のと 同様で ある。 

大正 期に あって 歐 文脈 を 最も 高度に 攝 取した の は 白樺 派の 作家と して 祌聖な 愛 を高唱 してや 
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まなかった 有囊郞 であった。 S 武郞は キリスト 敎 的な 雲 をで ⑩とカ ホイット 一 U 一 

研 さ」 歯の まった だけに、 その 作品に If  I 脈 si れる t でて ゐ るの f.- 

^ クーン I  、、r< ーョ P  C  ； i  -  r  -  -  i  :.  vj 

す こと は 出 f いので ある。 作家と しての彼の鐘は鋭かかったがために大仏^.^,..る 

出です して その 代表作 はもの せられて ゐる。 

大正 六 年 新 小 說に發 表の 力 インの 末裔 を H ルるも その 冒頭から 旣に 

まず、をき^^ひ、ぃマ 瘦 馬の 手綱 を 取りながら、 彼れ は 默り こくって 歩いた。 大きな ぴ 

風呂 I みと 一緒に、 の、 t い、 頭 S  "、大 、きい 赤坊 をお ぶった 彼の 窗、 小ノ i お 

ひきながら 三 四 も 離れて その 跡から とぼく とついて 行った。 I 

と 記されて をり、 細 If  I をな して ゐる ばかりでなく、  i^^^lu<l^ 

びて ゐ るの は兑 逃せな い 事 實 である。 

o$f^ffmM^. 质 is く 荒涼と して 擴 がって ゐた。 

〇£5Ib ぉ纩持 S い f  I つて 來て、 は 作物 I りこえ て-. グゃ 

うに 延びた。 

などと 淸 新な 比喩の 見られる ばかりで たく、 


〇 から 風の 幾日も 吹きぬ いた 擧 句に 雲が 靑空を かき 亂し はじた。 寞と 日の 光と が 迫 ひつ 追 

はれつして、 やがて 何處 から ともなく 雪が 降る やうに なった。 

〇 枝に 殘 つた 枯葉が 若芽に せきたてられて、 時時 かさつ と 地に 落ちた。 

の 如くに 擬人法に よる 新しい 表現の 跡も兑 受けられ るんで あって、 歐 文脈の 句 ひ は 到る 所に 感 

ぜられ るので ある。 

更に 大； 止 七 年 一 巧號の 新潮に 揭 載せられた 「小さき 者へ」 を HJ- るに、 巧みな 比喩の 兑られ る 

ばかりでなく、 擬人法の 如き も、 

〇 夜の 喑 さがい つまで も 部屋から 退かなかった。 

〇 二つの 生命 は昏々 として 死の 方へ 眠って 行った。 

〇 お前た ちが 六つと 五つと 四つに なった 年の 八 巧の 一 一日に 死が 殺到した。 死が 凡て を _跳 倒 

した。 而 して 死が 凡て を 救った。 

〇 深夜の 沈 默は私 を嚴肅 にす る。 

などと 數 多く 用 ひられて をり、 しかも 「夜の 暗 さ」 とか 「生命」 とか 「死」 とか 或は 「沈 默」 

とかの 抽象的な 事物に 對 してまで 好んで 擬人法の 用 ひられて ゐ るの は 何と 言っても 歐 文脈の 著 
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しい 影響と 見ねば ならない ので ある。 或は、 

難に は 十人並みな t お； あお 各》 私の 心 は T ともす ると 突き 上ぎ て來る 不安に 

いらくさ せられた。 

の 如き はた.^ 「生活しながら」 奋 へば 曰 本文と して は I なのに 拘ら す、 わざく-^ を」 

の 如く 無くても 事の 足り II をまで 添加した のな ども 歐 文の， 齒を そのまました J- で 

あり、  I 

^^^^^^o 不幸な モ而 して 同時に 幸福 I 前た ちの 父と S との 祝 一 f 胸に しめて 人の f- 

旅に 登れ。 前途 は 遠い。 而 して 暗い。 然し 恐れて はならぬ 。恐れない 者の 前 に^は^. -ろ 

行け。 勇んで。 小さき 者よ。 

などと 呼 掛の見 葉 を 前後に. 一 つづつ おいたり、 

私の 仕事？ 私の 仕事 は 私から 千 奥 も 遠く離れて しまった。 

の 如く 故意に 簡の 形を 借りて？ までつ け、 讀者 の： 謹 を こ、 に 染めよう としたの など" す 

ベて 歐文 風な 表記法 を 襲った もので なければ ならない ので ある。 

或は 同年 四月 大阪每 日に その 一 部を报 載せられた 「生れ 出 づる惱 み」 を = ^るに、 


〇 私 は、 机の 向う に 開かれた 窓から、 冬が 來て 雪に 埋もれて 行く 一面の 畑 を 見渡しながら 

滞りが ちな 筆 を 叱りつ けく 運ば さう として ゐた。 

〇 太陽の 生み出す 慈愛の 光 を、 地面 は 胸 を 張り 擴げて 吸 ひ 込んで ゐる。 

〇 雷電 峠と 反 對の灣 の 一 角から 長く 突き出した |1 り 損ねの 防波堤 は、 大蛇の 亡骸の やうな 

眞黑ぃ 姿 を 遠く 海の 面に 横た へて、 夜目に も 白く 兑 える 波濤の 牙が、 小 休み もな くその 胴 

腹に 嚼 ひか k つて ゐる。 

〇 船 はもう 一 個の 敏活な 生き物 だ C 船緣 から は 百足 蟲の やうに 艚の足 を 出し、 艫から は 

の やうな 舵の 尾 を 出して、 あの 物悲しい 北國 特^な 漁夫の 懸 聲に勵 まされながら 眞晤に 襲 

ひか ^ る 波の しぶき を 凌ぎ 分けて、 沖へ 沖へ と 岸 を 遠ざかって 行く。 

などと 好んで 擬人法の 用 ひられて ゐる ばかりでなく、 長く 突き出た 防波堤の 夜の 姿 を すのに 

「大蛇の 亡骸の やうな」 と 言 ひ 艚の足 を 描く のに r 百足 蟲の やうに」 とたと へ、 舵 を 現す のに は 

鯨 を 以てした りして、 巧みに 目新しい 比喩 も あちらこちらに 見受けられ るので ある。 

この 作に 於て 表現 上 特に 注意すべき は、 

寒い。 原稿紙の 手 ざ はり は 氷の やうだった。 

二ん 三 


二八 四 

i:^ 一一 一章 欧文 脈の 陰影 

の 如く 長短 自由の 文 を 遣って ゐる ばかりでなく  2t^^ 

-l^c  - 凡ての 人り、 いの 奥底に あるのと 问樣な 1 火力 燃 

私 i: ^心の奥底に は 狼 力に  力て y スゲ ' ^Ir 

. ； >  . I  --  _  .oi やり 佳 レ，^ま 义 ひどい ものん つた 

于 L ども、 その 火 を ら さう とする fel ヂの対 も 1 う"，^ 

0 如く —— を 用 ひたり、 或は  し： ノ  U 

0 汚 iii 雙ック I" さやき し f にし 赢 

事には殊に^^っ，^ぃと私の記憶に殘ってゐる。 

っ1=して^>、っと探るゃぅに私の顔を《^„"めた。 

、 ノ、、  二. -を： ら せながら、 私の 云 ふ is^ を聽 いて ゐ た。 

〇 君 は默 つた ま、 まじく きを 光ら サノカ 、： ：： う ，0 

,  . >  >  ,、 MJ で 3!  r- ： ンん みり と？， 3 つて-.^ ズ 

の 如く 腿すべき If ど Is にして：、 I し/もき -Kcnr よっても 

表で こ 負 ふ ものと 言 はねば ならない ので ある。 で 11 を 好んで" ひて ゐ るのに i て 

如何 こ 有 I 郞が If 巧みに 變 してね たかを 知りうる ので ある。 ま，：、 e 

t^/ 'I ^  5  。 、-」 - ノ  cn-igjij{j":i^.y ら：： i たので ある 力 そ 

「或る 女」 I 一  部分 を 一 或る 女の ダリ ン フス」 


最もけ ざ やかに 現れて をり、 

〇 改札の 眼の f きで 花が へ 吹いた やうに 微笑んで 0- せた。 

2 円 年の 前で 「若 奥様」 と 呼ばれた のと、 改札が がみく 怒鳴り立て たので、 針の やうに 

鋭 ぃ祌經 はすぐ 彼女 を あまのじゃく にした。 

〇 女の 本能が 生れて 始めて 芽 を ふき 始めた。 而 して 解^ 刀の やうな 日頃の 批判力 は 翁に や 

うに 鈍って しまった。 

〇 倉 地 は 致命傷 を 受けた 獸の やうに 呻いた。 

〇 四角な 箱に 窓 を 明けた やうな、 生々 しい 一 色の ぺ ンキで 塗り立てた 二三 階 建ての 家並み 

が、 險 ン C- 斜面に 沿うて 高く 低く 立ち 連なって、 岡の 上に は 水上げ の 風車が、 靑 空に 白い 

羽根 を ゆるゆる 動かしながら、 ， ^ひだ、 んひク 、と、 んと I らしく 音を立てて 廻って ゐた。 

〇 木 村と いふ 大きな 邪魔者 を 眼の 前に 据ゑ てお きながら、 互の 感情が 水の やうに 苦 もな く 

流れ 通 ふの を 一 一人 は 子供ら しく 樂 しんだ。 

などと 淸新 適切な 比喻の 見られる ばかりでなく、 擬人法の 如き も 

〇 乘客 一 同の 視線 は 綾 をな して 二人の 上に 亂れ 飛んだ。 

.  二八 五 


一 一 t* し、 

第三 章 lt£ 文脈の 陰影  I  、  t  、 

〇 管 捨てた やうに 古 ま 事なん ぞ i れて しまって、 手 欄 I をつ いたま、 放、 もして 

晚 夏の 景色 をつ 、む 引き締った 空 氣に額 を なぶらした。 

などと 抽象的な ものにまで 及んで ゐ るので あり 觅に  ト 

〇擎 も 貞世も 見 違へ る やうに 美しくな つた。 その 肉體は 細胞の. 一 つく ま く？^ 

嗅ぎつ け、 吸收 し、 飽滿 する やうに 見えた。 

ミ， Irpi  r  、七？ ^こよって は默 つて はんない からと い 股 

〇 それなら 何んでも 勝手に 云って 見る 力い お".^ に Z て^ 3: マ 

を、 かすかに 皮肉に 開いた 膂に 見せて ず A 子 は 十" 藤に 环を假 す 態度 を せた。 I 

〇，^ お、 とすると 貞世 はもう 死ぬ ：：： それ を擎 S 覺 したやう に m わった。 

が 急に 暗くな つた。 電燈の 光も兑 えない 程に 頭の 中が 暗い 渦卷 きで 一 杯に なった 

などと 手に ついた 巧みな 歐文 風な 文章 も いくらでも 兑 受けられ るので ある。 

更に 大正 九 年 三月に もの せられた 一-惜し みなく 愛 I ふ」 I るに、 雙 法び 如き も 

言葉 は不從 順な しき ある。 私達 sii の爲に f られ る。 私 i した i 私 B 力 

針 ほどの 誤， 犯す や 否や、 すぐに f 反して 私達に 切って か、 ろり IVH 分の. M 故 

に 人の 前に 高慢と なり、 卑怯と なり、 狡智 となり、 将純 となる 


などと 無形の ものにまで 及んで ゐる ばかりでなく 

然し；？^ は 生れた。 私 は それ を 知る。 私 0 身が この 事實を 知る 主體 である 以上、 この 私の 生 

命 は 何ん といつ て も 私の もの だ 。私 はこの 生命 を 私の 思 ふやう に 生きる ことが 出來 るの だ。 

私の 唯一 の 所有よ 私 は 凡ての 懷 疑に かか はらす、 結局 それ を 尊重 愛： i しないで ゐられ よう 

-か。 淚 にまで 私 は {n 身 を 痛感す る。 

の 如く 意識的に 何度と なく 「私」 を 反復す る 事に よって リズ ムをさ へ 感ぜし める もの も あれば、 

祌を 知った と 思って ゐた私 は、 神 を 知った と 思って ゐ たこと を 知った。 

の 如くに 文全體 をもう 一 度 その ま \ 繰 返す 事に よって 意味の 强調を ねらった もの も あれば、 或 

はまた 

私の 個性 は 私に 告げて かう 云 ふ。 

私 はお 前 だ。 私 はお 前の 精髓 だ。 私 は 肉 を 離れた 一 つの 概念の 幽靈 ではない。 また 翳 を 離 

れた. 一 つの 肉の 盲動で もない。 お前の 外部と 內 部との 溶け合った 一 つの 全體の 中に、 お前 

がお 前の 存在 を 有って ゐる やうに、 私も亦 その 全體の 屮で嚴 しく 働く 力の 總和 なの だ。 

の 如く 科學 的な 正確な 文章 も 見受けられる のであって、 歐 文脈の 手法 もぎ こちな さの 域 を脫し 

,  二八 七 


第三 章 歐 文脈の 陰影  しう.，^ つ- ュ 

て 適切 巧妙 S める やうに なった の は S 武郞の 功績と して 文霍上 I せら r ばなら し 

で H!!  く 明治 二十 ili 小說 t!l れは U 

式の I 法 を 止揚す る 事が 出？、 新奇 を 誇る こと は m 來たバ し；： ノ 々す 

,r.- ム つたの t ひ、 更に 明治 全 期 を 通じて 歐 I のさして f しな カア； グ 

ぬる は" ii"" 章に 特に I の 歐文攝 取の f れる ばかりでなく、 進んで 之 を I し？ る 

かに， - える こと は、 何と 言っても 管せられ ねばならな いので ある。 

四 

の Is しい も 業 it と siinHHH" 

問の 如き も 今までの 輩な ど はさら りと 西 S に 捨て 5?.Lnf ゥ 7 

名垣魯文を して 「君の f もはや く|學|せ え Ilit 

メュ i づ  .1  :1  、工人- H>i 人た け 仏 r 仆 / 


は 明 


すねえ ョ ハテサ 何に ならう とも I えさせて おきや ァ 商人 は 商 人工 


わね 云云」 (「安 愚樂 鍋」) と 新開 好の 口 を かりて 言 はしめ た 程であった。 この 流行病に 誘 はれて 

英語 は洋學 生の 日常 會 話に 挿入せられ たばかりで なく、 西洋 膝 粟 毛と か 安愚樂 鍋な どの 魯 文の 

作品に も 反影して ゐ るので あるが、 

オイ オイ あねえ 親方に ラウス を 大切に して 燒鍋を 一枚 あつら へ て くんな そして 此のお 容は 

煮た のがい、 と 云 ふから タレ 拔の スゥプ へ みりんと 驚 油 をお としてよ く 煮て くんな (「安 愚 

樂鍋」 新聞 好の 生 鍋の 條) 

の 如く 多く 聞き かじりの 單 語の 好んで 用 ひられて ゐる に過ぎないの であって、 未だ 舊來の 文脈 

を 一 新せ しめる 程の 大變化 を こ、 に 求める 事 は 不可能な ので ある。 

十 年から 一 一十 年に かけて は歐 化の 潮流に 棹して 西洋 文學 の飜譯 せられた もの も少 くなかった 

けれども、 或は 國 文句 調 を 主と し 或は 漢文 脈を宗 とする ものであって、 S1 しきに 至って はわ ざ 

わざ 緣 語と か懸詞 をまで 用 ひて 力めて 國 文脈に よらう としたり、 どの 句 を も 七五調に 譯 出して 

どうにかして 淨 瑶璃體 に 則らう とした 程であった から、 未だ 原文の 句 を も その ま、 に傳 へ えた 

ものはなかった ので ある。 

しかるに 明治 も廿年 前後から 漸く 西洋 文脈の 句 を 感ぜし める に 足る 作品 を 生む に 至り、 こ 、 

,  二八 九 


,  二 九 〇 

第 一 一 HI- 歐 文脈の 陰影 

において、 我國 Q 秦は 今までに 見る きで きなかった II なきへ と轉 向し.. める 

. ^よった ので ある。  」 ジ こ 二 

西洋 文脈 を 始めて け ざ やかに 傅へ たもの 喜 文 一致に よって 近代 I の fft:;ulq.! 

撃の 作品 浮 雲で ある。 更に その 翌年 譯 された あ ひ I に 至って は. 一き 力む-お ズ.. ？.？ ナ 

見出し 得る ので ある。  ー i  C 

ニ輩と共に首文ー致の育成に與ってカのぁった突蓄" 亇から|脈ゾ.."を^?> 

ゐた 如くで あり II とか！ とか？ とか を 好んで 用 ひて ゐる ばかりで たく、々 て；； 力 

へって 耳 障に 感ぜられる I 奇な秦 を も 示して ゐ るので あり、 llll^^r 

蕖亭に 劣らない ので ある。  . —  ， ：..、 ^^.： 

と舊 till 的 iil」 て ，昏 itt 

寒タ  ノ、 lci,,、t,v  ニ，^^.^ぞ<かりでなく.^义派をも多分に描 

品 を 通じて つきまとって はねる けれど-、 119  1^ リ — る？ あって、 

取して これらの 三文 體は 彼に よって I に 融合せられ たものと も-一 n ふ？." i の 

こ、 にも 彼の 功鎮は 認められねば たらたい ので ある。  ト ヒ 

籐村 の 作品に は 最初の 散文 千 曲 川の スケッチ II  lin 


見 n ザる ので あるが、 「破戒」 (明治 三十 八 年) より r 赛」 (明： IS 四十 年) 「j_^」 より 「家」 (明治 四十 

二た 牛) へと 進む に從 つて、 歐 文脈 も 漸次 これまでの 作品に 於け るが 如く H 立たない までに 融合 

しきって ゐ るので あって、 言文一致 體の 一高 峯を 認めうる のと 共に、 文？：； 十 史上 注 せられねば 

ならない ので ある。 

更に 自然 派 を 向う に ま はして 餘裕 派なる 一 派 を 樹立し 悠々 文壇 を 席 格した 夏 S 漱石 も、 西洋 

文 學に對 すろ 深い 敎養 のあった だけに、 如何にも こなれ た 巧みな 歐文 表記 も 見受けられる けれ 

ども、 その 根深い 東洋 趣味の ために 各 作品に かなりけ ざ やかに 漢文 的な 句 調も數 多く 用 ゐられ 

てゐ るの を 否む 事 は 出 事ない ので ある。 

歐 文脈の 表記 は 明治 も廿 年頃から 旣 にあら はれて ゐる けれども、 その 完成に は 大正 期 を 待た 

ねばならなかった。 

歐 文脈 を 高度に 攝 取し 之を驅 使す るにまで 至った 功績 は 何と 言っても 有島武 郞に歸 すべき も 

ので あり、 彼の 文章 史上にお ける 地位 も 亦 之に よって 決定せられ ねばならない であらう。 

明治 以降 歐 文脈の 流入 せられた 事 は 我國の 文章 を 全く 一  變 せしめる 租 の大變 革で あつたが、 

明 ^5  口 年間に は 未だ 之 を 高度に 攝 取す るまでに は 至らす、 之 を 自由に 驅 使す るに は 大！. ^朋の 白樺 

,  二 九/  * 


二 九 二 

第 i 歐 文脈の 陰影  - 1 iR  ノご 

派の 乍 家 有き 出現 を 待たねば ならなかった f、  i-im 

の 成育 をで けながら も、 眞にロ Isff に は li を 期待せ ねばならなかった の 

と同漾 である。 


第三 篇 近代 文章の 特賀 

明治 大正の 文化の ゎづ かに 五六 十 年の 間に 著しい 發展と 飛躍と を 示した が 如く、 近代 文章の 

上に あっても 未だ 嘗て られ なかった 程の 念 激な變 化が られ るので ある。 

明治 以降 泰西の 文物の 潮の 如く 我が 國に 流入せられ たのと 共に、 洋學 研究の 結^ は 從來の 文 

章の スタイル を 一 變 せしめる 程な^ だしい 變 革を兑 るに 至り、 窮屈な 文語 表記 を蟬脫 して 平明 

暢 連な 口頭 語 的 表現に 接近して 行った のであって 近代 文章 史の 史的 價値 はこ" に 求められねば 

ならな い ので ある。 

第一 ー篇に 於て 文脈 を 中心として 主として 横の 考察 を 行った われわれ はっ^いて 近代 文章の 特 

質と も 見るべき もの を こ、 に 少しく 概括して おくのが 便利で あらう。 

二 

.  二 九 三 


二 九 四 

近代 文 車の 特^  , 

,1s 質と して S1 に擧 ぐべき もの は 言 文 i より f その i を まに. や-つ 力 も 

な t ばなら ない ので あり、 近代 秦？ -は 81 一致 i き 外なら ない ので あろ。 

けれども 長い 慣習 を 有する 言 文 ニ途 よりその. 一致 を^さん とする に は 中々. if てた 

く、 多くの人々の^^^^と精進とがこ、に加へられねばならかった  I  ^.i  i 

きの 初年に あって は 新人の 文學の 方面 を 顧みる もの もな く  K 上 くれ-" 後^ 繼. f と/ 

るべき ものであって、 作者の 如き もゎづ かに 江戶 時代の 餘 ff たがら その^に L ゾし 

た 筆を揮って i 位に 過ぎなかった 。やろ 作家に 新しい 秦を 求める smf に-は 勿論 


る時代にぁってぃち门十くも秦の改革に手を染めたのは新文明の^"^してダ."た.ぉ 

澤論吉 その 人であった。  、 

彼 は 漢文の 素養 も かなりあった けれども、 蓦の i 界に f 用 ひられて ゐ/ 砍." ur.,: 

調 こ 拘束 せられる 事な く、 極めて 自由に 漢語と 俗語と を 融合して 5 俗め ちゃく」 01 

蠢 とした 新 文體を 創始し 一」  一 i If  9. 文明の 新 I おせしめん」 とし 時 

して 彼の SS だ 高かった 事 集す ばかりでなく、  S ぉ新秦 S むべき 力に を も マ， 


ものと して 注目せられ ねばならな いので ある。 

福澤論吉が思ひ切って平=^暢逹の文章を庶幾してから6=5くは文^:十史上さしてめざましぃ進 

展は 兑ら. なかった けれども、 卄 年代と なり 一 一葉 亭 四 迷と か 山 田 美妙 齋の 出现 と共に 明ュ 化の 文 

章 も 漸く めざましい 展開の 姿 を 見せる 事と なった ので ある。 

一 一葉 亭は その 作 浮 雲に 於て 逍遙の 小 說神髓 の 理論 を 最もよ く 具現した ので あるが、 その 表現 

にあた つても、 全く 目新しい 言文一致の 新 様式 を 以てした 事 は 文章 史上 特筆せられ ねばならな 

いで あらう。 しかも その 文體 についても 逍遙の 少し 美文 素 を 取り込めと 言った のに 對 して、 彼 

は それが 嫌 ひだった と 言 ふより は 寧ろ 之 を 排斥しょう としたの は 如何に 菜敢に 彼が 首 文  一 ^の 

筆 を 執つ たかを 物語る ものと 言 はねば ならない ので ある。 

從來の 戯作者 流の 文章 は 福 澤論吉 によって 平明 達意 を 33 とする ものと 改められた ばかりで な 

く、 更に 逍遙 を經て 俗文の 利點 さへ 唱 へられる に 及んで は 小說の 文體も 俗文に よっても のせら 

れ るの も 遠く はない と 思 はせ るに 至った ので あるが、 か、 る 機運に 乘 じて 早く も 一 百 文 一 致の 作 

品 を 世に 問った 事 は 何と 言っても 一 一葉 亭の 功績に 歸 すべき ものである。 

1 一葉 亭と略 同時に 言文一致の 作品 を 現し、 しかも この 運動の ために 雄々 しく も 攻雞の 矢面に 
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立って この 新 文 S 育成に 力めた Q は 山 田 美妙 齋 であった。 額 S これまで 俗文と してや や 

嘲 籠を帶 びて 呼ばれて ゐた 新秦吞 文 一 致 |稱呼| へて "nf 义 けしめ る， 

にした 點 において 言 文 一 致 體の名 付 親と も 言 ふべ きで ある。 

彼 は 二葉 亭 と共に 新 文章の 創 成に 與 つて 力の あった ものであるが、 二 S の、 作 のみに よ 

つて こ sf 霞した Q に對 して、 美妙 は 作品の みならす、 ^Im 

章 を宣傳 したがた めに 彼の 業績 は  一 2^ 華 かなもの となりえ てゐ る。 

I ま r ::: である」 止 を 創始して I 文の 終止形 式 を 確立した のみなら す、 i たまの 

文 こ は. 51 やう li を 抱かせる に 充分であった。 しかも その 秦に はやぎ ビ.. ず 

が渾ー I しきって tQI へば、 近代の 新 秦は秦 報阔の t 燃えた き はじ.. 

て その 大道 を 歩み 出した も のと も 言 ひうる ので ある 

ついで I と は II のなかった 俳人 正 岡子规 によって 聚 文つ』 ま- られ た^ 後の 

自然主義の 作品にまで き f 投げ かけた ものと して t せられば ならなかった。 卽ち 

所謂 寫生 文と は 8 な 觀察 と， な ■ と をまして か 01 に 於け S 化の.^.. を" - てお.. 

に 書き あげた ものであって、 涵| とす I 友 杜ー滅 にあつ かたり fe^  く あ レチン 


献 作者 的な 手法 はこ、 に は 全く 兑 受けらない ので ある。 かくの 如く寫 生 文 は 自己の 體驗を 無視 

した {仝睐 虚偽な 粉飾 を 却け た に 於て ついで 起るべき 自然主義 文學に 呼びかけ たものと 一； n ひう 

るで あらう。 

蔡樣 式の 表記に 惯れ きって ゐる 作者が 新 様式の 表現に^ 換す るに あたって は 容易なら ぬ 努力 

と 決心と を 要し、 しかも 完全に は 之を脫 却し にくかった 事 は J 路作が 超然と して 後々 まで も 雅俗 

折衷の 孤城 を 固守して ゐた事 や、 紅葉が 一 度 新 文章に 筆 を 染めながら も： g 後の 傑作 を ものす る 

にあたって は； 冉び 折衷 體に 逆行せ すに は をら れ なかった 事に よっても 容易に 之 を 推測し うるで 

あらう C 

か、 る见 地より して 紅葉と か 露 忭 とかの 所謂 大家の 新文體 への 轉換 の^だ 至難だった の を 思 

ふとき 流石 は 文章 報國を 以て 念と した 紅葉の 偉大 さ を 思 ひ 浮べる 事が 出來 るので ある。 

これに 反して 佝等舊 い 筆く せ を 持たぬ 所謂 新進作家 逑は 少しの 苦痛 もな く 始めから 新樣 式の 

表現 を 採り上げる 箏が 出来た のであって、 新 文牽の 發展は これらの 新 逸 作家に 俟っ 所が 多 かつ 

たので ある。 

藤 村に しても 漱石 にしても 初めから 一一 一一：： 文 一 致體を 遣る 事が 出來 たために、 紅葉 や 露 伴 や 逍遙 

.  二 九 七 
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近代 文章の 特 ..s-   l^^e 

鷗外 の 如 i」 文體 IQII 驗 する 事 もな く  5 この 文の B にます I""../ 


籐村 とか 碧の 努力に よって 言 文. 一致 體も 略？ ての ISI せる f はなった〕 

比、 こ 明台访 こあって は 未だ 文語 的 表現から 足 を 洗 ふ 事 は m 來す、 3i 〈の リ仉， -"f r  ^ 

は g 大正 期 を 待たねば ならなかった ので ある  m  'I 

白 雷の 驍將 武者 小 I 篤 は獨語 的な ま 法に よって 近代 人の 獨り物 をず ま^.^,.;、  U 

由 奔放な 形式に よって 新しい 豪 を 文壇に おくった ばかりでなく、  にず 文- f 

示した 點 において は 文章 史上 特に 注目せられ ねばならない であらう ー . 、 

話 J そのもの を秦 とする の 可否 は ともかく 5 の 一致 は 近代 泰 のい 標 であ ハ rf, 

路ま での 文章 はっとめ て t  II に 近づかう とした ものと 首 ひうる のま. - . 

かくて 近代 文章の 特質の 一つ は 5. 一致の 誕生と その I とに 求められねば ならし も" 


る 0 


近代 文章の 第一 一の 特質 は 和漢 洋の 三文 脈が 漸次 融合 調和 せられて 今までに ID- られ なかった 新 

文 草 を 形造った 事で ある。 

巾 で も 漢文 脈 は 明治 の 全 期 を 通じて 力強く 脈う つて をり、 特に 評論 方面 にあって は^ 文 崩し 

を宗 とする ものが 多く 樗牛 とか 桂月と かの 如く 優婉な 阈 文脈 を 織 込ませながら も、 ^j;n 文 一 致 

の 新 文章に 轉換 する 事の 出來 なかった のによ つても 如何に この 文體が 評論 界を風 魔して ゐ たか 

を 窺 ひうる であらう。 

文壇の 方面に あっても かなり 後まで も 漢文 脈 の 浸染し て ゐ た 事 は 寧ろ 驚く べき ほどであって 

言 文 一 致の 新 文章 を 創始した 一 一葉 亭の 如き も 一 方に おいて は 漢文 崩しの 表記 を も 全然 捨て去る 

事 は出來 なかった の も、 慣習の 久しき を 思へば 無理 もない ことであった。 

IB- に 二人 女房と か 多情多恨 とかに よって r …… である」 止の 結尾 様式 を究 成して 後の 文章の 

規範と なった 尾 崎 紅 薬の 作品に も猶 漢文 脈の 姿 は 全然 影 を ひそめて はゐ ない ので ある。 

或は また 子規の 唱導に か &る寫 生 文 を 大成し、 餘裕 派なる 一 派 を 樹立して^ 枕と か 虞美人草 

などの 傑れた 作品 を 世に 問った 夏目漱 石に も 漢文 脈 はかなり け ざ やかに 作 m して ゐ るの を 出 心 へ 

ば、 明治の 文壇 を 通じて この 文脈の 勢力の 侮る ことの 出來な いものの あつ た 事も容 Is^ に 推察 せ 
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近代 文章の 特質 

られ るで あらう。 

明 台も卄 年頃まで は 西歐崇 拜の倾 向が 高揚 せられる 一 方で あつたが、 カ>ろリに.^レ^-^- 

國粹 呆存の 運動 も萠 して をり 落 合 K 文 一 派の 國文學 者 は 古典の 硏究を _ ね ける 傍、 n ら. -"J. 

形式に 典り 新しい S を 盛って は小說 めいた 霞な 作品 ま 數多 く靈 した。 直文^ へたり 

文 は 彼の 門下生た る大町 管と 井 雨 江と かによ つて その 發 f 期せられ たばかりで なく 

一 方鹋 外と か 文 學界の 人々 など も 亦 美文の 完成に 努力した のであった。  ー 

美文 を 中心として 國文脈を 宗 とする 文 體の行 はれた ¥ は h- 述の 如くで あるが、 I. のまに 

あっても 所謂 雅俗 折衷 體 なる ものが 盛に 行 はれて この 述 動と 呼 應す るかの 把 かあつた この.^ 

體に 最も 力 を そ 上. だの は 何と 言っても 尾 崎 紅 紫であった。 彼が 如何に こや i に 心 を ひ 力 f 

てゐ たかは 一 度 一 一人 直と か 多情 多 恨など吞 文 一 致の 秦を f ながら も、 m ぶ 

する にあたって は S 手 慣れた この 文 f 採りお ないで は ゐられ なかった のによ つて" ま 

に 之 を 窺 ひうる であらう。  j 

紅葉と 共に 紅露 時代 I 出した 幸 もま 文脈 を帶 びた ものと か I 句， 文" う" て 

はゐ る寸れ ども その 主流と する 所 はや はり^ 文脈であった。 


更に as- 的に 出現して 一 時に 文壇の 龍兒 となった 女流作家 樋 n  一  ss^ も 亦 雅俗 折衷 體の文 を 遣 

つ てゐ るに である。 

この 文 體は新 文章の 摸索 時代に 一 つの 試みと して 生れ 出で たもので あって- 常時と いへ ども 

心 ある 人々 は將來 ある ものと は 思はなかった らしい けれども、 紅葉が 害き 露 作が 害き^ 外綠雨 

一 葉な どの 常時お 名な 作家が 多く こ の 文體 によ つて ゐ たのに よっても、 かなり 廣くゅ こもて は 

やされ た 事 を 知りうる ので ある。 

しかも この 文體は 一 葉 あたり を 最後と して 求められ なくなつ たので あるが、 「たけくらべ」 の 

如何に 女らしい 繊細な 感じ を 盛り 得た からと言って も、 その 形式 は 西 鶴と か 源氏と かを宗 とし 

てゐる だけに 何と 言っても 不自. 5 さ をまぬ がれない のであって、 彼女の ために 之 を 惜しむ の は 

一 人！： 木^ 獨歩 のみで はない ので ある。 

漢文 句 調と 和文 脈との 混淆 は 旣に早 く 上代より 認められる 所で あり、 その 融和の 度合 如：！： に 

よ つ て 或は 物語の 文章と なり 或は 軍記 • 狂言の 文體 となり、 更に 浮世 草紙 . 讀本 などの 表現と 

もな つて ゐ るので ある。 

けれども 和漢の みならす 歐 文脈まで も攝 取せられ て 精細 緻密な 表現と なり 從來の 文體を 一 變 
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近代 文章の 特質  ！ て t 

する に 至った の は 近代の I における fl な I でなければ な.！" 

代の 新 秦は歐 文脈に よって 新しい 方向 を 指示せられ たものと も. 7 へく"... の. . 

ち 最も 注目せられ ねばならな 窳は言 t でもまで あらう  ，」>  つ，， ，ぶ 

:4  一、.， HTVd 皮 裏  >  ゆ はであって さした る 文化の 乂" も H ルな 力った カズ 

寸 el ども 明治 も 十 年頃まで は 未た 破ず グ^^て あ, て  lll.fv リ 

め こ 豪の 方面に もき べき もの 少 41 だった 洋學 の霧の 如き "わ， つかに". i 

作品な どに 聞き かじりの 英 il がわ づ かに 用 ひられて ゐる 位に つ ^。_ ヒナし 

つ， で廿 年頃き にかけ て は 世の 欧化の 湖に 乘 つて 多くの i- 物が- 繼.^ で ff"r_ 

ども、 これ とても 國文脈を 宗 としたり 漢文 句 調 をました りし 莊 しきに 至って は l"rr;; 

まで かつぎ 出したり、 無理に も 七五調の a 讓 によらう としたり して ま 彼の地 S 。を. - 

ぜ しめる までに は 至って ゐな いので あろ。  . ， _ソ 

斤； 月台廿 年頃から，" I の 味 ま I 分に 保持した 露 霧な I を." - むに や-さ 

一 霞と 共に ー1  一 ^olstl^^llvlu^H^.^ 

として は S りな It 表 てし 一」 きのであって こ sf-.- ずず 免" 


いものが あるので ある。  丄 

更に 尾 崎 紅葉の 如き も 雅俗 折衷の 文體を 愛好して はゐ たけれ ども 西 歐文學 の敎養 もあった * ぶ 

けに 歐文 表記の もの も あちらこちらに 認められて 和文 脈 漢文 脈の 驅 使せられ てゐ るのと 共に 一二 一 

文脈の 調和 融合した 姿 は 初めて こ \ に 求められ るので ある。  一 

ついで 藤 村と か漱 石な どの 作に は 彼等が 手 慣れた 文體を もたなかった ために 最初から 容易に 

新文體 による 事が 出來 たのみで なく 歐 文脈 も 多分に 攝 取せられ て 明治 期の 文章の 行きつ く 

示して ゐ るかの 觀が ある けれども、 未だ 歐 文脈 を驅 使す るまでに は 至って ゐな いので ある。 一 

歐 文脈 を 高度に 攝 取し、 しかも 手に ついた 巧みな 表現 を 見出す までに は 大正 期 を 待たねば な 一 

ら なかった ので、 白樺 派の 作家 有 島武郞 などに は 最もけ ざ やかに その 例 を 見得る ので ある。 ； 

有岛の 文章 は 豪華 奔放 目 も 眩い ほどの 華麗 さ を 示して をり、 時に 重厚 さに おいて 决ける ； W よ 

あるに もせよ、 近代 文章に 新 方向 を 指示した とも 一一 一一 I！ ふべき 歐 文脈 は 彼に よって はじめて 飜 一 

調の 域を脫 し、 自. a 自在に 驅 使せられ るに 至った ので ある。 

彼の 武者 小路 實篤 によって はじめて 眞の言 文 一 致の 作品 を 示された のを考 へ 合すと き、 白樺： 

派の 近代 文 草へ の 寄與の 甚だ 犬なる もの ある を 認めなければ ならない ので ある。 
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かくて 近代の I に は 歐文 脈の 作用す！ によって 今まで は" 

筆致と なりえ たので あるが、 ^§i0eiiifly  - ( 

らな いので ある。 


四 


sril 誇！！ か if し： UUH  。 

こ 捨てて わかり し f  il つ i!.: れ？ 卩； 

I 卽 ち旣， 早く も か sisfl 文！ ur.";!;:^:""": ハ た"" r 

こ 多くの なに I の 爆に 浴 さしめ ようとす |2§ より" て.. も 

ども、 文體の 平易化に も與 つて 力の あった 事 は 確で ある。 さえす ろ 一と. T ふべき 所 

彼の 如何に 平 tfi して ゐ たかは 從 f らば 「之 を 知らざる に up 「い 匸る^ 

を T 意ら ー 不調 零」 H  lldH^^ 

a 「養 塞」 Inl な 募つ きりて I 


來 上った 革 稿 をば 女子供に 讀 ませて は 分らぬ と 言 ふ 漢語 をば 力めて 平易な 言葉に 書 改めた のに- 

よ  つ  て も 之 を 窺 ひうる であらう。 

更に 一一 一 n 文 一致の 世に 行 はれる に 至った 結^、 15- 角 修飾 的傳統 的と なりが ちな 地の文 をまで、 一 

修飾 Q 少ぃ會 話の 文に よって 制する 事と なり、 ひいては 文章 一 般を 平易化す るに 役立った 事  1 

は 何とい つても 爭 はれな い 事赏 である。  j 

^從來 何等の 句切 もな く 長々 と 書 緩 けられて ゐた 地の文と 會 話の 文と が 刺 然と 別行に 醫きー  i 

されて 一 目して 之と 識別す る is^ の 出来る やうに なった 事 も 近代の 文章 を讀み 易い ものと する Q 

に 大いに 役立って ゐる ものの 如くで ある。  一 

明治 初年に あって は 勿論 假名 垣魯 文の 安憑樂 鍋と か 1^ 廣鐵 腸の 雪中 梅な どに 見える が 如く、 

會 話の 文と 地の文と は 何等 151： 別せられ る 事な く 書き流され たもので あり、 しかも 會 話の 文に は 

一 々その 話者 を 小 書きした もので あつたが、 明治 二十 年 に は 二葉 亭の浮 雲に 見える が 如く 

文 三 初 は 何 心なく 二階の 梯子段 を 二 段 三 段 登った が、 不圖立 止まり、 何 か 切りに 考へ なが 

ら、 I 段 降りて また 立 止まり、 また 考へ てまた 降りる。 ：：： 俄に 氣を取 直して、 將に； 冉びー 

二階へ 登らん とする 時、 忽ちお 勢の 子舍の 中に 聲 がして  一 
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「誰 方」 

ト い ふ。  . 

「私」 

ト 返答 をして、 文 三 は 肩を& める。  、 

. 、 こ つくさん 0  ::: 淋敷： N てなら ないから、 些 とお 噺 しに 入ら ッし ベい 

「オヤ、 誰 方 かと 田. 5 ッ たら 文さん . ^薬 

な。」 

r ェ う。 だが、 最ぅ些 と 後に しませう。」 

「何败 御用が 有る の。」 

「ィ ャ、 何も K はない が  」 

「をれ ぢ ゃァ宜 いぢ や 有りません か。 ネ ー 入ら ッ しゃいよ 」 

な" pil とし ii ないやう n:Hr" 

!i お I が 如 I 管から まぬがれ、 小？ る t のな くな つた のみてな く 产 

多分の 平明 I 加へ たこと 泰 はれない 囊 である。 . 气 ：1 せられる こ., つた 

或は 歐 文に 用 ひられる：， .な ど ts せられて、 と 力。 と 力 力 r 力せられ ス- 至 


ばかりでなく  . 

〇 何も 知らぬ から、 昇 は 例の 如く、 好 もし さうな IE 付 をして、 お 勢の 顔を視 て、 挨拶より 

くひち 

ま づ戯首 をい ふ。 お 勢は莞 雨と もせす、 眞面 rn: な挨 をす る。 ！ 彼此 齟齬 ふ。 (浮 ®) 

〇 此方 は、 なに、 返答 をす る もの か、 と 力んだ (？) 面相 (同前) 

〇 来年 は 四十 だとい ふ、 もう 餐に 大分 白髮も 見える、 汚ない 髭の 親 仁の 私が、 親に 機 いで 

は 犬の 事 を 憶 出すな んぞ と、 餘り 馬鹿 氣てゐ てお 話に ならぬ —— と、 被 仰る 方が、 有る か 

も 知れん が、 私に 取って は、 ポチ は 犬 だが …… 犬 以上 だ。 犬 以上で 一 寸 まあ、 弟 …… でも 

ない、 弟 以上 だ。 何と 言った もの か？  さう だ、 命 だ、 第二の 命 だ。 (平凡) 

などの 例に も 明かな 如く …… とか 11 とか ( ) とか 或は！ とか？ などの 記號を 巧みに 使 ひわ 

ける 事に よって、 從來の 文章よりも 遙 かに 近代の 文章 をして 請み 易い ものと させない では を か 

なかった やうで ある。 

山 E 美妙 は 好んで 新しい 表現 をと つた だけに、 か、 る 方面に おいても 亦 珍ら しい 工夫 を こら 

して をり、 

〇 「おや 杉 田 素淸！ や、 此處に 居る のか。 すぐ 傍 だ、 己の 下宿の。 どうして それ を 己 は 知 
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ら なか ッ たか。 して 見れば 此 問の i せた の は： ぁッ。 胸の 金時^ • なるほど. St: へ 

ば 杉 田 も 金時計、 こり や 意外な。 はてな、 杉 W は あの 時 己が ポ を^く と 知ッた 力. -ら / 

杉 田が ： 己 を ： 車を曳 くと。」 (美妙. 花 r る ま)  ー 

〇「 此奢讀 ん だら さぞ 御 兩親も ： 大 よろ C  ： し 「 ： び」 とまで # ひ 切らぬ 叫 はやく も 

兩 親の よろこんで 居る 笑顔が 現れて ー 譲、 はうる ほッ たい、 の はふる へる 

脣！ 8 妙 • この 子) 

などの 例に きる 如く… とか！ 1 とか！ とか を 川 ひて ゐる ばかりでなく  、まま-. た 

り 「 」 の 微妙|法を も 示して をり、 に I の 花 まか I ひついた もの カーな" か ^ 

の 文字 だけ は特 I によって 現して きのな ども 管 せらるべき である けれども 彼と C もれり 

奇に 過ぎる と 思った もの か 二三の 作品に 試みた だけであった。 

ト波の新八犬傳にも囘の改る毎に冒頭の文字を黑はの中に白く浮出させ^の上にリを《.^|- 

疆に相應し^夫をこらしてゐるのが^れるけれども他の作品には跡£っ？ぅでぁ 

る 0 

或は 小波と 同じ 視友社 門の 石橋 思案の 乙女心 を る も 


あ：, ま へ 

〇 年 は モ Ci 'や 五十の 上 を 越して 通常なら 火桶 へ でも 嶼り附 いて = 早く 初孫の 額が！： ：5- た い = 

杯と 云 ふ處を 夜中に 此 針仕事 感心な ものです。 

〇 若者 は 矢庭に 首 を 上げ =ナァ1  一一  •: モウ •： =ト搏 び此 女と 額 を兑 合せ ましたが 似て 

居る ••• 生寫と r ムふ 感じ はます/ -\ 深くなりまして =ァ ノ贵郎 •: =ト：- ムふ i ュ梅は —— 五 

年 國を 出立 する 時 村盡ま でお 雪が 送 ッて來 て 吳れ て^れ 際に = 贵郞 ： •  n 十く 立 派 に な ッ 

て 妾 達を迎 ひに 來て 下さい ：• = ト泪を 流して 云ッ たァノ 時の贲 郞に 寸分 逮 はない =ト こ 

ん だは 形ば かりで なく 無形の 音聲 まで 似て 參 りました = どうして 世 問に はかう も 似た者が 

ある だら うか？  ••• =ト考 へ ますと ァラ 不思議 •： 妙に 此 女が こ ひしく 慕 はしくな ッ て來 

ます。 偖 も 不思議な は 心 现學で 云 ふ 思想の 連絡で せう？ 

の 如く —— :. = O0? など を 巧みに 使 ひこな して ゐる のが： られ るので ある。 

更に 硯友 社の 棟梁 紅 薬の 文 を 見る に、 これらの 符號は 手に入って 用 ひられて をり こ. - にも 文 

章 報國を 念と して その 形式に 血の 出る やうな 努力 を 惜しまなかった 彼の 工夫の 跡 を 認めないで 

は をら れな いので ある。 卽ち 

〇 我是 ない 子供の やうに、 (お前 は 何故 死んだ、 死ぬ こと はならん。 死ぬ とい ふ 法 は 無い。) 
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近代 文章の 特質 

と 死顏 の 取って は、 g の 前に 坐って は、 墓標 を 描って は、 位 f 眺めて は、 1^ 

出して は、 聲 こそ 立てぬ が、 心の中で は 悶えく こ 絶叫した。 

〇 彼の (兄 榡！) と 呼ぶ の は 今に 始めた ので は 無い、 ぉ類の^^虫中折々遊びに來た，にゥカら 

の (兄 樣！) で、 又 改めて は 1 と 昨おから の (兄 樣！) である。 けれども 柳 之 助の-斗に は、 へ， = 

の (兄 樣， 0 は i がと は逮 つて、 ^の 意味で も ある やうに 聞え たので ある。 

など は ( ) を 巧みに 用 ひた もので あり 前者に あって は n に 出し 一 さはな く 心の中の ハ i を 之 

によって 現した もので あり、 後者に あって は： 種の 強^に 川 ひた ものの 如く こ、 に リズム を さ 

へ 感ぜし める に H にった ものである。  j 

彼の 金色 夜叉 を！^ る もこの 方面の 工夫 は々.^ ら すに 施されて ゐ るので あって、 例へば 

-タ， 1 了  U- ンド 

「金剛石！」 

「うむ、 金剛石 だ. M 

「金剛石れ： 一 

「成程 金剛石！」 

「まあ、 金剛石よ。」 


r 那が 金剛石？」 

「見 給へ、 金剛石。」 

「あら、 まあ 金剛石^」 

す： a4 し 

「可感 い 金剛石。」  . 

「可 恐い 光る のね、 金剛石。」 

「三百 圓の 金剛石。」 

の 如く！ とか？ とか^な ど を 用 ひる 事に よつ て 不思議が る ものと か 感じ入つ たものと かの 程度 

の 差 を も 示して ゐる ばかりでなく 

「あ-寒い！」 

ひた 

男 は 肩 を 時て \ 直と 彼に 寄 添へ り。 せ  1 は祸默 して 歩めり。 

「あ \ 寒い リ」 

宫は仍 答へ す。 

「あ i い m"J 

彼 は此時 始めて 男の 方 を 見向きて、 
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三 一 二 

近代 文章の 特質 

「如何した の。」 

r あ-寒い。」 

r あらい 可 や 厭ね、 如何した の。」 

「寒くて 耐 らんから 其 中へ 一緒に 入れ 給へ。」  く  ： ：: 

； 1!!,?,,^^ ひら，. i てゐる Q によっても 投々^ を，^ りト けて は 

なる 會 話に 於け るが 如く！ と カリ なと に 月し らォ て.^ 7 .リ ：、 し 

，こくった 擎の f 開かせよう とする 抜 巧まで も ありく あ 取せ れ^て；：；：.！ に 

かも！！"： と 漸次 上昇 をつ.^ けて 行った 會話も S 「如何した の」 とい ふ. 「—ま， ノゾ i.; こ 

. ^フネ， 「，やま 一 と 男 は 唯今までの 籠 气ヒ、 かせて は f の 心 を 引つ けんとして ゐ 7/1 

いので あっこ 最早， 二つ さへ 用 ひられて きいの も 亦 巧み 各 ふべき U る 力，， らし 

かくの 如く  imliiii れられ llf.^:.^.: 

める のに 役立った の は 勿論 のこ 备に 話者の I の 大小 を も 響かせう t のまて.. ff.^ 

事よ 甚だし い 成功と 一一 一一：： はねば ならない であらう。  _ 

ii せられた i 期の 豪 tii へ 1 7 树 に！；！；；. 

昆に 及んで は、 地と 會 話き 判然 あ-むに 惹 して 之 別した ば 力り てな く 


の 文と 共に 傳統的 修飾 的な 辭句を 漸次 減少して いった 事 は 近代の 文 {举 をして 平易 暢逹な ものと 

せないで はおかなかった ので あるが、 更に 歐文 Q 組織から 暗示 を 受けて は 、 0 はもと より …… 

！  =  ！  n  m;  ？  P  00 「 」 ( ) などと 々な 符號を 巧みに 使 ひこな して ゐ るの も 亦 

この 新時代の 文 を 平明な ものたら しめる のに 役立って ゐる やうで ある。 

近代 文 is- の 第 四の 特質と して われわれ はこ --に 簡明 精緻なる 點 を擧げ なけにば ならな ^yet 

らう。 

近代の 文章 も 明治 初期に あって は^ 舊樣 式の 表記法 を 踏襲して ゐ たに 過ぎす 從 つて 假名 坦鲁 

文の 文に 見える 如く 

鴨. の 脛の 短き も。 鶴の 脛の 長き も。 割 煮の 法 を S ！。  i9S の 術を盡 さば。 豈 憂ひ悲 むこと あ 

らん 哉、 倩 惟る に。 莊 周が 獻立。 e-, が會席 は。 板前の 淸く。 乱!？ の id にして。 然も m 

• らぬ应 丁 なれ ども。 七五三 代の 古風に 倾き。 八 珍 九 献 の當 世に 協 はす。 今 哉 外！： の 珍^。 

交際の 佳宴 を ひらき。 互市に 盡 す饗應 も。 万 m 製 を 異にして。 飲食の け S% からす。 然 
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i^- 代 文 卓の 特. 貪  三 一 

I ども 佳味の 佳味た る は 彼我 同一な り。 云々 QI.I^MB 

などと i のした 冗長な ものであった。 の 文は跋 のために 少し は 修飾き せられた 點も あら 

うけれ ども、 本文の 冒頭 を 見る も  ； し , ,ミ，、 0 

傳染 病の 籠に。 匿め たる 牛肉の。 功 能 もむな しくな らんて かひ。 や 肉 純の、 冗人ブ おり，' 

肉を滅 しちから を 落し。 #る雨¥¥ 土 を 病た る 如く。 豫 防ぐ 手術 もなかり しに。 他. 

らす掛 幕 も。 あやに 畏き  ，  I 

我 邦 は。 八百万 神 達と。 讓 i のよ しみ あれば。 忽地 例の 神風に。 ず 。 つ， ミフ— 

日。 再び 盛る "牛 店の 繁昌。 云々。  ！ 

の 如く さして 變化 をき い 程 If  I して.^  7 ぶであって 靈仰 明きと すると 

ま障統 的な 形式美 を 尊んで ゐる ものと も考 へられる ので あろ  . 

これに 反して 近代の 新 秦は霊 を主 として 簡明き とせ t のであって S と.. f ぶ 

を さナて 有りの 儘 を鲞に 描き出さ うとした ものである けれども、 

記に；； ける が 如き 不必要な 修飾 を 捨て去った ものに ft 近代的な S な 想 ffj にあ r た 

つて、 もし i となれば いくらでも 筆 I しまなかった のであって、 怖 明と 箧 との ../I 


する が 如き 特質 を Zi: 時に 備へ てゐる ものと 言つ て も 過 一一 E ではない であらう。 

〇 森 然と 驅 けて 来た 車の 音が 家の 前で パッ タリ 止まる。 ガラ-^-と格子戶が開く。 ガヤ 

\ と人聲 がする。 (二葉 亭. 浮 雲) 

〇 此方 も 平く と。 塗る。 着る。 車が 來る。 乘る。 走る。 (^^^ 丄 一.^ 女 

〇 不鬪應 接 室の 戶を 叩く 音が した。 急に 二人 は 口 を噤ん だ。 復た 叩く 『お入り』 と 聲をか 

けて、 校長 は 椅子 を 離れた。 (藤 村. 破戒) 

などと 句切の 短い 簡明な 表現に よってき びくと 事件な り 動作な りの 推移 を 展開して ゆく 事 は 

確かに 近代の 新 文章の 前 時代の 文章に 勝れた 點と言 はねば ならない ので あるが、 簡潔な 表現の 

中に も複雜 繊細な 近代的 想 情 を 盛りえ て ゐる事 も 亦 見逃す 事 は出來 ないで あらう。 

「文さん、 どうかお 爲か、 大變額 色が わりい よ。」 

「イエ、 如何 も爲 ませぬ が …… OJ 

「其れ ぢ ゃァ疾 くお 爲ょ、 ソ レ御覽 な、 モウ 八 時に なら ァネ o」 

「ェ ！■、 まだお 話し …； 申しませんで したが …… 實は、 さくじつ …… め …… め …… o」 

息氣 はつ まる、 冷汗 は 流れる、 顏は赧 くなる、 
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l^i- 代 文章の 特質 

如何にしても 首 切れぬ。 暫く 無 一一 r, でゐ て、 ； 虹に 出直して、 

「ム、 めん 職に なりました。」 

トー ひに 言 放ッ て、 ハツと 差 俯 いて 仕舞 ふ。 (二 蒙 .i) 

などに は、 震 や I まで 用 ひた 籠 的 I 法 はすつ かり f ひそめて しまって、 S な 文 ゆ 

のうちに も、 被 免に なった 查の 複雜微妙な氣持 を 描き出して ゐ I は 巧みと いふべき であろ 

更 5 村 Qyif 子供の 看病の ため  一 0^fi^i^afK 

あたっても  H 

何時 裏が 褂 つて 來 るか 知れない とい ふ 心配 は、 S に I を， 瞀 せなかった。 

いて 離れない やうな 病院 il ひが、 プ ，-ン と 彼 t の 先へ ォグ つて 來た。 そのお ひ I 

何時の 問に か、 彼の 心 をお 房の 方へ 連れて行った。 ？が ある。 塞が ある。 ^.-1 

へ は黑 い 布 I けて、 光の 刺戟 I ける やうに して ある。 その 側に は.^ がお る。 K 添の， ス 

が 居る。 種 夫 も 下婢 も 居る。 白い 制服 を 着た お 護婦は 病^ を 出た 0 人ったり して はる 

だお 房 は、 子供な がらに 出せる だけの 精力 を 出して、 小さな 頒腦 の.^ 部 力.^ S わ Z  . 

で， HJg いかの やうに 叫んで 居る。 -1 思 ひ 疲れて おる やうに、 -き はまと こク. . 


入る やうに^つ.. NJO 

の 如くに 深い 眠に 陷 るまでの 夢 をまで 歷 史的現在 法 を 用 ひて 極めて 詳細に おして ゐ るの も亦簡 

明の 反面にあって 精緻 を W 指す 新 文章の 特質 をよ く 物語って ゐる ものである。 

力くて 虛 f を 避けて 簡明 率直な 表現 をと る やうに なった のと 共に 複雜な 斤 一代 勺 ® 情 をお. I こ 

あたって は 亦 忠！： ：( 精微を 極めて ゐる事 も舊樣 式の 表記法と は 全く 異る ものと 言 ふ^が 出來 るの 

である。 

六 

近代 文章の 第五の 特質と して 次に 數 へらるべき もの は倘 性的なる 點 であらう。 

從來の 文章と いへ ども 源氏に は 源氏の 特質が あり、 今昔に は 今昔、 軍記に は 軍記、 狂言に は 

狂言と それぐ その 差異 を 有して をり その他の 浮世草子 • 淨瑶璃 • 護 木 • 人情本な どに も备表 

現 上の 特徵 を兑 出す 事 は 出来 得る けれども 近代の 作家 ほど 各人各様の 文章 を 示し 從 つて 個人差 

の siL い 表現の られる やうな 13^ は 到底 他の 時代に あって は 望めない 所で ある。 

^ち 他の 時代に あって は 物語に は 物語 體淨瑞 璃には 2- 璃體讀 本に は 讀木體 とで も f べき 


近代 文章の 特貧  . 、：， に- -X 

一種の 型 は ある けれども、 igli^ii^^H^ 

こ时 して 近代の 新秦 にあって は 各人 各 f 表出 法が f れ るので あって 從っ C 各り お".' 

まま 時代 Q 下る Q と共に 增 加の 倾向 I して ゐる ものと 45 れ さあき _ そ 

uuiiiillf  if つて li 

こに は  ，、.^,^£-、-^こてしっ.^りとせしめたるほゎ 

-; ン.^ り！： お 二， ゝづ， きの ふきん ざい ゆきのな 力 「  , 

たう じひら けし 人. の珠. R ニノ  Z ォ '  -、 ，，， く、.' へ ，1 きつ、 ぼろ をき てうし 

\ すみから だの やしな ひに うし を"^ き """M^irt はした るて いほ 

のせ ゐと さけの あた V まりで さむさ を わすれり やう" た をい I 


の ごとし 五郎八 ぢ やわんで さ (「安 愚樂 鍋」 人車の 引力 語) 

レ つ おさへ つよ ほど どろけ ス  ..-、-.L.*Jr<n. ^ナ たる 

し nri へ 魚が し-ぬま 餐" め "inn;" ひ 

.^ハ零|はかへッてぢみた-ものど？しはもみとし"へし，""、"^"のをとほざけた 

出し でんく い 客と ニタ 人づれ にて さる わか まち をし リそ. I き/ 

る は ひとりでうる ほふつ もりなる ベ しさい ぜんから-つした へ (一 前」 芝：^ォの，^5^<§:3) 

にて さしつ おさへ つのみ かけて よほど ま はりし ゑ ひき げん  _,.、 ぶ 

などと S 新しみ を 求め I は 出 f いので あり 從 つて s^^^sl を.. チ 

いので ある。  . 


けれども 明治 も廿年 以後、 新 文章の 育成せられ ると 共に それぐ 侗性 色の け ざ やかな 表現 を 

兑る にいたり、 

文 三が 二階 を 降りて、 ソッ とお 勢の 障子 を 開ける 途端に、 今迄 机に 額 杖 をつ いて 何事 か 物 

思 ひ をして ゐ たお 勢が 吃驚した 面相 をして、 些し飛 上ッて 居住^ を 直した。 顏に 手の 疫の 

赤く 殘ッ てゐる 所を觀 ると、 久敷頗 杖 を ついて ゐ たものと a- える。 

「お 邪魔 ぢゃ 有りません か。」 

「ィ 、 H  o」 

「それ ぢゃ ァ。」 

ト云ひ 乍ら、 文 三 は、 部屋へ 這入ッ て、 座に 着いて、 

「昨夜 は 犬に 失敬し ました。」 

「私 こそ o」 

r 實に 面目が 無い。 贵嬉の 前 を も 憚らす して …… 今朝 その 事で i つ I さんに 小言 を 聞き ま 

した。 ァハヽ ヽ。」 

「さう ォホ 、、。一 
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k 秦 のい ピフ， t  、ま、.^ となく、 お ％ い。 今朝の I と は、 き 他人の やうで。 

ト に 押 したやうな 笑 ひ 聲.^ とァ .— 

^Ifr  (二葉 、；： .0 

の 如き」 は 今迄 Q 豪に t られ た， 型 I く暫 ひそめて をり 4 し. 飛ヒッ て" -"^r, る 

した。」 とか 「謹に 押出した やう I ひ聲」 とかに 人物の 霧 を も 巧みに.^ M して ゐろ， -ズ * 

でな く、  SI すに あたっても 額 に殘った赤 い 手 観 "jIBMt":;" 

人の やうで。」 と 故意に 中斷 させて ゐる のな ども 終 I 式 i 化 を 求めよ 1 し/.. UM> し 

るので ある 。轉 じて  ；、 ジ く：，， 义ょ 匕い 41 を 

ず- 柳 之 助 は I を 亡って はや 二七日になる 去る S 日に 棘して き 力 .fe:: 

III  til 唯の； に 阶； 

思 ひ 管て は、 未だ 生きてゐる やうに 想って ゐる。 l.lo^d^-r^ 

の やうに 冷えて、 美しい 目 も 固く 瞬いだ、 雙も敛 めた f ば、 ft.. し/, ィひ 

埋めて， 位 g になって 了って、 現在 此 にれ るから は、 a て.？ く 


に 死ぬ だに 極って ゐる。 如何にも 化艉は 葬られて、 共 形 は： S したに 疑 ひ は 無い が、 ^の 胸 

の內に は、 その 可愛い 妻の 類 子は顯 然と 生きて ゐ るので ある。 ^^^'i^s 

を るに、 ねばりの ある 文に よって 顯 然と 胸中に うつる 妻の 影像 を かき 消す も 出来す、 i:^ 二 

の ルェ< ^を 奪 はれた の を 歎いて は戀々 として わびしい 口 を 送って ゐる 主人公 柳 之 助 を 描き^て 妙 

であるが、 「未だ 昨：：： の やうに 想って ゐ る」、 「時として は 今朝の やうに、 唯のへ， Q やうに もけ し 

ふ。」 と sili みかけたり、 「確かに 死んだ」 證據 として は 「^の 爲に敢 無くなった」 とだけ では まだ 

承知が 出来す T 氷の やうに 冷えて、 8! しい n」 の 固く 閉ぢ てし まった こと や、 析へ 敛めヒ こと、 

葬送 を 出した こと、 谷 中の 墓地に 塊め たこと 更に 現在 ほの 前に ある 機の 位牌 を 採り. uf るな 

ど、 一 兑 lii^ 鹿げ た 大人：；^ ない 现. H を 列べ あげて ゐる 所に か へって 妻の 死 を 信す る jei:- の 出 來ぬ主 

人 公の I 颯持を すのに 充分 役立つ ものが あるので あって、 紅葉の 非凡な はこ、 にも 兑 受け 

られ るので ある。 しかも 「去る 者 は 日に 疎し であるが」 とか 「如何にも 其のお が^ら して、 .^、 

形は滅 したに 疑 ひ は 無い が」 とかに とかく 雅俗 折衷の 文の 臭味が あら はれて をり、 永く 

つたこの 文體 から：： 化 を 洗ふ舉 の 甚だ 困難だった にも 拘らす 新文體 へと 潔く 轉 向した 杠 おや.. ん せ.^ 

さ を 物； S つて ゐ るので ある。 しかも 「去る 者 は 日に 疎し であるが」 から Ij^. 後の.：^ 點 までの 出 こ， 
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一， iB" も t も 「II,HUH 

か 「なるほど 病の ために 敢無， 、はなった.」 とか その I 多く W ひられて ゐ M 

も 一向 建へ ilil  I 条 iluhflrh か 

れ がた めかへ つて こんな 場合 I 人 公の 翁つ ぼい II すのに 役. V- つて 

ある。  ； i  >  \lj ら .0  , い、 

かくて， はニ擊 の I に は 1^ られ なかった 凝った I き、 にぽ しゃ； パ：： を 

g の 特徴 もこ、 に 認められる のであって、 個 かな 新 文 ま 湖 流に まも ク." i 

如實こ 物語って ゐる ものと 言 ふ 察が 出來る 更.. - 

「隨分 遠い ね。 元來何^^^から登るのだ。」 

と 一 人が 手 巾で 額 を 拭きながら 立ち 留まった。  -. , 

「何 ま 己に も 判然で がね。 篇から？ たって、 ^10 山 は あすこに 兑 えて-.. 

ん だから」 

と ff も S 角に ぉ來 上がつ S が無雜 作に 答へ た。  . L 

反 1 一打った 中 折の. 下から、 f-B, きかしながら、 ||0>.| 


る 春の の、 底 迄 も 藍 を 漂 はして、 吹けば 搖ぐ かと 怪しまる」 程柔 かき 中に：^ 然として、 

どうす る氣 かと 云 はぬ 許りに 叙 山が Ifif えて ゐる。 

「恐ろしい IS 固な 山 だな あ」 と 四角な 胸 を 突き出して、 一 寸樱の 杖に 身 を 倚た せて 居た が、 

「あんなに 見え るんだ から、 譯 はない」 

と 今度 は 叙 山を輕 蔑した 樣な事 を 云 ふ。 

「あんなに 兒ぇ るって、 兑ぇ るの は 今朝 宿 を 立つ 時から 兑 えて ゐる。 京都へ 來て叙 山が： 

えなくな つち ゃ大變 だ」 

「だから 見えて るから、 好 いぢ やない か。 餘 計な 事 を 云 はすに 歩行いて 居れば c: 然と 山の 

上 へ 出る さ」 

細長い 男 は 返事 もせす に、 帽子 を 脫 いで、 胸の あたり を； S いで 居る。 日 からなる 鹿に i 

られ て、 榮の花 を 染め出す 春の 强き日 を 受けぬ 額 丈 は hi: 立って 蒼白い。 (漱石 类人 草.) 

なる 漱 石の 文を兑 るに、 前揭の 二つの 文と はまた 變 つた 味 を 容易に 見出しうる であらう。 卽ち 

會話を 以て 文 をお こした の も 面白い し、 人物の 名前 を 初から あら はさす 「顔 も 體軀も 四^に 出 

來丄 つた とか 「細長い 男」 位に 簡單に 呼びす て、 おき、 その 性格 を讀 者に はっきり のみこ 
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まき 後、 f その 名 を 表さう としたの など も 亦 巧みと 言 ふべき である。 「どうす 7 ま 

と I ぬ 許りに 叙 山が， てき 一 あ 「恐し い 3 な 山 だな あ」 とか ^sl^ 

が 管て ねる」 とすれば、 iriiilli. . 

すば 搖ぐ かきし まる、 糧 かき 屮に篇 として、 an と 極めて ゆ 

つくり 愈ら SS び 振り を 示したり、 itn^  if^.? 

奮い」 と 言って おいても すむ 所に 「菜の 花 を 染め出 S の强ぃ "臭け ぬ」 ie0^ 

こ？. ぶいで は をら れ なかった の は、 秦 にも 餘裕 の必 f」 力説した 作 $1 やになる 事 

を 物 5 てゐ る。 しかも その I なる 舊も雙 洋 的な ものなる ことと、 彼の 蠢に？ する. - 

i 及び どちら か备 へば 秦體或 I 字 假名 交り 文が 好きで あると f ら - 

など I せ^る とき、 碧の 秦 における 総と して M らぬ 餘裕と U お 文の 中に" 见.^ f 

靈くは 漢文 脈 i.^ 雙 して t 秦をも 推 -」 难 くまので あり、 ^01^^^.. 

持 質 を も 容易に 諒解す る 事が 出来る ので ある。  f  r  . 

かくの 如く  二 輩 紅 I 石の 三人の 作 f  I 形式 I り 上げて みで それぐ ft や 


備 へて をり、 時代の 文舉 におけるが 如く 一  つの 型 を こ \ に 見出す 事 は 到底 出來 ない ので ある 

が、 新時代の 文章の 一 つの 大きな 特色 は 確に 類型的より 個性的と なった 所に 求められる ものと 

へ られ るので ある。 

^に 修辭 的に 眺めて 歷 史的の 現在 を 好んで 用 ひたり、 擬人法 を 多く W ひて ゐる事 や、 或は 難 

かしい 漢語に つとめて ： 午易嶄 新な 板 假名 を つ け よ う と し て ゐ る こ と な ど も 亦 近代 の 新文"ー：^- の 

六の 特質と して こ、 に列擧 する の を 至 當と思 ふので ある。 

歷 史的現在 は その 事件が 眼前に 展開して ゐ るかの 如き 强ぃ 感じ を讀 者に 與 へ うる g„ にお い 

て、 かの 過去形 を 用 ひたのと 大いに その 趣 を 異にする ものであるが、 舊樣 式の 表現に は 全く！： 15- 

られ なかった 所で あり、 歐 文の 影響に よって 近代の 文章に 始めて 拔 入れられ たもの なので あ 

る 0  , 

二 薬 亭の浮 雲 を！ るに 

高い 男 は 玄關を 通り 拔 けて、 緣 側へ 立 出る と、 傍の 座 錦の 障子が スラリ^いて ハ 4^3^ 十八 九 
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の 婦人の 首 チョン ボリと した 摘 ッ|、 日の丸の 紋 を染拔 いた ムック リ とした だで そ 

の 持主の 身分が 知れる とい ふ 奴が、 ヌッと 出る。 

の 如き 書き f が殆ん if 貫いて a0n 0^1 いのに よ， ペ 

如何に 浮 雲が 文體の 上から 兑ても 薪. 新な ものだった かを^す るお が出來 るので ある。 この^お 

勺 現在 を 用 ひて もよ くその 狀景を 描出して ゐる例 は 同じく 二 紫亭の 平凡の  一^に. --1 つる 

であらう。 

ジ ヤンく と 放課 の 鐘が 鳴る。 今 迄靜 かだった 校禽が 俄に 繁 しくたって、 彼 力 此方の 

敎 室の 戶が 前後して 慌 だしく 。ハツく あく。 とその 狭い" から、 物の ほ 一た 塊り がドッ 

と 廊下へ 吐出され、 崩れてば らくの 子供に なり、 g に 支 B の rtsy-ni^ けて 版が 

しながら、 a 々に 何だか 喚く。 只もう 校 舍を撼 つて 了ッ とい I の 中に、 l^^v^ 

が默 つて 大きな 口 I いて 躍って ゐる やうで、 何 I いて ゐる のか 分らない。 で、 

一旦 昇降 n へ 吸 込まれて、 此處で叉1,^と人亂れ琅-なり合って、 腋の 下から，^ お 頭 力 1^ 

と 出たり、 r 齒 へ 肱が 打 着か つ たり、 上 を 下 へ と 揑返 した S にヮ ッ あ 外 . ギ" し 「 

東西へ 散 A になる。 


の 如き は 放課後の t^i 騒 を |c ひ 得て 妙で あるが、 か  > る 手法 は歐 文脈の 俊染 と共に あらゆる 作家 

に迎 へられて、 突 妙 (「花ぐ る ま」 「蝴蝶」 など) 紅葉 (例 「二人 女 ^5」 「多 ii5 多恨」) を はじめ、 淑，^ (例 「吾 

聚 は-, i である」 「.- ちゃん」 「處 美人 |^」) など も 亦 好んで 現在 法 を 主流と した 作品 を 示して ゐ るので 

あるが、 特に 漱 石の 如き はこの 文體 によつ たがために その 表現に 虞 率 味を漯 はすと 共に； 逝ら な 

い 餘裕を 盛る のに も 甚だしく 效杲 的だった とさへ 思 はれる ので ある。 

擬人法 も亦歐 文脈の 流入と 共に 近代の 文^に 好んで 攝 取せられ る 15^ となった ので あるが、 美 

妙の 情 詩人 (明ュ E サ 一 ハ牛. 我樂多 文雖) を兑る も旣に 

夢と なれ バ やがて 誰 やらの 美く しい 額を兑 るべき 眼 も 空しく 天井に 垂線 を 立て、、 薄， ぼハ 

ラ ン フが賓 いた 圖の邊 を さまよつ て s ます。 

の 如く 用 ひられて をり 流 右 は 新奇な 表現 を 好んだ 彼 だけ あると 忍 はれる ので ある。 

更に 巖谷 小波の 五月 鯉 (明： 二十 一 年 • 我樂多 文. 紺) にも 

その 梢の 頂き ハ遙 かに 遠山の 入日と 睨め 合 をして 居る が 太陽 は 先 を^ぐ から 態と 勝 を讓て 

ソロ 山の 陰に 逃げて 入らつ しゃる、 然し 名殘 りは盡 きぬ かして ヲシィ くと 泣き 立て 

居る 蟬の IT さう かと 思へば 頻りに 急がして 居る 蜩の啼 く 音、 ィャ 中々 賑 かなこと だ、 

,  三 二 七  j 


近代 文章の 特貧  rJ,J こ，， - 

と 引接いて いくつもの 擬人法が 使用 せられて をり、 ml 

0§ の 水 は 多分、 小金 井の 水道から 引た ものら しく、 能く，.^ て、 や"， リグに を 

うこな e て、 ちく こ.^ くと 鳴て は 小鳥が 來て I ひたお I ほす の を 

、.：：- 地よ ささう に 、"^て を- \ こ-'  f 

〇雲の 影が 流と 共に、 瞬く  g に 走て 來て 自分 達の 上まで 來て、 ナ-丄 まって、 ュに 横に そ 

れて ±i  了 ふ ことがある。  - ； 

手法 を 採り 用 ひて  . 1 i , ヒき 

： I  ：  ^  -a-  ^  ^  )  < -,  :i つ  一 i りと 4 化して.^ んカ d^fl 

〇 枝 響 山 櫻 i も、 sal'^ し r  P 

I 風に 章く 1、  011 01 10H^H 

of  II-, 疆も藍 s はして、 吹け ば搖 ぐ かと 怪しき、^ 力き" に. 

として、 どうす る氣 かと 云 はぬ 許りに S が， て f。  §AS 

などと 巧みな 表現に よって 響に 逼ら ない II ぜ しめ t の も あれば、 おに ー步 て 

ま 口 この S によって 貫かれた 作品と も 一 1 るべき もの は 「I は 猫で ある」 り 


. 料 妙な 筆致に よってお 名で あるば かりで なく、 擬人法 を 極度に 生かして 用 ひて ゐる にお (て 

も 亦 注目すべき 作で なければ ならない ので ある。 

かくの 如く 近代の 新 文？ せに は 擬人法 は 盛に 用 ひられて ゐ るので あるが、 にこの W 法の 具 體 

的な isi^f 物の みならす 抽象的な ものにまで 及んで ゐる事 は 新 文章の 大きな 特色と 言 ふべき であ 

る。 is: 時代の 表記法に も 擬人法 は その 數 こそ 少なかった が 全然 用 ひられない のではなかった。 

けれども それ は單に 一 部の 具體的 事物に 限られて をり 

〇 シ ス タ ー とい ふ 首 語ば かりが 腦で 競馬 をして なます (类 妙. 花ぐ る ま) 

〇 次？：^ に 精神 は 身 體を脫 けて 身 は 無何有の郷へ 轉 居した ものと 思 はれる ものです s 前) 

〇 これ だけの 愚案が しば.^ 往復して 居る ばかりです。 (同前) 

〇 魂が 何時の間にか 1? 頂 天外へ 宿替を すれば 靜 かに 坐っても ゐられ す (二葉な T 浮 |-:0 

などと 言語と か 精神と か 魂と かの 如く 抽象的な ものにまで 及ぶ に は 明治 を 待たねば ならな かつ 

たので ある。 

お-お 武郞の 如き もこの 手法 を 巧みに 用 ひて ゐる事 は旣に 前篇 第三 章に 於て 述べた 一外で ある。 

難解し い 漢語に 容易し い 振 假名 を 付ける 事は旣 に江戶 時代に 於ても 盛に 用 ひられた である 
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so 

rtl^ た 文章 の や 貧 

けれども、、^ 治 以降の 新秦 にあっても 個性 色 を m さむと して M この SI り S られ てゐ 

るの を f ので ある。 卽ち 假名 垣魯 文の 如きに あって は 

I 議 垂 禁ず i  i  ：—… こ は 

などと i 式 その ま、 に 糧名を 付けて きに 過ぎない ので ある 力 ^n^^^v. ： - 

>、 I  JEPi ナ  お ま はり 

0 陶霞 巡査さん  ノ  J 

などの 平易 If  ml を 付け 暴に よって この 方き も 新味"." £ヌ 

るけ は ひを感 する ので あるが、 この 傾向 は i 亭に 4 れて 

^  i&  f  i づ  ， つ、， 

3  、  t 、二- ごたく  ド お" い r. ト もン 

などと その 例 I 出される ばかりでなく、  smf にも •  採り m ひられて 


^ひ 形 f  P  S 土き 

0  i ゲ^  (少年の 悲哀) 


などと 好んで 使 m せられて ゐ る。 更に 紅 の 金色 夜叉に も 

A なり  ；. J かひ  ひ る 

服装 相貌 ^面 午 g 

の 如く こ ，の 流 を 引く も の を： 0- 出し うるので あり、 液お の 虞 美人 萆 にも 

^xtt-  ちゃんく  ，*- な り  t^ri^c  みよ 

體嫗 袖 無 隣家 1： 然 暗夜 

などと S ひられて をり、 荷 風の 「すみ だ 川」 とか r あめりか 物語」 などに も 

あ S み  v'v  おもて 

歩調 經ぉ 戶外 (すみ だ 川) 

ぼな し  おもて  みち iff た  ふだん 

談話 外部 路傍 平常 

などと 多くの 例の られ るのに よっても、 この 流 風の 漸く 盛に なった の を 知りうる と共に、 舊 

樣 式の 表記に も える が 如く 難解な 語に 平易な 振 假名 を 用 ひるば かりで なく、 平易な； にまで 

新しい 假名 を 振る 事に よって 文に 個性 色 を 濃 かなら しめよう とした 作^の 努力の 跡 も H 儿 逃す 事 

は出來 ない ので ある。 卽ち振 假名 一 つの 問題に おいても 葡樣 式から 渐 次新樣 式に 移らん とする 

努力と 精進の 跡 を 我々 は 容易に 之 を 認めうる のであって、 近代 文章の. 一 つの 特色 はこ V にも 求 

めら れ ねばならな いので ある 0 

,  111  111 1 


s  二 

ぽ代 文章の 特、 i 

, ^な 0 ミる。 ち き 年 f で I 様式 I 守し 一ぶ たに f なち？ 

擧げ ねばならな いのて ある ャ n..-  -4 ヒ  i  二..，， や-,, ジ つた/ 

tilit 中心と」 一-、 illmt つた 

るべきかを^^^へねばならなかった。  ゴケー こ，. f,--- おつ また 

新秦 をめ ぐつ 一 11. ともい ふべき もの ii ははれ：；" れ 〔ぶ い" 

止む を f かったら うけれ ども- islaflf  . 

實 舊 i」iili 逢 i」ili す 

るが ために 我 樂多文 扉に 於け るが 如く その 目次に も 

五 R: 鲤 第 一 囘 us 文 一 致體) 一 姓山ノ 

風流 京人形 第 一 囘 (雅俗 析 衷摺) La; 

情 詩人 第 一 囘 urr 文 一 致體) "あ 妙^ 


などと あだか も 文 體の展 覽を兑 るかの 觀を呈 して ゐる もの も あれば、 ：史に 一 一葉 亭の浮 雲の はし 

がきに 

薔薇の 花 は 頭に^て 活人は 寄； となる^の 中獨り 文， Jf 而已 は- M の 生えた 陳 翰の 四， 角張りた 

るに頰返しを附けかね又は^{:足らすの物ーーーー！1を學びて ロに诞を流すは拙し4^はどぅでも！百文 

一 途の事 だと 思 立て は 矢も循 もな く 云々 

と 一一 E つて ゐ るの を はじめと して、 美妙の この 子に も 

文體は 一一 一一！ I 文 一 致の 中流です が 出來る だけ 敬： 丄 i と 助動詞の 數を 減らしました。 \^ス (過去、 现 

在、 および 未來) の 用 ゐ方も 今度 は 成る たけ 律で 推せる やうに 勉 めました。 

なる 担 書が あに、 小波の 妹 背 貝に も讀者 心得と して 

^三條 文體は 例の 首 文 一致で 少し 何 かが かぶれた 所 あれ ども、 此作者ならでは斯ぅは！^：け 

す。 おり 難く 祥讀 すべき 事。 

Ji^i: 條 此の 小說 は、 句讀 無くして 請め る ものに 非す 乃ち、 。 。の；； 一通りの 句點 を？ がけた 

り。 一 牛； 懸命 之に 便る 可き 事。  . 

い r  一，  b ゝ.. C  タッシ リ |_ タ—  スタ I ク リツ コ 

^五條 此の ぺ說に は ！一 …… 多く、  や ( ) を ffl ひて、 大いに 妙味 を 助けた る 慮 あり。 

,  一一 "klli 


H 三 四 

近代 文章の f  -に. i^o 

：  >  -に ノ，、 一-、  A-o/vvi ん とこす ベ 力ら ざ 7 蓀 

根 岸のお 爺さんの 云 ふこと なん そ ゆめく. -んと I- 〈力 ー ；.: 

など て f lilif つ i  t  f 

文 零 ii した ま uiHF^" 

も 亦 彼の ■ な 表現に は 恍惚と ならない では をら れ なかった の E てォ" f ケ ィニ 

と 言っても 過言で はないで あらう。  ズ  一.^  t.  vlfc,^^^.M-i 

f 社の 時代 |」| 裏の 世に 迎 へられる に 及んで は 一人と し"""""： て：^ た 

する もの は！ 霄の 如き lllssfs す I に" つ。"」 ゾ"" J" 

作品 を 示した のであって、 こ、 にあって は 內容と 形式と は I ずしきって をり ま 文チ 

、い 時代の それと は 同日に 論す る 事 は 出来ない ので あ？   1.^ 

き 至って 一段の 進 f 示し、 llofs^-ol*l^f 

ひ、 「內き 二番び つたり あった sfs ひょうと して •《 きで ある。 L 

r に i 潮 riiiiii  Jgi まグ 


く：： 取 もけ ざ やかに そ の 形を備 へて ゐ るので あ る。 

かくて 近代の 文章の 一 つの 大きな 特 は 形式 中心より rt^ 形式 融介 へと 轉換 して 行った 所に 

求められねば ならない であらう。 

以上 私 は 近代 文 ？1} の特 として 七ケ條 を列擧 したので あるが、 中で も 特に 大^しな け L ズな 

らな いのは 「歐メ え 脈の 流入」 と 「首 文 一致」 とで ある 0 

卽ち歐 文脈の 流人に よって 我が 國の 文^ は 全く その 面 H: を 一 新した ので あり、 近 t 文章の 卞 

向は赏 にこれ によつ て 決定せられ たと ；ー 一一：： .4 も 敢て過 首 ではない ので ある。 

「文明開化」 を 合 1  一一 i とする 明治の 新人に よって- s£ の 文物の 輸入せられ、 彼 や.： のお V.:: のみ.. r 

化せられる と共に、 彼の地の 表出 法 も 亦 然と 採 入れられない では をらなかった。 

明治 期に あっても 旣に漱 石と か 藤 村と かの 如く 巧みに 之 を W ひて ゐる もの も见 受けら，^ る P 

であるが、 大正 期の 白樺 派の 作家 有 岛武郞 によって はじめて^. £ に驅 使せられ るに,^ つて ゐ 

る。 更に 新 思潮の 菊 池 寛の 如きに あって は： ni 立たない までに：^ 活に卽 して 川 ひら， ^」ゐ るの が 

,  三 三 五 


•I  二 づニハ 

近代 文窜 5 特 "は 

昆られ るので ある。  - 斤 f,. も 0 であった に逮 ひない ので あろが、 欧^ 

1 よ- nv-WQ-i-* ほど 新奇な ものて ネ Z  ..^  3  I 

,j ^だ t も 美妙な どの 時代に に i^r  .  —-、 广レ- 二な. J つた： ：- であつ 

^^■nfl  V  Jy.  くい， つや 一！ s?=^ 介と. 7- *  -  .- z  / グ- 

c-c  、> まヒ少 V 一 e^,?^ まする に = ^耍. ^くハ 力.^ ごン t ノ 

$9  一  1^ 化と 共に 近代 人の 想 仔 を， ます  0 

H:::!,^ で こ 甘ん 十る こと は ゆ t.^ な 力 z  f  ^  9 こりで ある。 

It  11 ハ  ニニ  r^.yら.^  i ハではをらなカったのて 

行 はれた 事と て、 秦 I り その 1"^.; といめ て flu 

て 斤 一代 文章 は Written  language を i€ ずし つと y 一  で 


力 

たものと も 言 ひうる ので ある  . ma 

？ 夂 -1 レー .-ii: とかの 如く 一一 〔文 一 致の^ オズ ぞ ( > 

S 台 明に あっても 歉ネと カ歡. ^力 r  -  --le^A^O 

I の眞の 一致が 秦 とし s も 管し いもので ある：.？ さん 

作 il よ i じめ in"p-f  I でき； i 

武者 小き 至る 近代 秦 S 蟹 は f 文の 一致 


と 力 藤 村と か 5g 石な ど は それ ん\ この 運動に 參靈 した ものであった。 

かくて われわれ は 近代 文章の 最も 著しい 特徴と して 「歐 文脈の 流入」 と 「一一 一一：： 文の 一致」 と.^ 

舉げれ ば 他 は，： n ら 導き出される ものと 信す るので ある 0 


三 三 七 


文章論の推^^ 

第四篇 文章論の 谁移 


一 


傳統 的な 雷 式の f? 破って 新たに 生れ.^ でた お 文き；；；. "はは； び こ： びない.. 

、ゥ 、 ご 0 延 への 展 おは § ち 近代 文 やお を 形^る.. グにタ すらす-^ ゾ * 

した もので あり その I 生よ 〈の.. よ.. I. - つても その 文れ" <i であつ 

ある。 ヤ る新秦 S 成に， 緊 11 を. J も" は t_ ユ て も そ：； 1 おの 桃 多 

た。 旣に 近代 秦の霞 I を 眺め 來 つたわれ われ は 佳に f ぶ. をリ II 

へと li 轉ぜ ねばならな. P  juHr  i の 出版 i 

I 十二 年 f 文 f 印行の f 大 If  文： リぉ ル 

二、 ご. こ 「一^ 文體ノ 品格 ヲ論 ス」 として^  c^.wl 感 E  /も r 

て その rfr に r  一.^ 1^3^  t も  -リ， .： ，，4, し- ノこ. ^あまり g みられな かつ 

の 他 を列擧 して は M 詳しい i をして ねる ので あ f 

たもの の 如く、 ゎづ かに 明治 十 命 一一 の 小 i 髓に引 川せられ てん ン，. レ 


小說と 首へば 馬琴稷 *J の糟粕 がー 九泰 水の 物の み 多かった 常時に あって、 坪 遙 の小說 

祌髓は 明治 新 小說の しい 進路 を 指示した ものであるが、 その 屮の文 體論も 亦：^ も n 十く 文章の 

車に 論及して ゐる點 において 注目せられ ねばならない であらう。 

彼に 從 へば 「文 は m 心 想の 機械」 であり、 また 「1、^」 でもあった。 ま- 13 のみ 如何に 巧妙に て 

も、 文 をさなければ その 意味 をう まく 請 者に 通す る 率 は 出来ない ので ある。 ；史に 

支那お よび！ SI 洋の 諧^に て は 言 文お ほむね 一 途な るから、 殊： 史に 文體を 選むべき 要な しと 

雖も、 わが 國 にて は 之れ に 異なり。 文體 にさ ま，^ の ありて、 各々 一失 一^ あり、 利 

不. 利 その 用 ひどころ によりて 異なる 山 あり。 是れ 小說に 文體を 選まざる ベから ざる 所以な 

と 言って ゐ るの も， 雅文 • 俗文 • 雅俗 折衷 文な どと 混戰狀 態に あり、 未だ 文體の 確立して ゐ なか 

つた 《=m 時に あ， つて は 然るべき 車で あるが、 轉 じて これら 三 文 體の說 明に 入り、 お 一 に 文體を 

舉げ  ■ 

維文 體 はすな はち 倭 文な り。 其 質 優柔に して 閑雅 なれば、 婉曲 魔の 文 をな すに はおの づ 

から 適へ りと. S へど も、 惜しい かな 活潑裹 宕の氣 なし。  . 

三 一 二 九 


三 四 〇 

ま UMr,0 卩ちぶ i  くべ I 物のう ちに は優截 f ものば かりで なく， 激 

と 首って ゐ るので ある ち/額に f  , つ >0 穴" 7-.:iJi 文 こし C 

) >,v-.」rgaa-到すべきものもぁるS^Jでぁ7"  ^ろに. し- 

昂雄决 な もの も悲凉 沈痛な ものも^ は 抱^^倒 

まこに リ激 切な 感情 を 描き出す に は 不審で あると して  -さ， き f ジ ぶ 

ださむ はかた かるべし。 

善って きの も 尤もな I 善 はねば ならない ので ある。 

第二に は 俗文 體 墓げ て こきな したる ものな り。 故に 文字 S 味 平き し 

俗文 體は I の 言語 を もて その ま、 に 文 を t/;. の 1 く  1,-1^^1 

て、 I？ 解し やすき S あるの みか は、 別に 力き 力ら  一 

の。。 u!!  i ！、  gilt  In 

^^^t 加 之、 HI  III  I 

底の 感情 をば 表しいだ すに 妙なる こと あり。 ： ノ  さあ ノ V た これと 

の 如く その 利點 I ベた てて t の は、 頗る f 的た 兑地を t てゐ IPOHl 

て も 漢土と 鲁籠 養き はじめ il 甚 i た "ま 管- 1 て 


あり、 文章語と 談話 語との 相違が 甚だしい ために 

俗 一一 一一！！ のま. -に文 をな すと き は、 あるひ は 昔 調 侏 離に 失し、 或 ひ は其氣 韻の 野なる に 失し 

て、 いと 雅びたる 趣向 さへ に爲 にいと ひなびた る ものと なりて、 i£ 猥の謖 り を 得る こと 多 

かり  - 

と 一一 一一！！ つて、 1^ ちに 俗文 を 採用す る 事の 不可なる を 述べた て」 ゐ るの も、 その 時代の 倾 {!: を その 

儘に 反影して ゐる ものと して 注目せられ ねばならな いので ある。 ついで 時代物の 小說に この 文 

體を^ ふる 事 は 極めて 不便で あり 且つ 不都合で も あるが、 たビ 世話物 語 をば この 文體に て^つ 

たなら ば、 情 文相 適って 精妙で あらう、 けれども それ も 幾分 Si 酌して 折衷した 方が よいと さへ 

言って ゐ るので ある。 この 考へ方 は 前に 俗文の 利點を 一 般 的に 認めた もの を 一 に 具體 的に 發展 

させた 所に 見出され るので あるが、 未だ 餘り にも 舊來の 風習に とら はれ 過ぎて ゐ るとの 感をま 

ぬがれぬ ので ある。 けれども また 最後に 

俗 一 百に は 七 情 ことぐ く 化粧 を ほどこさす して 現 はるれ ど、 文に は 七 情 も $： 紅粉 を 施して 

現 はれ、 幾分 か赏を 失 ふ 所 あり。 俗言の ま、 に詞 をう つせば、 相對 して 談話す るが 如き g ハ 

味 あり。 雅俗 折衷の 文 を もて 詞 をつ れば、 書簡 を讀 むの 思 ひ あり。 
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三 四ニ 

文章論の 摧移  ： てし J リ 

點を 認めて ゐ るの は 多と すべきで あり、  . . ^b..^lr  ：: 

唯憾 らく は 世に 其不 f 除く の 法な し。 s、  a. 

おのし ，H 今より 頸 を 長う して 新 俗文 の^に いづる R を 待つ ものな り。 

と實さ tQii よっても、 ，は 重 豪の 如く  fill つて はきものの 

ニ舉に ss」 は li 譲 記？  W ひよ 备 つた 彼 まに 雞 くひ" であ 

つて、 新 文章の 創 成に 4 の 遠の 與 つて 力の あった ものな：： 明か！：：！ 4  ！ t  . . 

第一 一一に は 雅俗 析衷 文體 I げこれ を 大別して 二と し、 - §  一  ||#. 

ので ある。  、ぶ、 . ：、 ト 

it 「地の文 I るに は S" 七 八 分の 雅俗 折衷 や X を 川 ひ、 き 松る に は 靴- r ゴノ， ノ 

の 折衷 文 を 用 ふ」 る ものであるが、 i なる 趣 I 叙す るに は # を もてし、 野な I きを 

琴 こ は 俗 f も 一」」 する がた めに 「贵 I 俗&し 分つ」 のに 便で あり、 S 代物れ に はこえ 

こ 七すべき 好 文體. に 一-また ありし とも t ざるたり」 とさへ s-r- し 一-ぶる ので ある。 . ク 

こ.， こ對 して 钟？ 體は俗 f 用 ひる 事の 多く ii を 使用す る ことの 少 V もの を" パもぁ 


り、 しかも この 文體 は^ Jf.^ 物の 小說 のみに ふべき ものと してむ るので ある。 ^將 ：,^ のト， し 01 

者 はよ ろしく 此體を 改良し て 完美完 仝なる 世話物 .l^i を 編まなくて はな ら ぬと 曾 つ て ゐ るの もこ 

の 文 體の改 ft^ に 意 を W ひて ゐ たものと して 注意し なければ ならない ので ある。 

-史に 小說の 内容た る 人 風俗 を 活 るが 如く に 感ぜし める ために は假 令；： V^-T 惶 と雖も 

「其 文章に 祌 ありな ば、 他の！ tfS にも 昔樂 にも また 詩歌に も恥ぢ ざるべき • 大 i::^ 術 とい ふべき 

なり」 とまで 極 首して ゐ るの も 俗文に 對 して 大いに 期待して ゐた 作：^ 近^の 氣持 を^ ひ-つるに 

充分で あらう。 

新 文 剖 成 以後に あっても 旣に 筆く せの ついた 人々 の 新 文^への 轉， M: は：；；^ も W 維な 所で あつ 

て、 ^遙^ 外の 批評家 を はじめ 紅 露 伴 一 葉綠 雨な どと 常時の. が齊 しく 驰俗析 體を 繰つ 

たがために この 文體は 非常な 降 盛 を 示し、 一 時 は 明治の 新 文？：： 十に さへ 大きな 影 を 投げた ので あ 

る 0 

この s^: を考 へる とき^ 遙 の文體 論に 雅文 • 俗文 • 雅俗 折衷 文の 三體 を- R 分しながら も、 特 に雅 

俗 折衷 體を 强詢 して、 雅俗の 配分に 程度の 差 こそ あれ、 時代物 も 世話物 も 共に この 文體 による 

ベ き で あるとの 主張 も 亦 無理の ない こと だと 者 へられる ので ある。 
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三 四 四 
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しかも 旣 暴く 俗文の 利 點に菌 して 新 俗文の 世に m づる曰 を I したの など は 一 .1  ^  . 

助 言と 共に 彼の 功績と して 何時までも 記憶せられ ねばならないで あき。 

二 

新秦ー 1 一 致體の 最も ||論は| まの 5  ill であった 

1:1 話しの やうに、 書かねば ならぬ、 わけ」 fm 

て も 到底 口の 話と は 聞えない とし、 その 理由と して  く  ^ 

自身 も、 自身の 口 を、 I 十九 年の、 此 まに、 ありながら、 as、 持ちて、 き ， 

を 見れば、 古いと ころ は、 千年 前の 靈、 新しい ところで も、 五ヌ牛 ま、 § ゆき 

其 筆から 出す、 はなしが、 新ら しうたら つ、 道 S がない。 

と 言つ 一一 ゐ るので ある。 卽ち 言語と I と は 1. 一致すべき ものなる に拘ら す、 我 的 M 说耿 II 

「口 は、 生きた、 自身の 口で も、 手 は， 死ん i 人の、 手 だ」 と 4 リ r  く  .ふズ .t! て 

てね るの を 歎いて ゐ るので ある。 


しかも つ..^ とかして、 此手 ばかり、 ふるくす る、 ^を やめて、 手 も 口と、 ひとつに、 自身の 

ものに、 したい もの だ」 が、 世 では 「とても、 出來ぬ こと だ」 とか 「無益の 審だ」 と 言 ふ 人 

も澤山 ある。 

「ぢ きに出来る」 と 曾 ふ 事 は 後に 示す 文例に よっても 明かで あるが、 如何に 話す 通りに い 

たからと て、 全く 話の 通りに はならぬ もの だから なるたけ 文章 は 「わかり 0^  く」 する 必 が あ 

る。 「わかり い」 とい ふ 事 を 文章の 主眼と すれば、 問逮 から 起る 訴訟 も なくなり、 血 稅を血 

を 掉 るかと 考へ 違った のな ど は 全く 昔の 話と なり 了る であらう、 と 一 百って ゐ るの も、 巧みに IF" 

文 一 致 體の將 來を豫 一一 一一！！ した ものと して 注目せられ ねばならな いので ある。 

ついで、 「文章が、 はなしと 別れた、 わけ」 を說 明して、 むかし は 曰 本で も 「はなす 通りに、 

害いた もので あらう」 が、 漢文の 隆盛と 共に 話の 喾 取り は 中止の 形と なる 一方、 小說物 一忠な ど 

も その 手本 を 昔に 求め たがために T 文靠の 巧拙と、 ことばの、 ふるい、 新しい」 の 差 こそ あれ 

「文？ 单の 脈」 とで も 一一 一一 n ふべき 言 ひま はし は どれ も 同じ やうに なって しまったが ためで あると し 

てゐ るので ある。 

ついで 「文脈と いふ、 わけ」 を說 明して 「ことばの いひ ま はし」 であると し、 文脈 をよ く：： ル 
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ると、 その 書かれた 時代まで も わかる ものであると 貢って ゐ る。 

或は 「文章 は、 はなしに はおとる、 わけ」 と题 して 人 ほへ 似の 文 は^々 と— 力 「- ^ 

v. ない ものである とし、 i 本 語に は 敬語が、 多い、 わけ」 とか 「なし S り にれ けば や，.." 

が、 一様に なる、 わけ」 とか を說 き、 更に si しと 秦 との、 ちが ひどころ」 として S び i 

接 核の 所との 二つ I げ、 「其 ふたと ころ を？ £ して、 f すれば、 千た やむ 力 I の も 「 

年、 むかしの も、 ことば こそち がへ。 脈 は、 今の 脈に なりて 謙れで も， ま， 一に.^ 力ろ f  3 

ります」 と  一一 一 C つて 試みに 古人の 文^ を 書き して ゐ るので ある。 卽す. ー 勢 物. んゾ II 

むかし、 う ひかう ぶりして、 資の 京、 官の M に 知る ょヒ て、 狩りに いに け ヒメ 

を 言 文 一致に！ Si して は  ー 

むかし、 男、 元服して、 奈 良の 京 日の m- に、 知行 所 ありて、 りに ハイ レア 

とし、 落 窪の  0 

今 はむかし、 中納霄 なる 人の、 むすめ、 あまた もた まへ る、 おはしき 

をば、  .1=0 

今では、 昔 だが、 中納官 で、 むすめ、 あまた、 持ち 給うた、 人が^-しまし ブ 


と 一一 一一：： ひ、 狹 衣の 冒頭 

少年の は、 をし めど I もと^ まらぬ、 物な りければ、 やよひの、 二十日 あまりに も、 なり 

ぬ 0 

をき" 文 一致に isJ して は 

少年の^^は、 を しんでも と^まらぬ、 物で ある。 それ故に、 やよひの、 二十日 あまりに も、 

なりた。 

と 言 ひ、 更に 徒然 草の 

つれ/^、 +g ぶ"、 に、 ひぐ らし、 ^にむ かひて、 心に うつりゆく、 よしなしごと を、 そこ 

はかと なく、 書きつ くれば、 あやしう こそ ものぐ る ほし けれ。 

をば、 

つれ/^ お ま、 に、 ひぐ らし、 砹に、 むかひて、 心に うつりゆく、 よしなしごと を、 何と 

い リ，， こ， ^ く、 書きつ け をれば、 あやしう、 ものぐ る ほしい。 

の 如く 記して ゐ るので ある。 

その 雷 文 一 致に は 未だ ごつ./ \> した 所も齒 切の よくない 所 も ある けれども 美妙と か 一 一 絮亭な 
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どの 漸く 見，.， ようとす る 明治 一 一十 年 前後に 阈文學 者た I 者が nT4" 文 一 致に 簏な f な 

し、 進んで 古文と 新 豪の 相 管 古典の 譯出 によって 明示して ゐ るの ft^ だ 時化お たもので 

あって、 その 功績 は 水く 記憶 せらるべき である。 

言文 一致の 新 文章の 籠と 共に これ I つて f 交々 の 舊が批 K あ.！ す^なった。 

學鬆 針に 載す る 所 S 巳 小 次 郞の眷 文 一 致 論 a3 

チェン バレ，' ンの 說を賺 した もので はあった けれども、 一 繋 5 一？ 攻乘" おとした も 

のとして， y 目に 値する ものである。 卽 ち先づ 

若し  ー5 一致と 云 ふ 時 は 小兒の I、 老人の ォ气ッ レゴト 共に ザズ たりと.. ムはざ きれ 

す。 去れ ど 之 を 以て 文と いふ 人 は 世の中に 一人 も ある まじ。 

とき： つて 言 文の. 一致 を 否定し、 つ 二て 露に も 純然たる 甘文 の. 一致 は f られ ない 所 7 

彼の 高名の 日 耳善舉 者 カント？) は泰| るに 句繁 くして .-WHO 


十五 六づ も ある 事 常な り。 此 如き 長讀 は； 吶手 十本の 指に て關係 代名詞 を 差しれ さへ て 主 

句從 句の 關 係、 主格 客 格の 關係 を搜 索す るに 非 ざれば 其 意義 を 通解す る を 得す、 決して 走 

り諝 みに 讀 みて は 解せられ す。 まして 人の 讀むを 傍に 居て M くに 於て を や。 かくの 如き 文 

章 ある 國に 於て 何ぞ言 文 一 致 を^まん。 

の 如く 力 ントの 文章 を 論じ、 更に 時 ii 的に 言語と 文章との 差異 を 述べて は 

言 は 時世に よりて 變 する こと^だ 大 なり。 文は時世にょりて變すること^^！た小なり。 故に 

言 は 一 代の 俗事 を述 ぶる によく、 文 は數百 十^ il に 事 を 傅 ふるに よし。 

と 言 ひ、 ！^蠻人に文なきを思 へば首文を兼ね有するのは開化の賜でぁり、 

愚生の 管 見に 據 るに 一一 一一 n 文 は 開化の 進む に 隨て 益々 其の 趣向 を 異にすべ き 様に m わ はる、 な 

り。 決して 一一 一一 ：！ 文 •  一  致 は 望む ベから す。 一一 一一 2 文 一 致の 望むべからざる は猶 平服 禮 服の  一 

むべ からざる が 如し。 

とさ へ 一一 一一：： つて ゐ るので ある。 

か、 る 議論 は 今日から 見れば それ 程に もない もの だけれ ども、 孤々 の^を 擧げて 問 もない 足 

取の { 足 まらぬ 言 文 一 致の 新 文章に とって はかなり の 痛棒だった と 思 はれて チ ヱ ンバ レ ンの 如き 
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もこの ために 默 止させられた 程で ある。 

こ 、し こ 對し て 雄 々 しく も 論難の 矢面に立 つ て 新 文お のために 鎮を はいた の は •：..：： 义 . & の 名む 

親 山 m 美妙 齋 であった。 

美妙 は 同じ 雜 誌に 5 一  致 論 概略 (明治 二十 5 二月 以降) I せ、 先づ ま" 通 文 論.^ ク俗义 論 

者を駭 載す る點 として 

. 第 一 若し 我々 が 今日の 俗語 を 其 儘 文 音 f に用ゐ るなら H ん.. ^中で 通ぜぬ が あろ だら つ。 

第一 一 今： ：！ の 俗語 は 明：：！ の 十 ：！ 語と なる だら う。 

第三 今日の 俗語 は 不完全な 物で 文法 も 何も 持つ て ゐな い。 

などの 三點を 擧げ、 J!^ 一に 對 して は ー應 尤もで は あるが、 大阪の 「さか ひ」 や 奥州の 「なす」 

や！ 15 おの 「ばってん」 などの 極端な 方 $n を用ゐ ない^り、 ^京； の^も に^す ろ も 充分 之に よ 

つて 全 圃に用 を 通す る 事が 出来る として ゐ るので ある。 ついで 第一 一の 非 靴に 對 して はそんな 破 

壞 主義 を 唱 へて ゐて は},-:： 葉 や 文章の 改曳 はおろ か 新？ "明 も 新 工夫 も 到". ^出来たい も "たと 輒く 

あしら ひ、 俗文の み な らす 普通 文 さ へ も 矢張り 明日 は 古 一お と な ろ^ 命 にある こと を 摘して ゐ 

るので ある。 更に 第二 一の^ 擎に對 して は 


是は 今の 世の 學 *? とい ふ學 達が 得意で 主張す る說 です が、 些と 疎漏で はおりません か。 

el^ して 此 人達 は 俗語の 性質 を 充分 研究した 上で 斯う 首 出た 事です か。 全く 左様なら 失敬な 

がら 研究の 甲斐 は 有りません。 俗語の 文法 を 探 出し、 その 原則に 從 つて 後の 俗語 を 正して 

行く 人が 货に 不幸に も 一 人 も 無い ので 天賦の 照 1^ ムは 有りながら 小町 も贫 〔水の 少女と 思 は 

れ、 今 も 今と て 度 外に 置かれて 居ます。 俗語に は 自然に  一 の规 則が おります。 俗； 認は無 

茶 苦 茶の 物ではありません。 11H1 して 吳れる 規則がない ので 成程 多少 不规 則な 敎 15：：： をば 爲ま 

したが、 併し 全體に 於て は 決して 亂 て、！ g ません。 

と 一一 一一：： つて 例まで 擧 げて說 明して ゐ るの は 如何に 彼が 言 文 一 致の 文 車に ついて 深い g ハ味を 持って 

居 たかを 知りうる ばかりでなく、  口語文 法の 確立し なかった 時代に n 十く も 俗語の 文法にまで 目 

をつ けて ゐる 所に 先覺 者と しての 彼の 面 H の 躍如たる ものが あるので ある。 

美妙 は 以上の 三つの 點 において その 非難 を駭搫 したの みならす、 ；史に §^四 として 「俗 一 は 如 

何にも 陋 しい。 雅； 諧の やうに 優美で ない」 と 主張す る 人々 に對 して 「人 の 心 は 妙な 物で、 近 

いの を陋 しんで 却って 遠い のを崇 びます」 と 言って は、 la^i?: 古いが 故に 尊い とする 一派 を 冷や 

かに 批判し、 古文と さへ 言へば 一切 優美な ものと 思 ひ、 典 極 終に 『雅文』 とい ふ 霄 案に 『古文』 
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文章き 。 

の 代用 をさせる 程に 有難が るの を 戒めて ゐ るの も、 亦 俗文と して 體 せられ 存文 一致の f 

章の ために 大いに 氣を 吐いた ものであった。 

美妙の 田" ひ 切って 8 な I を その 創作に 採り 用 ひて 當 時の SI  了した ば" りで なく 

自ら 龍の 矢面に立って 言文一致 I 達に 力した 猿 は 文 I 上禁 せれ.^ ばなら ない の 

である 0 

四 * 

こぶり 先き 矢 li 曰 本文 體 文字 il (明治 十九 年 晋刊) S して は、 そ S  ，やに 

「日本一 一 用 フ可キ 文字 及ビ文 體ノ？ と 題し、 istiia 

へ 二、 髮 IT  二、 漢文 霞"  一二、 雜 文體、 四、 兩 文體、 五、 假 I の 5 に f し、 ^0 

fa の 性 if 避け g 傾いた もので あり、 今 曰 ほって は 全く" 木 If 川 ま 雜义; 

と、 雜文體 に 假名 を 施した 5 體 との 二 體が、 ffiiau, 特に" 

文 體の利 點を强 調して は、  t 

兩文 體ハ音 ノ紛ラ ハシキ 不便 ヲ補フ S メーー  ハ擧ヲ S ヒ擧ノ 誘、、 、難 キォ便 ゾ^ f 


メ 一一  ハ 假名 ヲ施ス 者ナ レ ハ漢 字ト. 名トノ 兩便ヲ 有シテ 漢字 ノ ミト 假名 ノ ミト ノ不 便ヲバ 

削リ去リタル^<;ナリ。 

と 一一 一一：： つて 假名の 學び 3, ヂざ 便と 漢字の 兑 き 便と を 、ね 具へ てゐ るが ため、 文體を 以て：！ 便 

利な ものと して ゐ るの は、 一 般 大衆 を讀 とする 今日の 通俗 小說 などの 文 體の繁 榮を豫 一一 一 n した 

ものと して 倾聽に 依す るば かりで なく、 布吿布 達の 文章の 如き は 版く 人！^ に 之 を 知らし め又容 

に 之を覺 らしむ るの 必耍 あるに 拘ら す、 「其 ノ： MI 的 一一 反對ス ル方向 一一 倾キ 以前 一一 比 スレハ 人 

ヲ シテ： ill- ヲ解 スル事 i:^ タ雞義 ナル方 一一 變セ シム ルカ 如 キハ誠 一一 遗憾ナ ラス ャ」 として m,: 吿を發 

して ゐる のな ども 近代 文章の 一 特質た る 平明 達意 を 希求して ゐる ものと して 注 EE に： S する もの 

が ある けれども、 未だ 言文一致の 新 文章に 觸れ てゐな いがため に、 こ、 に 取り立て、 論す る ほ 

どで はない ので ある。 

これに 反して 明治 一 一十三 年 月の しがら み 草紙 第 七 號の卷 頭に 兑ぇる 森 外の 一 W 文 論 は 山 m 

美妙の 新文袁 に 論及して ゐる點 において 注目せられ ねばならない であらう。 

古 は 言と 文との 差別と てもなく、 文字 ありて より 言を寫 し 出す ことと はなった けれども、 之 

を 讀 ませる ためで はなく、 多分 之 を 忘れな いがため であらう が、 鞾 じて 人に 請ません とする SI^ 
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文章論の 椎移  こ， -っ こ， una 

菌く 盛と なると 共に こ、 に 初めて 言と 文との 隱を 《 ^出さねば ならない やうに なつ/ま 

ひ、 言 文相 關の 道理に 言 文して は  -， ぐ， -」 一 、 C  ...  Z ーヒ 

ま 死文 は旣こ 作る ベから す 今の 文 は 今の 言 ましく 和 g せ ざら む I す 

wiul」r 一 あらむ のみ 今の 文 は 古の. 文の ま、 にて f 今の fist へらせむ とと 

文」 f せむ とするな り今吞 I ちに 今の 文き して 报古 のま、 の 文 を 化 じと 

する は 言 を 文と せむ とするな り  ：.^,, .  く.、 

と 己して ゐる。 文 を f する の 不可能な I は 11-11 -fc まン： \ 

- ク こも 使 谷 ある こと を 述べ、 ^^^:^出，5^しロの如きも.ーっ-の 

今の 言 を 直ちに 文と せんとす る ものに も^ 俗の^ の あ  . i  llii 

まあ 寫し たもので は ある けれども、 「未だ 必す しも 笑 術なる 文なら す」 i  f( 

を. d 冊 じて， H  ： 

"落語 is より 一 き 1^.11 1  一 04 に は" 

正し 或る 一定の てにをは を まて 今の f 緣 りたる 文な り、 

妙資の 如き は霸. 115 ズー i の 文 を 作りて 火に giff ジれ 1〔 「や，". 

の 如く WS まの 美妙の 功 f 管て. ゐ るので あるが、 l^H^ilsf 


言、 一一； 一：： は卽、 文な り」 とやう に 思 ふ 人の あるの を兑て 

言 文 一 致 も 亦た 今の 言 を 取りたり とい ふの みに て 其 は 則ち 儆然 たる 文な り、 讀 ませむ た 

めの 文 なれば ぞ 一 極 の烹鍊 の迹、 兑 えて 自ら 平 話と 相殊 する 處は あなる。 

と 霄 つて ゐ るの を m 心 へ ば、 言 文 一 致と は 霄 ふ ものの 話す 通り を そ Q ま、 醫 記す るので はなく、 

文^：+たる以上そこに平話とはちがった技巧の加へられるのは當然と考 へ てゐ たやう であって、 

こ の點 においても 健な 說を 持して ゐ たものと 一一 一一：！ はねば ならない ので ある。 

更に 美妙 一派の 文章 を 「日本 新 文章の 先登」 と兒、 問々 奇蒈に 過ぎろ 表現 をと つたこと につ 

いても 

此 手段に は 或は 瑕瑾も ありし ならむ 而れ ども 此に非 ざれば、 一 時文 海の St 湖 怒 を 捲 起し 

て 天下 詞 客の 懶眠を 打破す るに 足ら ざり しなり 

と 一 一一 G つて ゐ るの は 彼の 見識の 凡なら ざる を 示して ゐる ものであるが、 所謂 言 文 一 致 家と は餘程 

遠い 距離に ある 彼の 落 合 直 文の 說 

私 も 言語と 文章と は 離る ベから すと いふ 論者であります。 さりながら、 これは餘^^^注^!2-せ 

ねばなら ぬと 思 ひ 居ります、 卽ち 言語 を 今少し 上品に 進め 文章 を 少し 引下げ やうと 云 ふこ 
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とであります 今日 世間に 行 はる k 所謂 言 文. 一致の 文^ を るに 殊 一史に 野" すす：/  --..n を 

列 学る が 如し 是の 如き は 私の 取らざる のみなら す 大に禁 せんとす る 所であります 

山 S にして 業の 語格 を 散文に も f せむ とせば (S 云。 

を 採 巾り。) 此兩 極端の に 立ちた る 幾多の 家數は 力 を 合 はして 斯文の 改^. お 新に 從-. , 

る こと を 得べ し是れ  等が 切望に 耐 へざる 所な り 

と 結んで 意の も、 當 時の 新， 過ぎた 所霄文 一 謹に S す Is 吻. ^さ-小し てきば 力， 

でな く 容易 § 文 一 致 II に 移らう とも $1 などと 共に 永 41 を H してん？. 

情 をも說 明して ゐる ものと 兑られ るので ある 

鬼 角 筆く せ を 持った 旣成作 i の 奮に 新秦 に轉換 W 來な かった の も無瑰 力らぬ m も あ， 

て、 鷗外 がー 一 一一 il にお M」 美妙の II めながら も讓 極 £^ を Im 來な 力った の も 亦 

止む を 得ないで あらう。 


明治 三十 三年 七月 高 松 茅 村に よって 著された II 一一 一一：： 文 一 致 も 明治の 新文隶 たる t 一：！ 文 一 致に つ 

いて はじめて： ：•  取 も HI: 情 的に 史的お 察 を みた ものと して 艰要 であるが、 文 十 論の 上から も 亦 こ 

れを 認めなければ ならない ので ある。 

一一 一一！： 文 一 致の^者ぉとても常時の文體を以て完成したものと^|5?へす、 それが： 事に 出來 上る まで 

に はま だ 幾 ん. 後 を 待たねば ならぬ とその 發達を 將來に 期待して ゐる ばかりでなく、 1 一 n 文 一 致 

はすな はち 明：！ ^ の 现想霄 語 文舉 風俗に 適應 して 出來 た文體 で、 雅文が 犬お 人の 文體 であるが 如 

く、  洧 文が 鎌お 武士の 文體 である 如く、 そして 折衷 文が 江 戶！： 俗の 文體 である 如く、 明治の 

文體 であるの であると さへ その 出現 を 喜んで ゐ るので ある。 更に  - 

一一 一一：！ 文 一致 は 天下の 舆 論で、 今でも だんく 其 範^ を ひろめて 居る が、 これから、 ますく 

弘く なって、 遂に 明治時代の 文？： if となる であらう。 

と 一一 一一：： つ てあら ゆる 文章 様式 のこの 文體 によって 統一 せられる 口の 必す來 る ベ き を豫- 一； -；: し て も 

ゐ るので ある。 か、る：ーー.：：^^は今でこそ何でもなぃゃぅにも兑ぇるけれども、 5： 十一^ になつ 

て も. 祸 文章 世界が 「首 文 一 致體 以外に 文章 を學ぶ 必要 あり や」 などの 問 を？^ 家に 發 して ゐ るの 

を m 心 ふとき、 流石 は 深く 詳しく 文 十の 變遷を 考察した 著者の 11 一 ほ だと 感心 させられ るので ある。 

1 一一 五 七 
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でる 進歩的な 態度 を 持し たれば こそ、 新 秦の歷 史を考 へ その 將來を も 祝福 せんとして 

「言文一致」 なる 著 を現 した もので あらう が、 文 I として 特に 望すべき は 木.^ の 終に き 

られた 言文一致 記述 法で ある。  つ， >4、< ごト 

言 文 一 致靈史 なる 消極的 方面の みに f 出來 す、 一 A^K^A^lii^ 

ち與 へようと する 著者の 親切心 りおで たものに 外ならぬの である。 

彼 は S 一に 15 は 其の 蟹に 鑑みて、 特に 折衷 體の保護 によって その S を 期せねば.^ 

言 文ー舊 は、 旣に譬 年の 久しい 11 研究され て 得た I の 極致 をと つて 之 を 利 川し、 之 

によって 美しく 正し St 發管 遂げねば ならぬ、 之に ついては， を I すろ 必 

要 も あるが、 之より 手近かな 薄 Isi する の 要 も 亦 f て. 大 である。 

と 言って ゐ るの は、 新 文 霞のと も すれば 秦 研究に おろそか なの を 戒めた ものである。 

ぶ 二に 明晰 を 擧げ、 55 は、 とかく 冗漫に 流れ から 「そこに 彼女が，. - たので あると 

い 一 ある」 などと 長く ま はりく どい II け、 力めて S 明 S とする S が必き あると 

言って ゐ るの も、 新 文章の 特質の 一つ をよ くつかん でね る もの 為 へられろ ので ある。 


更に^ 三に 華麗と 雅致と を舉 げてゐ るの も 首 文 一 致と 首へば 貢 葉の 俊で 樣文 となる ものの 

如く^^-へ てゐるものに注意.^與へ、 1 百 文 一 致 體と言 へど も 美麗と 雅致と を 必要と する 事 は 古米 

の 文 と 少しも 異る 所の ない iSif をカ說 した ものであった。 

I が^に 語法、 語句 を 舉げて 美妙の 條件 五ケ 條を その 儘 引 川して ゐ るの も、 美妙が 俗語 文法 ま 

で 編んだ のと 共に 新 文^の 品位 を 保たん とした 著お の 苦心の 跡と もお へられる であらう。 

以上の 四つ は 11 一一；： 文 一致 記述 法の 條件 において 「首 文 一致」 の 著者 高 松 茅 村の 舉げ たもので あ 

るが、 共に 新 文章 を もの せんとす る 人 へ の 暖かな 贈物と して霄 文 一 致に 對 する 深い 理解の あつ 

た 著者に よって はじめて 發 せられた 一一 In 葉で あらう。 

ついで 三十 五 年 一 月に は 排ー百 文 一 致會の 著書 大日 本と 文？ 3f 的國 ：！^  (类有 社刊) が 公に せられ、 

^もな く 五： n: に は 言 文 一 致 講說會 の 速記 を 集めた 言 文 一 致 論 架が 出版せられ るに 至って、 一一 n 文 

一 致 問题は その^ 點に對 した かの 觀 があった。 

さきに n 十く も 小說： t 髓の 文體 論に おいて 俗文の 惯値を 認め その 發達を 將來に 期待した 坪 

遙は、 言文一致 體の 漸く 流布せられ るに 至った 三十 九 年の 頃、 文章 世界に 「言文一致 について」 

を 載せて 搏 び この 文 體に對 する 彼の 意！ を發 表して ゐ るので ある。 
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彼 は 先づ當 時世に 行 はれた 首 文 一致 を I に 分類し、 一に 靈の籠 その ま、 の もの 二に 

秦 語を盡 とし 語尾 だけ 平語と する もの、 三に 口 をつ いて 出る 墓 を 成るべく まりよ いや 

うこ m ェ氣 なく 綴った もの、 四に 小說 家た ちの 多年の 工夫になる もの を舉げ てね る。 し 力 も". m 

の 二 種は實用 もほん I 座 だけの もので あり、 靠 上の- f も 乏しい もので こ、 では これ をお 

くと して、 後の 二つ を それぐ 俗談 體 美文 體と名 づけて 論じて ゐ るので ある。 

その 中 俗 談體 は 多分 「理想的 貢文 一 致體 の、 I  土臺 石」 となる ものと し、 . ^のお 所と して - 

に 語法 を ニー 一一 に しまと ェ 巧；^、  二に 露と か iif ど^^ 避け いたば 力 

りで も 意 未の 解る やうに 力める 點、 三に 眞 率で 虚飾 や 細工 氣の 無い 所な ど を敎， 

此の 體はー 11 fs も 匿氣の 無い i と I すかで く は観ヒ S ふ 純 "とい" 

格 だけ を 得た ものと 兑 做す のが 當然 で あ り ま せ う。 

と 結んで ゐる。  ， 

更に 美文 體を 論じて は、 十人十色で S に 喜へ ない けれども、 雜 然として ゐる うちに も統 

一 調和の 美 さへ あれば 何も 非難す るに 及ばぬ ばかりでなく、  S とお」 は 却って ¥ ひ とさへ 

つて ゐ るので ある。 しかし これ は小說 の文體 について いふので あって 世 『-ぉ I の 模範と 


ならない $ は、 謠^ が幽婉 だからと 一 5 一！： つて これによ つて 追 文 を？^ る^の 出來 ない のと 12 じで 

あるとの 仉 をつ けて ゐる。 

けれども 常時の 所謂 $n 文 一 致體 について 未だ 多くの 不滿を 持って ゐた は 

併し W るの は 敬語と 語尾。 名.：^ どめ もそう そうは うるさく、 「だ 式」、 「である 式」、 共に あ 

ん まり E 然 でない。 「です 式」 が 一番 口語 的 だと 思へ ど、 どうやら 請み なれぬ せいかして 女 

女し く、  ii く、 それに 何だか さし 向 ひ 式の やうに も 聞え る。 

などと 一一 一一！： つて ゐる のによ つても 知りうる であらう。 しかも この 新 文 s^f の はるかに^ 範^に 使 W 

せらるべき を豫 一一 一 n して、 小說 家の みならす 誰でもが m ひ 何に でも W ひて 差 支の ない 樣 式の 成立 

して こそ はじめて 言 文 一 致の 天下と 稱 する 事が 出來 ると 言って ゐ るので ある。 卽ち 

新閱 でい ふなら、 論說 から 電報から 廣吿 まで を 此體で 押切る ことが 出來 ぬう ち は無效 だ。 

記 iei;- でも 叙事で も 詔勅で も 法令で も 何でも ござれと 八面に 涉 つて c!.^ 自在に、 現代の m 心 想 

感情 を 深く、 細く、 强く、  3：： く 一) n ひ あら はし、 典雅、 莊重、 跌 {IT 雄 などい ふ 漢文 ゃ雅 

俗 折 js^ 文の 本領 を も 取 人れ てし ま はぬ うち は、 迎も言 文 一 致 萬 歳の 天下と はなるまい。 

と 首った のな ども、 常に 遠き 將來を 眺め 祓いて ゐる？ W 逸の 言と して 相應 しい ものなる のみなら 
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や 法律 など は 今 曰 とても 舊然 として 文 I を主體 として ゐ るの I ふとき まグ 力""" 

進んだ ものだった 事 を 知りうる ので ある。 

彼の この 持論 は 大正 五 年 九月 號の 「日本 及び 日本人」 所載の 「秦ヒ の， 一致」 へまで 彼 

展 して 行って ゐ るの がきれ るので ある。 これ は雜 I よりの ion^^^r 

るべき か」 I 問に 答へ たもので あるが、 二 曰 も そ 所謂 ssg を (お」 せん ft も， し 

て は、 それが flQS 決心 や £s 力な どで は 到底 出來る も？ はない として、 で 

に 文章 上の 擧國 一 致 を 叫ぶ に 至った のであった。 

しか I ま 言 ふ 口語 體とは 最も 囊に 解され た 現 S から 成った もので あり、 成るべく. 1 

由に 雜 多な 語 をも收 綴した ものであって、 必 すし 4 際の 談話 語と は 其の 範ま. 一 にす ベ S 

要はない と 言って ゐ るのに よっても、 一 ^<i$.t!§a 

み 取る 事が 出來 るので ある。  - 

il の s にも 「平生 譲の 際に 用 ひて ゐる墓 づ かひ を 共 I とする の はは "--文 一 

致 體と いひ 今では 口 語體 を 總稱 する 一 と あるが 如く、 明治より 犬.... に 移る と共にい つし カゾン 

一致よ リロ 靈と 呼び 換 へられる に 至った 新秦は 時代の 下降す るのと 共 ^  ^-O^HI 


擴 大して 終に 今日の 如く 害 簡文を も その 領域に 入れ、 法令 その他 も 只 時期の 問题 とさ へ： なさ 

れ るに 至った のも旣 に：： 十く^ の豫霄 したが 如くで ある。 

明治 十 一 年 十 一 月博文館ょり出版された露伴の#:通文>ぜ論は從來の文^指3^^の鬼^£:突術 

的 文章と 赏用的 文 と を 混用して .ー 樣に之を論じてゐたのに^„ぉ眼し、 -I:- 用 的の 文 のみ を 取扱 

つた ものと して 注： ：！！ せらる ベ きもので ある。 

赏用的 文章と は 露 作に 從 へば 「書かる 可き 必要が おって 誓 かる k もの」 であり、 藝術的 文 ま 払 

の 「作り出さ うとい ふ 希望が 有って から 作り出さる」」 ものと は常然 そこに 差異 を 認めねば な 

らな いわけで ある。 义實用 的 文 にあって は 文章 は 或 意 If を现 すまでの 手段と して ffl ひられる 

ものであって、 藝術的 文靠の 文章 を 作る 事 その物が 目的な のと は 大いに その 趣 を 異にする もの 

である。 

しかも 文章と 言語と は 其の 性 1^ においても その 作用に おいても 或は その ffi 形に おいても 5- に 

人？ i との 交涉關 係に 於ても 殆んど 相 近い もので あり 「場合に 依って は 文 S せ も 一一 一 n 語 も！！ 1： じ 物で は 
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無い か 善っても 養 無い」 ものであって、 特に S 的な 秦 にきて は、 iol 

ぬ もの ひ ある。 從 つて 之 を 書き 緩る 事も 亦 t 奋 はねば ならない ので ある。 i1 よ 

「豪 善くし 難き」 lliflin^uu 

さ i かしい もので はない として 、「文章 は 爲り雞 いもので あると.. -f""f「r ん； っトは 

I！ とか、 「樂ん で 苦めば 才能 I む、 fill-. 

當 ると いふ 事 は 成功の、 I である」 とかの f 列記して ゐ るのに よつ "つ 

章觀を 正しく 導かん とした^ 力 を 認めうる であらう  .... ノ 

更に 進ん で赏 用 的 文章 は 如何に 寄くべき かに 至って は、 s、  t、  l^^ii 

てゐ るの も亦穩 健な 說と 《 ^るべき である。  ； 

かくの 如く 露 伴の 普通 秦論は 世人 一般の f 的秦 について S しいれ S て あ 

でな く、  S まぎれ やすい 美術的 豪から I として (话的 文， 引き はなし、 力 

「一枚の 風呂敷 を 取り除け ると 同じ ss」 な もの だとまで カ說 して， の 文 や 奴の- /湾 

を指 摘し えたの £1 彼の 功績と して 特記 せらる ベ まので あき。 . r  -iv- く あ 

子規に よって I せられた i 文 は 11 の 作家に 影響して 新秦の 露に e あ 


つた 事 は旣に 第一 篇 において 述べた 所で あるが、 お 生 文に ついての 现論 は明ュ m 四十 年 一 月に も 

のせられた 嫩 石の rin:! 生 文」 によって その 一 般を窥 ひうる であらう。 

彼に 從 へば 寫生文 家の人 生に 對 する 態度 は、 ヌ W 人が， 賤^ を視る 態度」 ではなく、 「K*^ が 憑 

を兑 るの 態度」 でもない。 或は rs- 子が 小人 を視 るの 態度」 でもな く 「£- が 女 を視、 女が sf^ を 

視 るの 態度」 でもない。 つまり 「大人が 小 供を視 るの 態度」 「兩 親が 兒 意に 對す るの 態度」 でな 

ければ ならない ので ある。 

普通の 小 說家は 作 中の 人物と 「同じ 平面に 立って、 同じ 稅 度の 感^に 支.^」 せられ、 「飽く迄 

も、 其の 社會の 一員で あると 云 ふ 態度で 筆 を 執る」 がた めに、 「隣り の 御 娘さんが 泣く ールを かく 

き は、 當人 a 身 も 泣」 かねば ならない ものである。 しかるに 寫生文 家 は 分 rt^ ゆば 「泣かす し 

て 泣く 人 を^いて おる」 のであって、 この 點は 大いに その 趣 を 異にする ものである。 

他の 作家の 如く 「吾が 精神 を 篇屮の 人物に . 一 圔に 打ち込んで、 其人物になり^£まして戀を描 

き 愛 を 描き、 もしくは 他の 情 絡 を 描く」 ので は 或は 人 を 泣かしめ る やうな 熱烈な ものが 出來る 

かもゎからなぃけれども餘裕のぁる作品をそこに期，.^^する^は出來なぃのでぁる0 これに 反し 

て 
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て讀 んで暢 びくした 氣 がする。 <t ま 文 家 SS が 人事 S し \. は」 个.. を， 

れて 仕舞 はぬ からで ある。 

と 言って ゐ るのに よっても 「我 I すに あらや 彼 I すと いふ」 觀 的な 還 を 好んで ゐ-^ 

を 物語 る もので なければ ならない ので ある。  . 9  }u^^n, 

かく  S  く 泣く 人 I すに あたっても 自ら 泣く 事な く 極めて 冷 piM," な.，.^ f らォ 

二  u^^^ln り.^ ユォ- < から 導かれた ものであった。 卽ち 彼に 從 へば^ 術 は 

ばなら ぬと 主張した の は 一に 漱 石の 力ら^ 力れ フ  ： - !.-^tt^ 

： r  ,0 こも こ おすろ もので あり. 5.^ つて グー^.,.^ とけ.^ 

dil み 憂い 世の中 を 少しで も 住みよ くす ズ 

しく そ Q 色 f 異にする 餘 雷なる 一 诚 I 辛る S つた も でき。  . 

草枕の 如き は眞に 迫？ 人 を 泣 t める 力 こそない けれども、 ゆったり と S 軟界 にて 

ぶ やう II かせる ものが t  、餘霍 としての f4 ま- f.. ざ やかに 现 して ゐ 1" 

であるが、 それに は ゆとりの ある 輕 f 譲の 與 つて 力 ある ものと 甘 はねば ならな も， 

し ，,K:--,J.J.S-t.^la こよつ cs^ もよ く^ 解せられ たので あ 7、 力 ソ - ゾ 

子 Is"- によって 唱導 せられた i!^ 牛-文 は. 5« ^に J  Z  -  i1 H 


肉然派の文章に攝取せられて永く後の表現にまでその影を^める|5^^とはなったのでぁる。 

明： 四十 二た 牛から 三年に かけて 紅 紫 門 F の，：： 水 J§ 花 も 文 菜の 事に 首 及し 「會 話、 地の文」 にお 

いて は 「# おは、 成るべく、 東京 語 を 以て 統一 したい」 と 首って 朿京 語屮心 を、 し、 しかも 

會 話の 中に 「入物の 調子 を 現 はす，」 ことに 力め 

怒った 時、 沈んだ 時、 嬸 しい 時、 せきこんだ 時、 ゆっくりした 時、 その 時と 場合に 依って 

聲の調^^も亦遠ふ。 (話) 

などと 首った のな ども 文 特に 會 話の 聽 覺的效 を ねらった ものと して 注 せらる べきで あ 

る 0 

更に 「小說 の 地の文の 語尾」 について は 

私 は 「だ」 より 「である」 と 言った 方が 小說の 地の文と してい、 と m わ ひます。 勿 is? 合に 

より ませう が 「だ」 と 言 ふの は讀 者に 對 して 失 鱧です 。「である」 と 言った 方が い、 ようで 

すね。 

と 語って ゐ るの も その 師 紅葉に よって 创始 せられた 「である」 止 を 好んで^ 襲して ゐる ものと 

して 興味が ある。  ， 
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或は 談 「文章の 音律」 (明治 四十 二 年 五 に 及んで は、 

予は 今の 秦が 服に のみ 訴 へて、 さ 開かす 秦 でない、 .p^ に K すな どレ i を グノヽ て 

もゐ まい かと 思 ふ。 

こ 音律と いふ こと は、 豪の 一機 能で ある。 秦に 靠を沒 却して は 化も义 f は. だな 

い。 さう でせ う。 「いづれ のおん ときに か あり けん」 と 源氏の ポ ず-出し であるが -ゃ 時だった 

かね」 と 云って は、 源氏 も 何 もあった もの ぢ やない。 曉 台の 句に 

まくり 手に 踊く づ して 通りけ り  1 

とい ふの が ある。 此 句に 靠 が あるから、 護んで （1^.^ けで はない、 如何にも 腕 まく 

りした 5- が、 < ^蹣か 何 かの 踊の ー團 を- 崩して、 悠々 として 通る のが.^ れてゐ る。 

「まくり 手して 踊 を 崩して 通った」 では 其 趣が 出ない。 

と 首って ねる のな ども 前に も 述べた が 如く 秦には 特に i 的. II- 大 I あいた もので 

ある。 

或は 又當 時流 行の 「平面描^；！に就ぃて」 (叨^ 四十 三年) も  . 


總て 世の中の 事 ども は、 平面描^::! 11 卽ち、 軍に 觀 たま、 に、 ほ 分 を 加へ す g:: き 並べて 行 

つたと ころで、 その 形が、 讀む 者の 前に はっきりと 現れる もので はない と 思 ふ。 

と Iw つたり、 綺の 透き 寫 しに へて は 

一 分 一 厘^ へ ぬ やうに Si いても、 下の 綺 より はどうしても 一;:! した 输の 方が 小さく える。 

之れ は 筆の 勢 ひや、 意氣 込みで 然ぅ兑 える の だ。 此の 微妙な 作 S は、 到底 平面 描お と 云 ふ 

もので は 現 はれない と m 卞っ 

と 語って ゐ るので ある。 これによ つても. 「自分と 云 ふ もの を 挾まないで、 觀 たま、 を ま S く」 所 

謂 平 商 描 B にあき たらなかった 事 を 窺 ひうる であらう。 

ついで 我々 は 自然主義 文章 理論の 代表と して 明治 四十 五 年に 著された 花 袋 文 話 を 考察し なけ 

れ ばなら ぬ 順序と なる ので ある。 

先 づ描寫 論に おいて は 記述と 描寫 との 區別 を說 いて、 前者 は 意味が 分り 筋が 飲み込めれ ばよ 

いので あり、 從 つて 說明を も 必要と する ので あるが、 後^ は 「其の 光景 を 其の ま、 に 生々 と S: 

び 現 はして 兑 せようと する」 のであって 說明は 之 を 必要と しないば かりで なく、 かへ つてお if" 

となる もの だと 首って ゐる。 例へば 「梅が^い て 居る」 と 言った だけで は 記述で あるが、 「白く 
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梅が 見える」 とすると いくらか 描寫 の氣 分が 出る と 首 ひ 

かれは 雨戸 を 閉めた。 

雨戶を 閉める 音が 聞え た。 

波の音が した。 

波の音が 聞え た。 

などの 例に あって は 何れも 後の方が 描 寫の氣 分に 近い ものである とし、 "おに 

「鱗 を 書いた 魚の 形」 とか 「IJ^ を勸 める 女」 とか 一 百 ふ もさう いふ 處 から 來て S るので あ 

らうと E5 ふ 0  . 

と 言って 藤 村な どの 自然主義 作家に その 描 寫の氣 分の 浪 厚さの ある こと を 述べ てんる ので あ 

る 0 

ついで 說明 とか 叙述と かの 文章 を 排斥して 態狀描 B を^へ、 

狀態は 描いて 見せなければ、 出て 来ない。 描く のに は、 舉*? の 頭に その 狀 態が 分明に 映つ 

て 居なければ 出来ない。 

口で 言へ ない こと を もまで せろ。 描いて せる。 此 おに 細かい 文章の 苦心 も 似^も ある. 


ので ある c 

と Jin つたり、 印象的 描 ^：! をカ說 して は 

「長い 叙述より は 短い 描寫」 と 私 はいつ も かう 思って 筆 を 執る。 

何ん な 文章 や 小說を 請んで 兑て も、 生々 として いつまでも |g に fgf つて 居る の は、 矢 Ifeiiw か 

れた 简 處 である。 理窟で もなければ 思想で もない。 

と言って具象的^^新な表現を譜へ、 その s^iFt おされた 新 傾向の 俳句の 「印象的と いふと ころ を 

深く ねらって 入って 行った」 點に敬^！总を拂ってゐる。 しかも 描お に 入る に は 「離れた 氣分を ク 

養す る ことが 一番 肝心で ある」 とし、 か k る f:^ 度 を 傍觀的 態度と 名付けて ゐる。 

卽ち說 明 を 避けて 描寫を 重んじ、 それが ために は對 象から 離れた 傍觀的 態度 を 持すべき であ 

る と  一一； 口 つて ゐ るの は 自然主義 作家の 文 {21. 論 を 代表す る ものえ して 注意せられ ねばなら な いので 

ある。 

七 

漱石 はまた 大正 五 年 秋の 頃 「日本 及 日本人」 に 文體の 一 長 一 短なる 文 を 戦せ 新 文章た る 言 
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^yr.s?f. 其擴 がって 行く 力 はかなり に 盛んな やつで so こ 

一 rs^r 向と して、 II どに も- 此. ii して ■ であ- «... 

靈院 などの 注意書な ど I ると よく 分る。 ， 

お, -ヒ. ^一  つして きた 霧 こ $1?：：： し、 15^ に その sii=4; を 力して t 

と 言って その 使用 範圍の 漸く 擴大 せられて きた^. ぺ ict.r  ^ 

,K^C  >、  場べ 1 こも 之 を ふと ームふ に は， イカ. 《  ^ 

き n 文 一致が 如何に 便利で あると 云っても との.^ 力； 」 ィ   l.rc 

一  ， n.^^ 「であります」 とか 「さうな さい」 と 一ぶ ふめ.^ き义 

重なる 文 辭を 尙ぶ ところの 勅語に 方て 「て あ ます」 、。 きこ もよ ろ。 -合 こもよ 

宇 を 用 ねられた としたら 菜して どう 受け取られる であらう 力 


0 


と 言って tQ も 響な I とお」 纏 せらる へきて あき.^ 一う.， て. ft は旣 i ベた 

同じ 「日本 及 日本人」 誌上に 浮 gf よって 文章 上の si,f"::Hl"::;^  " 

LI、、  穴 正 十 年 こよ 文 I も 口語文 現 fm 版して 新文ケ V の 流え ブダ て. - 

ところで ある 力 更に 大正 十 年 13 音， ィ  -r^^l,  :.、  "：：.^:^ ビぉ 4、  ^, 

るので I。 本書 は 一、 屆讓 實ビ誓 、 二、  II  -^r  -  uh-r-L. 

報直ビ 通知、 五、 8 及ビ 謝禮、 六、 戮及ビ g、 じ、 11  ノ 


雜 w 魔吿、 などの 項に 分って それ. <\ 口語文の 範を 示した ものに 過ぎない けれども、 文教の府 

自らが率先して各方面に新文章の範を垂れた事はロ語文の弘通に與ってカのぁったものと^|^.'へ 

られ るので ある。 

例 へ ば屆書 に は 

缺勤屆 

本日 病 氣ノ爲 缺勤シ マスカラ、 御： S 致シ マ ス。 

年月 ョ  何 誰 @ 

とし、 通牒の 如き も 

近視 豫防ニ 關スル 件  . 

近視 豫防 一一 就 ィテ、 此度 文部大臣 カラ 地方 長 一一 對シテ 別紙 ノ通 訓令 サレ マシタ カラ、 ^ 
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咬 デモ 訓令 ノ 趣意 一一 基 ィテ、 备 注意事項 ヲ御餅 酌ノ上 然ルべ ク ゆお &ナ 1 一一 ^ッテ 

通牒 シ マス。  • 

^  官 

年月 曰  -ク 

各 直 轄 學 校長 宛 

などと 記して ゐる。 しかもす ぐ 後に 參照 として  1 

近 I 防 一一 關 シ 今般 文部大臣 ョ リ 地方 f 一一  對 シ s^ll 一一  就ィ f  f ュ 方 

テ モ本 訓令 ノ靈 - 基 キ各謹 i 御 S  ノ上 可然御 糕 is ぉ此 fi 候 

と 小 書して あるの は、 從來の 形式と I 式と を 判然 ii せしめ、 8 式に £ れ. -った 人々 の 仗 

を圖 つた もので あらう。 

更に 醫師 開業の 通知に は 

私事 之まで 大學 病院に S して f ましたが、 此段歡 の 上 患の 返へ 龍 を § しさ 


診^に 從辜 致します から、 何分よ ろしく 御 願 巾し ます。 

とし、 H 場 參觀の 紹介に は 

此度梅 田 ー郞君 工場； 學の爲 御 地方へ 出掛けられる さう です が、 御， お 支の ない 限り、 

に贵 工場の 參觀を 御 許 下さる やう 御依赖 致します。 

なる 文 を 示し、 電車 運 轉復蓄 の 廣吿に は 

當局 電車 從業 员 待遇 問題で、 昨冬 以來 運轉 力の 減 返 一 部 運轉の 休止 等 交通 上 一 舣に 御迷惑 • 

を 掛けて 中譯 がありませんで したが、 今囘 一切 復蔡 致しました。 取敢 へす 紙上で 御 挨^ 中 

し 上げます。 

を その 例と して ゐ るので ある。 

かくの 如く n 語 文 用例 集 は從來 j^j 様式の 書記 法の み を 以てした 届書、 通牒、 紹介、 魔吿 など 

にいた るまで 新 文章 の 使用 圈を擴 大してい つた 所に その 惯似 を：： 出さ る ベ きもので あ る が 、 文 

部 自らの 手に よって 行 はれ たがために、 その影響する所も比較的大なるもののぁった|£^^亦 

疑 ふべ からざる 事實 である。 

ついで 大正 十四 年に もの せられた 芥川龍之介 の 文藝 講座 を  一 Ss する ことにしよう。 
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彼 は 先 づ豪を 豪して 「文 藝眷語 f 文 f 轰の 手段 さ I 術で なます」 と I 

更こ、 

文字 は 一 11 の 具へ てゐ ない 形と 首 ふ もの を 具へ てゐ ます。 この 形と 一一 nt の は T" 來 ，閑に 

附 せられて ねます が、 決して 文 藝に緣 のない ものと 片 づけて しま まに は-むきません。 

語 も 表現の 手段なら ば、 文字 も I の 手段であります。 li の i や f 大$ がりた 力ら 

文字の 形に 背中 を 向ける の はどうお へても 片手落ちであります 

と 言った の は 文字の I 的效 fi 閑に 附 しなかった ものと して 注 辛べき である。 

或は 內容 を說 明す るのに ni の 意味と 一 li の f 文字の 形」 との 三. I を 以てし、 し 力 も 

一一 ー§の意 味 以外に そ II- 視 したの は聽覺 的效 f ー强 調した ものと 4," ふポが 出來？ 

更に 內容と 形式との 關 係に 論及して は、 

內容は 上に 述べた やうに 霧に 形式 を 必要と して ゐ ます。 M ト 5 に义 S を 持ち 八" せない 形 

式备ふ もの も 存在し ません。 わたし は  一； II いた 8 は 机の 形 を 成さない 机と た 

椅子の 形 を 成さない 椅子と かに 同じ ものである」 と 言 ひました。 すると 内お を^ レた 形..^ 

も 机 を 1?， ない 机の 形と か、 ト .1? 成さない？ の 形と かに？^ ものになる 譯 であり ま 


す。 これは勿論^!^ へ ることも出來なぃものに違ひぁりません。 

とさ 一：： つて ゐ るの も 內容と 形式と は 互に 不. § 不離の 關係 にある ものであって、 形式 を 作 はない 内 

容、 又は. 2： 容を 度外視した 形式なる もの は 共に 存在し ない こと を 述べ たもので ある。 

更に 我， •< は 菊 池宽と m 兑 is- との 内容 形式 の 41 戰 へ と 眼 を轉す る isj によって 芥 川の 所說 の ^ ^ 

氣を 感じたい と 思 ふので ある。  - 

この 論 戰は旣 に 01. く 菊 池 の 「文藝 作品の お 的^ 恤」 (人 正 十二， ギ七 新潮 所載) を 中心とし 

てな された ものである。 卽ち菊 池 氏 は 

ある 作品 を！^ んで、 うまい くと ひながら、 心 を 打 たれない。 他の 作" i を 5^ んで、 まづ 

いくと ひながら、 心 を 打 たれる。 ある 作品 を) ：1 んで、 よく 描け てゐ ると 思 ひながら、 

ふ を 了た L ない 他の 乍" i を讀ん で、 ちっとも 描け てゐ ない と m わ ひながら 心 を 打 たれる。 こ 

の 二つの 場合 を、 誰でも 經驗 して ゐ ると m 心 ふ。 文壇 有数の 名家の 作品 を 1^ んで、 うまい と 

感心す る。 が、 心 は 動かない。 投書家 程度の 人の 書いた まづ い： S 篇をー 「おんで、 つい 心 を 打 

たれる ことがある。 

の 如く 藝術 的惯他 以外に ある 惯 値の 存在 を 認め、 
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文藝 作品の 題 村の 中には、 作家が その 藝術的 表現の 魔 杖 を觸れ ない 裡 から、 煉 としてお く 

人生の 寶 石が 澤山 あると 思 ふ。 

とも 言って、 その 價値を 假に內 容的惯 値と 名付けて ゐる。 

これよ 所 表現と は^に 他の 價 値の 存在 を 肯定した のであって、 彼 とても ^術 至 ト-、 ノ 

至 は その 傾向の ある 人の 反 對を賀 ふ 事 位は覺 悟して ゐ たので ある。 

かくの 如く 彼 は 作品 を 評 憤す るに あたって、 単に 「作^^が描かんとして3ることを、 立派に 

表現して ゐる」 のを兑 るば かりで なく、 所謂 內容 的價 値の 有無 を 以てした ので ある。 從 つて 《 

術 的 價値を 作る 丈け で滿 足して ゐる 所謂 藝術 家なる もの は 「n ら 好んで 象牙の塔に 立て こもる 

人で ある」 と考 へて， ゐ るので ある。 勿論 藝術 的惯 値と か 藝術的 感銘の 如き もの も 人生に 不必 • お 

だな どと は 言へ ない けれども、 道 德的惯 値と か 思想 的 12 梳.： ^は.^ 一^的 似 似と も- はるべき もの 

を 含む ことによって 文藝 作品 は はじめて 人生と 密 切な 關係を 保ちうる もので あり、 しかも この 

點は畫 家な どに 比して 文 藝の士 の特權 とも 言 ふべき ものであると 述べて ゐろ。 に 

私 は、 藝 術が 藝 術で ある 所以 は、 そこに 蕩術 的^ 現が あるかな いかに 依って、 定まる と 忍 

ふ。 が、 その 定まった 藝 術が 人生に 對 して、 東大な^ 愤が あるか どうか は 一 に その 作品の 


內 容的惯 値、 生活 的愤 値に 依って {儿 まると 思 ふ。 

私の 理想の 作品と 云へば、 內容的 ^俯 と 蒭術似 値と を 共有した 作品で ある。 語を換 へて 云 

へば、 われ/ \の藝 術 的評價 に、 及 f:^ するとと もに、 われ/ \ の 內容的 評 惯に及 f ぬする 作 

品で ある。 

と 言って ゐ るのに よれば 彼 とても 藝術 的惯 他と 共に 的^ 條を 認めて ゐる もので あり、 一 方 

において はまた r 藝術 は表现 なり」 との 說に 「可な り 大きい 疑問 を 持って zs」 ながら も、 この 

批評の 立場の 無害 公平なる 點を 認めて 之 を 紹介して ゐ るの を 2:- て も、 內容 と共に 表現 を^ん じ 

てゐ るかの 如くで ある けれども、 「文藝 作品の 內容 的^ 値」 に は 鬼 角 表現た る藝術 的！： r お 以上に 

內容 的^ 値 を 重んじて ゐ るが 如くに 考 へられ：：；^ いので あり、 こ k に m; 兑 1^ の 駁論の 現れる 现. E 

も 充分に ^在した のであった。 

儿 氏の 駁論に は 先づ所 Iwrs: 容價 値なる 首 紫の 内容 を 菊 池 氏 ほ 身の 文 宇に よって^ 明し つ、、， 

を 打 たれる」 「人 を 動かす」 「淚 ぐます に は ゐられ ない」 などの 三者に よく 現れて ゐる とし、 之 

と相對 する ものと しての 藝 術的惯 俯は义 「うまい」 「ヴ ヰヴヰ ッドに Si けて ゐる」 「よく 描け て 

ゐる」 などの 三 語に よって 代^せられて ゐる として ゐ るので ある。 從 つて 「：2: 容 的惯. ^は. r.. 谷 

三 七 九 


三 八 〇 

文章論の 推移  こ. J^4.:7. ひ， n をャ. して 

こ、 藝ほ勺 價値は 表現に」 よ-く 當 填る わけで あるが、 纏 術が^ や.^  ] 1 

ゐる點 において t 氏の I となった ものである。  l^^^a 

11 「蠢の 彼方」 の警か 村 

らま 以前 旣に II 動せ しむる に！、 ある もの I ん." は と 

の 中に 逢が その 藝術 籠の 1觸れなぃ裡|と して 好く 人 i 

m5 ふ 一 と 述べて ゐ るのに 對 して my^ 氏 は、  . t.ftp. 

.,5 ク，， 一 こもつ， - ことで まなく 「燦 として^く 人..^^^ ィ L  ィ 

何も 一. 文藝 作品の 题 村の 中」 ^?V£K 」 と：" まの は 加れ きった まある。 

り|聞にも曰さ新聞紙上にもぃくら|"すこと"に ：^,らズ よろしく 

. しすぎる のきし、 かくの 如き もの を ま  - 

として 所謂 內ぎ f を 10.^  P  更に S 氏が 「s は i なり」 

文 ，去って 哲學 にで も 行くべき て あると して ゐ ろの-  f した 

との 說 I 介しながら、 5sg 的 I. 一  にあって は ^^H. . 

くて たまらない やうき f 示して ゐる？ 霞して ゐ るの も尤参 ふへ きて 

里 I は 鼠の 文章 If  . ま がすな よち r き、 5- が y 

載に は囊 とか 內容 とか S 別 はない とも 5 るし I 力す. ー す I 


に^ 現 だと、 そんな 風に も 云へ るの だが、 1£ん も 角 私に とって は 「うまい」 と 云 ふ 一一 一一！： 紫 は、 

もう その 一 元の 境地 を ふ赞^ となって ゐ るの だ。 

と ；  一一 n つて ゐ るの は內容 形式の 一 元 論 を i? へて ゐる ものに 外なら ない ので ある。 

この 反^に 對 して 菊 池 氏 も だまって はゐ なかった 。「科 論文藝 作品の rM: 容 的！^ 値」 は卽ち 之に 

答へ たもの なので ある。 

私が 「文藝 は 表現な り」 と、 あれほど ハツ キリ 云って ゐる のが 分らない のか。 藝 術の 蘇諦 

がー 元に 歸 する こと や、 內 { れ卽表 現で あり、 內容 は表现 されて ゐ る^りに 於て、 藝術 品の 

內容 であり、 表現と は 內容の 形式的 存在 化で あり、 從 つて、 一 つの 內 容に對 して は、 二つ 

の 形式な く、 一  つの 形式に 對 して は 二つの 內容 なく、 ある 內容は 必然的に、 それの た^ 一 

つの 必然的な 形式 を自發 的に 醮成 する。 さう 云った やうな、 內容卽 表現 論 は、 近世 突舉の 

常識で ある。 

の 如く.  D らも 勿論 內容 形式 一元論 を i? へて ゐる ものであるが、 藝術的 感銘 だけで は 段々.： f 足 

しきれ なくなって 藝術 作品の 內 容的惯 ig などと 云 ふ もの を 求め 出した の だと； 一一 一：： つて ゐる。 而し 

て內 〈芥 的惯 値と は 藝術的 活動の 機緣 となる 题材 思想 題目 事件な どに 含まれる^ 活 的^; g?; ぬ 的 

三 八 一 


三 八 二 

文章論の 推移 

價値を 呼ぶ ものと し、  。<  . 、：， も.」 tv. は： 

私 は 作家が 今でも、 われく の 生活と 少しの 關係 もない |を| と して バ 

"きこと を 肯定し、 それ を 作って はならない などと は 云 はない ので ある。 たビ f " 

悲し さで、 さう した 作品の 藝術 的 感銘 丈. けで 資しない 人お、 淨山ゐ るので ある。 

と 言って 襲 的價値 以外に 內容的 惯値を 襲して 管 結んで ゐ るので ある。，. ュこ ？ ；: 

以上に よって it 兩 氏の 霞の 大樣を 述べた つもりで あるが、 こお f よつ で W . 

明かな 如く 菊 池 氏 は藝 術 的 魔 杖に 觸れ ない 以前の 所 S 容的惯 し；. 5;.!.;f;:^; 

善. へば 藝術 的價値 以外の もの I 藝に 梁す るの は i であると.^ る.； のて；：^;: rJM 

逢の I あるに もや はらす 置 isf 巾 心と してゐる のに 反して i" はは U 

.1 見 こおいて ねる ものと 考 へられる ので ある。 ^tllrxl^l^ 

式 形 式卽內容 と 言って ゐ るの など は 表現 屮 心の 文 謎からの 著しい il して ゐる ものと 

て， y 目に 値する もので なければ ならない ので ある。  ：i  -f 

かくてき-一人の 寵 はた.^ に 內容形 g 何れ I ん すべき か を (.. つたの みな t  ！ハ t 

時代の 句ひ| めて き 所に 新秦創 I 時 の文霞とは到 裔 Hfe ま な ぃビ 


あるが、 その 進展の 姿と して これ を 一望の 下に 俯瞰 するとき、 文^論 も 落ちつく 所へ 落ちつい 

たもの だとの 感を强 くす る ものが ある。 

大正 十五 年 三 e: に 行 はれた 佐 藤 夫の 講演 筆記 「藝 術の^ 容は何 か」 を： るに、 菊 池 Si 見 二 

氏の 論 戰に霄 及して、  ， 

二三 年 前、 菊池寬君と5.:::>^|^^1!?;との問に、 飛兑^；；は藝術は表現だとぃひ、 菊池^；；は乂内容 

さへ あれば 表現な ど はどうで もい いと 論じて、 雙方. 一歩 も讓ら なかった が、 結局 はっきり 

しないう ちに 物別れに なって しまった。 第三者た る 我々 に は 終に 分らす じ まひであった。 

併し これ を、 ょく^!5?へ てみ ると： 刚方 とも 間違って ゐ はしない かと 思 ふ。 

と 一一 一一 II ひ r 藝 術の 本 CT- は 表現で もなければ 又內容 でもない。 どちら かとい へば 表現 だとい ふ 方が 

幾らか 正しい 氣 がする」 と斷 じて ゐ るので ある。 

而し てこ、 に 一一 一一！！ ふ 內容と は 、「題目 を 創作す るに 際して 持つ 作者の 熱情」 を 一一 一一：！ ふので あり、 從 

つて 彼に よれば 「作者の 心 持に 高く 深く 感興が 燃えて ゐれ ばゐる ほど その 藝 術の 内容 は 豐常だ 

とい ふこと が 出来る。」 ので ある。 

かくて 藝 術の 內容 たる 作者の 藝術的 感興 を， 度外視して 一般の 批評家の 「表現が 巧く 出 來てゐ 

三 八 三 


_  三 八！： 

文章論の 推移  こ，」 . — よ 

るか どうか 一 とか 「中味が 多くの 題 U を 持って ゐる かどう か」 とか を はする ことにに カ丄. * 

であって f 偏頗な 批評に のみ 片寄り 過？ ゐる？ 非難して ゐ るので ある。 しかも I おに， 

のは督 をのみ 重んじ 過ぎて、 「その 興味な り禱 なりが どれ だけ 高に」 を I ぜす にた， 

「この 小說 にはテ 二がない とか、 S がない とか、 わけが 判らない とか」 と.：. ちて ゐるグ を 

嘆いて ゐ るのに よ？ も 菊 池 氏と 塞異は ともかく、  S ャぉ S 汐、 と， きて ゐるの 

を 看取す る 事が 出來 るので ある。 

以上に よって 大體 文章論の 推移 を 窺った つもりで あるが、 明治の I がさう であった やう 

. . 、 ,、，，,nT. ：， つ cif し、 專纥を 一-,^ した ものと ォ はねば ならな 

に、 之 を 導いた 文 理論に おいても 大正 期 をつ やって ケ -^"..4 

い^で ある。  --  • 

しかも その 史的 展 f 大別して 一一 一期と し、 二. $lt:  二十 f  I まて I 成 W 1 

五 sit 明治 f まで を 守成 期、 大牽代 を I 期と ふ おまで ぁラ . 

明治 十八 年 出版の 小說魏 によって そ I を 切つ S された ものであるが や 九た."" 「 V 


一 致」 (^奥 一 ：M 见) を 隔て 上 一十 年發 表の 浮 雲 (二葉 亭 W 迷) に 呼びかけ たものと して^だ 賑 かな 

一  幕であった ので ある。 しかも：！：； 一 卜 年に は 美妙の 「花の 茨 茨の 花」 なる 新 文 S3- も 現れて を 

り？ ケ： 一 不 一 ハ 牛に は 「あひ^き」 「めぐりあ ひ」 (二葉" や 迷) などの 名譯 ももの せられて 一一 一一：： 文 一 致 

の 華やかな 將來を 約^す るかの 觀 があった。 

時に：； K 巳 小 次郞の 如き 一一 一一：： 文 一 致に 反駁 を 加へ る もの も あり、 美妙の 如き 聲を大 にして 新 文 S. 

の^ 成に 努める もの もあった が、 1 一十 叫 年に は 久しく 維 俗 折衷 體に 親しんで ゐた 紅葉まで が 新 

情勢 を：： 十く も！ 5- 拔 いて か 「二人 女房」 なる 一一 一一：： 文 一致の 小說を 世に 問 ひ、 • おに 二十 九ハ 小に は 「多 

情 多恨， 一 なる 作品 を i 者して 「 …… である」 止 を 完成し 新 文^の 大きな i^」 礎 を 堅める _5 ^となった 

ので ある。 

かくて P 一十 年代 ともなれば、 正 岡 子 规は寫 生 文 を 提唱して 後の 自然主義 時代に 呼びかけ、 -M 

らも 小閑の 記 (三十  一 とか 墓 (三十 二た ヰ) 夢 (三十 二  s> ラ ンプの 影 (三十 三年) などの ei 作 を 示 

して をり、 三十 三年に は 新 文 suf の 史的 考察 書た る nK 文 一致」 (高 松 茅 村) さへ 世に 問 はれる こ 

ととな つたの を兑て も 言 文 一 致の 勢の 如何なる もの だつ たかを 容 12^ に 推測せられ るで あらう。 

けれども まだ 世 を 擧げて 新 文？：： 十 を 調 歌す るまでに は 至らす 排： 一一 门文 一 致會 なる もの さ へ あり 三 

• 1 一一 八 五 


. 三 八 六 

文章論の 推移  . も 

十五 年 二月に は 「大曰 本と 秦的 I」 なる 新 I 排斥の S さへ 現れて ゐろビ . . 

この 著に 對 して 莒文 一 致, 說會 も I 年 f その 講演 筆記 を 1^ 

. た。 こ. に 至って 新 秦を繞 る 雪 IP は その 大詰に 達した ものと もずへ く. Jf" 

こ 一 線 を 劃す る 所以で ある。  .」 リ： -rv^Kf 

I 創 i にあって ilfi」 た I も、 iiu^^ud 

は L た 作品 と共に 漸く if 靜め、 m 一  致 i ま i けて 

幕 を閉ぢ たものと も 一一 一 n へる ので ある。  i よ-こま 「isl- 卜、 トこは r ゆ 

ついで 守成 期に 入って は 一二 十七 年に 「破戒」 が现れ I -十 八... に は 「狼」 ぜ -.. は， r 

ちゃん 『11 などが 現れて 5 一 致體 の 一の S を さへ 示した ものと 再へ ろので ある 1 

同じく 三十 九 年に は I は 「1 一致に ついて」 なる 轰を ものして 俗 I を 以て ^ 

文 一致 體の 主なる 土 i たる もの だとして その 利 I 一つまで も數 i 、ゐ て；：：； す) 

1 ミ 年に I 石の 一 棄文」 についての 画が 世に 問 はれた ばかりて なく  £[ 

とか 「平凡」 (二葉 亭) とか 「虞 美人 一  I とかの 優れた 作品 も S れて き。 

,,十 五 年 こ f れた花 袋 文 Si に兑 える 印象 i とか 籯 的靈と か" 作 まさ.， 


を 代^す ベ きも のとして 注 E せらるべき であらう。 

この 期に あって は Itn 文 一致 そのもの について 論じた ものと して は r3 逸の 贯位だ つたのに よつ 

て も 新 文 や +も濒 くその 赏綾を 認められて、 创成當 初に 於け るが 如く 赘否： 刚論の i は 騒 さは 最：： 十 や 

見受けられな いので ある。 しかも  ー^^突人れご にあっても 「平凡」 或は 「i^」 に 於ても 未だ 

樣 式の，：： 犬 味から 完全に 離^し 切れない 部分 を 幾らかで も存 して ゐ るの を 思 ふとき、 文 京の .1::^ 際 

においても 或は その 理論の 上に あっても 守成の 時期で あつたと 首 はねば たらない ので ある。 

大； 止 期 ともなれば 今まで， 文 一 致體と 呼ばれて ゐた新 文章が 何時の^にやら 口； S 文と 呼ばれ 

る やうに なり、 しかも その 使 川 圈を擴 大して 鹿の 布告にまで 及んだ 事は漱 石の 「文 體の 一お 

一 短」 (大正 五 年) に 語る 所の 如くで あるが、 同じ年 彼の^ 遙は 「文 nsf 上の 擧！； 一致」 を 叫んで 

口語 體の將 來を豫 言して、 書簡文 を も その 領域に 獲得し 法令 その他 もた V 時期の 11： 题 とさ へ：：^ 

な され る に 1^^: つ た今ロ ぁ る の を：：十くも兑拔 い て ゐ る の で ぁ る。 

大 fii 元 ギには 武者 小路の 「^間 知らす」 が 世に 問 はれて 滑らかな 口頭 語 的な 表現が：： 受けら 

れる ばかりでなく、 ま- -冗長 と 思 はれる ほど あらゆる^ 度から 共體 的に 樓述 しょうと すろ 倾，； 1： 

も 兑られ るので ある。  . 

一二 八 七 


三 八 八 

文章論の 报移  て  >, こ ク.， ci-^c んヒ. .ト 

更 ここの 頃 向よ 「彼の 一二 十の 時」 (大正 一章) に 至って  一 I しく、  11  if ヌ 

して ゐき みならす、 震き |秦| 拓し まって きさ ある。 ...、. 1 , 

-] I？  r.,;^ ル又々 力お 一 が 見れ て ゆとりの ある 欧文のお 致 を.，.. -し 

'こま 菊：^^ の 「身投 救お .11.^」 力 ま>*<マ い 。 

む郞； yllii 人 法 iliH 卜 ド"" 

ついで 七 年に も なれば H I  m  fi.^. 

(同上) などの 中には 彼の 口.^" 主^ やまと tKI お  t-i-rx:,^^^ 

が、 a  I 小さき 者へ」 Is  US  m 

での、 い ゆく まで 驅使 せれて ゐ るの を 兑 るので ある 

大正 八 年に は I 小路の 「A 夫ぎ が 現れ 短篇と 喜 ふ ものの 鬆を はて i を. をり 

彼の 轰 形式の |さを| つて ゐ るので ある。 ま. - -X さ &んで ま 1,, 文の 

ついで 大正ぶ に 文 碧の 手に よって ^nli のお 版せられ るに 及ん て は. i 乂" 

使 If  - 一  I 張す るに 力の あった 事 は 改め 再 ふまで もない さある ス -; ど _ ば 

大正 十二 年 I の 武者 小路の n 叙 傳小說 I  lliti 

かりで なく 全くの 話 i を以 sf まて ゐ I に まて f せらる ベ まの て ある 


容 によって 形式 を 決定して ゆかう とする 傾向 は旣に 早く 自然 派のう ちに 萌しつ" あった も 

ので あるが、 n 禅 派に つて 一せ その 傾向 を 明かに し、 更に 新 思潮 一派に よって. 2:{芥卽 形式論 

にまで 築 上げられて いったの である。 

芥川龍之介 は大： 止 十四 年の 文藝 講^に. 2： 容卽 形式論 を i? へ 、 ；史に 菊： smIJ- の： 吶氏は 文 S の^ 

〈芥 形式 を.^？ つて 論戦 を展 11 した けれども、 これら は 何れも 明治 初期 におけるが 如き 形式 中心の 

時代から.？： 容屮 心の 時代へ と 大きな 轉換を 試みた 1^ を 物語る もの でなければ ならない の であ 

る 0 

卽ち 明治 初期に あって は 作者 も 請^も その 文 の 新奇なる 事 を 望んだ もので あり、 甚 しきに 

至って は 小 說の题 H と共に 言 文 一 致體 とか 維 俗 折衷 體 などと 文體 上の 出しまで 附 けて ゐ るの 

によって もこの 流 風の 如何に 孅烈 だつ たかを 知りうる であらう。 

しかるに 大^ 期 ともなれば：：；^ ni. お 現にの み 心 を^ら にす る S を 恤らす 思 ふやう になり、 こ 、 

に. 2:.:?^^ 形式の 議論の 確立 を兑 るに 至った 寧 は 文？： 論 上 しい 巡 を 示した ものと： tn はねば な 

らな いので ある。 

しかも文章の發；^上ょり之をw-るも新文s•に最も^eli大な役割を^^する欧文脈をも極度にまで 

1 二八 九 


Ill 九 〇 

文章 諭の 推移  こ,^  . 女 ご》に，ヒヒ5:ム乂--£.叨の^ 

きして ま cif す 暴 さへ m 來る t になり、 a£n*?l:^r.,! . 

rl かな" られて 純 i 的 I も 亦 i られ" rrhrl! 

かくて 警 li 的！ 際！ 塞 InurQH リ 

ものであって、 新秦 の| はこ、 に <t 成った と-一 n? も 過. K て はない の？ 


校正 を 了り て 

本書 は 滿鐵敎 硏究 所に おいて 一 茵年 半に 互つ て 講じた 講義 

の 手控に 多少の 筆 を 加へ たもので あ る" 勿論 萆 舟に でも 载 せて 

流し やる ベ き 未熟な 作品で は あ るが、 文 意 研究の 潮流に w し 幸に 

この 方面の 一 里 標 と も な ら ば 著 者 の と す る 所 で ぁ る。 

尙 この 研究に あたって、 恩師 赛 日. 小 S 兩 先生より 何かと 御 指 « 

に與 つた 事 はい つもながら 何ともお 禮の 言 葉 もない 

更に 保 々• 三 0.0 本. 寺 田. 畑 中 入 木 由 村 木. 生 田 .w 出の 諸 先生 を 

はじめ 池 上. 堀. 中 村 .西. 竹 中. 馬 場の 諸兄 その他 先辈問 窓の 方々 から _ 

或は 激勵 の辭を 賜り、 或は 研究の 便宜 を與 へられた 1* など を^ ふ 

時、 この ささやかな 作品の 中に もこ れら 幾多の 溫ぃ 人の 心が 封 じ 

校正 を 了り て  三 力 1 


一一 一九二 

校正 を 了り て  ： しぶ、 i  ^ 

し 0  a., りと して 有维 いと 言 ふ 感じに うたれ な.^ て" ゐ 

i まれて ゐる ものと して 季 M 

られ ない ので ある。  . せ ^  ^  ：  J 

材料の 集 輯の思 ふに まかせぬ 土地に あって、 木 を辦 め，； -.. 

こって よ、 持に 大連圖 書 館の 橋 本 八 五郎 氏 * びに 恩 お，， t, 

；： に，こ— 多^^った。 ： ゝ に 記して ss£ してお- 

生 を 煩した iwi 力 多 力， - V7 

たいと 思 ふ。  r  し 

旣に 拙著 「大伴 家 持の 研究」 にも 附記して おい たげ. バ 

, 1 <  、 ： ノ 匸、、 I ると ィ 

ま 故國を 離れて 國文學 の 研究に いそしむ  ーノ 

！  .  ん宜を 1^ ひ かと 御 指 巧をダ 

書 を機緣 として 未知の 方々 にも 御广久 

ぎたいと 念じて やまない ものである。  ！ 
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